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献
呈
の
辞

日
本
大
学
通
信
教
育
部
長　

川
　
又
　
　
　
祐

真
野
一
雄
先
生
は
、
日
本
大
学
文
理
学
部
英
文
学
科
卒
業
後
、
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
課
程
入
学
・
修
了
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
一
九
八
三
年
に
通
信
教
育
部
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
教
授
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。
真
野
先
生
は
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
た

二
〇
一
八
年
以
降
も
特
任
教
授
と
し
て
通
信
教
育
部
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
、
そ
の
任
期
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

真
野
先
生
は
在
職
中
、
主
に
「
英
文
法
」、「
英
語
学
概
説
」、「
英
語
史
」
の
授
業
を
担
当
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
真
野
先
生
は
、
な
か
で
も
英
語
史
を

専
門
と
し
、
研
究
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
『
パ
ス
ト
ン
家
書
簡
集
』
に
お
け
る
英
語
語
法
に
関
心
を
持
た
れ
、
探
究
を
継
続
し
て
お
ら
れ
ま
す
。『
パ

ス
ト
ン
家
書
簡
集
』
と
は
、
十
五
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
階
級
の
一
族
パ
ス
ト
ン
家
の
人
び
と
、
彼
ら
の
友
人
、
知

人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
簡
集
で
す
。
内
容
は
家
族
及
び
家
政
上
の
問
題
、
訴
訟
や
商
取
引
に
つ
い
て
で
あ
り
、
政
治
的
意
味
合
い
や
文
学
的
虚
飾
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
市
井
の
人
び
と
に
よ
る
「
普
通
」
の
書
簡
集
で
す
が
、
当
時
を
知
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
の
評
価
は
揺
る
ぎ

な
い
も
の
で
す
。
十
五
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
え
ば
百
年
戦
争
の
末
期
か
ら
バ
ラ
戦
争
ま
で
で
あ
り
、
乱
世
の
時
代
と
い
え
ま
し
ょ
う
。『
パ
ス

ト
ン
家
書
簡
集
』
を
読
め
ば
、
当
時
人
び
と
が
ど
う
身
を
処
し
た
の
か
、
風
習
、
生
活
様
式
、
倫
理
観
、
人
の
息
吹
ま
で
も
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
書
簡
集
は
チ
ョ
ー
サ
ー
の
中
英
語
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
初
期
現
代
英
語
の
中
間
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
英
語
で
書
か
れ
て
お
り
、

読
解
に
は
か
な
り
の
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
真
野
一
雄
先
生
は
静
か
に
そ
し
て
着
実
に
書
簡
集
を
丹
念
に
読
み
、
そ
の
成
果
を
、“D

o in the P
aston 
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L
etters”

(1999)

を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
論
考
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
研
究
結
果
を
せ
っ
か
ち
に
す
ぐ
求
め
る
現
代
に
お
い
て
、
真
野
一
雄
先
生

の
粘
り
強
い
御
研
究
の
成
果
は
先
行
研
究
と
し
て
学
問
的
に
評
価
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
先
生
の
誠
実
な
お
人
柄
そ
の
も
の
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

真
野
先
生
は
、
教
授
そ
し
て
特
任
教
授
と
し
て
の
任
期
は
終
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
通
信
教
育
部
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
学
生
の
教
育
・
指
導
に
情
熱
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
最
後
に
、

あ
ら
た
め
て
真
野
先
生
の
通
信
教
育
部
へ
の
ご
貢
献
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
『
研
究
紀
要
』
第
三
十
三
号
を
退
職
記

念
号
と
し
て
真
野
先
生
に
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
三
月
吉
日
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真  

野  

一  

雄
　
教
授
　
略
歴

　
学
　
　
歴

昭
和
二
七
年
五
月
二
九
日
　
東
京
都
足
立
区
で
出
生

昭
和
四
六
年
　
四
月
　
日
本
大
学
文
理
学
部
英
文
学
科
入
学

昭
和
五
〇
年
　
三
月
　
日
本
大
学
文
理
学
部
英
文
学
科
卒
業

昭
和
五
三
年
　
四
月
　
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
入
学

昭
和
五
五
年
　
三
月
　
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了

昭
和
五
五
年
　
四
月
　
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
入
学

昭
和
五
八
年
　
三
月
　
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学

　
職
　
　
歴

昭
和
五
一
年
　
三
月
　
日
本
大
学
文
理
学
部
（
英
文
学
研
究
室
・
実
験
助
手
）

昭
和
五
八
年
　
四
月
　
日
本
大
学
短
期
大
学
部
（
習
志
野
校
舎
）
非
常
勤
講
師

昭
和
五
八
年
　
六
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
助
手

昭
和
五
九
年
　
四
月
　
聖
徳
学
園
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

昭
和
六
〇
年
　
七
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
講
師
（
専
任
扱
）

昭
和
六
〇
年
　
一
一
月
　
日
本
大
学
経
済
学
部
兼
担
講
師

昭
和
六
一
年
　
七
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
専
任
講
師

昭
和
六
三
年
　
四
月
　
日
本
大
学
文
理
学
部
兼
担
講
師
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平
成
一
四
年
　
四
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
助
教
授

平
成
一
九
年
　
四
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
准
教
授
（
教
員
組
織
変
更
に
伴
う
名
称
変
更
）

平
成
二
一
年
　
五
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
教
授

平
成
三
〇
年
　
四
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
特
任
教
授

平
成
三
〇
年
　
四
月
　
日
本
大
学
文
理
学
部
非
常
勤
講
師

　
所
属
学
会

日
本
大
学
英
文
学
会
、
日
本
中
世
英
語
英
文
学
会
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真  

野  

一  

雄
　
教
授
　
主
要
著
作
目
録

一
　
著
書

『A
BC

の
本
』　
オ
レ
ン
ジ
―

ポ
コ 

昭
和
五
九
年

Studies in the Language of the Paston Letters

　A
LA

出
版 

平
成
二
一
年

二
　
学
術
論
文

Im
personal V

erbs in the Paston Letters 

日
本
大
学
英
文
学
会
『
英
文
学
論
叢
』
第
31
巻
　
昭
和
五
八
年

Reflexive V
erbs in the Paston Letters

　 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
桜
信
論
叢
』
第
3
号
　
昭
和
五
九
年

Gerund in the Paston Letters 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
桜
信
論
叢
』
第
4
号
　
昭
和
六
〇
年

Relative Pronouns in the Paston Letters 

日
本
大
学
英
文
学
会
『
英
文
学
論
叢
』
第
33
巻
　
昭
和
六
〇
年

A
 Study on the Inflectional Endings of the V

erbs in the Paston Letters 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
桜
信
論
叢
』
第
5
号
　
昭
和
六
一
年

O
n 3rd Person Singular Present Indicative –s in the Paston Letters 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
3
号
　
平
成
　
一
年

英
和
辞
典
に
お
け
る
文
型
表
示
法
に
つ
い
て
の
一
考
察 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
8
号
　
平
成
　
七
年

英
英
学
習
辞
典
に
お
け
る
文
型
表
示
法
に
つ
い
て
の
一
考
察 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
9
号
　
平
成
　
八
年

D
o in the Paston Letters 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
11
号
　
平
成
一
〇
年

D
o in the Paston Letters (2) 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
12
号
　
平
成
一
一
年

Im
personal V

erbs in the Paston Letters (2) 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
16
・
17
合
併
号
　
平
成
一
六
年

O
n 3rd person sg. pres. ind. –s in the Paston Letters (2) 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
19
号
　
平
成
一
八
年

Gerund in the Paston Letters (2) 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
20
号
　
平
成
一
九
年



― 10 ―

A
ccusative w

ith Infinitive in the Paston Letters 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
21
号
　
平
成
二
〇
年

Plural Endings in the Paston Letters 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
22
号
　
平
成
二
一
年

Reflexive V
erbs in the Paston Letters (2) 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
24
号
　
平
成
二
三
年

母
音
表
記
法
に
つ
い
て
の
一
考
察 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
25
号
　
平
成
二
四
年

Plural Endings -n in the Paston Letters 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
27
号
　
平
成
二
六
年

D
o in the Past+-on Letters (3) 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
『
研
究
紀
要
』
第
29
号
　
平
成
二
八
年
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一
、
は
じ
め
に

　

三
木
露
風
の
生
誕
一
三
〇
年
を
迎
え
、
露
風
が
作
品
を
寄
稿
し
て
い
た
『
山

崎
新
聞
』
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
地
方
新
聞
は
、
公
的
機
関
な
ど
に
創
刊
号
か

ら
終
刊
ま
で
ま
と
め
て
保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
未
公
開
の
ま

ま
埋
も
れ
て
い
た
。

　

三
木
露
風
は
、「
忘
れ
ら
れ
た
詩
人
」
や
「
活
躍
は
大
正
十
五
年
ま
で
で
、

こ
の
年
を
も
っ
て
第
一
線
を
退
い
た
」
と
評
さ
れ
、
そ
の
後
の
作
品
は
注
目
さ

れ
ず
近
代
文
学
史
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
詩
壇
か
ら
離
れ
た

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
以
降
も
七
十
六
歳
で
没
す
る
一
九
六
四
（
昭
和

三
十
九
）
年
ま
で
、
三
十
八
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
創
作
活
動
を
続
け
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
山
崎
新
聞
』
に
は
、
露
風
の
大
正
十
五
年
以
降
の
作
品

が
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
六
日
か
ら
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
十
二
月

二
十
一
日
ま
で
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。
紀
行
文
・
随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど

が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
て
、『
山
崎
新
聞
』
が
初
出
と
思
わ
れ
る
作
品
も
多

い
。
ま
た
、今
ま
で
と
は
少
し
違
っ
た
詩
人
露
風
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
露
風
と
『
山
崎
新
聞
』
に
関
し
て
は
、
寄
稿
し
て
い
た
と
い
う
紹

介
的
な
も
の
は
あ
っ
た
が
、
全
体
像
や
そ
の
作
品
内
容
な
ど
に
つ
い
て
十
分
な

検
討
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
正
十
五
年
を
も
っ
て
第
一
線
を
退
い

た
と
評
さ
れ
、
詩
壇
外
の
詩
人
、
時
代
か
ら
も
孤
立
し
た
か
に
見
え
る
露
風
の

人
と
作
品
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
評
価
す
る
の
か
、
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
そ
こ
で
露
風
に
関
す
る
未
公
開
作
品
や
資
料
を
整
理
し
、
作
品
と
そ

の
創
作
活
動
を
検
証
す
る
こ
と
で
、「
大
正
十
五
年
以
降
の
露
風
」
の
再
評
価

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
は
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
露
風
が
寄
稿
し
て
い
た
『
山
崎
新
聞
』

の
実
態
や
特
徴
に
つ
い
て
明
確
に
し
、
そ
こ
か
ら
見
た
「
大
正
十
五
年
以
降
の

露
風
」
と
い
う
詩
人
を
顧
み
る
と
同
時
に
、
大
量
に
残
さ
れ
た
作
品
の
全
体
像

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
今
、
よ
み
が
え
る
『
山
崎
新
聞
』

１
、『
山
崎
新
聞
』
の
概
要

　
『
山
崎
新
聞
』は
一
九
一
五（
大
正
四
）年
八
月
三
十
一
日
か
ら
一
九
三
九（
昭

和
十
四
）
年
五
月
二
十
五
日
ま
で
、
兵
庫
県
宍
粟
郡
山
崎
町
（
当
時
、
現
宍
粟

市
山
崎
町
）
で
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
は
町
立
図
書
館
（
当
時
、
現
宍
粟
市

立
図
書
館
）で
閲
覧
で
き
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、大
半
が
散
逸
し
た
状
態
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
に
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年

現
代
に
よ
み
が
え
る
三
木
露
風
と
『
山
崎
新
聞
』

近
藤
健
史

高
田
智
之

〔
論
　
文
〕
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の
創
刊
号
か
ら
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
ま
で
、
全
発
行
号
数
の
半
分
近
く
が

製
本
さ
れ
た
形
で
創
刊
者
の
親
族
の
家
の
蔵
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
一
方
、
宍
粟

市
立
図
書
館
内
で
も
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
以
降
の
傷
み
の
激
し
い
未
製
本

の
『
山
崎
新
聞
』
が
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
合
わ
せ
て
九
割
以
上
が
揃
い
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
現
在
、
宍
粟
市

で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
小
地
域
の
新
聞
が
完
全
に
近
い
形
で
現
存
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
専

門
家
に
よ
る
と
稀
な
こ
と
だ
と
い
う
。『
山
崎
新
聞
』
の
発
掘
に
関
わ
っ
た
一

人
と
し
て
、
全
体
を
読
み
通
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
日
中
戦
争
を
経
て

太
平
洋
戦
争
前
ま
で
の
宍
粟
郡
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
活
写
さ
れ
て
い
た
。

生
ニ
ュ
ー
ス
は
、
当
時
の
通
信
事
情
も
あ
り
、
ほ
ぼ
宍
粟
郡
内
で
発
生
し
た

も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
町
の
う
わ
さ
を
面
白
お
か
し
く
書
く
な
ど
、
現
代
で

言
え
ば
、
娯
楽
性
の
強
い
週
刊
誌
的
な
要
素
も
あ
る
。
こ
の
点
、
明
治
時
代
に

『
小こ

新
聞
』
と
呼
ば
れ
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
大
衆
紙
の
「
の
ぞ
き
見
趣
味
」
的
要

素
を
残
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
創
刊
の
辞
な
ど
で
、
創
刊
者
が
新
聞
は
「
社
会
の
木
鐸
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
一
方
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
精
神
も
発
揮
し
て
お
り
、
硬
派

の
政
論
記
事
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
文
芸
の
育
成
、
普
及
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
特
に
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
か
け

て
は
、
兵
庫
県
揖
西
郡
龍
野
町
（
当
時
、
現
た
つ
の
市
龍
野
町
）
出
身
の
詩
人
、

三
木
露
風
の
紀
行
文
、
随
筆
、
詩
歌
な
ど
を
一
面
ト
ッ
プ
に
、
同
一
紙
面
に
地

元
文
壇
の
詩
人
、歌
人
の
投
稿
作
品
を
掲
載
し
た
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、

明
治
時
代
に
『
大お

お

新
聞
』
と
呼
ば
れ
る
知
識
階
級
を
対
象
に
し
た
政
論
主
体
の

高
級
紙
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

発
行
さ
れ
た
『
山
崎
新
聞
』
は
、
明
治
時
代
の
『
大
新
聞
』
と
『
小
新
聞
』
の

両
方
の
特
徴
を
併
せ
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

山
崎
新
聞
社
の
所
在
地
は
、
山
崎
町
ノ
内
山
崎
町
九
十
九
番
屋
敷
で
あ
る
。

初
代
の
発
行
兼
編
集
人
は
山
下
駿
治
（
在
任
期
間
：
一
九
一
五
年
八
月
三
十
一

日
～
一
九
二
四
年
六
月
二
十
六
日
）、
二
代
目
は
山
下
郁
三
（
在
任
期
間
：

一
九
二
四
年
七
月
一
日
～
一
九
三
一
年
三
月
一
日
）、三
代
目
は
本
條
俊
一
（
在

任
期
間
：
一
九
三
一
年
五
月
二
十
一
日
～
一
九
三
九
年
五
月
二
十
五
日
）。
月

三
回
発
行
で
、
一
九
一
七
年
発
行
の
『
宍
粟
郡
案
内
』（
赤
堀
天
泉
編
、
宍
粟

郡
協
賛
会
）
に
よ
る
と
、
一
回
の
発
行
部
数
約
千
二
百
部
（
創
刊
時
）、
ペ
ー

ジ
数
は
四
ペ
ー
ジ
。
町
議
会
選
挙
の
結
果
を
号
外
で
報
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
一
九
一
七
年
当
時
、
宍
粟
郡
の
人
口
は
約
六
万
一
千
人
、
う
ち
同

町
の
人
口
は
六
千
人
余
。
山
崎
町
に
関
す
る
話
題
、
広
告
が
多
い
こ
と
か
ら
、

購
読
者
は
同
町
在
住
者
が
中
心
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

山
下
駿
治
は
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
八
月
六
日
、
山
崎
町
で
江
戸
時
代

の
一
六
七
三
（
延
宝
元
）
年
開
業
の
薬
種
商
「
あ
わ
や
」
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
本
人
の
『
軍
隊
手
帳
』
に
よ
る
と
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
、

日
露
戦
争
が
始
ま
り
、
清
国
へ
出
征
し
、
遼
陽
の
会
戦
（
一
九
〇
四
年
八
月
）

で
負
傷
し
た
。「
あ
わ
や
」
に
つ
い
て
、『
宍
粟
郡
案
内
』
は
「
郡
内
に
て
『
あ

わ
や
』
と
言
え
ば
、
三
尺
の
児
童
も
知
ら
ざ
る
者
は
な
く
、『
あ
わ
や
』
の
商

号
を
『
く
す
り
や
』
の
代
名
詞
と
な
れ
る
程
の
信
用
を
博
せ
り
」
と
紹
介
し
て

い
る
。「
あ
わ
や
」
は
大
手
紙
、
地
方
紙
の
取
次
販
売
も
行
っ
て
い
た
。『
宍
粟

郡
案
内
』
は
扱
っ
て
い
た
新
聞
と
し
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
、
大
阪
毎
日
新
聞
、

神
戸
新
聞
、
神
戸
又
新
日
報
、
鷺
城
新
聞
、
東
京
各
新
聞
を
挙
げ
て
い
る
。
江

戸
時
代
か
ら
代
々
続
く
老
舗
の
薬
屋
の
若
旦
那
で
あ
っ
た
山
下
は
、
自
ら
も
新

聞
を
発
行
、
編
集
人
と
し
て
も
社
説
や
コ
ラ
ム
な
ど
で
筆
を
揮
っ
た
。
郡
内
に

通
信
員
を
何
人
か
配
置
し
て
い
た
こ
と
が
、
掲
載
し
た
募
集
広
告
で
う
か
が
え
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る
。
山
崎
町
以
外
の
出
来
事
は
通
信
員
が
取
材
し
て
い
た
よ
う
だ
。

２
、
創
刊
の
辞
と
発
行
の
動
機

　

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
八
月
三
十
一
日
付
の
創
刊
号
で
、『
山
崎
新
聞
』

は
一
面
ト
ッ
プ
に
次
の
『
創
刊
の
辞
』
を
掲
載
し
た
。

「
・
・
・
独
立
せ
る
山
崎
新
聞
を
創
刊
し
、・
・
・
新
聞
は
社
会
の
耳
目

に
し
て
亦
木
鐸
な
り
と
は
人
口
に
膾
炙
せ
る
と
こ
ろ
其
の
勢
力
の
偉
大

な
る
能
く
輿
論
を
喚
起
し
個
人
を
活
殺
す
る
に
足
る
べ
し
。
山
崎
新
聞

僅
に
月
三
回
の
発
行
に
過
ぎ
ず
加
う
る
に
微
力
な
る
吾
人
の
筆
は
此
大

責
任
を
全
う
す
る
の
最
大
難
事
な
る
を
覚
ゆ
。
吾
人
の
筆
素
よ
り
小
な

り
。
然
れ
ど
も
其
の
力
は
大
な
り
と
信
ず
。・
・
・
他
郡
に
比
し
万
事

平
穏
事
勿
れ
主
義
に
て
押
し
通
し
・
・
・
有
耶
無
耶
の
間
に
葬
り
去
る

が
故
に
進
取
啓
発
の
気
風
乏
し
く
・
・
・
吾
人
は
余
り
に
退
嬰
的
事
勿

れ
主
義
に
甘
ん
ぜ
る
郡
民
に
今
少
し
く
進
取
的
に
活
動
せ
ん
こ
と
を
望

む
な
り
・
・
・
郡
民
が
・
・
・
活
躍
す
べ
き
方
面
は
農
事
の
改
善
、
殖

林
、
養
蚕
、
鉱
業
、
畜
産
、
製
材
、
製
炭
等
、
郡
の
現
状
に
照
ら
し
て

将
来
尚
計
画
し
開
拓
す
る
の
余
地
多
々
あ
る
べ
く
・
・
・
企
画
を
定
む

る
に
方
り
郡
民
輿
論
の
中
心
た
る
べ
き
新
聞
紙
の
努
力
に
期
待
す
る
も

の
蓋
し
鮮
少
な
ら
ざ
る
べ
し
。
我
社
が
利
益
的
打
算
を
考
慮
せ
ず
し
て

奮
起
し
た
る
意
義
実
に
茲
に
存
す
。
而
し
て
政
党
政
派
に
関
す
る
方
針

は
不
偏
不
党
公
明
を
経
と
し
正
大
を
緯
と
し
忠
実
穏
健
な
る
主
義
思
想

を
以
て
実
践
躬
行
地
方
啓
発
の
一
端
に
資
せ
ん
と
す
・
・
・
諸
君
願
わ

く
ば
吾
人
を
督
励
援
助
し
て
・
・
・
」

　

山
下
は
創
刊
の
辞
で
、「
新
聞
は
社
会
の
耳
目
に
し
て
亦
木
鐸
な
り
」
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
を
謳
い
上
げ
、「
他
郡
に
比
し
万
事
平
穏
事
勿
れ
主
義

に
て
押
し
通
し
・
・
・
有
耶
無
耶
の
間
に
葬
り
去
る
が
故
に
進
取
啓
発
の
気
風

乏
し
く
・
・
・
吾
人
は
余
り
に
退
嬰
的
事
勿
れ
主
義
に
甘
ん
ぜ
る
郡
民
に
今
少

し
く
進
取
的
に
活
動
せ
ん
こ
と
を
望
む
な
り
」と
発
刊
の
動
機
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
郡
民
に
対
し
て
「
活
躍
す
べ
き
方
面
は
農
事
の
改
善
、
殖
林
、
養

蚕
、
鉱
業
、
畜
産
、
製
材
、
製
炭
等
、
郡
の
現
状
に
照
ら
し
て
将
来
尚
計
画
し

開
拓
す
る
の
余
地
多
々
あ
る
べ
く
・
・
・
」
と
進
む
べ
き
方
向
を
具
体
的
に
指

し
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、「
政
党
政
派
に
関
す
る
方
針
は
不
偏
不
党
公
明
を

経
と
し
正
大
を
緯
と
し
忠
実
穏
健
な
る
主
義
思
想
を
以
て
実
践
躬
行
、
地
方
啓

発
の
一
端
に
資
せ
ん
と
す
」
と
述
べ
、
率
先
し
て
そ
の
任
務
を
果
た
す
と
表
明

し
た
。

　

当
時
、
日
本
は
日
露
戦
争
に
勝
利
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
日
英
同
盟
の

下
で
、
ド
イ
ツ
の
根
拠
地
、
中
国
の
青
島
を
陥
れ
る
な
ど
、
対
外
政
策
が
積
極

性
を
増
し
、
国
力
も
増
大
し
て
い
た
。
ま
た
、
国
内
で
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

運
動
が
展
開
さ
れ
、
自
由
主
義
・
民
主
主
義
的
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
中
、
山
下
は
「
そ
れ
に
比
べ
、
こ
の
宍
粟
郡
の
状
態
は
何
だ
。
こ
れ
で
は

世
の
中
の
動
き
に
取
り
残
さ
れ
る
」
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
時
代

背
景
も
新
聞
発
刊
を
後
押
し
し
た
と
言
え
る
。
郡
内
と
そ
の
周
辺
の
業
界
は
も

ち
ろ
ん
、
役
所
も
『
祝
山
崎
新
聞
創
刊
』
と
銘
打
っ
た
広
告
を
出
し
た
。
芸
妓

と
そ
の
土
地
の
出
先
（
待
合
・
料
理
屋
な
ど
）
を
つ
な
ぐ
連
絡
事
務
所
で
あ
る

検
番
「
山
崎
旭
検
」
の
広
告
は
、
所
属
す
る
芸
妓
全
員
の
名
前
で
一
ペ
ー
ジ
を

埋
め
尽
く
し
た
。
郡
民
挙
げ
て
山
崎
新
聞
の
〝
船
出
〟
を
祝
っ
た
様
子
が
う
か

が
え
る
。
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３
、
創
刊
五
周
年
と
創
刊
十
五
周
年

　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
九
月
十
一
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』（
第
一
八
三
号
）

は
一
面
で
祝
創
刊
五
周
年
特
集
を
組
み
、
大
阪
毎
日
新
聞
内
国
通
信
部
長
、
神

戸
新
聞
社
長
ら
の
祝
辞
を
掲
載
し
た
。
大
阪
朝
日
新
聞
社
長
も
名
を
連
ね
た
。

大
阪
毎
日
の
内
国
通
信
部
長
は
「
都
会
に
お
け
る
大
新
聞
の
必
要
な
る
が
如
く

に
地
方
的
の
小
新
聞
も
必
要
で
あ
り
ま
す
」
と
前
置
き
し
、「
山
崎
新
聞
は
地

方
的
の
小
新
聞
と
し
て
健
全
な
発
達
を
遂
げ
て
第
５
周
年
と
な
っ
た
の
は
、
そ

の
地
方
の
人
々
が
山
崎
新
聞
の
必
要
を
認
め
て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
で
す
」
と

の
賛
辞
を
贈
っ
た
。
神
戸
新
聞
社
長
は
「
今
や
国
を
挙
げ
て
改
造
の
途
上
に
あ

り
、
記
者
と
云
は
ず
、
経
営
者
と
言
は
ず
、
苟
も
身
を
新
聞
紙
に
託
し
て
、
志

を
伸
べ
ん
と
す
る
も
の
、
深
く
時
運
を
案
じ
、
世
務
を
考
量
し
自
家
の
主
張
を

推
敲
し
て
世
論
を
嚮
導
し
依
っ
て
以
て
文
化
向
上
の
一
路
を
開
く
に
至
ら
ば
、

亦
新
聞
経
営
者
の
欣
喜
快
事
た
ら
ん
。
而
し
て
是
れ
実
に
同
業
者
が
社
会
奉
仕

の
唯
一
の
道
た
り
。
山
下
君
夫
れ
努
め
よ
」
と
激
励
し
た
。
い
ず
れ
も
、
新
聞

の
権
威
と
責
任
の
重
さ
を
説
い
て
い
る
。
山
下
の
地
元
有
力
紙
、
大
新
聞
幹
部

と
の
関
係
は
、
志
を
同
じ
く
す
る
新
聞
人
と
し
て
の
交
流
を
通
じ
て
培
わ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。

　

一
九
二
四
（
大
正
十
四
）
年
七
月
一
日
、『
山
崎
新
聞
』
の
発
行
人
兼
編
集
人

は
山
下
の
実
弟
、
郁
三
に
代
わ
っ
た
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
八
月
十
一
日

の
創
刊
十
五
周
年
の
記
念
号
（
第
七
七
六
号
）
で
、
郁
三
は
「
創
刊
十
五
年
を

迎
へ
て
」
と
題
す
る
社
説
を
一
面
ト
ッ
プ
に
掲
載
し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
で

あ
る
。「

▼
大
都
市
の
二
、
三
の
大
新
聞
を
除
き
、
全
国
の
幾
千
の
新
聞
社
が

政
党
、
財
閥
の
背
景
援
助
な
く
し
て
新
聞
の
経
営
は
難
事
中
の
難
事
。

▼
こ
の
難
事
業
を
我
社
が
独
立
独
歩
、
敢
然
と
し
て
何
ら
の
掣
肘
も
受

け
ず
圧
迫
も
蒙
ら
ず
今
日
在
る
を
得
た
の
は
全
く
愛
読
者
諸
彦
と
広
告

援
助
者
各
位
の
熱
烈
な
る
郷
土
新
聞
愛
護
の
賜
も
の
に
外
な
ら
ず
と
常

に
我
社
同
人
の
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
▼
前
社
長
の
主
義
方

針
を
確
守
し
、
奇
矯
を
さ
け
て
穏
健
に
、
極
端
よ
り
中
庸
に
と
過
去

十
五
年
を
経
過
し
た
が
、
こ
の
方
針
で
進
み
た
い
。
こ
の
方
針
、
こ
の

主
義
が
世
道
人
心
に
何
も
の
か
を
寄
与
し
つ
つ
あ
り
と
確
信
す
る
も
の

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
▼
新
聞
の
使
命
は
社
会
の
暗
黒
面
暴
露
や
個
人

の
私
行
摘
発
を
以
て
能
事
と
す
る
も
の
で
は
な
く
斯
く
の
如
き
記
事
を

満
載
し
て
読
者
を
吸
収
し
た
の
は
既
往
の
陋
劣
な
る
販
売
政
策
で
現
今

で
は
世
に
調
所
悪
徳
を
以
て
任
ず
る
新
聞
以
外
に
は
見
出
せ
な
い
▼
新

聞
は
社
会
の
木
鐸
と
か
耳
目
と
か
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
国
家
社
会

或
い
は
地
方
の
公
的
機
関
と
称
さ
れ
て
来
た
か
ら
は
決
し
て
其
の
社
、

其
の
新
聞
の
独
占
専
横
を
許
さ
れ
ず
社
会
と
共
に
読
者
と
共
に
明
る
き

正
し
き
愉
快
味
に
満
ち
た
も
の
に
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
▼

公
的
事
業
で
あ
る
新
聞
経
営
も
採
算
を
離
れ
て
は
一
日
も
成
り
立
つ
こ

と
は
で
き
な
い
。
深
刻
な
不
景
気
の
ド
ン
底
に
直
面
せ
る
今
日
で
は
あ

る
が
、
本
紙
の
記
念
号
発
行
に
対
し
て
は
愛
読
者
及
び
広
告
援
助
者
各

位
層
一
層
の
同
情
を
垂
れ
た
ま
い
郷
土
唯
一
の
山
崎
新
聞
の
前
途
に
光

明
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」

　

一
面
の
中
央
に
「
実
践
躬
行
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
自
ら
社
説
の
内
容

を
実
践
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
社
説
で
は
、
前
社
長
の
「
新
聞
は
社
会
の
木

鐸
」
と
の
編
集
方
針
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、「
今
は
国
家
社
会
或
い
は
地
方

の
公
的
機
関
」
と
述
べ
、「
新
聞
の
独
占
専
横
を
許
さ
れ
ず
社
会
と
共
に
読
者
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と
共
に
」
と
、
新
聞
の
社
会
の
公
器
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
強
く
前
面
に
押
し

出
し
た
。
そ
の
上
で
、「
公
的
事
業
で
あ
る
新
聞
経
営
も
採
算
を
離
れ
て
は
一

日
も
成
り
立
た
な
い
」
と
し
、「
愛
読
者
及
び
広
告
援
助
者
各
位
層
一
層
の
同

情
を
」
と
購
読
と
広
告
の
掲
載
を
読
者
に
呼
び
掛
け
た
。
特
に
興
味
を
引
く
の

は
、「
新
聞
の
使
命
は
社
会
の
暗
黒
面
暴
露
や
個
人
の
私
行
摘
発
を
以
て
能
事

と
す
る
も
の
で
は
な
く
」
と
自
ら
を
戒
め
て
い
る
点
だ
。
た
だ
、『
山
崎
新
聞
』

は
大
衆
紙
的
要
素
も
〝
売
り
〟
に
し
て
お
り
、「
旅
役
者
を
追
ふ
て　

カ
フ
ェ
ー

女
給
の
家
出
」（
一
九
三
三
年
・
昭
和
八
年
九
月
三
日
付
）
な
ど
、「
の
ぞ
き
見

趣
味
」
の
記
事
も
載
せ
て
い
る
。

４
、
更
生
の
辞

　

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
五
月
二
十
一
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
は
一
面
ト
ッ

プ
に
「
更
生
の
辞
」
を
掲
載
、
発
行
兼
編
集
人
が
山
下
郁
三
か
ら
本
條
俊
一

に
代
わ
っ
た
と
告
げ
た
。
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
発
行
の
『
播
磨
山
崎 

篠
乃
丸
公
園
と
妙
見
堂
』（
前
野
佐
吉
）
に
よ
る
と
、
本
條
は
山
崎
町
町
会
議

員
で
同
町
の
有
力
者
で
あ
る
。「
更
生
の
辞
」
は
「
休
刊
を
続
け
て
い
た
本
紙

は
・
・
・
此
処
に
更
生
の
第
一
声
を
挙
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。・
・
・
」
と
述
べ
、

『
山
崎
新
聞
』
が
経
営
難
に
陥
り
、
廃
刊
の
瀬
戸
際
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
た
。
詩
人
の
野
口
雨
情
、
兵
庫
県
出
身
の
政
治
家
、
清
瀬
一
郎
ら
が
同
紙

の
継
承
を
喜
ぶ
祝
辞
を
寄
せ
て
い
る
。「
更
生
の
辞
」
は
書
き
出
し
で
、
小
規

模
新
聞
の
限
界
を
嘆
い
て
い
る
。新
聞
の
使
命
は
速
報
に
あ
る
が
、『
山
崎
新
聞
』

は
旬
刊
で
あ
る
た
め
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
来
月
か
ら
週

刊
に
す
る
予
定
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
ス
ピ
ー
ド
時
代
の
現
代
に
適
合
す
る
と
は

言
え
な
い
と
述
べ
た
。
だ
が
、「
・
・
・
然
し
新
聞
の
使
命
は
単
に
社
会
の
状

態
を
忠
実
に
報
道
す
る
事
の
み
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
問
い
掛
け
、「
否
寧
ろ
社

会
の
善
良
な
る
指
導
、
輿
論
の
公
正
な
る
木
鐸
と
し
て
終
始
す
る
こ
と
に
よ
り

存
在
価
値
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
、
事
実
の
速
報
だ
け
が
重
要

で
は
な
い
、
と
続
け
る
。
そ
の
上
で
、「
・
・
・
宍
粟
郡
に
お
け
る
唯
一
の
公

器
で
あ
る
山
崎
新
聞
は
例
え
小
さ
き
紙
面
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
郡
民
一
同
の
輿

論
を
代
表
し
、
意
思
を
代
弁
す
る
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
・
本
紙

は
従
来
守
事
し
来
た
っ
た
公
正
無
私
、穏
健
着
実
の
方
針
を
持
続
す
る
と
共
に
、

地
方
的
色
彩
を
発
揮
す
る
に
力
め
、
記
事
の
集
輯
、
編
輯
の
意
匠
に
清
新
の
気

を
加
え
て
江
湖
の
期
待
に
背
か
ざ
ら
ん
事
を
期
す
・
・
・
」
と
述
べ
、
従
来
の

編
集
方
針
を
維
持
し
な
が
ら
、
地
方
的
特
色
を
出
す
た
め
、
工
夫
し
世
間
の
期

待
に
応
え
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

５
、
記
事
に
見
る
時
代
ご
と
の
『
山
崎
新
聞
』
の
特
徴

（
一
）
第
一
次
大
戦
中
の
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
か
ら
大
戦
終
了
期

 

（
1
）
大
正
天
皇
即
位
大
典
祝
賀
行
列
奉
祝
準
備

　

一
九
一
五
年
十
月
六
日
付
の
同
紙
は
、
大
正
天
皇
即
位
（
十
一
月
十
日
）
の

祝
賀
行
列
で
町
は
芸
妓
の
流
し
を
催
す
準
備
を
進
め
て
い
る
と
報
じ
た
。「
官

女
姿
に
て
三
味
、
太
鼓
、
鼓
囃
し
入
り
に
て
流
し
・
・
・『
万
歳
』
の
奉
祝
替

唄
を
舞
う
・
・
・
」
と
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
当
時
、
日
本
は
造
船
、
生
糸

輸
出
な
ど
の
戦
争
特
需
に
よ
る
好
景
気
が
続
い
て
お
り
、
記
事
は
当
時
の
明
る

い
社
会
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。

 
（
2
）
家
庭
会
の
創
立

　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
、
女
性
の
社
会
的
・
政
治
的
地
位
の
向
上
を

求
め
て
、
平
塚
ら
い
て
う
、
市
川
房
江
ら
に
よ
り
新
婦
人
協
会
が
結
成
さ
れ
、

婦
人
・
母
・
子
供
の
権
利
を
主
張
し
た
。
山
崎
町
で
も
母
親
が
初
め
て
意
識
的

に
子
供
の
こ
と
を
中
心
に
考
え
て
行
動
を
起
こ
し
た
。
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一
九
二
〇
年
五
月
十
一
日
付
の
同
紙
は
山
崎
町
の
母
親
が
発
表
し
た
「
山
崎

校
家
庭
会
趣
意
書
」
を
掲
載
し
た
。
趣
意
書
は
「
・
・
・
国
家
の
浮
沈
盛
衰
は

一
つ
に
子
女
教
育
の
盛
衰
に
あ
り
、・
・
・
主
と
し
て
家
庭
殊
に
母
の
手
に
あ

り
と
す
れ
ば
母
の
任
務
の
重
大
を
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。・
・
・
先
進
国
や
進
歩
せ

る
都
市
に
於
い
て
は
こ
の
種
の
会
合
が
盛
ん
に
出
来
て
、・・・
」と
述
べ
て
い
る
。

 

（
3
）
関
東
大
震
災
ル
ポ

　

関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）
に
つ
い
て
、
九
月
二
十
六
日
付
で

東
京
在
住
の
山
崎
町
出
身
者
が
山
崎
新
聞
社
に
宛
て
た
手
紙
を
掲
載
し
て
い

る
。
九
月
十
二
日
消
印
で
同
十
八
日
着
の
手
紙
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
当
時
小
生
は
日
本
橋
の
勤
務
先
二
階
に
於
い
て
電
話
で
話
し
中
俄
然

急
激
な
震
動
起
こ
り
メ
リ
メ
リ
と
物
凄
き
家
の
壊
れ
る
音
響
に
驚
き
表

口
に
飛
び
出
し
た
が
丁
度
そ
の
時
二
頭
の
馬
が
狂
奔
し
て
く
る
未
設
の

水
道
大
鉄
管
が
手
鞠
の
如
く
転
び
廻
る
家
屋
や
土
蔵
の
倒
れ
る
土
煙
は

濛
々
と
し
て
天
を
覆
い
・
・
・
各
所
に
火
災
が
起
こ
る
殆
ど
連
続
的

に
起
こ
る
激
震
の
た
め
歩
行
す
ら
困
難
で
あ
っ
た
・
・
・
警
報
は
自
転

車
隊
に
よ
り
続
々
伝
え
来
た
り
強
震
の
予
報
に
次
い
で
〇
〇
〇
〇
の

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
各
所
に
〇
〇
等
の
報
に
接
し
何
れ
も
戦
々
恐
々
・・・

今
日
尚
大
道
り
や
大
川
以
外
に
死
体
累
々
た
る
有
様
で
三
百
年
の
歴
史

を
持
つ
帝
都
は
全
く
一
日
の
間
に
灰
燼
に
帰
し
た
・
・
・
」

　

〇
印
の
伏
字
部
分
は
、
自
転
車
隊
が
「
強
震
の
予
報
に
次
い
で
」
伝
え
た
と

あ
り
、
続
け
て
「
い
ず
れ
も
戦
々
恐
々
」
と
手
紙
は
述
べ
て
い
る
。
手
紙
の
通

り
に
明
記
す
れ
ば
、
社
会
の
混
乱
を
煽
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
伏
字
に
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
社
会
の
善
良
な
る
指
導
、
輿
論
の
公
正
な
る
木
鐸
」（「
更
生

の
辞
」）
を
旨
と
す
る
山
崎
新
聞
の
良
心
を
示
し
た
形
だ
。
地
震
と
火
災
の
大

混
乱
で
、「
朝
鮮
人
が
暴
動
を
起
こ
し
た
、
放
火
し
た
」
と
の
流
言
が
飛
び
交
っ

た
が
、
伏
字
の
箇
所
が
こ
れ
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
）
昭
和
期

 

（
1
）
満
州
事
変

　

昭
和
に
入
り
、
戦
争
の
影
が
忍
び
寄
る
中
、
戦
争
関
連
の
記
事
が
増
え
て
い

く
。
こ
の
時
代
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
陸
軍
幹
部
に
よ
る
時
局
講

演
会
の
予
告
記
事
で
あ
る
。
満
州
事
変
勃
発
の
九
月
十
八
日
か
ら
六
日
後
と
い

う
早
さ
だ
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
二
十
四
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
は

「
中
島
中
将
講
演　

満
蒙
と
国
防
に
関
し
て
」
と
の
見
出
し
で
、「
満
州
の
野
に

戦
端
が
開
始
さ
れ
て
全
国
民
の
関
心
を
集
め
つ
つ
あ
る
時
来
る
二
十
九
日
、
山

崎
小
学
校
に
於
い
て
・
・
・
陸
軍
技
術
界
の
権
威
、
中
島
中
将
が
來
郡
満
蒙
と

国
防
な
る
題
下
に
軍
事
講
演
せ
ら
れ
る
筈
で
非
常
な
る
盛
況
を
呈
す
る
で
あ
ろ

う
」
と
伝
え
た
。

 

（
2
）
の
ど
か
な
田
舎
の
風
景

　

世
界
恐
慌
（
一
九
二
九
年
）
が
昭
和
恐
慌
を
呼
び
、
不
況
、
失
業
な
ど
で
、

漠
然
と
し
た
不
安
が
蔽
う
都
会
と
比
べ
、
田
舎
で
は
都
会
ほ
ど
の
深
刻
さ
は
こ

の
こ
ろ
の
記
事
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な
い
。「
稲
作
も
ま
ず
ま
ず　

祭
太
鼓
の
音

ひ
び
く　

近
づ
い
た
秋
祭
り
」（
一
九
三
一
年
十
月
三
日
付
記
事
の
見
出
し
）「
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
！
壮
快
な
運
動
会
」（
同
）。
同
紙
が
伝
え
る
高
等
小
学
校
の
秋
季

運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
決
死
戦
」「
血
戦
」「
撃
滅
」
と
い
っ
た
勇
ま
し

い
競
技
名
が
並
ぶ
が
、
戦
争
に
備
え
る
と
い
う
差
し
迫
っ
た
状
況
で
は
な
く
、

の
ん
び
り
ム
ー
ド
が
漂
う
。

 

（
3
）
戦
時
色
濃
厚
に

　
　
（
ア
）
労
作
歌
に
帰
れ

　

し
か
し
、一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
入
る
と
、前
年
の
満
州
事
変
に
続
い
て
、
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第
一
次
上
海
事
変
が
起
き
、
記
事
に
も
戦
時
色
が
濃
厚
に
な
る
。
同
年
一
月
一

日
付
同
紙
は
「
流
行
エ
ロ
小
唄
を
捨
て　

 

郡
民
よ
労
作
歌
に
か
へ
れ
」
と
の

見
出
し
で
読
者
の
投
書
を
紹
介
し
た
。「
・
・
・
バ
ー
を
廃
せ
よ
。
流
行
エ
ロ

小
唄
を
捨
て
て
吾
等
の
祖
先
、
郷
土
の
生
ん
だ
古
謡
を
歌
へ
。・
・
・
」
と
呼

び
掛
け
る
投
書
は
、
薦
め
る
の
は
労
作
歌
だ
と
し
て
、
田
植
唄
、
籾
摺
唄
、
嫁

入
唄
、
米
搗
き
唄
、
石
つ
き
唄
、
臼
挽
き
唄
、
糸
紡
ぎ
唄
、
豊
年
お
ど
り
と
い
っ

た
「
地
唄
」
を
挙
げ
た
。
記
事
か
ら
は
、
こ
の
ご
時
世
、
芸
者
風
情
が
甘
っ
た

る
い
声
で
歌
う
の
は
け
し
か
ら
ん
と
の
不
満
が
読
み
取
れ
る
。
逆
に
暗
い
世
相

だ
か
ら
こ
そ
、
流
行
小
唄
は
庶
民
の
楽
し
み
だ
っ
た
面
も
う
か
が
え
る
。

　
　
（
イ
）
ジ
ャ
ズ
が
消
え
る

　

ま
た
、「
こ
の
頃
目
に
つ
く　

街
頭
の
軍
国
風
景
」「
流
行
に
、趣
味
に
、色
に
、

音
に
す
べ
て
時
代
の
相
」
の
見
出
し
（
一
九
三
二
年
三
月
十
八
日
付
）
で
、
上

海
事
変
の
挿
話
の
一
つ
、「
爆
弾
三
勇
士
」
が
映
画
、
演
劇
、
レ
ビ
ュ
ー
で
大

流
行
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
で
は
鉄
兜
型
の
少
女
の
帽
子
が
流
行
し
て
い
る

と
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
書
店
の
書
棚
は
満
洲
問
題
を
扱
っ
た
雑
誌
で
溢
れ
、「
軍

神
古
賀
聯
隊
長
」「
太
平
洋
問
題
」「
深
み
行
く
日
米
の
危
機
」
が
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
、
子
供
の
お
も
ち
ゃ
も
「
ゼ
ン
マ
イ
で
回
転
す
る
高
射
砲
、
タ
ン
ク
、
装

甲
自
動
車
、
飛
行
機
等
が
盛
ん
に
売
れ
、
男
の
子
は
勿
論
女
の
児
ま
で
が
着
物

に
上
等
兵
の
肩
章
を
つ
け
て
得
意
が
っ
て
い
る
の
は
、
独
り
山
崎
町
の
み
な
ら

ず
山
奥
に
も
浸
透
し
て
い
る
街
頭
風
景
の
一
つ
で
あ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。
同

紙
は
「
甘
っ
た
る
い
ジ
ャ
ズ
、
リ
ン
グ
映
画
主
題
歌
を
圧
倒
し
て
蓄
音
機
店
の

飾
窓
を
埋
め
て
し
ま
っ
た
の
は
新
発
売
の
軍
歌
レ
コ
ー
ド
の
ポ
ス
タ
ー
・
・
・
」

と
も
伝
え
た
。
ジ
ャ
ズ
な
ど
「
米
英
音
楽
の
追
放
」
の
実
施
要
項
が
情
報
局

編
集
『
週
報
』（
三
二
八
号
）
で
発
表
さ
れ
た
の
は
、
日
米
開
戦
間
も
な
い

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
一
月
二
十
七
日
。
山
崎
町
で
は
情
報
局
の
追
放
発

表
よ
り
十
年
早
く
ジ
ャ
ズ
が
店
頭
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。
田
舎
の
方
が
都
会

に
比
べ
、
お
上
の
意
向
に
忠
実
、
疑
い
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
　
（
ウ
）
女
学
校
の
入
学
試
験
は
満
州
事
変
か
ら
出
題

　

県
立
山
崎
高
等
女
学
校
の
入
学
試
験
は
満
州
事
変
に
関
す
る
も
の
か
ら
出
題

さ
れ
た
（
一
九
三
二
年
・
昭
和
七
年
四
月
三
日
付
）。
満
州
事
変
の
た
め
満
州

に
出
征
す
る
兄
に
つ
い
て
の
文
を
読
ま
せ
た
上
で
、
満
州
事
変
勃
発
の
理
由
、

日
本
と
満
州
の
貿
易
、
姫
路
か
ら
奉
天
（
現
遼
寧
省
瀋
陽
）
ま
で
の
所
要
時
間

を
問
う
た
。
満
州
事
変
は
関
東
軍
の
謀
略
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
が
、
中
国
軍

の
し
わ
ざ
だ
と
さ
れ
、
当
時
、
国
民
は
真
相
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　
　
（
エ
）
学
校
教
育
に
も
事
変
の
影
響

　

満
州
事
変
か
ら
盧
溝
橋
事
件
（
一
九
三
七
年
・
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
）
を

経
て
日
中
戦
争
に
入
っ
て
い
く
中
で
、
教
育
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
子
供

た
ち
は
出
征
兵
士
宛
に
慰
問
文
を
書
か
さ
れ
た
。

　
「
感
謝
」
と
題
す
る
高
等
小
学
校
一
年
の
児
童
の
作
文
（
一
九
三
八
年
・
昭

和
十
三
年
一
月
一
日
付
）
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
当
時
は
誤
っ
た
教
育

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
戦
争
を
し
て
お
ら
れ
る
兵
隊
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
今
支
那
の
少
年
達
は
お
父
さ
ん
が
何
時
死
な
れ
た
や
ら
、
兄

さ
ん
が
何
処
へ
行
か
れ
た
か
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
自
国
の
兵
隊

に
食
べ
る
物
や
道
具
を
さ
ら
わ
れ
、
税
を
沢
山
取
ら
れ
た
り
し
て
大
変

な
事
だ
ろ
う
。・
・
・
・
・
・
此
の
頃
は
毎
日
の
如
く
支
那
は
退
却
退

却
で
日
本
軍
に
お
し
つ
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
聞
く
と
僕
達
は

飛
び
た
つ
思
い
で
す
。
思
わ
ず
日
本
軍
万
歳
を
叫
ば
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
亦
支
那
兵
が
足
に
鎖
を
つ
け
ら
れ
、
く
い
に
く
く
ら
れ
て
戦
い
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を
し
て
い
る
と
聞
い
て
は
日
本
国
民
は
幸
福
だ
と
思
わ
な
い
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。・
・
・
」

　
　
（
オ
）
前
線
の
兵
士
か
ら
陣
中
便
り

　

一
方
、「
日
本
刀
の
切
れ
味
」
と
の
見
出
し
で
、「
南
京
攻
撃
に
武
勇
を
揮
っ

た
」（
一
九
三
八
年
一
月
二
十
五
日
付
）
郷
土
出
身
兵
士
の
陣
中
便
り
も
紹
介

し
て
い
る
。

６
、
廃
刊
の
挨
拶

　

日
中
戦
争
の
発
端
と
な
る
盧
溝
橋
事
件
が
起
き
、
翌
一
九
三
八
（
昭
和

十
三
）
年
四
月
に
は
国
家
総
動
員
法
、
同
八
月
に
新
聞
用
紙
制
限
令
が
公
布
さ

れ
た
。『
山
崎
新
聞
』
も
発
行
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）

年
五
月
二
十
五
日
、「
廃
刊
と
更
生
の
御
挨
拶
」
を
掲
載
、
山
崎
新
聞
二
十
五

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

「
長
期
経
済
戦
は
愈
々
深
刻
化
し
来
ま
し
た
が
、
今
回
全
国
的
に
地
方

新
聞
が
統
制
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
十
余
年
の
永
い
伝
統
入
を
持

つ
山
崎
新
聞
も
本
号
を
以
て
廃
刊
光
輝
あ
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
多
年
の
御
厚
誼
を
深
謝
致
し
ま
す
。
改
め
て
『
播
磨

合
同
新
聞
』
の
旗
幟
の
下
に
六
月
中
旬
か
ら
組
織
を
改
組
し
陣
容
を
拡

充
し
、
更
に
筆
硯
を
新
た
に
し
て
読
者
諸
彦
の
知
遇
に
酬
い
た
い
と
存

じ
ま
す
。
昭
和
十
四
年
五
月
下
旬
山
崎
新
聞
社
」

　

こ
の
中
で
、『
山
崎
新
聞
』
の
『
播
磨
合
同
新
聞
』
へ
の
吸
収
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
が
、『
播
磨
合
同
新
聞
』
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

三
木
露
風
の
作
品
の
掲
載
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
か
ら
一
九
三
〇

（
昭
和
五
）
年
十
二
月
ま
で
続
い
た
。
発
行
兼
編
集
人
が
本
條
俊
一
に
代
わ
っ

て
か
ら
は
、
寄
稿
は
な
い
。『
山
崎
新
聞
』
へ
の
寄
稿
に
つ
い
て
、
露
風
は
「
山

崎
新
聞
社
の
山
下
郁
三
君
と
は
龍
野
中
学
時
代
に
同
級
で
あ
っ
た
。
又
郁
三
君

の
令
兄
駿
治
君
か
ら
は
先
日
其
妹
さ
ん
の
事
に
つ
い
て
手
紙
を
寄
越
さ
れ
た
り

し
て
親
し
い
関
係
も
あ
る
の
で
、
今
度
こ
の
文
を
寄
稿
す
る
事
に
し
た
」
と
、

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
六
日
付
紙
面
で
述
べ
て
い
る
。『
山
崎
新
聞
』

と
い
う
地
方
の
小
規
模
新
聞
へ
の
露
風
の
大
量
寄
稿
の
背
景
に
親
密
な
人
間
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
山
崎
町
と
露
風
の
出
身
地
、
龍
野
町
は

兵
庫
県
の
南
西
部
を
流
れ
る
揖
保
川
沿
い
に
あ
り
、
風
土
を
同
じ
く
し
、
露
風

に
と
っ
て
は
、
山
崎
町
も
〝
ふ
る
さ
と
〟
と
の
親
近
感
も
寄
稿
に
つ
な
が
っ
た

要
因
の
一
つ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
発
行
の
『
播
磨
の
１
０
０
年
』（
神

戸
新
聞
姫
路
支
社
編
）
や
二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
発
行
の
『
山
崎
郷
土

会
報
』（
一
三
三
号
、
山
崎
郷
土
研
究
会
編
）
な
ど
に
よ
る
と
、
大
正
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
、
山
崎
町
で
は
山
崎
新
聞
以
外
に
、
地
方
紙
の
神
戸
又
新
日

報
、
神
戸
新
聞
、
小
地
域
新
聞
の
鷺
城
新
聞
（
姫
路
）、
龍
野
新
聞
（
の
ち
に

西
播
魁
新
聞
と
改
名
）、
山
崎
民
報
、
山
崎
タ
イ
ム
ス
、
播
磨
民
報
山
崎
付
録
、

中
国
日
日
新
聞
（
鷺
城
新
聞
と
播
磨
民
報
の
合
併
に
よ
り
誕
生
）
宍
粟
附
録
な

ど
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
発
行
の
『
兵
庫
県
百
年
史
』（
兵
庫

県
史
編
集
委
員
会
編
）
に
よ
る
と
、一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
、八
十
三
紙
あ
っ

た
兵
庫
県
下
の
新
聞
は
、
一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年
に
は
、
二
百
五
十
六
紙
と

約
三
倍
に
増
え
、
そ
の
五
、六
十
％
が
神
戸
で
発
行
さ
れ
て
い
た
。
神
戸
以
外

の
小
地
域
の
新
聞
は
一
九
二
六
年
、
約
六
十
紙
に
上
っ
た
。
一
九
五
六
（
昭
和

三
十
一
）
年
発
行
の
『
地
方
別
新
聞
史
』（
日
本
新
聞
協
会
編
）
に
よ
る
と
、
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太
平
洋
戦
争
前
（
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
一
年
）
の
新
聞
統
制
で
県
下
の
新

聞
は
一
般
紙
一
、
業
界
紙
一
に
減
少
。
戦
後
、
統
制
の
撤
廃
で
、
新
興
紙
の
発

刊
、廃
刊
紙
の
復
刊
が
相
次
ぎ
、戦
前
に
近
い
数
に
戻
っ
た
。
山
崎
新
聞
も
「
昭

和
二
十
四
年
に
再
刊
し
た
」
と
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
発
行
の
『
山

崎
町
史
』（
山
崎
町
史
編
集
委
員
会
編
）
は
述
べ
て
い
る
が
、
一
九
三
九
（
昭

和
十
四
）
年
に
廃
刊
を
宣
言
し
た
『
山
崎
新
聞
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

が
あ
る
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

三
、
忘
れ
ら
れ
た
露
風
・
よ
み
が
え
る
露
風

　

三
木
露
風
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
北
原
白
秋
と
並
ん
で
明
治
末
期

に
「
白
露
時
代
」
を
築
い
た
詩
人
と
答
え
る
人
は
少
な
い
。
象
徴
詩
を
提
唱
し

た
露
風
は
、
現
代
の
人
々
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
作
詞

者
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詩
作
に
触
れ
る
人
は
限
ら
れ
て
い
る
。

書
店
で
購
入
し
、
手
軽
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
文
庫
本
に
し
て
も
、『
三
木
露

風
詩
集
』（
新
潮
社
）、『
日
本
の
詩
歌
』（
中
央
文
庫
）、『
日
本
童
謡
集
』（
岩

波
文
庫
）
く
ら
い
で
あ
る
。

　

小
・
中
学
生
に
お
い
て
も
、
露
風
の
作
品
を
読
む
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
露
風
作
品
の
教
科
書
掲
載
は
、
か
つ
て
の
勢
い
は
な
く
、
近
年
の
ほ
と
ん

ど
が
「
赤
と
ん
ぼ
」
で
あ
る
。
例
え
ば
小
学
生
用
で
は
、『
国
語　

銀
河
５
上
』

（
光
村
図
書
、
二
〇
一
七
年
）
に
「
晴
間
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、『
こ
く
ご 

二
下
』（
光
村
図
書
、二
〇
二
〇
年
用
）
に
は
「
赤
と
ん
ぼ
」
に
替
わ
っ
て
い
る
。

中
学
生
用
で
は
、『
現
代
の
国
語
3
』（
三
省
堂
、
一
九
八
七
年
）
で
「
ふ
る
さ

と
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
頃
に
は
露
風
の
作
品
は
掲
載
さ
れ

な
く
な
っ
た
。「
赤
と
ん
ぼ
」
は
、
音
楽
の
教
科
書
に
長
く
掲
載
さ
れ
、
現
在

で
も
継
続
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
小
学
校
の
音
楽
5
』（
二
〇
二
〇
年
用
、
教

育
芸
術
社
）
に
「
赤
と
ん
ぼ
」
が
「
詩
と
音
楽
を
味
わ
お
う
」
の
領
域
に
掲
載

さ
れ
、
中
学
で
は
『
中
学
の
音
楽
1
』（
二
〇
一
六
年
、
教
育
芸
術
社
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
も
、
露
風
と
言
え
ば
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
一
因
と
言
え
よ
う
。

　

か
つ
て
、
露
風
に
対
し
て
厳
し
い
批
評
が
あ
っ
た
。
象
徴
詩
人
と
し
て
の
露

風
に
対
す
る
批
評
は
、「
忘
れ
ら
れ
た
詩
人
」
や
「
大
正
十
五
年
を
も
っ
て
第

一
線
を
退
い
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
窪
田
般
弥
は
、「
つ
ね
に
白
秋
と
並

称
さ
れ
て
き
た
露
風
氏
の
詩
人
生
命
は
大
正
五
、六
年
頃
で
終
わ
る
。・
・
・
以

後
歌
人
と
し
て
、
小
唄
作
者
と
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
迎
え
ら
れ
た
。
そ
し

て
露
風
氏
は
、
孤
独
な
宗
教
的
な
世
界
に
入
り
、
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
」

と
評
し
て
い
る注

１

。
ま
た
、
佐
藤
房
儀
は
、「
活
躍
は
、
大
正
五
、六
年
で
終
わ
り
、

そ
れ
以
後
は
詩
壇
の
第
一
線
か
ら
退
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。・
・
・
以
後
の

露
風
は
宗
教
詩
人
と
な
り
、
作
品
の
魅
力
に
於
い
て
乏
し
く
、
詩
壇
を
離
れ
た

処
で
創
作
を
続
け
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。・
・
・
彼
の
活
躍
は
大
正
十
五
年

ま
で
で
、
こ
の
年
を
も
っ
て
第
一
線
を
退
い
た
と
い
え
る
」
と
否
定
的
な
評
価

を
し
て
い
る注

２

。

　

当
時
の
輝
か
し
い
名
声
に
対
し
て
、
あ
ま
り
に
も
淋
し
い
評
価
を
与
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
否
定
的
な
評
価
の
原
因
や
理
由
に
つ
い
て
、
中
島
洋

一
は
「
露
風
文
芸
の
現
代
人
に
訴
え
る
要
素
」
と
「
象
徴
主
義
の
実
態
の
捉
え

難
さ
」
の
問
題
を
あ
げ
て
い
る注

３

。
ま
た
、
露
風
の
作
品
に
つ
い
て
佐
藤
房
儀

は
、「
過
去
の
詩
人
」
で
あ
り
「
明
治
の
詩
そ
の
ま
ま
戦
後
に
も
た
ら
し
た
よ

う
な
作
風
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
、
新
し
い
時
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
指
摘
し
て
い
る注

４

。
さ
ら
に
、
窪
田
般
弥
は
、『
盧
間
の
幻
影
』
を
刊
行
し
た

一
九
二
〇（
大
正
九
）年
頃
に
は
、「
自
負
と
確
信
を
も
っ
て
、繰
り
返
し
語
る『
象
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徴
主
義
』
は
い
ち
じ
る
し
く
観
念
的
と
な
り
、
感
情
は
涸
れ
、
詩
語
は
み
ず
み

ず
し
さ
を
失
っ
て
い
た
」
と
、
新
鮮
さ
を
失
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る5

注

。

　

露
風
が
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
要
因
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、「
中
央
に
お
け
る
活
躍
期
間
の
短
さ
」
が
あ
る
。
露
風
は
「
早
熟
な
詩
人
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
十
七
歳
で
最
初
の
詩
歌
集
『
夏
姫
』、
二
十
歳
で
代
表

作
の
詩
集
『
廃
園
』
を
出
版
し
て
、
詩
壇
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
は
「
詩
壇
か
ら
離
脱
」
し
て
い
く
。
旧
新
詩
社
系
と
自
由
詩
系
の

詩
人
た
ち
が
反
目
し
、
北
原
白
秋
と
三
木
露
風
が
詩
壇
の
中
心
に
な
り
始
め
た

こ
ろ
、
彼
ら
の
下
に
派
閥
が
生
じ
る
。
そ
し
て
萩
原
朔
太
郎
の
「
三
木
露
風
一

派
の
詩
を
放
追
せ
よ
」
で
有
名
な
詩
壇
論
争
が
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
か

ら
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
ま
で
二
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
頃

か
ら
露
風
は
、
し
だ
い
に
詩
壇
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
露
風

の
象
徴
詩
や
詩
論
は
、
徐
徐
に
理
解
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
正
期
に
な
り
露
風
は
積
極
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
近
づ
き
、
当
時

の
日
本
で
は
数
少
な
い
「
宗
教
詩
人
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

要
因
で
あ
ろ
う
。
露
風
の
作
品
は
、
時
を
経
る
に
従
い
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響

を
受
け
た
詩
が
多
く
な
る
。
そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
特
殊
な
世
界
に
入

り
、
や
が
て
象
徴
主
義
詩
人
と
し
て
の
活
動
を
終
え
、
求
道
的
、
神
秘
的
な

宗
教
詩
の
世
界
に
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
五
月
か

ら
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
ま
で
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
付
属
の
学
校
講
師
と

し
て
赴
任
す
る
こ
と
で
、信
仰
は
深
ま
り
一
段
と
詩
壇
か
ら
遠
ざ
か
る
で
あ
る
。

修
道
院
を
辞
し
て
上
京
し
た
後
は
、
宣
布
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
各
地
に
出
か

け
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
講
演
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ま
る
で
集
大
成
の
よ
う
に
「
大
正
十
五
年
に
多
く
の
著
書
を
出
版

し
た
」
こ
と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
は
、
歌

集
『
ト
ラ
ピ
ス
ト
歌
集
』（
六
月
）、
詩
集
『
神
と
人
』（
七
月
）・『
三
木
露
風

詩
集
』（
十
一
月
）、
随
筆
『
修
道
院
生
活
』（
一
月
）・『
神
へ
の
道
』（
七
月
）、

童
謡
集
『
お
日
さ
ま
』（
十
月
）・『
小
鳥
の
友
』（
十
一
月
）
の
七
冊
を
発
行
し
た
。

ま
だ
三
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
作
品
集
の
出
版
は
な
く
、
一
九
二
八

（
昭
和
三
）
年
八
月
の
自
叙
伝
『
我
が
歩
め
る
道
』
と
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

三
月
の
『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
史
』
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
作
品
は
『
三

木
露
風
全
集
』（
昭
和
四
十
七
年
～
四
十
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
ま
と

め
て
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
全
集
に
収
録
さ
れ
な
い
作
品
も
埋

も
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

三
木
露
風
と
い
う
名
を
文
学
史
上
に
刻
み
、
い
く
つ
か
の
詩
集
を
残
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
今
日
読
ま
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

露
風
生
誕
一
三
〇
年
を
迎
え
て
発
掘
さ
れ
た
『
山
崎
新
聞
』
に
は
、
第
一
線
を

退
い
た
と
い
わ
れ
る
大
正
十
五
年
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
岩
手
県
、
青
森

県
、
秋
田
県
、
山
形
県
へ
と
、
東
北
の
旅
を
し
た
こ
と
の
紀
行
文
「
北
日
本
の

旅
と
自
然
と
」
を
は
じ
め
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
ま
で
の
露
風
の
作
品
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
、
全
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い

未
公
開
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
発
掘
に
よ
り
、

そ
の
意
味
で
露
風
は
現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
生
誕
を
祝

う
か
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
図
書
館
で
あ
る
青
空
文
庫
に
お
い

て
、
露
風
作
品
の
公
開
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
若
者
に
人
気
の
ゲ
ー
ム
に

露
風
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。今
日
の
若
者
た
ち
の
間
に
、露
風
は
よ
み
が
え
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
兆
し
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

 

（
1
） 

二
〇
一
七
年
五
月
六
日
、
同
人
誌
即
売
会
「
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
に
ギ
ャ
グ

マ
ン
ガ
『
白
露
時
代
と
山
田
く
ん
』
登
場
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（
2
） 

二
〇
一
九
年
五
月
二
十
二
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
「
文
豪
ア
ル

ケ
ミ
ス
ト
」
に
新
文
豪
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
露
風
が
登
場

 
（
3
） 

二
〇
一
九
年
六
月
二
十
三
日
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
図
書
館「
青

空
文
庫
」
に
「
ト
ラ
ピ
ス
ト
天
使
園
の
童
貞
」
が
初
公
開

 

（
4
） 
二
〇
一
九
年
八
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
Ｐ
ｉ
ｘ
ｉ
ｖ
」
に

小
説
『
大
和
守
安
定
と
三
木
露
風
の
濃
厚
プ
リ
ン
』（
有
坂
海
月
）
が

投
稿

　

現
代
の
若
者
た
ち
に
お
い
て
は
、
象
徴
詩
人
と
い
う
よ
り
も
メ
デ
ィ
ア
化
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
露
風
が
い
る
。
若
者
た
ち
は
、
小
説
な
ど
を
読
む
と
き

に
、
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
読
む
と
い
う6

注

。
登
場
人
物
の
性

格
、
人
格
、
個
性
、
特
徴
、
持
ち
味
に
興
味
を
持
ち
共
感
す
る
の
で
あ
る
。

　

前
掲
の
（
1
）
は
、
北
原
白
秋
、
三
木
露
風
、
山
田
耕
筰
が
登
場
す
る
学
園

風
コ
メ
デ
ィ
の
四
コ
マ
漫
画
で
あ
る
。
詩
人
の
二
人
と
作
曲
家
を
め
ぐ
る
ス

ト
ー
リ
ー
で
あ
る
が
、詩
や
音
楽
と
は
離
れ
た
キ
ャ
グ
漫
画
で
あ
る
。
三
人
は
、

現
代
的
な
美
男
子
と
し
て
登
場
す
る
。

　
（
2
）
の
「
文
豪
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
」
は
、
女
性
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
で
あ
る
。
平
和
な
時
代
に
突
如
と
し
て
文
学
書
の
全
ペ
ー
ジ
が
黒
く
染
ま
っ

て
し
ま
う
異
常
現
象
が
起
き
る
。
書
物
の
世
界
を
破
壊
す
る
浸
食
者
に
対
抗
す

る
た
め
に
特
殊
能
力
者
、
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
（
錬
金
術
師
）
と
呼
ば
れ
る
者
た
ち

が
こ
の
世
に
転
生
す
る
。
文
学
書
を
守
る
た
め　

文
学
の
持
つ
力
を
知
っ
て
い

る
文
豪
を
こ
の
世
に
生
き
返
ら
さ
せ
、
文
豪
の
力
を
も
っ
て
戦
わ
せ
る
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
、「
僕
た
ち
が
生
き
た
証
を
消
さ
せ
は
し
な
い
」
と
言
う
。
露
風

は
美
男
の
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
と
し
て
、
新
文
豪
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
現
代
に
よ

み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
露
風
は
「
私
は
騎
士
の
称
号
を
い
た
だ
い
た

も
の
と
し
て
、
皆
を
導
い
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
で

あ
る
。
実
際
に
露
風
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
三
月
に
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら

勲
四
等
の
勲
記
・
勲
章
（
シ
ュ
バ
リ
エ
・
サ
ン
・
セ
プ
ル
ク
ル
）
と
ホ
ー
リ
ー

ナ
イ
ト
（
聖
墳
墓
騎
士
）
の
称
号
を
受
け
て
い
る
。

　
（
3
）の「
青
空
文
庫
」へ
初
登
場
は
、露
風
の
誕
生
日
六
月
二
十
三
日
で
あ
っ

た
。
作
業
中
の
「
白
き
手
の
猟
人
」
な
ど
、
今
後
続
い
て
登
場
す
る
。

　
（
4
）
の
「
大
和
守
安
定
」
は
、『
刀
剣
乱
舞
』
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
。『
刀
剣
乱
舞
』は
、日
本
刀
の
名
刀
を
男
性
に
擬
人
化
し
た「
刀
剣
男
士
」

を
収
集
・
強
化
し
、
敵
を
討
伐
す
る
刀
剣
育
成
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
・

プ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
・
舞
台
化
・
ア
ニ
メ
化
・
実
写

映
画
化
と
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
人
気
で
あ
る
。
露
風
は
、「
大
和
守

安
定
」
が
濃
厚
プ
リ
ン
を
食
べ
る
た
め
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
訪
ね
て
き
て
手

伝
う
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
「
プ
リ
ン
は
正
義
」
で

あ
り
、
多
く
作
っ
た
プ
リ
ン
は
刀
や
文
豪
用
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
露
風
は
、
多
様
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
現
代
の
若
者
た
ち
の

世
界
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
露
風
の
作
品
を
読
ん
で
い
な
い
若
者
た
ち
も
、

こ
れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
感
情
移
入
す
る
こ
と
で
共
感
し
、
露
風
の
詩
歌
に

興
味
を
持
つ
に
違
い
な
い
。

四
、『
山
崎
新
聞
』
か
ら
見
え
る
露
風

１
、
北
原
白
秋
に
対
抗
意
識
を
示
す
露
風

　

露
風
と
白
秋
は
、「
白
露
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
一
時
代
を
画
し
た
。
し
か

し
、
白
露
時
代
は
、
両
者
の
対
立
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
当
時
、
詩
壇
で
は
、

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、白
秋
陣
営
が
「
三
木
露
風
一
派
の
詩
を
放
追
せ
よ
」
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と
題
す
る
一
文
を
雑
誌
に
発
表
す
る
な
ど
、
双
方
の
門
下
生
の
間
で
、
露
風
と

白
秋
の
優
劣
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

当
の
二
人
は
、
こ
の
論
争
に
関
し
て
沈
黙
を
貫
き
、
無
関
心
を
装
っ
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
見
つ
か
っ
た
『
山
崎
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
露
風
の
文
章
に
は
、
わ
ず
か
だ
が
白
秋
へ
の
対
抗
意
識
も
垣
間
見
え
る
。

　
『
山
崎
新
聞
』
に
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
五
月
に
東
北
を
訪
れ
た

際
の
紀
行
文
「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
」
が
五
十
九
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ

て
い
る
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
六
日
付
の
「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と

㈣
」
に
は
、
盛
岡
を
訪
れ
た
際
に
地
元
の
詩
人
か
ら
露
風
と
白
秋
の
優
劣
論

に
つ
い
て
感
想
を
求
め
ら
れ
た
と
あ
り
、
露
風
は
「
自
分
で
自
分
の
こ
と
は
云

わ
れ
な
い
よ
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
十
六
日
付
け
の
同
紙
で
は
露

風
の
門
下
生
で
あ
る
柳
澤
健
が
評
論
集
『
現
代
の
詩
及
び
詩
人
』（
尚
文
堂
、

一
九
二
〇
年
）
で
、
露
風
を
本
質
的
詩
人
、
白
秋
を
偶
然
的
詩
人
と
断
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
問
わ
れ
、「
そ
れ
は
私
に
問
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
と
言
う
。

し
か
し
、そ
の
一
方
で
「
白
秋
の
詩
を
善
い
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、「
善

い
と
は
思
っ
て
ゐ
な
い
」
と
明
言
す
る
。
続
い
て
、
白
秋
門
下
の
大
木
篤
夫
が

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
出
版
し
た
詩
集
『
風
、光
、木
の
葉
』（
ア
ル
ス
）

に
つ
い
て
、
白
秋
の
詩
よ
り
良
い
と
の
見
方
も
あ
る
が
と
聞
か
れ
、「
大
木
君

の
詩
は
白
秋
君
よ
り
成
程
よ
い
」
と
述
べ
、
白
秋
の
弟
子
を
褒
め
て
い
る
。
白

秋
へ
の
対
抗
意
識
が
、
ほ
の
か
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
、
自
分
の
「
詩
の
道
」
を
松
尾
芭
蕉
の
句
で
示
す
露
風

　

三
月
十
六
日
付
け
同
紙
に
は
、
盛
岡
の
あ
る
詩
人
の
さ
ら
な
る
質
問
が
載
っ

て
い
る
。
露
風
と
白
秋
を
一
緒
に
す
る
の
は
本
質
的
詩
人
の
三
木
先
生
に
対
す

る
冒
瀆
と
、
文
壇
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
水
を
向
け
ら
れ
る
と
、「
一
体
ね
、

詩
壇
は
政
界
と
は
違
う
よ
。
詩
人
は
、
詩
に
終
始
す
べ
し
だ
ね
」
と
答
え
た
と

あ
る
。
詩
人
は
、
争
い
な
ど
し
な
い
で
、
す
べ
て
を
で
き
る
か
ぎ
り
切
り
離
し

て
可
能
な
限
り
、詩
の
創
作
に
没
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
自
分
の
「
詩
の
道
」
を
松
尾
芭
蕉
の
次
の
俳
句
で
示
し
て
い
る
。

　
　

此
の
道
や
行
く
人
な
し
に
秋
の
暮
れ

　

右
は
、
芭
蕉
が
亡
く
な
る
一
か
月
前
の
作
で
あ
る
。
生
涯
を
賭
け
て
追
及
し

て
き
た
俳
句
の
道
、
い
ま
は
理
解
者
が
少
な
い
が
必
ず
こ
の
道
を
辿
っ
て
く
れ

る
者
が
現
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
露
風
は
、
文
学
の
道

を
歩
む
自
分
の
境
遇
と
重
ね
、
尊
敬
す
る
芭
蕉
の
生
き
方
に
共
感
し
て
、
詩
人

の
道
の
孤
独
を
「
秋
の
暮
れ
」
と
超
然
と
説
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

露
風
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
五
）
年
八
月
二
十
日
に
上
京
す
る
。
間
も

な
く
歌
壇
雑
誌
『
文
庫
』
に
投
稿
し
、十
一
月
（
短
歌
十
六
首
）、十
二
月
（
九
首
）

と
巻
頭
を
飾
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
十
一
月
十
六
日
に
友
人
の
村
田
詩
泉
に
「
文

壇
の
人
と
し
て
死
ぬ
」
と
、
文
学
の
道
を
歩
む
自
信
と
決
意
を
記
し
た
手
紙
を

送
っ
て
い
る7

注

。
十
七
歳
で
上
京
し
て
の
決
意
は
、
大
正
十
五
年
の
三
十
七
歳
に

な
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

露
風
の
詩
人
と
し
て
の
道
は
、
険
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
露
風
は
、
白
秋
派

と
露
風
派
の
二
派
に
別
れ
て
の
詩
壇
論
争
に
あ
っ
て
も
直
接
的
な
反
論
は
し
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
月
に
な
り
『
詩

歌
』
に
発
表
し
た
「
表
象
活
動
の
生
活
」
と
「
閑
語
」
に
、
論
争
を
意
識
し
た

詩
論
的
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。「
表
象
活
動
の
生
活
」
で
は
、「
詩
人
と
し
て

の
生
活
態
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
詩
人
は
詩
の
上
で
、
我
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
詩
人
に
と
っ
て
最
も
合
理
的
で
、
ま
た
最
も
良
い
行
為
は
、
詩
の

中
に
己
を
打
ち
任
す
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
物
を
棄
却
し
て
（
若
し
さ
う
い

ふ
こ
と
が
出
来
れ
ば
）
直
観
と
表
象
と
の
関
係
に
生
き
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
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そ
れ
が
詩
人
と
し
て
は
、
理
想
的
な
行
為
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る8

注

。
こ
の
世

に
お
い
て
人
々
は
、「
雑
多
な
も
の
に
取
り
巻
か
れ
」
て
生
き
て
い
て
、
そ
れ

故
に
直
観
と
表
象
と
の
関
係
の
中
に
「
純
全
を
妨
げ
る
諸
相
が
わ
り
こ
ん
で
來

る
」
と
い
う
。
そ
の
諸
相
の
た
め
に
「
詩
人
の
意
識
は
分
裂
し
て
直
観
生
活
に

曇
り
を
生
ず
る
」
と
説
い
て
い
る
。
詩
壇
の
論
争
も
「
雑
多
な
も
の
」
で
あ
り

「
直
観
と
表
象
の
関
係
を
妨
げ
る
諸
相
」
で
あ
る
と
婉
曲
に
言
う
の
で
あ
る
。

　

同
時
掲
載
の
「
閑
語
」
で
は
、
論
争
の
当
事
者
に
対
し
て
今
少
し
批
判
的
な

詩
論
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
詩
の
事
は
概
論
ば
か
り
し
て
ゐ
た
の
で
は

仕
方
が
な
い
。
こ
の
頃
の
論
は
概
論
で
片
付
け
て
行
か
う
と
す
る
や
う
な
風
が

あ
つ
て
面
白
く
な
い
。
詩
を
愛
重
す
る
と
い
ふ
風
も
こ
の
頃
で
は
失
は
れ
て
来

て
ゐ
る
」
と
い
う
。
ま
た
「
詩
壇
瞰
望
論
な
ぞ
は
よ
い
加
減
に
し
た
が
よ
い
。

真
面
目
な
詩
人
の
す
る
こ
と
ぢ
や
な
い
。
流
派
を
論
ず
る
と
い
ふ
や
う
な
事
で

す
ら
權
道
だ
。
詩
の
一
義
は
然
う
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
に
関
す
る
批
評

も
澤
山
讀
ん
だ
。
一
つ
も
相
手
を
尊
敬
さ
す
や
う
な
批
評
が
な
い
。・
・
・
神

経
質
は
神
経
質
で
よ
い
。
考
を
も
つ
と
高
め
な
い
と
可
か
ぬ
。
信
念
さ
へ
あ
れ

ば
、
詩
人
は
他
人
の
事
や
流
派
を
論
じ
な
く
て
も
、
詩
を
作
れ
る
」
と
述
べ
て

い
る9

注

。

　

そ
し
て
末
尾
に
、
露
風
の
思
い
を
暗
示
さ
せ
る
熊
谷
武
雄
の
短
歌
三
首
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
熊
谷
は
、
こ
の
『
詩
歌
』
の
創
刊
に
参
加
し
、
同
時
に
短
歌

結
社
「
白
日
社
」
の
同
人
で
も
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
露
風
は
、
田
園
歌
人
と
し

て
全
国
に
名
を
馳
せ
た
熊
谷
の
短
歌
に
共
感
し
、
芭
蕉
の
俳
句
と
同
様
の
手
法

を
用
い
て
、
論
争
の
当
事
者
を
暗
に
批
判
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

さ
か
し
ま
に
唐
辛
子
つ
る
柴
戸
口
賤
顔
出
し
物
い
ひ
に
け
り

　
　
　

小
さ
き
角
ふ
り
て
に
げ
し
も
あ
め
牛
の
小
牛
の
鼻
を
な
で
ん
と
よ
れ
ば

　
　
　

山
原
の
刈
り
そ
ぎ
萱
根
ふ
み
な
ら
し
か
り
人
走
る
吹
雪
の
中
を

　

邪
気
の
侵
入
を
防
ぎ
な
が
ら
物
を
言
う
賤
し
い
顔
の
人
、
上
等
な
牛
だ
が
、

鼻
を
撫
で
よ
う
と
近
寄
っ
た
だ
け
な
の
に
逃
げ
て
し
ま
つ
た
小
さ
き
角
を
有
す

る
小
さ
な
牛
、
す
で
に
刈
り
捨
て
た
萱
根
を
踏
み
吹
雪
の
中
を
走
る
狩
人
、
こ

れ
ら
は
論
争
の
当
事
者
の
行
動
と
人
柄
を
比
喩
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

３
、「
人
の
道
と
文
の
道
」
に
生
き
る
露
風

　

詩
壇
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
露
風
は
、
自
分
の
信
じ
る
詩
の
道
を
歩
き
続
け
た
。

露
風
の
詩
の
道
に
対
す
る
考
え
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
二
十
六
日

付
の
『
山
崎
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
次
の
短
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

「
人
の
道
と
文
の
道
と
」（
短
歌
六
首
）

寡
聞
な
る
人
は
も
だ
し
て
あ
る
べ
き
を
他
を
ば
そ
し
り
て
身
を
ば
せ
ば

む
る 

（
第
一
首
）

そ
の
人
の
名
を
聞
く
だ
に
も
ま
こ
と
な
る
道
を
ま
ぐ
る
と
お
ぞ
ま
し
き

か
も 

（
第
二
首
）

文
の
道
あ
ゆ
ま
ば
た
だ
に
ま
こ
と
の
み
求
む
る
ぞ
よ
き
ひ
が
ご
と
な
せ

そ 

（
第
三
首
）

博
士
ら
が
い
と
ま
め
や
か
の
ふ
み
を
し
て
こ
の
道
問
ふ
に
国
は
栄
え
る

 

（
第
四
首
）

さ
か
し
ら
の
ざ
れ
ご
と
言
ひ
て
寡
聞
を
ば
恥
ぢ
ざ
る
徒
よ
り
村
は
衰
え

る 

（
第
五
首
）

す
ぐ
や
か
に
心
も
身
を
も
の
ば
せ
か
し
道
を
行
く
に
は
心
し
て
あ
れ

 

（
第
六
首
）
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見
聞
が
狭
い
の
に
他
を
そ
し
る
人
、
そ
の
ひ
と
の
名
を
聞
く
だ
け
で
誠
の
道

筋
を
分
か
ら
な
く
さ
せ
る
人
、
利
口
ぶ
っ
て
筋
の
通
ら
な
い
放
言
を
い
う
人
、

ま
た
文
の
道
を
歩
む
人
な
ど
に
対
す
る
教
訓
的
な
歌
で
あ
る
。
文
の
道
と
人
の

道
は
、
同
じ
で
あ
り
「
ま
こ
と
」
の
道
を
歩
む
べ
き
と
い
う
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
ひ
と
月
ほ
ど
前
の
八
月
十
八
日
に
出
版
し
た
自
叙
伝

『
わ
が
歩
め
る
道
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る注1

注

。

「
私
は
人
と
し
て
の
歩
み
も
詩
人
と
し
て
の
歩
み
も
同
一
で
あ
る
。
故

に
私
は
た
ゞ
の
詩
匠
で
あ
る
こ
と
を
嫌
ふ
。
心
の
真
実
を
、
観
照
し
た

自
然
・
人
生
と
共
に
表
現
す
る
態
度
を
私
は
常
に
持
つ
。
私
の
行
く
道

は
、
内
観
に
於
い
て
は
真
理
で
あ
り
、
表
現
に
お
い
て
は
、
ゆ
た
か
な

文
芸
の
華
で
あ
る
」

　

露
風
の
行
く
道
は
、
人
の
道
で
は
内
観
に
お
け
る
「
真
理
」、
つ
ま
り
倫
理

的
宗
教
的
に
正
し
い
生
き
方
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
文
の
道
で
は
ゆ
た
か
な
文

芸
、
表
現
技
巧
の
美
し
さ
、
輝
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
三
日
後
の
八
月
二
十
一
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
に
は
、
次
の
六

首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
炎
暑
」（
六
首
）

わ
が
歩
む
道
に
し
た
が
ひ
世
に
書
を
ば
い
だ
す
と
今
日
も
暮
れ
果
て
に

け
り 

（
第
一
首
）

暑
き
日
を
旅
す
る
時
に
重
き
荷
を
積
み
た
る
車
見
れ
ば
勇
み
ぬ

 

（
第
二
首
）

国
の
た
め
人
の
た
め
に
と
尽
す
身
は
重
荷
を
負
ふ
に
た
が
は
ざ
り
け
り

 

（
第
三
首
）

用
も
な
き
言
葉
綴
り
て
国
の
た
め
人
の
た
め
に
も
害
あ
ら
ば
死
せ

 

（
第
四
首
）

世
に
あ
り
て
た
ま
〳
〵
い
と
も
お
ろ
か
な
る
人
に
会
い
て
ぞ
そ
し
ら

る
ゝ
憂
さ 

（
第
五
首
）

さ
か
し
ら
に
の
べ
た
る
言
葉
よ
く
聞
け
ば
よ
こ
し
ま
な
る
に
驚
き
に
け

り 

（
第
六
首
）

　

露
風
は
、
自
分
の
歩
む
道
に
従
い
書
物
を
出
す
こ
と
は
、
国
や
人
の
た
め
に

身
を
尽
く
す
こ
と
で
、
重
荷
を
負
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
短
歌
に
お
い
て
、

用
も
な
く
言
葉
を
綴
る
人
、
い
と
も
お
ろ
か
な
人
、
賢
そ
う
に
聞
こ
え
る
が
邪

悪
な
こ
と
を
話
す
人
に
対
し
、
道
理
に
従
っ
た
「
ま
こ
と
」
の
文
の
道
を
説
い

て
い
る
。
露
風
自
身
は
、
歌
に
詠
ん
だ
よ
う
な
「
ま
こ
と
」
の
人
の
道
と
詩
の

道
を
歩
み
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

五
、
露
風
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
シ

　

東
京
で
活
躍
す
る
露
風
が
『
山
崎
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
理
由
は
、
山
崎
町
に

住
む
龍
野
中
学
の
同
級
生
山
下
郁
三
と
の
間
係
で
あ
る
。
ま
た
、
露
風
の
出
身

地
龍
野
町
と
山
崎
町
は
揖
保
川
沿
い
に
あ
り
、
風
土
を
同
じ
く
す
る
揖
保
川
流

域
の
「
ふ
る
さ
と
」
と
の
関
わ
り
で
あ
っ
た
。
東
京
に
出
た
露
風
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
の
山
や
川
、
そ
こ
に
住
む
人
々
へ
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

そ
の
思
い
は
、
例
え
ば
大
正
十
五
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
童
謡
集
『
お
ひ
さ
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ま
』（
ア
ル
ス
）
所
収
の
「
揖
保
川
」
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

「
揖
保
川
の
河
原
の
小
さ
い
小
石
／
わ
た
し
は
拾
ふ
て
都
に
帰
り
、
／

箱
の
中
に
と
、
お
さ
め
て
お
い
た
、
／
揖
保
の
流
れ
を
思
は
う
と
ー
。」

 

（
第
四
連
）

　

ま
た
『
山
崎
新
聞
』
に
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
次
の
よ
う
な
歌

が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 

（
1
） 「
塚
本
清
治
氏
よ
り
揖
保
川
の
鮎
を
贈
ら
れ
て
」（
短
歌
八
首
、

一
九
二
七
年
・
昭
和
二
年
六
月
二
十
一
日
付
）

　
　
　

 

揖
保
川
の
清
き
流
れ
を
の
ぼ
り
ゆ
く
鮎
の
影
見
ゆ
都
な
れ
ど
も

 

（
第
一
首
）

　
　
　

 

ふ
る
さ
と
を
同
じ
う
す
れ
ば
此
の
鮎
に
心
こ
も
り
て
見
ゆ
る
う
れ
し
さ

 

（
第
三
首
）

　
　
　

都
に
も
青
葉
繁
り
て
揖
保
川
の
流
れ
の
色
を
は
る
か
に
偲
ぶ（
第
六
首
）

 

（
2
）「
ふ
る
さ
と
」（
短
歌
四
首
、一
九
二
八
年
・
昭
和
三
年
九
月
二
十
六
日
付
）

　
　
　

 

ふ
る
さ
と
の
た
よ
り
に
夏
を
忘
れ
つ
ゝ
都
に
昔
偲
び
け
る
か
な

 

（
第
一
首
）

　
　
　

 

ふ
る
さ
と
の
我
が
お
さ
な
ど
ち
い
か
に
せ
し
年
を
経
れ
ど
も
忘
ら
れ
ぬ

か
な 

（
第
四
首
）

 

（
3
）「
故
郷
の
図
書
館
」（
短
歌
一
首
、一
九
二
八
年
・
昭
和
三
年
八
月
一
日
付
）

　
　
　

ふ
る
さ
と
に
文
読
む
人
の
多
け
れ
ば
国
の
さ
か
え
と
我
れ
よ
ろ
こ
び
ぬ

　

こ
の
よ
う
に
遠
く
東
京
か
ら
露
風
は
、
ふ
る
さ
と
へ
思
い
を
馳
せ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
思
い
に
は
、
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
感
じ
ら
れ
る
。
露
風

が
『
山
崎
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
作
品
は
、
紀
行
文
、
随
筆
、
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
た
詩
文
、
詩
歌
と
、
大
き
く
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
作
品

を
寄
稿
す
る
発
想
に
は
、
露
風
が
「
ふ
る
さ
と
の
文
読
む
人
」
た
ち
に
送
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
紀
行
文
は
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
」（
五
十
九
回
）
と
「
四
国
の

旅
と
自
然
と
」（
三
十
一
回
）
で
あ
る
。
北
日
本
は
、
露
風
が
大
正
十
五
年
五

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
岩
手
県
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
を
旅
し
た
時
の

も
の
で
あ
り
、
四
国
は
、
同
年
十
一
月
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
旅
の
も
の
で

あ
る
。
北
日
本
の
旅
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
講
演
、
友
人
訪
問
、
自
然
観
賞
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
紀
行
文
に
は
各
地
の
名
所
や
風
土
、
文
化
、
ゆ

か
り
の
文
化
人
、
文
学
者
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
兵
庫
県
の

山
崎
町
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
地
方
で
あ
り
、
東
北

四
県
一
周
に
関
す
る
紀
行
文
は
、
あ
る
意
味
で
観
光
や
文
化
の
案
内
書
で
も

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
四
国
の
旅
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
新
聞
社
が
主
催
し

た
講
演
の
旅
で
あ
っ
た
が
、
四
国
四
県
一
周
の
紀
行
文
は
、
馴
染
み
の
あ
る
お

遍
路
の
旅
と
は
ま
た
違
っ
た
新
た
な
旅
を
紹
介
し
て
い
る
。露
風
は
、行
く
先
々

で
短
歌
や
俳
句
を
詠
み
、
詩
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
詩
歌
の
創
作
を
志

し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
良
き
お
手
本
で
あ
る
。

　

随
筆
は
「
東
京
の
春
と
夏
と
」（
三
回
）、「
最
近
の
東
京
郊
外
」（
二
回
）、「
山

科
よ
り
近
江
へ
こ
え
て
」（
一
回
）、「
御
大
典
と
明
治
節
と
に
対
し
微
衷
を
述
ぶ
」

（
一
回
）、「
慶
應
大
学
病
院
よ
り
」（
三
回
）、「
現
代
音
楽
の
状
勢
」（
一
回
）、「
児

童
の
文
芸
と
教
育
」（
一
回
）、「
現
代
美
術
界
の
傾
向
」（
五
回
）、「
俳
句
の
歴

史
並
び
に
鑑
賞
」（
四
回
）、「
三
大
湖
の
十
和
田
湖
風
景
」（
一
回
）、「
浜
名
湖

其
他
の
小
湖
」（
一
回
）、「
西
洋
の
大
画
家
に
就
い
て
」（
四
回
）
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
随
筆
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
タ
イ
ト
ル
の
「
最
近
」「「
現
代
」
が
象
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徴
す
る
よ
う
に
、
東
京
、
音
楽
、
絵
画
、
文
芸
な
ど
に
関
す
る
最
新
の
教
養
的

情
報
で
あ
る
。
露
風
は
、
ふ
る
さ
と
に
最
新
の
情
報
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
」
は
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
露
風
の
詩
文
に

つ
い
て
、
自
身
が
詩
の
鑑
賞
や
文
章
の
経
営
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
十
三
回
に
わ
た
り
『
山
崎
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
目
的
の
一
つ
に
は
、

揖
保
川
流
域
の
人
々
に
お
け
る
文
化
、
文
学
な
ど
の
知
識
の
涵
養
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
自
身
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
と
し
て
取
り
上
げ
た
の

は
、『
農
村
用
高
等
小
学
校
読
本
』、『
最
新
女
子
国
文
』、『
改
訂
女
子
国
文
』、『
新

制
女
子
国
語
読
本
』、『
帝
国
読
本
』
で
あ
る
。

　

露
風
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
七
月
一
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
で
、
国

民
教
育
の
た
め
文
部
省
が
作
っ
た
『
農
村
用
高
等
小
学
校
読
本
』
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
教
科
書
を
作
成
し
た
理
由
の
第
一
は
、

農
村
の
人
口
減
や
経
済
の
貧
弱
に
よ
る
農
村
の
疲
弊
の
対
策
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
露
風
は
、
地
方
の
専
門
学
校
や
高
等
学
校
で
は
同
盟
休
校
・
ス
ト
ラ
イ

キ
が
起
き
、
農
村
部
で
は
不
道
徳
な
者
、
遊
情
を
好
む
者
、
不
良
に
な
る
か
、

怠
惰
に
な
っ
て
農
事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
か
に
な
る
者
が
多
い
こ
と
対
し
て
、

『
農
村
用
高
等
小
学
校
読
本
』
は
、「
さ
う
云
ふ
弊
害
を
矯
正
す
る
た
め
に
、
文

部
省
に
て
、
編
纂
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
充
分
そ
れ
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
」
と
述
べ
て
共
感
し
て
い
る
。
農
村
の
疲
弊
の
問
題
は
、
一
九
二
三
（
大
正

十
二
）
年
二
月
十
一
日
付
『
山
崎
新
聞
』
に
お
い
て
も
、「
国
家
の
實
力
は
田

舎
に
あ
る
／
農
村
の
疲
弊
は
地
方
／
青
年
子
女
の
無
自
覺
を
語
る
」
と
い
う
見

出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、「
田
舎
は
将
来
の
大
人
物
の
ひ
な
鳥
を
育
く
む
所

で
あ
る
と
思
つ
て
よ
ろ
し
く
農
村
を
開
拓
し
農
會
に
も
文
明
の
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
を
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。
農
村
に
お
い
て
は
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、
青
年
子
女
の
教
育
に
つ
い
て
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
っ
た
と
説
く
。

　

続
い
て
露
風
は
、一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
七
月
十
一
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』

で
、
農
村
の
弊
害
の
矯
正
の
た
め
に
学
生
だ
け
で
な
く
、
農
村
の
青
年
や
少
年

な
ど
の
「
若
い
年
頃
に
お
い
て
、
人
格
養
成
の
基
礎
を
造
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」
と
説
き
、「
茲
に
於
て
農
村
の
教
育
と
言
ふ
こ
と
が
甚
だ
大
事
な
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
単
に
子
女
ば
か
り
で
な
く
て
成
人
し
た
者
に
も
必
要
で

あ
る
の
だ
」
と
、
農
村
の
教
育
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
文
部

省
の
『
農
村
高
等
小
学
校
読
本
』
編
纂
の
二
大
方
針
を
要
約
し
て
、「
今
上
天

皇
陛
下
の
御
高
徳
を
知
ら
し
め
る
為
に
、
其
の
教
課
を
い
れ
る
こ
と
」「
農
村

の
知
識
を
涵
養
せ
し
め
る
こ
と
」
と
し
て
、「
道
徳
」
と
「
知
識
」
を
あ
げ
て

重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
同
年
六
月
一
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
で
は
、『
帝
国
読
本
』

に
載
る
詩
「
い
か
る
が
の
宮
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、

「
此
の
詩
を
読
む
一
般
の
人
々
も
亦
中
学
や
師
範
や
女
学
校
な
ど
で
講
義
を
す

る
人
々
は
、
之
れ
が
太
子
の
事
を
諷
詠
し
た
詩
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
そ
れ
に

就
て
参
考
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
が
よ
い
と
思
ふ
」
と
説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
教
科
書
を
読
む
若
い
生
徒
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
教
え
る
教
師
、
ま

た
詩
を
読
む
一
般
人
を
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

他
に
『
最
新
女
子
国
文
』
の
「
文
章
の
経
営
」
を
と
り
あ
げ
、
文
章
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
は
、女
学
校
や
女
子
師
範
学
校
な
ど
で
用
い
た
。

　

当
時
の
山
崎
町
に
は
、
尋
常
高
等
小
学
校
と
高
等
女
学
校
が
あ
っ
た
。
お
そ

ら
く
露
風
は
、
ふ
る
さ
と
の
揖
保
川
流
域
の
人
々
に
対
し
て
農
村
の
教
育
の
重

要
性
、
生
徒
や
若
者
の
人
格
育
成
の
た
め
に
基
礎
造
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
紀
行
文
、
随
筆
、
詩

歌
、
詩
歌
の
鑑
賞
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
文
化
や
教
養
の
基
礎
と
な
る
も
の
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と
し
て
最
新
の
情
報
を
二
年
半
に
わ
た
り
送
り
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
短
歌
や
俳
句
」
を
寄
稿
し
た
こ
と
は
、
一
般
的
な
人
々
は
、
象
徴
詩
な
ど

よ
り
も
伝
統
的
な
短
歌
や
俳
句
の
ほ
う
が
身
近
に
感
じ
た
か
ら
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
山
崎
町
に
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
文
学
的
風
土
が
あ
っ
た
。

六
、
露
風
作
品
の
読
者
た
ち

　

露
風
の
生
ま
れ
た
龍
野
は
、城
下
町
で
あ
る
。
揖
保
川
流
域
の
港
と
山
陽
道
、

出
雲
街
道
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
地
域
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。
人

と
物
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
り
、
高
い
文
化
を
誇
っ
て
い
た
。
ま
た
、
山
崎
町
は
、

龍
野
町
よ
り
揖
保
川
の
上
流
に
位
置
す
る
。江
戸
時
代
に
山
崎
城
が
築
城
さ
れ
、

そ
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
地
域
の
経
済
、
文
化
、
交
通
の
中
心
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
因
幡
街
道
に
よ
る
山
陽
と
山
陰
と
の
結
節
点
で
あ

り
、
農
林
業
と
蠶
業
を
中
心
と
し
て
揖
保
川
水
運
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
。

　

山
崎
町
の
文
学
的
風
土
は
、
露
風
が
寄
稿
し
た
頃
の
『
山
崎
新
聞
』
に
表
れ

て
い
る
。
例
え
ば「
山
崎
ア
ラ
ラ
ギ
会
」（
俳
句
）、「
山
崎
光
風
会
」（
俳
句
）、「
山

崎
詞
壇
」（
短
歌
）、「
山
崎
歌
壇
」（
短
歌
）、「
不
死
鳥
社
」（
短
歌
）、「
川
柳
会
」、「
山

崎
詞
壇
」（
詩
歌
）、
短
歌
雑
誌
『
水
甕
』
の
山
崎
支
社
が
あ
っ
た
。
ま
た
山
崎

新
聞
社
で
は
、「
新
年
文
芸
募
集
」
を
企
画
し
て
、
和
歌
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、

狂
歌
、
狂
句
、
小
品
文
、
童
話
、
童
謡
、
都
都
逸
、
端
唄
、
漢
詩
な
ど
の
作
品

を
掲
載
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、短
歌
雑
誌
『
歌
人
』
は
毎
月
発
行
、「
不
死
鳥
社
」

や
「
水
甕
社
支
部
」
主
催
の
歌
会
は
毎
月
二
回
開
催
し
た
。
山
崎
新
聞
社
内
に

事
務
所
を
置
く
「
光
風
会
」
は
、
例
会
と
即
吟
会
を
開
催
し
、
即
吟
会
で
は
龍

野
と
山
崎
の
同
人
が
同
席
す
る
な
ど
、
句
会
も
活
発
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
文
学
的
風
土
の
中
に
、兵
庫
県
立
山
崎
高
等
女
学
校
が
あ
っ
た
。

こ
の
女
学
校
で
は
、一
九
二
七（
昭
和
二
）年
十
二
月
一
日
に
歌
集『
く
さ
の
み
』

（
第
一
詠
草
集
）
を
発
行
し
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
女
学
生
た
ち

の
「
草
の
實
會
」
の
詠
草
を
集
め
て
小
さ
な
歌
集
を
作
ろ
う
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、
会
の
創
立
当
初
か
ら
世
話
を
し
て
く
れ
た
中
原
先
生
が
家
庭
の
事
情
で

京
都
に
帰
っ
た
の
で
校
友
会
文
学
部
の
発
行
と
な
っ
た
と
い
う
。
中
原
先
生
と

は
、
歌
集
に
短
歌
を
掲
載
し
て
い
る
中
原
義
教
で
あ
る
。
ま
た
、
中
原
は
中
原

竹
鳳
の
名
で
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
七
月
一
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
の
「
草

の
實
会
詠
草
」
に
、
八
名
の
教
え
子
た
ち
と
短
歌
二
首
を
載
せ
て
い
る
。

　

こ
の
中
原
竹
鳳
は
、
の
ち
の
「
光
桂
山
保
福
寺
」
の
第
二
十
七
代
住
職
で
、

花
鳥
風
月
を
題
材
に
し
て
「
京
都
画
壇
の
俊
英
た
ち
」
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ

る
。
多
才
で
あ
り
、
早
く
に
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
六
月
六
日
付
の
『
山

崎
新
聞
』
の
「
山
崎
詞
壇
」
に
「
五
月
抄
」
と
題
す
る
短
歌
七
首
が
見
え
る
。

同
紙
連
載
の
「
五
月
抄
」
に
は
、「
山
崎
は
い
よ
き
街
か
も
ま
静
か
に
畫
な
ど

思
ふ
に
い
よ
き
街
か
も
」（
六
月
十
六
日
付
）、「
身
も
果
て
む
心
も
果
て
む
そ

れ
ま
で
は
畫
筆
は
な
さ
じ
教
え
子
の
前
」（
六
月
二
十
一
日
付
）
と
、
山
崎
町

や
教
師
と
し
て
の
思
い
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。
そ
の
後
も
作
品
を『
山
崎
新
聞
』

に
寄
稿
し
、
山
崎
町
を
去
っ
て
も
京
都
か
ら
詩
歌
や
随
筆
を
数
多
く
寄
稿
し
て

い
る
。
露
風
の
寄
稿
と
同
時
期
に
は
、
共
に
第
一
面
を
飾
り
、
露
風
が
寄
稿
を

止
め
た
後
も
寄
稿
を
続
け
て
い
た
。

　

歌
集
『
く
さ
の
み
』
に
は
、
女
学
生
三
十
七
名
の
作
品
の
ほ
か
、
巻
頭
に
は

奥
村
奥
右
衛
門
校
長
、
巻
末
に
は
教
員
の
安
田
喜
一
郎
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
歌
集
の
発
行
人
で
も
あ
る
安
田
喜
一
郎
は
、
歌
人
の
安
田
青
風
で

あ
る
。
姫
路
師
範
卒
業
の
安
田
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
前
田
夕
暮
主

宰
の
「
詩
歌
」
に
入
り
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
尾
上
柴
舟
の
『
水
甕
』

に
移
り
、
こ
の
頃
は
『
水
甕
』
の
山
崎
支
部
や
短
歌
雑
誌
『
歌
人
』
を
主
宰
し
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て
い
た
。

　

歌
集
に
は
、
宇
野
定
憲
や
梅
沢
辰
起
（
樹
）
の
作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
両
名
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
五
月

二
十
六
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
の
「
歌
會
通
信
」
欄
に
は
、
五
月
二
十
日
に
奥

村
女
学
校
長
宅
に
お
い
て
催
さ
れ
た
二
十
数
名
出
席
の
例
会
に
参
加
し
た
折
に

詠
ん
だ
短
歌
が
載
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
奥
村
や
安
田
の
短
歌
も
載
る
。
山

崎
町
の
文
学
的
風
土
に
は
、
山
崎
高
等
女
学
校
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
学
的
風
土
に
あ
ふ
れ
た
山
崎
町
を
「
詩
鄕
」
と
呼
び
、『
山
崎
新
聞
』

に
随
筆
と
詩
を
寄
稿
し
た
人
物
が
い
た
。

　

大
学
入
学
の
た
め
東
京
に
出
た
ら
し
い
山
崎
町
出
身
者
で
、
筆
名
を
「
駒
澤

鈴
馨
樹
」、「
駒
澤
孤
草
」、「
駒
澤
正
雄
」
と
使
い
分
け
て
い
る
。「
鈴
聲
樹
」

の
読
み
方
と
意
味
は
、不
明
で
あ
る
。
も
し
ズ
ズ
カ
ケ
（
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
和
名
）

と
し
た
な
ら
、
花
言
葉
は
「
天
才
」「
好
奇
心
」
で
あ
る
。「
山
崎
町
の
天
才
・

好
奇
心
」男
と
で
も
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
彼
は
、一
九
二
九（
昭
和
四
）

年
八
月
六
日
付
の
『
山
崎
新
聞
』
の
「
詩
鄕
山
崎
（
一
）」
に
お
い
て
、
山
崎

の
文
学
的
風
土
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
詩
鄕
・
・
・
な
ん
と
言
ふ
憧あ

こ
が
れ憬

の
都
だ
ら
う
詩
人
に
と
り
て
喧
響
と
尽

風
の
盛
夏
の
都
会
よ
り
逃
れ
て
独
り
夢
を
追
ひ
自
然
を
唄
ひ
友
と
語
り

真
夜
の
野
辺
に
彷
徨
ふ
、
其
ん
な
感
傷
的
な
詩
人
に
と
り
て
好
適
の
都

で
あ
る
・
・
・
剣
と
恋
の
紅
な
い
に
色
ど
ら
れ
た
昔
の
夢
を
城
跡
の
廃
墟

に
夢
見
し
て
女
心
に
似
た
赤
い
襷
の
下
に
微
笑
め
る
瞳
を
秘
め
て
稲
田

に
立
つ
田
舎
娘
の
恋
し
さ
・
・
・
唯
も
う
ふ
る
う
様
な
夜
の
鍾
余
韻
の

淋
し
さ
・
・
・
漁
火
の
燃
ゆ
る
灯
の
下
に
唄
ひ
行
く
民
謡
等
々
・
・
・
斯

の
間
も
東
京
の
Ｔ
大
学
の
友
人
遂
に
山
崎
を
詩
鄕
と
言
つ
て
し
ま
つ
た
」

　

ま
た
同
紙
で
、
そ
の
詩
的
発
想
は
「
山
崎
の
有
形
無
形
の
動
き
」
か
ら
生
じ

た
と
述
べ
、「
淵
を
見
つ
め
て　

揖
保
川
に
泳
ぎ
て
」
と
題
す
る
詩
を
載
せ
て

い
る
。
そ
の
一
部
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
人
々
は
山
崎
の
中
か
ら
美
的
印
象
を
全
々
受
け
入
ま
い
か
も
知
れ
ぬ
。

然
し
僕
の
様
な
譯
の
解
ら
ぬ
人
間
で
さ
へ
い
く
つ
か
の
詩
を
斯
の
山
崎

の
有
形
無
形
の
動
き
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
べ
く
余
儀
な
く
さ
れ
た
」

「
大
空
に
雲
は
歩
み
／
清
流
に
鮎
の
た
わ
む
る
／
四
方
の
山
緑
な
す
／
揖

保
の
流
れ
の
岩
角
に
立
て
ば
／
想
ひ
出
は
再
び
訪
る
・
・
・
」

 

（
詩　

山
崎
風
景
よ
り
）

　
『
山
崎
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
露
風
作
品
の
読
者
は
、
こ
の
よ
う
な
山
崎
の

文
学
風
土
に
育
ま
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、『
山
崎
新
聞
』

に
お
い
て
露
風
の
作
品
を
一
面
ト
ッ
プ
に
、
同
一
紙
面
に
地
元
文
壇
の
詩
人
や

歌
人
の
投
稿
作
品
を
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
読
者

と
豊
か
な
文
学
的
風
土
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

七
、『
山
崎
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
露
風
の
作
品

　

こ
こ
に
至
っ
て
、『
山
崎
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
露
風
の
作
品
に
つ
い
て
、

号
数
、
発
行
年
月
日
、
作
品
の
題
名
、
作
品
数
の
順
に
明
記
す
る
。
な
お
、
随

筆
・
紀
行
文
の
中
に
含
ま
れ
る
短
歌
・
俳
句
・
詩
の
題
名
と
そ
の
数
を
山
括
弧
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で
く
く
っ
て
示
し
た
。

五
九
四
号
、
昭
和
二
年
六
月
六
日
、「
東
京
の
春
と
夏
と
（
一
）」

五
九
五
号
、昭
和
二
年
六
月
十
一
日
、「
東
京
の
春
と
夏
と
（
二
）」・〈
短
歌
一
首
〉

五
九
六
号
、
昭
和
二
年
六
月
十
六
日
、「
東
京
の
春
と
夏
と
（
三
）」

五
九
七
号
、
昭
和
二
年
六
月
二
十
一
日
、「
日
本
文
藝
の
最
近
の
傾
向
を
論
ず
」

（
一
）、「
塚
本
誠
治
氏
よ
り
揖
斐
川
の
鮎
を
贈
ら
れ
て
」（
八
首
）

五
九
八
号
、
昭
和
二
年
六
月
二
十
六
日
、「
日
本
文
藝
の
最
近
の
傾
向
を
論
ず
」

（
二
）、「
初
夏
十
句
」

五
九
九
号
、
昭
和
二
年
七
月
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
一
）」、「
新
緑
十
句
」

六
〇
〇
号
、
昭
和
二
年
七
月
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
二
）」・〈
短
歌
一

首
〉、「
千
代
田
城
」（
六
首
）

六
〇
一
号
、
昭
和
二
年
七
月
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
三
）」、「
近
什

十
句
」

六
〇
二
号
、
昭
和
二
年
七
月
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
四
）」、「
夏
の
山
」

（
二
首
）

六
〇
三
号
、
昭
和
二
年
七
月
二
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
五
）」・〈
短

歌
二
首
〉、「
夏
の
山
」（
四
首
）

六
〇
四
号
、
昭
和
二
年
八
月
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
六
）」

六
〇
五
号
、
昭
和
二
年
八
月
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
七
）」・〈
短
歌
一
首
〉

六
〇
六
号
、
昭
和
二
年
八
月
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
八
）」、「
石
山

七
句
」、「
雲
の
峰
」（
十
句
）

六
〇
七
号
、
昭
和
二
年
八
月
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
九
）」・〈
短
歌

二
首
〉

六
〇
八
号
、
昭
和
二
年
八
月
二
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
）」・〈
短

歌
二
首
〉

六
〇
九
号
、
昭
和
二
年
九
月
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
一
）」

六
一
〇
号
、
昭
和
二
年
九
月
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
二
）」・〈「
屋

島
を
歌
へ
る
長
詩
」（
一
篇
）〉

六
一
一
号
、
昭
和
二
年
九
月
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
三
）」、「
涼

し
き
風
」（
四
首
）

六
一
二
号
、
昭
和
二
年
九
月
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
四
）」、「
涼

し
き
風
」（
四
首
）

六
一
三
号
、
昭
和
二
年
九
月
二
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
五
）・〈
俳

句
一
句
〉

六
一
四
号
、
昭
和
二
年
九
月
二
十
八
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
六
）」・〈「
松

山
詩
篇
」（
一
篇
）〉、「
夏
の
花
」（
五
首
）

六
一
五
号
、
昭
和
二
年
十
月
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
七
）」、「
生
命
」

（
五
首
）

六
一
六
号
、
昭
和
二
年
十
月
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
八
）」

六
一
七
号
、
昭
和
二
年
十
月
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
十
九
）」

六
一
八
号
、
昭
和
二
年
十
月
二
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
二
十
）」、「
微

風
」（
四
首
）

六
一
九
号
、
昭
和
二
年
十
月
二
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
一
）」、「
金

魚
売
」（
八
句
）

六
二
〇
号
、
昭
和
二
年
十
一
月
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
二
）」

六
二
一
号
、
昭
和
二
年
十
一
月
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
三
）」・〈
詩

一
篇
〉

六
二
二
号
、
昭
和
二
年
十
一
月
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
四
）」・〈
短

歌
三
首
〉
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六
二
三
号
、
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
五
）」

六
二
四
号
、
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
六
）」・

〈「
民
謡
宇
和
島
の
唄
」（
長
詩
一
篇
）〉

六
二
五
号
、
昭
和
二
年
十
二
月
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
七
）」

六
二
六
号
、
昭
和
二
年
十
二
月
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
八
）」

六
二
七
号
、
昭
和
二
年
十
二
月
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
廿
九
）」

六
二
八
号
、
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
日
、「
唐
澤
文
彦
君
に
答
ふ
」

六
二
九
号
、
昭
和
三
年
一
月
一
日
、「
聖
代
の
新
年
を
祝
ふ
」

六
三
〇
号
、
昭
和
三
年
一
月
十
一
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
三
十
）

六
三
一
号
、
昭
和
三
年
一
月
十
六
日
、「
四
國
の
旅
と
自
然
と
（
丗
一
）、「
松

の
内
」（
十
句
）

六
三
二
号
、
昭
和
三
年
一
月
二
十
一
日
、「
最
近
の
東
京
郊
外
」、「
初
春
」（
十
句
）

六
三
三
号
、
昭
和
三
年
二
月
一
日
、「
最
近
の
東
京
郊
外
（
二
）」、「
冬
十
句
」

六
三
四
号
、
昭
和
三
年
二
月
六
日
、「
山
科
よ
り
近
江
へ
越
え
て
」・〈
俳
句
二
句
〉

六
三
五
号
、
昭
和
三
年
二
月
十
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

六
三
六
号
、
昭
和
三
年
二
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
一
）」、「
春
寒
」

（
十
句
）

六
三
七
号
、
昭
和
三
年
二
月
二
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
二
）」

六
三
八
号
、
昭
和
三
年
三
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
三
）」

六
三
九
号
、
昭
和
三
年
三
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
）」

六
四
〇
号
、
昭
和
三
年
三
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
）」、「
桜

雲
荘
歌
抄
」（
十
首
）・
文
章

六
四
一
号
、
昭
和
三
年
三
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
六
）」

六
四
二
号
、
昭
和
三
年
三
月
二
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
七
）」

六
四
三
号
、
昭
和
三
年
四
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
八
）」・〈「
羈
旅
」〉

（
過
去
の
詩
一
篇
を
再
録
）

六
四
四
号
、
昭
和
三
年
四
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
九
）、「
桜
雲

荘
歌
抄
（
二
）」（
十
五
首
）

六
四
五
号
、
昭
和
三
年
四
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
）」、「
桜

雲
荘
歌
抄
（
三
）」（
十
四
首
）

六
四
六
号
、
昭
和
三
年
四
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
一
）、「
桜

雲
荘
歌
抄
（
四
）」（
十
八
首
）

六
四
七
号
、
昭
和
三
年
四
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
二
）」、

「
桜
雲
荘
歌
抄
（
五
）」（
十
二
首
）

六
四
八
号
、
昭
和
三
年
五
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
三
）」、「
桜

雲
荘
歌
抄
（
六
）」（
十
首
）

六
四
九
号
、
昭
和
三
年
五
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
四
）」・〈
短

歌
四
首
〉、「
梅
花
七
句
」、「
春
雨
七
句
」

六
五
〇
号
、
昭
和
三
年
五
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
五
）」、「
連

翹
七
句
」、「
彌
生
六
句
」

六
五
一
号
、
昭
和
三
年
五
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
六
）」、「
永

日
七
句
」、「
霞
七
句
」

六
五
二
号
、
昭
和
三
年
五
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
七
）」・

〈
詩
一
篇
〉「
雲
雀
七
句
」

六
五
三
号
、
昭
和
三
年
六
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
八
）」・〈
俳

句
十
三
句
〉

六
五
四
号
、
昭
和
三
年
六
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
九
）」・〈
短

歌
四
首
〉

六
五
五
号
、
昭
和
三
年
六
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
二
十
）」・

〈「
毛
馬
内
城
に
立
ち
て
」（
詩
一
篇
）〉、
短
歌
二
首
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六
五
六
号
、
昭
和
三
年
六
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
一
）」〈「
若

き
梨
の
実
」〉（
過
去
の
詩
一
篇
を
再
録
）

六
五
七
号
、
昭
和
三
年
六
月
二
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
二
）」

六
五
八
号
、
昭
和
三
年
七
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
三
）」・〈
俳

句
二
句
〉

六
五
九
号
、
昭
和
三
年
七
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
四
）」、「
青
嵐
」

（
四
首
）

六
六
〇
号
、
昭
和
三
年
七
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
五
）」

六
六
一
号
、
昭
和
三
年
七
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
六
）」

六
六
二
号
、
昭
和
三
年
七
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
七
）」

六
六
三
号
、
昭
和
三
年
八
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
八
）」・〈
短

歌
一
首
〉、「
青
葉
若
葉
」（
六
首
）

六
六
四
号
、
昭
和
三
年
八
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
九
）」

六
六
五
号
、
昭
和
三
年
八
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
三
十
）」・〈
俳

句
三
句
〉、「
露
草
」（
七
首
）

六
六
六
号
、
昭
和
三
年
八
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
一
）、「
炎

暑
」（
六
首
）

六
六
七
号
、
昭
和
三
年
八
月
二
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
二
）」、

「
文
月
七
句
」

六
六
八
号
、
昭
和
三
年
九
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
三
）」・〈
短

歌
三
首
〉、「
残
暑
」（
六
句
）

六
六
九
号
、
昭
和
三
年
九
月
八
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
四
）」・〈
詩

一
篇
〉、「
白
百
合
」（
十
首
）

六
七
〇
号
、
昭
和
三
年
九
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
五
）」

六
七
一
号
、
昭
和
三
年
九
月
十
八
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
六
）」・〈
俳

句
一
九
句
〉、「
葉
月
集
」（
十
一
句
）、「
偶
感
の
句
」（
七
句
）

六
七
二
号
、
昭
和
三
年
九
月
二
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
七
）」・

〈「
平
泉
に
て
」（
詩
一
篇
）・
短
歌
（
八
首
）〉、「
ふ
る
さ
と
」（
四

首
）、「
人
の
道
と
文
の
道
と
」（
六
首
）

六
七
三
号
、
昭
和
三
年
十
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
八
）」、「
涼
味
」

（
六
句
）、「
驟
雨
」（
七
句
）

六
七
四
号
、
昭
和
三
年
十
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
九
）」・〈「
松

島
」（
詩
一
篇
）〉、「
夏
よ
り
秋
へ
」（
六
首
）

六
七
五
号
、
昭
和
三
年
十
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
）」・〈
俳

句
二
句
〉、「
夏
の
郊
外
」（
十
首
）

六
七
六
号
、
昭
和
三
年
十
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
一
）」、

「
秋
晴
」（
六
句
）

六
七
七
号
、
昭
和
三
年
十
月
二
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
二
）」、

「
嵐
の
後
」（
六
首
）

六
七
八
号
、
昭
和
三
年
十
一
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
三
）」、

「
秋
雑
句
」（
十
句
）

六
七
九
号
、
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
、「
御
大
禮
奉
祝
の
辭
」（
第
一
面
）・〈「
御

大
禮
奉
祝
の
詩
」（
一
篇
・
第
一
面
）〉、「
御
大
典
と
明
治
節
と
に

對
し
微
衷
を
述
ぶ
」（
第
六
面
）

六
八
〇
号
、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

六
八
一
号
、
昭
和
三
年
十
二
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
四
）」、

「
武
蔵
野
」（
六
首
）

六
八
二
号
、
昭
和
三
年
十
二
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
五
）」、

「
初
秋
」（
七
句
）

六
八
三
号
、
昭
和
三
年
十
二
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
六
）」、
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「
翠
檜
」（
六
句
）、「
秋
風
」（
六
句
）

六
八
四
号
、
昭
和
三
年
十
二
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
七
）」・

〈
俳
句
五
句
〉、「
ゆ
く
雲
」（
六
首
）

六
八
五
号
、
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と（
四
十
八
）」、

「
秋
の
燭
」（
七
句
）

六
八
六
号
、
昭
和
四
年
一
月
一
日
、「
新
春
五
十
首
」（
五
十
首
）

六
八
七
号
、
昭
和
四
年
一
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
四
十
九
）」

六
八
八
号
、
昭
和
四
年
一
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
）」・〈
俳

句
七
句
〉、「
富
士
」（
七
句
）

六
八
九
号
、
昭
和
四
年
一
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
一
）」・

〈
短
歌
七
首
〉

六
九
〇
号
、
昭
和
四
年
一
月
二
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
二
）」、

「
近
詠
」（
六
首
）

六
九
一
号
、
昭
和
四
年
二
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
三
）」・〈「
七

つ
の
森
」（
詩
一
篇
）〉

六
九
二
号
、
昭
和
四
年
二
月
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
四
）」・〈
俳

句
二
句
〉

六
九
三
号
、
昭
和
四
年
二
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
五
）」、

「
青
空
と
松
と
」（
五
首
）

六
九
四
号
、
昭
和
四
年
二
月
十
六
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
六
）」・

〈
俳
句
一
句
〉、「
如
月
」（
六
句
）

六
九
五
号
、
昭
和
四
年
三
月
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
七
）」・〈
短

歌
一
首
〉、「
余
寒
」（
六
句
）

六
九
六
号
、
昭
和
四
年
三
月
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
八
）」

六
九
七
号
、
昭
和
四
年
三
月
二
十
一
日
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
五
十
九
）」、

「
霞
立
つ
」（
五
首
）

六
九
八
号
、
昭
和
四
年
三
月
二
十
六
日
、「
朝
寒
」（
六
句
）

六
九
九
号
、
昭
和
四
年
四
月
一
日
、「
春
光
」（
六
句
）

七
〇
〇
号
、
昭
和
四
年
四
月
六
日
、「
早
春
の
歌
」（
六
首
）「
新
月
ヶ
瀬
」（
六
首
）

七
〇
一
号
、
未
入
手

七
〇
二
号
、
未
入
手

七
〇
三
号
、
未
入
手

七
〇
四
号
、
未
入
手

七
〇
五
号
、
未
入
手

七
〇
六
号
、
昭
和
四
年
五
月
十
六
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
四
）」、「
菜

の
花
」（
七
句
）、「
惜
春
」（
七
句
）

七
〇
七
号
、
未
入
手

七
〇
八
号
、
昭
和
四
年
五
月
二
十
六
日
、「
妹
と
友
」（
六
首
）、「
山
桜
」（
七
首
）

七
〇
九
号
、
昭
和
四
年
六
月
一
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
四
）」、「
蛙

の
歌
」（
六
首
）、「
た
ら
ち
ね
」（
七
首
）

七
一
〇
号
、
昭
和
四
年
六
月
七
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
六
）」、「
蛙
」

（
八
句
）、「
閑
古
鳥
」（
五
句
）

七
一
一
号
、
昭
和
四
年
六
月
十
六
日
、「
泉
月
」（
六
首
）、「
春
よ
り
夏
へ
」（
七
句
）

七
一
二
号
、
昭
和
四
年
六
月
二
十
一
日
、「
慶
応
大
学
病
院
よ
り
」・〈
俳
句
一
句
・

短
歌
一
首
〉、「
初
夏
吟
」（
二
句
）、「
鳥
の
聲
」（
六
首
）

七
一
三
号
、
昭
和
四
年
六
月
二
十
六
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
七
）」・

〈
短
歌
一
首
〉、「
病
床
吟
」（
十
三
句
）

七
一
四
号
、
昭
和
四
年
七
月
一
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
五
）」、「
病

め
る
日
」（
七
首
）、「
久
方
の
空
」（
六
首
）（
七
一
三
号
は
誤
植

に
つ
き
「
再
び
慶
応
大
学
病
院
よ
り
」
に
訂
正
と
あ
る
）
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七
一
五
号
、
昭
和
四
年
七
月
六
日
、「
三
度
慶
応
病
大
学
病
院
よ
り
」、「
病
中

小
閑
」（
七
句
）、「
都
の
路
」（
七
首
）

七
一
六
号
、
昭
和
四
年
七
月
十
一
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
六
）」、「
蠅
」

（
六
句
）

七
一
七
号
、
昭
和
四
年
七
月
二
十
一
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文（
七
）」「
紫

竹
」（
六
句
）、「
夏
日
吟
行
」（
十
二
句
）、「
靑
嵐
」（
七
句
）

七
一
八
号
、
昭
和
四
年
七
月
二
十
六
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
八
）」、

「
夏
の
荘
」（
八
句
）、「
百
合
」（
四
首
）、「
夏
祭
」（
十
句
）、「
暑
気
」

（
六
首
）、「
現
代
音
楽
界
の
情
勢
」（
第
三
面
）

七
一
九
号
、
昭
和
四
年
八
月
一
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
九
）」、「
遠
近
」

（
九
首
）、「
頬
白
」（
八
首
）

七
二
〇
号
、
昭
和
四
年
八
月
六
日
、「
暑
熱
」（
八
句
）、「
夕
立
」（
七
句
）、「
金

剛
」（
四
首
）、「
蘇
鉄
」（
八
句
）

七
二
一
号
、
昭
和
四
年
八
月
十
一
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
十
）」、「
夏

の
旅
」（
六
句
）、「
泉
」（
四
首
）、「
蚊
」（
七
句
）、「
蟲
の
聲
」（
七

句
）、「
児
童
の
文
藝
と
教
育
」（
第
三
面
）

七
二
二
号
、
昭
和
四
年
八
月
十
六
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
十
一
）」、

「
湖
の
歌
」（
十
八
首
）

七
二
三
号
、
昭
和
四
年
八
月
二
十
三
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
十
二
）」、

「
靑
苔
」（
九
首
）、「
合
歓
の
花
」（
八
首
）

七
二
四
号
、
昭
和
四
年
九
月
一
日
、「
教
科
書
に
有
る
我
が
詩
文
（
十
三
）」、「
藥

の
香
」（
九
句
）、「
白
光
」（
八
句
）

七
二
五
号
、
昭
和
四
年
九
月
八
日
、「
現
代
美
術
界
の
傾
向
（
一
）」、「
苫
舟
」

（
十
八
首
）

七
二
六
号
、
昭
和
四
年
九
月
十
二
日
、「
現
代
美
術
界
の
傾
向
（
二
）」、「
歌
を

詠
じ
て
」（
六
首
）

七
二
七
号
、
未
入
手

七
二
八
号
、
昭
和
四
年
九
月
二
十
六
日
、「
現
代
美
術
の
傾
向
（
四
）」、「
赤
蜻
蛉
」

（
十
七
句
）

七
二
九
号
、
昭
和
四
年
十
月
一
日
、「
現
代
美
術
界
の
傾
向
（
五
）」

七
三
〇
号
、
昭
和
四
年
十
月
七
日
、「
俳
句
の
歴
史
並
び
に
鑑
賞
（
一
）」、「
法

師
蟬
」（
十
七
句
）

七
三
一
号
、
昭
和
四
年
十
月
十
一
日
、「
俳
句
の
歴
史
並
び
に
鑑
賞
（
二
）」、「
秋

十
句
」（
十
句
）「
広
野
原
」（
七
句
）、「
く
ぬ
ぎ
の
葉
」（
四
首
）

七
三
二
号
、
昭
和
四
年
十
月
二
十
一
日
、「
俳
句
の
歴
史
並
び
に
鑑
賞
（
三
）」、

「
秋
風
」（
四
首
）、「
コ
ス
モ
ス
」（
六
首
）

七
三
三
号
、
昭
和
四
年
十
月
二
十
六
日
、「
俳
句
の
歴
史
並
び
に
鑑
賞
（
四
）」、

「
赭
土
」（
七
首
）、「
端
木
」（
六
首
）

七
三
四
号
、
昭
和
四
年
十
一
月
六
日
、「
三
大
湖
の
十
和
田
湖
風
景
」、「
秋
雑
吟
」

（
十
六
句
）

七
三
五
号
、
昭
和
四
年
十
一
月
十
一
日
、「
浜
名
湖
其
他
小
湖
」

七
三
六
号
、
昭
和
四
年
十
一
月
十
六
日
、「
西
洋
の
大
画
家
に
就
い
て
（
一
）」、

「
故
保
呂
儀
」（
八
首
）

七
三
七
号
、
昭
和
四
年
十
一
月
二
十
一
日
、「
西
洋
の
大
画
家
に
就
い
て
（
二
）」、

「
秋
の
湖
」（
八
首
）

七
三
八
号
、
昭
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
、「
西
洋
の
大
画
家
に
就
い
て
（
三
）」、

「
秋
月
」（
十
一
句
）

七
三
九
号
、
昭
和
四
年
十
二
月
一
日
、「
西
洋
の
大
画
家
に
就
い
て
（
四
）」、「
葭

の
葉
」（
九
句
）

七
四
〇
号
、
未
入
手
、（
昭
和
四
年
十
二
月
六
日
「
西
洋
の
大
画
家
に
就
い
て
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（
五
）」
の
原
稿
を
三
鷹
市
が
所
蔵
）

七
四
一
号
、
未
入
手

七
四
二
号
、
未
入
手

七
四
三
号
、
昭
和
五
年
一
月
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
四
四
号
、
昭
和
五
年
一
月
十
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
四
五
号
、
昭
和
五
年
一
月
十
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
四
六
号
、
昭
和
五
年
一
月
二
十
二
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
四
七
号
、
昭
和
五
年
一
月
二
十
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
四
八
号
、
昭
和
五
年
二
月
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
四
九
号
、
昭
和
五
年
二
月
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
〇
号
、
昭
和
五
年
二
月
十
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
一
号
、
昭
和
五
年
二
月
十
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
二
号
、
昭
和
五
年
二
月
二
十
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
三
号
、
昭
和
五
年
二
月
二
十
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
四
号
、
昭
和
五
年
三
月
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
五
号
、
昭
和
五
年
三
月
十
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
六
号
、
昭
和
五
年
三
月
十
六
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
七
号
、
昭
和
五
年
三
月
二
十
一
日
、
露
風
の
寄
稿
な
し

七
五
八
号
、
昭
和
五
年
三
月
二
十
六
日
、「
春
の
朝
」（
四
首
）

七
五
九
号
、
未
入
手

七
六
〇
号
、
昭
和
五
年
四
月
六
日
、「
日
光
と
鳥
」（
六
句
）

七
六
一
号
、
昭
和
五
年
四
月
十
一
日
、「
永
日
閑
吟
」（
六
句
）

七
六
二
号
、
昭
和
五
年
四
月
二
十
一
日
、「
閑
古
鳥
」（
六
句
）

七
六
三
号
、
未
入
手

七
六
四
号
、
未
入
手

七
六
五
号
、
未
入
手

七
六
六
号
、
昭
和
五
年
五
月
十
六
日
、「
青
葉
若
葉
」（
七
句
）

七
六
七
号
、
昭
和
五
年
五
月
二
十
一
日
、「
杜
鵑
」（
五
句
）

七
六
八
号
、
昭
和
五
年
五
月
二
十
六
日
、「
白
き
月
」（
六
首
）

七
六
九
号
、
昭
和
五
年
六
月
六
日
、「
白
雲
」（
六
首
）　

七
七
〇
号
、
未
入
手

七
七
一
号
、
昭
和
五
年
六
月
十
六
日
、「
青
田
」（
十
七
句
）

七
七
二
号
、
昭
和
五
年
七
月
一
日
、「
夏
草
」（
九
句
）　

七
七
三
号
、
昭
和
五
年
七
月
十
一
日
、「
百
合
」（
六
句
）

七
七
四
号
、
未
入
手

七
七
五
号
、
昭
和
五
年
八
月
一
日
、「
月
と
雲
」（
七
句
）

七
七
六
号
、
昭
和
五
年
八
月
十
一
日
、「
掘
割
」（
八
句
）

七
七
七
号
、
昭
和
五
年
八
月
二
十
一
日
、「
暑
気
」（
十
句
）

七
七
八
号
、
未
入
手

七
七
九
号
、
昭
和
五
年
九
月
十
一
日
、「
遠
樹
」（
八
首
）

七
八
〇
号
、
昭
和
五
年
九
月
二
十
一
日
、「
秋
蝉
」（
八
句
）

七
八
一
号
、
昭
和
五
年
十
月
一
日
、「
五
位
鷺
」（
九
句
）

七
八
二
号
、
未
入
手

七
八
三
号
、
昭
和
五
年
十
月
二
十
一
日
、「
小
山
田
」（
八
首
）、「
秋
風
の
歌
」（
八

首
）

七
八
四
号
、
未
入
手

七
八
五
号
、
未
入
手

七
八
六
号
、
未
入
手

七
八
七
号
、
昭
和
五
年
十
二
月
一
日
、「
時
雨
」（
八
首
）、「
秋
風
來
」（
八
首
）

七
八
八
号
、
昭
和
五
年
十
二
月
二
十
一
日
、「
秋
草
集
」（
十
八
首
）
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八
、
お
わ
り
に

　
『
山
崎
新
聞
』
は
、
創
刊
者
の
山
下
駿
治
が
「
創
刊
の
辞
」
に
お
い
て
、「
新

聞
は
社
会
の
耳
目
に
し
て
亦
木
鐸
な
り
」
と
し
「
郡
民
に
今
少
し
く
進
取
的
に

活
動
せ
ん
こ
と
を
望
む
な
り
」
と
示
し
た
よ
う
に
、
宍
粟
郡
民
を
覚
醒
さ
せ
教

え
導
く
も
の
と
な
り
、ま
た
、郡
民
は
み
ず
か
ら
進
ん
で
事
を
な
す
こ
と
を
願
っ

て
発
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
率
先
し
て
そ
の
任
務
を
果
た
す
と

強
く
表
明
し
て
い
る
。
二
代
目
の
山
下
郁
三
は
、
初
代
駿
治
の
編
集
方
法
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
も
「
今
は
国
家
・
社
会
或
い
は
地
方
の
公
的
機
関
」
と
述
べ
、「
社

会
と
共
に
読
者
と
共
に
明
る
き
正
し
き
愉
快
味
に
満
ち
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
新
方
針
を
出
す
。

　

露
風
は
、
そ
の
新
聞
に
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
か
ら
二
年
半
に
わ
た

り
寄
稿
し
た
の
で
あ
る
。
寄
稿
を
始
め
る
前
年
の
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年

に
東
北
巡
講
の
旅
（
五
月
～
六
月
）、
四
国
巡
講
の
旅
（
十
一
月
）
と
相
次
い

で
出
か
け
た
。
東
北
の
旅
を
し
た
動
機
の
一
つ
に
、「
東
京
に
お
け
る
仕
事
も

一
段
落
を
告
げ
た
の
で
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
七
冊
も
の
著
書
を
出
版
す
る

と
い
う
仕
事
が
一
段
落
し
て
旅
に
出
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
頃
に
で

も
、
ふ
る
さ
と
の
山
下
駿
治
と
郁
三
の
兄
弟
か
ら
『
山
崎
新
聞
』
へ
の
寄
稿
依

頼
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
露
風
は
、『
山
崎
新
聞
』の
創
刊
の
趣
旨
を
理
解
し
、

ま
た
、
二
代
目
の
方
針
に
沿
っ
た
作
品
を
寄
稿
し
た
。
そ
れ
は
、
宍
粟
郡
に
お

け
る
子
女
た
ち
の
人
格
養
成
の
基
礎
を
造
る
た
め
、
ま
た
成
人
し
た
者
た
ち
に

も
知
識
を
涵
養
さ
せ
る
た
め
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

露
風
と
『
山
崎
新
聞
』
に
関
す
る
資
料
や
作
品
は
、
他
に
も
残
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。
露
風
の
遺
族
三
木
家
、
子
息
の
三
木
豊
晴
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
原
稿

や
詩
稿
な
ど
の
資
料
が
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
「
霞
城
館
」
と
東
京
都
三
鷹
市
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
三
鷹
市
が
所
蔵
す
る
資
料
の
多
く
は
、『
三
木
露
風
全
集
』
収
録
か
ら

も
れ
た
ま
ま
三
鷹
市
の
旧
宅
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
こ
に
は

東
北
巡
講
の
旅
で
盛
岡
を
訪
れ
た
時
に
揮
毫
し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
、
肉

筆
の
便
箋
四
枚
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
千
九
百
貮
拾
六
年
羅
風
」
と
署

名
が
あ
り
、「
沢
田
一
美　
　

弟
に
、
川
村
氏
に
一
首
、
後
藤
清　

氏
に
一
首
、

三
浦
氏
に　

聖
母
一
首
、
神
父
ド
シ
エ
師
に
一
首
、
欠
畑
氏
に
一
首
、
野
間
氏

に　

切
支
丹
一
首
、
上
田
漢
一
氏
に
盛
岡
に
て
一
首
、
神
の
惠
一
首
」
と
記
し

た
、
詩
一
篇
と
短
歌
八
首
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
関
し
て
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
機
関
紙
『
声
』
や
地
方
紙
『
岩
手
日
報
』
に
載
っ
て
い
る注注

注

。
盛
岡
滞

在
中
に
交
流
し
た
川
村
庄
（
尚
）
五
郎
、
後
藤
清
朗
（
岩
手
日
報
主
筆
）、
盛

岡
天
主
教
會
ド
シ
エ
神
父
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
あ
り
、
露
風
が
代
父
を
務

め
た
欠
畑
右
兵
衛（
岩
手
県
警
察
部
長
）、天
主
教
會
上
田
漢
一
で
あ
る
。
ま
た
、

高
知
市
に
お
け
る
記
念
写
真
を
掲
載
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
も
あ
っ
た注1

注

。
露
風

の
他
に
六
名
が
写
っ
て
い
て
、
霊
父
カ
ル
ボ
ー
師
、
伝
教
士
牧
山
粂
吉
と
記
載

が
あ
る
。
四
国
ド
ミ
ニ
コ
会
会
長
で
高
知
天
主
堂
の
カ
ル
ボ
ー
霊
父
、
高
松
市

か
ら
同
行
し
て
く
れ
た
高
知
天
主
教
会
の
伝
教
士
牧
山
粂
吉
で
あ
る
。
撮
影
地

の
高
知
市
は
、
四
国
巡
講
の
旅
に
お
け
る
最
終
地
で
あ
り
、
大
正
十
五
年
十
一

月
十
六
日
か
ら
三
日
間
滞
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
東
北
巡
講
の
旅
に
関
わ
る
秋
田
県
毛
馬
内
町
や
大
湯
村
に
お

け
る
短
歌
や
俳
句
の
肉
筆
原
稿
、四
国
巡
講
の
旅
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
詩「
宇

和
島
」
の
草
稿
、『
山
崎
新
聞
』
の
未
入
手
部
分
の
原
稿
な
ど
が
あ
る
。
今
後

の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
と
『
山
崎
新
聞
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

検
討
も
残
っ
た
。
改
め
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。
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引
用
文
献

注
1　

�
窪
田
般
弥
「
忘
れ
ら
れ
た
詩
人
・
露
風
」『
日
本
の
象
徴
詩
人
』
一
九
六
三
（
昭

和
三
十
八
）
年
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
〇
二
頁

注
2　

�

佐
藤
房
儀
「
三
木
露
風
論
（
承
前
）」『
国
文
と
研
究
』
八
〇
、一
九
八
三
（
昭

和
五
十
八
）
年
、
七
七
頁

注
3　

�

中
島
洋
一
「
露
風
の
象
徴
詩
論
」『
象
徴
詩
の
研
究
―
白
秋
・
露
風
を
中
心
と

し
て
』
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）��

年
、
桜
楓
社
、
一
九
〇
頁

注
4　

�

佐
藤
房
儀
「
三
木
露
風
論
」『
国
文
学
研
究
』
七
九
、一
九
八
三
（
昭
和

五
十
八
）
年
、
六
四
頁

注
5　

注
1
に
同
じ
。
一
〇
一
頁

注
6　

�

千
野
拓
政
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
文
学
の
変
貌
と
若

者
の
心
―
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
・
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
・
コ
ス
プ
レ
・
そ
し
て
村

上
春
樹
―
」『
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
誌
』（
一
）

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
十
月

注
7　

�

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
四
月
七
日
、
新
発
見
発
表
、
龍
野
歴
史
文
化

資
料
館

注
8　
『
詩
歌
』（
8
）
白
日
社
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
月
、
四
頁

注
9　

注
8
に
同
じ
、
一
〇
七
・
一
〇
八
頁

注
10　

�

三
木
露
風
、「
自
序
」『
わ
が
歩
め
る
道
』、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
八
月

十
八
日
、
厚
生
閣
書
店　

一
頁

注
11　

�「
盛
岡
に
お
け
る
三
木
羅
風
氏
の
講
演
」『
声
』（
六
〇
五
号
）、一
九
二
六
（
大

正
十
五
）
年
六
月
。「
ド
シ
ェ
師
の
／
晩
餐
会
／
三
木
氏
を
招
い
て
」『
岩
手

日
報
』
同
年
五
月
二
十
五
日
付
夕
刊
）

注
12　

�

写
真
「
四
国
巡
廻
講
演
中
の
三
木
露
風
氏
」『THE���CA

THOLIC���TIM
ES

』

（
№
一
三
一
、
第
三
面
）、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
月
二
十
一
日

　
　
　

付
記

　

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
露
風
が
寄
稿
し
た
『
山
崎
新
聞
』
と
関
連
す
る
貴
重

な
資
料
の
閲
覧
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
兵
庫
県
宍
粟
市
教
育
委
員
会
社
会
文
化
財
課

並
び
に
東
京
都
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
芸
術
文
化
課
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま

た
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
十
月
五
日
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
「
霞
城
館
」
主
催
の
三
木

露
風
生
誕
一
三
〇
年
記
念
講
演
「
現
代
に
よ
み
が
え
る
三
木
露
風
と
『
山
崎
新
聞
』」

の
草
稿
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
山
崎
新
聞
』
の
第
一
発
掘
者
で
あ
り
、

共
に
現
地
に
赴
き
調
査
や
講
演
を
し
た
高
田
智
之
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
共
同

通
信
社
記
者
）
と
共
著
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
の
旧
漢
字
は
、
ほ
ぼ
新

字
に
改
め
た
。
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１　

六
条
御
息
所
と
い
う
人

　

六
条
御
息
所
と
い
う
人注

１

は
、
前
坊
（
先
の
皇
太
子
）
の
妻
で
あ
る
。
前
坊
は

す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
て
、
忘
れ
形
見
の
娘
が
卜
定
に
よ
り
新
斎
宮
と
決
ま
っ

て
い
る
。
源
氏
よ
り
七
歳
年
上
。
初
出
は
夕
顔
巻
冒
頭
に
「
六
条
わ
た
り
の
御

忍
び
歩
き
の
こ
ろ
」
と
語
ら
れ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
時
点
で
「
六
条
わ

た
り
」
が
誰
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、
読
み
進
む
う
ち
に
源
氏
が
通
っ
て
い

る
「
六
条
わ
た
り
の
御
忍
び
歩
き
」
の
女
は
六
条
御
息
所
と
知
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。「
六
条
」
は
前
坊
の
邸
が
あ
る
場
所
で
あ
り
、
御
息
所
は
そ
の
邸
の
女

主
人
で
あ
る
。

　

源
氏
と
六
条
御
息
所
と
の
関
係
は
、
源
氏
の
執
拗
な
求
愛
の
末
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、源
氏
の
気
持
ち
が
離
れ
が
ち
で
あ
る
。
秋
、

源
氏
は
六
条
御
息
所
邸
を
訪
う
。
そ
こ
で
ひ
と
夜
を
過
ご
し
、
男
が
霧
深
き
朝

に
帰
ろ
う
と
す
る
場
面
。
女
は
頭
を
上
げ
て
視
線
を
送
る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。
起
き
上
が
れ
ぬ
女
主
人
に
代
わ
り
源
氏
の
相
手
を
す
る
の
は
、「
中

将
の
お
も
と
」（
中
将
の
君
）
と
い
う
女
房
で
あ
る
。

　

霧
の
い
と
深
き
朝
、
い
た
く
そ
そ
の
か
さ
れ
た
ま
ひ
て
、
ね
ぶ
た
げ
な
る

気
色
に
う
ち
嘆
き
つ
つ
出
で
た
ま
ふ
を
、
中
将
の
お
も
と
、
御
格
子
一
間
を

上
げ
て
、
見
た
て
ま
つ
り
送
り
た
ま
へ
と
お
ぼ
し
く
、
御
几
帳
ひ
き
や
り
た

れ
ば
、
御
頭
も
た
げ
て
見
出
し
た
ま
へ
り
。
前
栽
の
色
々
乱
れ
た
る
を
、
過

ぎ
が
て
に
や
す
ら
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま
、
げ
に
た
ぐ
ひ
な
し
。
廊
の
方
へ
お
は

す
る
に
、
中
将
の
君
、
御
供
に
参
る
。
紫
苑
色
の
を
り
に
あ
ひ
た
る
、
羅
の

裳
あ
ざ
や
か
に
ひ
き
結
ひ
た
る
腰
つ
き
、
た
を
や
か
に
な
ま
め
き
た
り
。
見

送
り
た
ま
ひ
て
、
隅
の
間
の
高
欄
に
し
ば
し
ひ
き
据
ゑ
た
ま
へ
り
。
う
ち
と

け
た
ら
ぬ
も
て
な
し
、
髪
の
下
が
り
端
め
ざ
ま
し
く
も
と
見
た
ま
ふ
。

　
　
「
咲
く
花
に
う
つ
る
て
ふ
名
は
つ
つ
め
ど
も
折
ら
で
過
ぎ
う
き
け
さ
の
朝
顔

　
　

 

い
か
が
す
べ
き
」
と
て
、手
を
と
ら
へ
た
ま
へ
れ
ば
、い
と
馴
れ
て
、と
く
、

　
　

朝
霧
の
晴
れ
間
も
待
た
ぬ
け
し
き
に
て
花
に
心
を
と
め
ぬ
と
ぞ
み
る

　
　

と
公
事
に
ぞ
聞
こ
え
な
す
。

　

夕
顔
の
花
と
対
比
的
に
朝
顔
の
花
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
夕
顔
そ
の
人
が
必

然
的
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
物
語
は
夕
顔
と
六
条
御
息
所
と
を
対
比
的
に
語
り

た
い
の
で
あ
る
。
源
氏
が
霧
深
き
庭
を
眺
め
て
い
る
。
美
し
く
咲
く
朝
顔
は
、

こ
こ
で
は
「
中
将
の
お
も
と
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
咲
く
花
に･･････

」
と
源

氏
は
「
中
将
の
お
も
と
」
を
朝
顔
に
喩
え
、
そ
の
手
を
と
ら
え
て
詠
み
か
け
る

が
、「
中
将
の
お
も
と
」
は
そ
れ
を
主
人
で
あ
る
六
条
御
息
所
の
こ
と
と
し
て

〈
う
わ
さ
〉
に
縛
ら
れ
る
六
条
御
息
所

木
村
　
一

〔
論
　
文
〕
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す
る
り
と
か
わ
す
。
恋
愛
の
手
練
れ
で
あ
る
。

　

新
編
全
集
頭
注
は
、そ
の
「
中
将
の
お
も
と
」
を
絶
賛
す
る注

２

。「
上
臈
で
あ
る
」

と
注
す
る
の
も
、
そ
の
教
養
の
高
さ
が
裏
打
ち
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
源

氏
と
の
や
り
取
り
に
お
い
て
も
、
教
養
高
く
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
軽
く
い
な
す

あ
た
り
は
、
色
好
み
を
相
手
と
し
て
も
ま
っ
た
く
動
じ
ぬ
者
と
し
て
語
ら
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
面
は
、
手
あ
た
り
次
第
に
口
説
い
て
く
る
源
氏
を
皮

肉
め
い
て
表
現
し
て
い
る
場
面
で
は
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
源
氏
の
目
を
通
し
て

描
か
れ
る
「
中
将
の
お
も
と
」
の
姿
は
、
教
養
高
く
美
し
い
。
大
野
晋
と
丸
谷

才
一
と
の
掛
け
合
い

0

0

0

0

も
思
い
出
さ
れ
る3

注

。
こ
の
場
面
か
ら
六
条
御
息
所
邸
が
ど

の
よ
う
な
雰
囲
気
の
場
所
で
あ
る
の
か
、
そ
の
女
主
人
も
含
め
て
、
読
み
手
の

想
像
力
を
大
い
に
掻
き
立
て
る
。

　

ま
た
、「
中
将
の
お
も
と
」
は
、「
明
け
暮
れ
う
ち
と
け
て
し
も
お
は
せ
ぬ
を
、

こ
こ
ろ
も
と
な
く
こ
と
に
思
ふ
べ
か
め
り
」
と
い
う
状
態
な
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
は
、
こ
の
場
面
で
は
、
六
条
御
息
所
が
、「
中
将
の
お
も
と
」
に
と
っ
て
は

こ
の
女
主
人
が
、
源
氏
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
か
が
必
然
的
に
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
賢
し
き
女
房
の
言
動
か
ら
も
わ
れ
わ
れ
物
語
の
読
み
手
は
、

六
条
御
息
所
の
物
語
の
立
ち
位
置
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２　

源
氏
と
六
条
御
息
所

　

そ
の
六
条
御
息
所
と
源
氏
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
葵

巻
巻
頭
に
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
御
代
替
わ
り
に
よ
り
、
世
の
中
が
変
わ
り

源
氏
自
身
の
身
分
も
重
く
な
り
（
右
大
将
に
昇
進
、
物
語
で
は
「
大
将
」）
以

前
の
よ
う
な
軽
々
し
い
忍
び
歩
き
も
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
都
中
に
い

る
ら
し
い
女
た
ち
も
源
氏
の
訪
れ
が
途
絶
え
が
ち
で
あ
る
の
を
嘆
い
て
い
る
。

六
条
御
息
所
も
そ
の
う
ち
の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
物
語
は「
ま
こ
と
や
」

と
さ
も
思
い
出
し
た
よ
う
に
御
息
所
の
こ
と
を
語
り
出
す
。「
御
腹
の
前
坊
の

姫
宮
」
が
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
い
ず
れ
は
伊
勢
に
下
向
す
る
こ
と
に
な
る
。
物
語

は
御
息
所
の
心
情
を
「
大
将
の
御
心
ば
へ
も
い
と
頼
も
し
げ
な
き
」
と
吐
露
す

る
。
御
息
所
と
し
て
は
、
自
分
と
の
関
係
を
源
氏
に
は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
の

で
あ
る
が
、
ど
う
も
源
氏
は
煮
え
切
ら
な
い
。

　

譲
位
し
た
桐
壺
院
は
、
源
氏
の
御
息
所
と
の
つ
き
合
い
方
に
意
見
す
る
場
面

が
あ
る
。
父
院
は
六
条
御
息
所
と
い
う
人
は
「
故
院
の
い
と
や
む
ご
と
な
く
思

し
時
め
か
し
た
ま
ひ
し
」
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
源
氏
が
「
軽
々
し
う
お

し
な
べ
た
る
さ
ま
に
も
て
な
す
る
が
い
と
ほ
し
き
こ
と
」
と
立
腹
で
あ
る
。
さ

ら
に
、「
斎
宮
を
も
こ
の
皇
女
た
ち
の
列
に
な
む
思
へ
ば
」
と
い
う
の
は
、
こ

の
父
院
の
帝
時
代
か
ら
の
常
套
句
の
よ
う
な
も
の
で
、
藤
壺
の
こ
と
も
そ
の
よ

う
に
公
言
し
て
い
る4

注

。
つ
ま
り
は
、
そ
の
方
を
わ
が
娘
同
然
に
大
切
に
扱
う
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
院
に
は
愛
す
る
桐
壺
更
衣
を
亡
く
し
た
苦
い

記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
「
い
づ
方
に
つ
け
て
も
お
ろ
か
な
ら
ざ
ら
む
こ
そ

よ
か
ら
め
」・「
人
の
た
め
恥
が
ま
し
き
こ
と
な
く
、
い
づ
れ
を
も
な
だ
ら
か
に

も
て
な
し
て
、
女
の
恨
み
な
負
ひ
そ
」
と
い
う
言
葉
は
非
常
に
重
い
。
一
夫
多

妻
制
を
体
現
す
る
帝
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
発
言
で
あ
る
。
ま
た
、
物
語
を
読

む
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
の
院
が
帝
時
代
に
更
衣
に
対
し
て
盲
目
的
に
前
後
不
覚

の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
が
、
更
衣
を
失
っ
た
後
の
父
帝
と
し

て
の
確
固
と
し
た
印
象
も
ま
た
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
の
院
は
、

そ
の
よ
う
な
確
固
と
し
た
源
氏
の
父
親
と
し
て
の
発
言
で
あ
る
。

　

そ
の
父
院
か
ら
す
れ
ば
源
氏
の
六
条
御
息
所
に
対
す
る
つ
き
合
い
方
は
「
心

の
す
さ
び
に
ま
か
せ
て
か
く
す
き
わ
ざ
す
る
は
、
い
と
世
の
も
ど
き
負
ひ
ぬ
べ

き
こ
と
な
り
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
源
氏
の
六
条
御
息
所
に
対
す
る
つ
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き
合
い
方
は
、
色
好
み
の
そ
れ
で
は
な
く
、「
心
の
す
さ
び
に
ま
か
せ
」
た
「
す

き
わ
ざ
」
で
あ
る
と
、
か
な
り
強
い
言
葉
で
非
難
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
は
、
源
氏
の
六
条
御
息
所
へ
の
つ
き
合
い
方
は
、
父
院
の
ひ
い
き
目

で
み
て
も
決
し
て
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
六
条
御
息
所
は
そ
の
よ
う
な
源
氏
の
態
度
に
、
も
は
や
何
を
期
待
す

る
の
で
は
な
く
、
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
娘
が
幼
い
こ
と
に
こ
と
つ
け
て
、
と
も

に
伊
勢
へ
下
向
し
て
し
ま
お
う
か
と
も
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に

お
い
て
も
、
御
息
所
は
「
似
げ
な
き
御
年
の
ほ
ど
を
恥
づ
か
し
う
」
と
源
氏
よ

り
も
年
上
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
「
心
と
け
た
ま
は
ぬ
気
色
」
状
態
な
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
源
氏
と
の
関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

源
氏
も
こ
と
つ
け
て
（「
そ
れ
に
つ
つ
み
た
る
さ
ま
に
も
て
な
し
」）
御
息
所
と

の
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
物
語
は
源
氏
の
御
息

所
へ
の
心
情
が
「
深
う
し
も
あ
ら
ぬ
御
心
」
と
語
り
、
御
息
所
も
そ
れ
を
嘆
い

て
い
る
。
二
人
の
関
係
は
す
で
に
冷
め
切
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
一
つ
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、「
世
の
中
の
人
も
知
ら
ぬ
な
く
な
り

に
た
る
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
二
人
の
関
係
が
世
間
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
御
息
所
は
こ
こ
で
も
世
間
体
を
気
に
か
け
て
い

る
。

３　

も
の
言
わ
ぬ
葵
上

　

六
条
御
息
所
と
対
比
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
、
葵
上
で
あ
る
。
葵
上
は

左
大
臣
家
の
姫
君
で
一
人
娘
で
あ
る
。
源
氏
の
正
妻
で
あ
る
。
桐
壺
巻
に
お
い

て
、
源
氏
の
元
服
の
際
、
添
ひ
臥
し
と
し
て
登
場
し
そ
の
ま
ま
正
妻
と
な
る
。

葵
上
は
、
若
紫
巻
に
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

　

殿
に
も
、
お
は
し
ま
す
ら
む
と
心
づ
か
ひ
し
た
ま
ひ
て
、
久
し
う
見
た
ま

は
ぬ
ほ
ど
、
い
と
ど
玉
の
台
に
磨
き
し
つ
ら
ひ
、
よ
ろ
づ
を
と
と
の
へ
た
ま

へ
り
。
女
君
、
例
の
、
這
ひ
隠
れ
て
と
み
に
も
出
で
た
ま
は
ぬ
を
、
大
臣
切

に
聞
こ
え
た
ま
ひ
て
、
か
ろ
う
じ
て
渡
り
た
ま
へ
り
。
た
だ
、
絵
に
描
き
た

る
姫
君
の
や
う
に
し
す
ゑ
ら
れ
て
、う
ち
み
じ
ろ
き
た
ま
ふ
こ
と
も
か
た
く
、

う
る
は
し
う
て
も
の
し
た
ま
へ
ば
、
思
ふ
こ
と
も
う
ち
か
す
め
、
山
路
の
物

語
を
も
聞
こ
え
む
、
言
ふ
か
ひ
あ
り
て
を
か
し
う
う
ち
答
へ
た
ま
は
ば
こ
そ

あ
は
れ
な
ら
め
、
世
に
は
心
も
と
け
ず
、
う
と
く
恥
づ
か
し
き
も
の
に
思
し

て
、
年
の
重
な
る
に
添
へ
て
、
御
心
の
隔
て
も
ま
さ
る
を
、
い
と
苦
し
く
思

は
ず
に
、

　

源
氏
は
左
大
臣
邸
に
も
し
ば
ら
く
訪
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
女

君
、例
の
」と
あ
る
よ
う
に
、源
氏
と
葵
上
と
の
仲
は
良
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

女
君
は
、「
這
ひ
隠
れ
て
と
み
に
も
出
で
た
ま
は
ぬ
」
状
態
で
、
父
左
大
臣
か

ら
の
催
促
で
「
か
ろ
う
じ
て
渡
り
た
ま
へ
り
」
の
状
態
で
あ
る
。「
絵
に
描
き

た
る
姫
君
」
と
形
容
さ
れ
る
葵
上
は
、
ま
さ
に
「
お
姫
様
」
然
と
し
た
姿
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
切
に
か
し
ず
か
れ
た
深
窓
の
姫
君
と
い
う
表
現
が
ふ
さ

わ
し
か
ろ
う
。
こ
の
葵
上
も
世
が
世
な
ら
ば
、后
で
あ
っ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。

　

思
え
ば
、
物
語
冒
頭
か
ら
右
大
臣
方
と
の
関
係
は
そ
れ
な
り
に
語
ら
れ
て
は

き
て
い
る
も
の
の
、
左
大
臣
方
は
源
氏
の
元
服
ま
で
一
切
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
担
っ
て
、
物
語
に
登
場
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
父
左
大
臣
の
思
惑
は
語
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

東
宮
か
ら
の
申
し
出
に
も
同
じ
な
か
っ
た
（
春
宮
よ
り
も
御
気
色
あ
る
を
、
思

し
わ
づ
ら
ふ
こ
と
あ
り
け
る注

注

）
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
う
か
が
え
よ
う
。
そ
の
葵

上
で
あ
る
が
、
気
が
か
り
な
の
は
源
氏
と
の
仲
で
、
そ
の
関
係
は
あ
ま
り
う
ま
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く
は
い
っ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
葵
上
、
め
っ
た
に
も
の
を
言
わ
ぬ
存
在
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
先
の
引
用
に
続
く
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

「
時
々
は
世
の
常
な
る
御
気
色
を
見
ば
や
。
た
へ
が
た
う
わ
づ
ら
ひ
は
べ
り

し
を
も
、
い
か
が
と
だ
に
問
ひ
た
ま
は
ぬ
こ
そ
、
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
こ
と
な

れ
ど
、
な
ほ
恨
め
し
う
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。
か
ら
う
じ
て
、
「
問
は
ぬ
は

つ
ら
き
も
の
に
や
あ
ら
ん
」
と
、
後
目
に
見
お
こ
せ
た
ま
へ
る
ま
み
、
い
と

恥
づ
か
し
げ
に
、
気
高
う
う
つ
く
し
げ
な
る
御
容
貌
な
り
。
「
ま
れ
ま
れ
は

あ
さ
ま
し
の
御
言
や
。
問
わ
ぬ
な
ど
い
ふ
際
は
異
に
こ
そ
は
べ
る
な
れ
。
心

憂
く
も
の
た
ま
ひ
な
す
か
な
。
世
と
と
も
に
は
し
た
な
き
御
も
て
な
し
を
、

も
し
思
し
う
と
む
な
め
り
か
し
。
よ
し
や
、
命
だ
に
」
と
て
、
夜
の
御
座
に

入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
女
君
、
ふ
と
も
入
り
た
ま
は
ず
。
聞
こ
え
わ
づ
ら
ひ
た
ま

ひ
て
、
う
ち
嘆
き
て
臥
し
た
ま
へ
る
も
、
な
ま
心
づ
き
な
き
に
や
あ
ら
む
、

ね
ぶ
た
げ
に
も
て
な
し
て
、
と
か
う
世
を
思
し
乱
る
る
こ
と
多
か
り
。

　
「
問
は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
に
や
あ
ら
ん
」
は
、
引
き
歌
で
あ
り
、
葵
上
の
珍

し
い
発
言
で
あ
る
。
葵
上
は
言
葉
少
な
に
源
氏
に
恨
み
を
述
べ
る
。
そ
の
後
の

「
後
目
」も
源
氏
に
対
す
る
非
難
の
所
作
で
は
あ
る
も
の
の
、物
語
は
そ
れ
を「
い

と
恥
づ
か
し
げ
に
、
気
高
う
う
つ
く
し
げ
な
る
御
容
貌
な
り
」
と
語
る
。
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
源
氏
の
目
線
で
も
あ
ろ
う
。
葵
上
の
一
言
に
対
し
て
、
源
氏
は
雄

弁
で
あ
る
。
葵
上
の
気
を
引
く
た
め
の
弁
解
で
四
苦
八
苦
し
た
挙
句
に
、「
と

か
う
世
を
思
し
乱
る
る
こ
と
多
か
り
」
と
男
女
の
仲
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
葵
上
と
源
氏
と
の
夫
婦
仲
が
よ
く
な
い
こ
と
を
語

る
場
面
で
あ
り
、
物
語
も
源
氏
の
心
休
ま
ら
ぬ
左
大
臣
邸
と
対
照
的
に
、
そ
の

心
は
北
山
の
若
紫
へ
と
転
じ
て
い
く
過
程
を
語
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
葵
上
は
誇
り
高
く
美
し
い
女
性
で
あ
る
。
源
氏
よ
り
四
歳
年

上
で
、
父
左
大
臣
と
母
大
宮
に
よ
り
「
お
姫
様
教
育
」
を
受
け
て
き
た
存
在
で

あ
る
。
紅
葉
賀
巻
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

内
裏
よ
り
、
大
殿
に
ま
か
で
た
ま
へ
れ
ば
、
例
の
、
う
る
は
し
う
よ
そ
ほ

し
き
御
さ
ま
に
て
、
心
う
つ
く
し
き
御
気
色
も
な
く
苦
し
け
れ
ば
、「
今
年

よ
り
だ
に
、
す
こ
し
世
づ
き
て
あ
ら
た
め
た
ま
ふ
御
心
見
え
ば
、
い
か
に
う

れ
し
か
ら
む
」
な
ど
聞
こ
え
た
ま
へ
ど
、
わ
ざ
と
人
す
ゑ
て
か
し
づ
き
た
ま

ふ
と
聞
き
た
ま
ひ
し
よ
り
は
、
や
む
ご
と
な
く
思
し
定
め
た
る
こ
と
に
こ
そ

は
と
心
の
み
お
か
れ
て
、
い
と
ど
疎
く
恥
づ
か
し
く
思
さ
る
べ
し
、
し
ひ
て

見
知
ら
ぬ
や
う
に
も
て
な
し
て
、
乱
れ
た
る
御
け
は
ひ
に
は
え
し
も
心
強
か

ら
ず
、
御
答
へ
な
ど
う
ち
聞
こ
え
た
ま
へ
る
は
、
な
ほ
人
よ
り
は
こ
と
な
り
。

四
年
ば
か
り
こ
の
か
み
に
お
は
す
れ
ば
、
う
ち
す
ぐ
し
恥
づ
か
し
げ
に
、
盛

り
に
と
と
の
ほ
り
て
見
え
た
ま
ふ
。

　

葵
上
の
美
し
さ
が
「
う
る
は
し
う
よ
そ
ほ
し
き
御
さ
ま
に
て
」
と
語
ら
れ
る

が
、
そ
の
葵
上
の
整
っ
た
美
し
さ
は
、
ま
た
親
し
み
に
く
い
印
象
を
も
与
え
て

い
る
。
源
氏
は
そ
の
よ
そ
よ
そ
し
さ
が
辛
く
て
何
と
か
語
り
か
け
は
す
る
も
の

の
、
葵
上
の
態
度
は
そ
っ
け
な
い
。
そ
れ
で
も
か
ろ
う
じ
て
二
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な
さ
れ
て
い
る
様
子
で
あ
る
（「
え
し
も
心
強
か
ら
ず
、
御
答

へ
な
ど
う
ち
聞
こ
え
た
ま
へ
る
」）。
先
の
引
用
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
例
の
」

と
語
ら
れ
る
の
は
、
二
人
の
間
柄
が
い
つ
も
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
葵
上
が
源
氏
よ
り
「
四
年
ば
か
り
こ
の
か
み
に
お
は
す
れ
ば
」
で
は
あ

る
が
、
源
氏
に
と
っ
て
は
「
う
ち
す
ぐ
し
恥
づ
か
し
げ
に
、
盛
り
に
と
と
の
ほ
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り
て
見
え
た
ま
ふ
」
と
美
徳
と
し
て
映
じ
て
い
る
。

　

葵
上
は
ほ
と
ん
ど
自
ら
は
語
ら
な
い
が
、
そ
の
容
姿
や
性
格
は
物
語
や
源
氏

の
目
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
一
体
、
葵
上
が
語
ら
な
い
こ
と
に
、
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
高
貴
な
女
性
は
人
前
で
べ
ら
べ
ら
と
語
る
こ

と
は
、
は
し
た
な
い
と
い
う
当
時
の
社
会
一
般
の
通
念
に
よ
る
も
の
と
い
う
意

味
合
い
も
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
葵
上
に
あ
え
て
語
ら
せ
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
内
面
を
雄
弁
に
語
る
六
条
御
息
所
と
の
対
比
を
物
語
り
た
い
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

４　

車
の
所
争
い

　

六
条
御
息
所
が
生
霊
と
し
て
出
現
す
る
原
因
の
一
つ
に
、
新
斎
宮
御
禊
の
日

の
騒
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
車
争
い
で
あ
る
。

　

斎
宮
の
御
母
御
息
所
、
も
の
思
し
乱
る
る
慰
め
に
も
や
と
、
忍
び
て
出
で

た
ま
へ
る
な
り
け
り
。
つ
れ
な
し
づ
く
れ
ど
、お
の
づ
か
ら
見
知
り
ぬ
。「
さ

ば
か
り
に
て
は
、
さ
な
言
は
せ
そ
。
大
将
殿
を
ぞ
豪
家
に
は
思
ひ
聞
こ
ゆ
ら

む
」
な
ど
言
ふ
を
、
そ
の
御
方
の
人
を
も
ま
じ
れ
れ
ば
、
い
と
ほ
し
と
見
な

が
ら
、
用
意
せ
む
も
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ば
、
知
ら
ず
顔
を
つ
く
る
。
つ
ひ
に

御
車
を
ど
も
立
て
つ
づ
け
つ
れ
ば
、
副
車
の
奥
に
押
し
や
ら
れ
て
も
の
も
見

え
ず
。
心
や
ま
し
き
を
ば
さ
る
も
の
に
て
、
か
か
る
や
つ
れ
を
そ
れ
と
知
ら

れ
ぬ
る
が
、
い
み
じ
う
ね
た
き
こ
と
限
り
な
し
。
榻
な
ど
も
み
な
押
し
折
ら

れ
て
、
す
ず
ろ
な
る
車
の
筒
に
う
ち
か
け
た
れ
ば
、
ま
た
な
う
人
わ
ろ
く
、

悔
し
う
何
に
来
つ
ら
ん
と
思
ふ
に
か
ひ
な
し
。

　

も
の
も
見
で
帰
ら
ん
と
し
た
ま
へ
ど
、
通
り
出
で
ん
隙
も
な
き
に
、「
事
な

り
ぬ
」
と
言
へ
ば
、
さ
す
が
に
つ
ら
き
人
の
御
前
渡
り
の
待
た
る
る
も
心
弱

し
や
、
笹
の
隈
に
だ
に
あ
ら
ね
ば
に
や
、
つ
れ
な
く
過
ぎ
た
ま
ふ
に
つ
け
て

も
、
な
か
な
か
御
心
づ
く
し
な
り
。
げ
に
、
常
よ
り
も
好
み
と
と
の
へ
た
る

車
ど
も
の
、
我
も
我
も
と
乗
り
こ
ぼ
れ
た
る
下
簾
の
隙
間
ど
も
も
、
さ
ら
ぬ

顔
な
れ
ど
、
ほ
ほ
笑
み
つ
つ
後
目
に
と
ど
め
た
ま
ふ
も
あ
り
。
大
殿
の
は
し

る
け
れ
ば
、
ま
め
だ
ち
て
渡
り
た
ま
ふ
。
御
供
の
人
々
う
ち
か
し
こ
ま
り
心

ば
へ
あ
り
つ
つ
渡
る
を
、
お
し
消
た
れ
た
る
あ
り
さ
ま
を
こ
よ
な
う
思
さ
る
。

　

影
を
の
み
み
た
ら
し
川
の
つ
れ
な
き
に
身
の
う
き
ほ
ど
ぞ
い
と
ど
知
ら
る
る

と
、
涙
の
こ
ぼ
る
る
を
人
の
見
る
も
は
し
た
な
け
れ
ど
、
目
も
あ
や
な
る
御

さ
ま
容
貌
の
い
と
ど
し
う
出
で
ば
え
を
見
ざ
ら
ま
し
か
ば
と
思
さ
る
。

　

六
条
御
息
所
と
て
、
自
身
の
身
の
程
を
わ
き
ま
え
て
は
い
る
わ
け
で
、
そ
れ

で
も
こ
の
と
こ
ろ
の
源
氏
と
の
関
係
に
お
い
て
、「
も
の
思
し
乱
る
る
慰
め
に
」

と
「
忍
び
て
」
見
物
に
出
向
い
た
の
で
あ
る
。

　

御
代
替
わ
り
で
新
斎
宮
が
卜
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
新
斎
院
も
卜
定
さ
れ
て
い

る
。

　

斎
院
御
禊
は
、
賀
茂
の
祭
の
日
以
前
に
、
賀
茂
河
原
に
出
て
御
禊
を
す
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
本
院
か
ら
賀
茂
河
原
ま
で
を
群
行
の
列
が
通
る
。
そ
の

群
行
の
列
に
源
氏
が
「
と
り
わ
き
た
る
宣
旨
に
て
」
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

都
中
は
そ
の
話
題
で
持
ち
き
り
で
あ
り
、
群
行
の
通
り
路
で
あ
る
一
条
大
路
は

立
錐
の
余
地
も
な
く
混
雑
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　

六
条
御
息
所
も
、
そ
の
〈
う
わ
さ
〉
を
聞
い
て
、
源
氏
の
晴
れ
姿
を
一
目
見

よ
う
と
、
一
条
大
路
に
陣
取
っ
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

左
大
臣
家
の
姫
君
葵
上
は
懐
妊
し
て
い
て
、「
か
や
う
の
御
歩
き
も
を
さ
を

さ
し
た
ま
は
ぬ
に
、
御
心
地
さ
へ
な
や
ま
し
け
れ
ば
思
し
か
け
ざ
り
つ
る
」
状
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態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
若
い
女
房
た
ち
が
そ
れ
で
は
満
足
で
き
ず
、「
お
ほ

よ
そ
人
だ
に
、
今
日
の
物
見
に
は
、
大
将
そ
の
を
こ
そ
は
、
あ
や
し
き
山
が
つ

さ
へ
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
す
な
れ
。
遠
き
国
々
よ
り
妻
子
を
ひ
き
具
し
つ
つ
も

参
で
来
な
る
を
」
な
ど
と
、
か
し
が
ま
し
く
浮
足
立
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

そ
こ
で
葵
上
の
母
大
宮
の
鶴
の
一
声
が
か
か
る
。「
御
心
地
も
よ
ろ
し
き
隙
な

り
。
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
も
さ
う
ざ
う
し
げ
な
め
り
」
と
あ
り
、
に
わ
か
に
外
出
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

日
た
け
ゆ
き
て
、
儀
式
も
わ
ざ
と
な
ら
ぬ
さ
ま
に
て
出
で
た
ま
へ
り
。
隙

の
う
立
ち
わ
た
り
た
る
に
、
よ
そ
ほ
し
う
ひ
き
つ
づ
き
て
立
ち
わ
づ
ら
ふ
。

よ
き
女
房
車
多
く
て
、
雑
々
の
人
な
き
隙
を
思
ひ
定
め
て
み
な
さ
し
退
け
さ

す
る
中
に
、
網
代
の
す
こ
し
馴
れ
た
る
が
、
下
簾
の
さ
ま
な
ど
よ
し
ば
め
る

に
、
い
た
う
ひ
き
入
り
て
、
ほ
の
か
な
る
袖
口
、
裳
の
裾
、
汗
衫
な
ど
、
物

の
色
い
と
き
よ
ら
に
て
、
こ
と
さ
ら
に
や
つ
れ
た
る
け
は
ひ
し
る
く
見
ゆ
る

車
二
つ
あ
り
。「
こ
れ
は
、
さ
ら
に
さ
や
う
に
さ
し
退
け
な
ど
す
べ
き
御
車

に
あ
ら
ず
」
と
、
口
強
く
て
手
触
れ
さ
せ
ず
。
い
づ
方
に
も
、
若
き
者
ど
も

酔
ひ
す
ぎ
た
ち
騒
ぎ
た
る
ほ
ど
の
こ
と
は
え
し
た
た
め
あ
へ
ず
。
お
と
な
お

と
な
し
き
御
前
の
人
々
は
、「
か
く
な
」
な
ど
言
へ
ど
、
と
ど
め
あ
へ
ず
。

　

出
発
が
遅
か
っ
た
葵
上
一
行
が
一
条
大
路
に
着
い
た
こ
ろ
は
、「
日
た
け
ゆ

き
て
」
と
あ
り
、
日
盛
り
の
こ
ろ
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
一
条
大
路
は
す
で
に

「
隙
の
う
立
ち
わ
た
り
た
る
」
状
態
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
折
、
見
出
し
た
の

が
雑
人
ど
も
の
い
な
い
わ
ず
か
な
隙
間
で
あ
っ
た
。
葵
上
一
行
は
、
そ
の
わ
ず

か
な
隙
間
に
強
引
に
割
り
込
ん
で
く
る
。
左
大
臣
家
の
威
厳
を
も
っ
て
、
ま
る

で
他
の
車
を
蹴
散
ら
す
よ
う
に
。
そ
の
中
に
、「
網
代
の
す
こ
し
馴
れ
た
る
が
、

下
簾
の
さ
ま
な
ど
よ
し
ば
め
る
」
車
を
二
つ
見
つ
け
る
。
こ
れ
こ
そ
が
六
条
御

息
所
の
車
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

物
語
は
、
こ
こ
で
六
条
御
息
所
方
に
〈
き
よ
ら
〉
と
形
容
し
て
い
る
こ
と
に

留
意
し
た
い
。
物
事
の
価
値
観
と
い
う
も
の
は
、
常
に
何
ら
か
の
対
象
を
も
っ

て
そ
れ
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
場
面
で
六
条
御
息
所
方
を
〈
き
よ
ら
〉
と
形
容

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
よ
り
も
劣
る
〈
き
よ
げ
〉
で
あ
る
対
象
が
常
に
付

き
纏
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
れ
が
葵
上
一
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
源
氏
の
正
妻
は
葵
上
で
あ
り
、
六
条
御
息
所
は
数
多
い
る

愛
人
の
一
人
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
は
、
物
語
は
六
条
御
息
所
の
目
線
で
も
っ

て
物
語
を
語
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
物
語
を
読

む
者
も
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
改
め
て
そ
の
目
線
の
主
体
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
正
妻
と
愛
人
と
の
区
別
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
六
条
御

息
所
側
に
非
は
な
い
。
む
し
ろ
、
権
勢
に
も
の
を
言
わ
せ
強
引
に
割
り
込
ん
で

き
た
葵
上
一
行
に
非
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
物
語
は
、
こ
こ
で
何
を
語
り
た
い
の
か
。
少
な
く
と
も
善
悪
の
判

断
基
準
で
は
な
い
。
御
息
所
側
の
供
人
が
葵
上
一
行
の
乱
暴
狼
藉
を
止
め
よ
う

と
す
る
も
の
の
、
年
若
い
供
人
な
ど
は
既
に
酒
に
酔
っ
て
い
て
、
興
奮
し
た
者

た
ち
の
暴
力
は
も
は
や
止
め
よ
う
に
も
な
い
。
六
条
御
息
所
の
車
は
、
気
づ
け

ば
「
副
車
の
奥
に
押
し
や
ら
れ
て
も
の
も
見
え
ず
」
の
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ

で
は
、
一
体
何
の
た
め
に
出
て
き
た
の
か
、
御
息
所
の
心
中
を
推
し
量
る
こ
と

は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
何
せ
わ
れ
わ
れ
物
語
の
読
み
手
は
、
葵
巻

こ
の
か
た
ず
っ
と
六
条
御
息
所
の
目
線
で
物
語
を
た
ど
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

葵
上
の
何
と
横
暴
な
こ
と
か
。
正
妻
と
愛
人
と
の
隔
た
り
は
何
と
広
大
な
こ
と

か
。
な
ん
と
い
う
屈
辱
感
で
あ
る
こ
と
か
。
世
が
世
な
ら
ば
、
自
分
と
て
后
の

地
位
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
の
に
。
こ
の
場
面
で
の
六
条
御
息
所
の
精
神
的
衝
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撃
は
、
左
大
臣
家
の
乱
暴
狼
藉
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
忍
び
妻
と
正
室
と
の

地
位
の
差
を
、
白
日
の
下
で
見
せ
つ
け
ら
れ
て
し
ま注

注

」
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
御

息
所
は
常
に
世
間
体
と
い
う
も
の
を
気
に
し
て
い
る
。
こ
の
世
間
体
に
こ
そ
六

条
御
息
所
自
身
の
本
質
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
世
間
体
と
の
関
り
に
お
い
て
は
、
後
ほ
ど
述
べ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
車
争
い
の
場
面
で
あ
る
。
葵
上
方
の
従
者
た
ち
に
よ
っ
て
御
息

所
の
車
は
壊
さ
れ
、
今
や
そ
の
車
は
「
す
ず
ろ
な
る
車
の
筒
に
う
ち
か
け
」
ら

れ
て
い
る
状
態
で
、
副
車
の
陰
と
な
っ
て
肝
心
の
通
り
も
よ
く
見
え
な
い
。
車

の
外
の
乱
暴
狼
藉
の
様
子
は
、
車
の
中
に
い
る
御
息
所
に
は
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
酒
に
酔
っ
た
従
者
た
ち
の
乱
暴
な
口
調
や

荒
々
し
い
物
音
だ
け
が
耳
に
入
っ
て
く
る
。
い
っ
そ
車
の
中
か
ら
声
を
か
け
よ

う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
も
無
駄
な
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
同
乗
し
て
い
る
女
房
と
も
ど
も
、
車
は
上
下
左
右
に
振
り
回
さ
れ
、
か

な
り
の
衝
撃
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
う
や
く
そ
の
衝
撃
も
収
ま
り
、
気
づ

け
ば
車
か
ら
見
え
る
そ
の
景
色
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

も
う
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
見
物
も
や
め
て
帰
ろ
う
と
す
る
も
、
そ
の

場
を
抜
け
出
る
隙
間
す
ら
な
い
。
ま
さ
に
そ
の
と
き
で
あ
る
、「
事
な
り
ぬ
」

の
声
に
自
然
に
御
息
所
の
目
線
は
通
り
へ
と
注
が
れ
る
。
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
ひ

ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ
、
も
う
何
も
見
ず
に
帰
ろ
う
と
さ
え
思
っ
て
い
た
そ
の
心

の
内
は
、
そ
の
一
声
で
反
転
す
る
。
そ
う
だ
、
私
は
こ
れ
を
見
に
来
た
の
だ
と
。

「
さ
す
が
に
つ
ら
き
人
の
御
前
渡
り
の
待
た
る
る
も
心
弱
し
や
」
を
、
新
編
全

集
は
「
女
心
の
弱
さ
と
い
う
も
の
よ
」
と
訳
す
る
。

　

当
の
源
氏
は
、
通
り
の
左
右
の
女
車
に
さ
り
げ
な
く
流
し
目
を
送
っ
て
い

る
。
そ
の
度
に
上
が
る
黄
色
い
歓
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
あ
る
。
御
息
所
は
そ

れ
を
車
の
陰
で
聞
き
と
が
め
る
だ
け
で
あ
る
。
な
ん
と
源
氏
と
関
り
を
持
つ
女

の
多
い
こ
と
か
。
つ
ま
り
は
、
自
分
も
そ
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
こ
の

場
に
い
た
っ
て
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
源
氏
の
面
持
ち
が
変
化
し
た
。
左
大

臣
家
の
車
の
前
で
は
ま
じ
め
な
顔
を
作
っ
て
通
り
過
ぎ
る
。
あ
あ
、
こ
こ
で
も

正
妻
と
愛
人
と
の
差
を
こ
と
ご
と
く
突
き
付
け
ら
れ
る
。
本
来
な
ら
あ
の
場
所

は
、
私
が
い
る
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
の
に
。「
あ
の
場
所
」
は
一
条
大
路
の
車

の
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
六
条
御
息
所
の
夢
想
す
る
源
氏
と
の
関
係
に
お
け
る

「
場
所
」
で
も
あ
る
と
い
う
の
は
、
深
読
み
に
過
ぎ
る
か
。
御
息
所
は
車
の
陰

か
ら
無
念
を
忍
ぶ
し
か
な
い
。
源
氏
は
自
分
に
は
気
づ
き
も
し
な
か
っ
た
。「
笹

の
隈
に
だ
に
あ
ら
ね
ば
に
や
、
つ
れ
な
く
過
ぎ
た
ま
ふ
」、
自
分
は
「
笹
の
隈
」

で
す
ら
な
い
。
古
歌
の
一
説
を
引
用
さ
せ
る
の
は
、
御
息
所
の
教
養
の
高
さ
も

現
わ
す
が
、
こ
こ
で
は
悲
し
い
だ
け
で
あ
る
。「
影
を
の
み･･････

」
は
そ
の

末
の
詠
歌
で
あ
る
。

　

何
も
な
い
場
面
に
歌
は
出
て
こ
な
い
。
こ
こ
に
は
六
条
御
息
所
の
ど
う
に
も

や
る
せ
な
い
心
情
が
、歌
と
な
っ
て
表
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
の
瞬
間
、

御
息
所
の
頬
を
一
筋
の
涙
が
伝
う
。
こ
の
涙
さ
え
も
御
息
所
は
、「
人
の
見
る

も
は
し
た
な
け
れ
ど
」
と
思
う
。
こ
こ
で
の
「
人
の
目
」
と
は
車
に
同
乗
し
て

い
る
女
房
の
目
し
か
な
い
。
気
心
知
れ
た
女
房
に
す
ら
も
、
御
息
所
は
涙
を
流

す
こ
と
を
見
せ
た
く
は
な
い
の
だ
。
六
条
御
息
所
と
は
そ
の
よ
う
な
人
物
な
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
の
目
を
気
に
し
つ
つ
も
、
一
方
で
は
源
氏
の
「
目
も

あ
や
な
る
御
さ
ま
容
貌
の
い
と
ど
し
う
出
で
ば
え
を
見
ざ
ら
ま
し
か
ば
」
と
も

思
う
。
御
息
所
は
、
車
の
陰
か
ら
わ
ず
か
に
見
え
た
源
氏
の
晴
れ
姿
に
さ
さ
や

か
な
満
足
す
ら
覚
え
る
。
つ
ま
り
は
、
そ
う
ま
で
し
て
も
御
息
所
は
源
氏
の
晴

れ
姿
を
一
目
見
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
車
争
い
の
騒
動
が
、
後
の
物
の
怪
出
現
の
一
端
を
担
う
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
き
っ
か
け
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
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か
。
六
条
御
息
所
自
身
、
閉
鎖
的
な
空
間
で
い
つ
も
世
間
体
を
気
に
し
、
そ
し

て
源
氏
の
こ
と
を
延
々
と
考
え
続
け
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
わ
れ
わ
れ

物
語
を
読
む
者
は
、
そ
の
よ
う
な
六
条
御
息
所
の
物
語
を
こ
れ
ま
で
読
ま
さ
れ

て
き
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
。

５　

車
争
い
の
後
で

　

こ
の
車
争
い
の
様
子
は
、「
ま
ね
び
き
こ
ゆ
る
人
」
に
よ
っ
て
源
氏
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
る
。
こ
こ
で
源
氏
は
、
騒
動
の
当
事
者
で
あ
る
葵
上
と
六
条
御
息

所
の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
心
の
内
で
語
る
。

　

な
ほ
、
あ
た
ら
、
重
り
か
に
お
は
す
る
人
の
、
も
の
に
情
お
く
れ
、
す
く

す
く
し
き
と
こ
ろ
つ
き
た
ま
へ
る
あ
ま
り
に
、
み
づ
か
ら
は
さ
し
も
思
さ
ざ

り
け
め
ど
も
、
か
か
る
な
か
ら
ひ
は
情
か
は
す
べ
き
も
の
と
も
思
い
い
た
ら

ぬ
御
掟
に
従
ひ
て
、
次
々
よ
か
ら
ぬ
人
の
せ
さ
せ
た
る
な
ら
む
か
し
、

　

葵
上
は
、「
重
り
か
に
お
は
す
る
」
が
、「
も
の
に
情
お
く
れ
、
す
く
す
く
し

き
と
こ
ろ
つ
き
た
ま
へ
る
」
と
い
う
。
こ
の
印
象
は
こ
れ
ま
で
の
葵
上
像
を
裏

切
る
も
の
で
は
な
く
、
源
氏
の
目
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
葵
上
そ
の
も
の
で

あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
源
氏
は
車
争
い
の
騒
動
を
「
次
々
よ
か
ら
ぬ
人
の
せ

さ
せ
た
る
な
ら
む
か
し
」
と
分
析
す
る
が
、そ
れ
は
結
果
的
に
葵
上
自
身
が
「
か

か
る
な
か
ら
ひ
は
情
か
は
す
べ
き
も
の
と
も
思
い
い
た
ら
ぬ
」
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
物
語
の
読
み
手
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
も
、
は
た
と
気
づ
か
さ

れ
る
。
あ
の
車
争
い
の
騒
動
を
先
導
し
た
の
は
葵
上
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
。

な
に
せ
葵
上
は
「
も
の
言
わ
ぬ
」
存
在
で
あ
る
。
先
の
「
4
節
」
で
左
大
臣
家

側
か
ら
の
乱
暴
狼
藉
を
働
か
れ
た
車
の
中
の
六
条
御
息
所
を
推
察
し
た
が
、
一

方
の
葵
上
方
の
車
の
中
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
葵
上
の
車
の
中
に
も
騒
動

の
様
子
は
聞
こ
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
車
の
相
手
が
六
条
御
息
所
で
あ
ろ
う
こ

と
も
簾
の
内
か
ら
分
か
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
葵
上
か
ら
の

指
示
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
あ
の
車
争
い
の
場
面
に
お
い
て
酒
に
酔
っ
た
従
者

た
ち
が
乱
暴
を
働
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
あ
え
て

止
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
う
か
が
え
よ
う
。
そ
れ
を
源
氏
は
「
か
か
る
な

か
ら
ひ
は
情
か
は
す
べ
き
も
の
と
も
思
い
い
た
ら
ぬ
」
か
ら
、「
よ
か
ら
ぬ
人
」

が
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
の
御
息
所
に
つ
い
て
は
、

　

御
息
所
は
、
心
ば
せ
の
い
と
恥
づ
か
し
く
、
よ
し
あ
り
て
お
は
す
る
も
の

を
、
い
か
に
思
し
う
む
じ
に
け
ん
、
と
い
と
ほ
し
く
て
参
で
た
ま
へ
り
け
れ

ど
、
斎
宮
の
ま
だ
本
の
宮
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
榊
の
憚
り
に
こ
と
つ
け
て
、

心
や
す
く
も
対
面
し
た
ま
は
ず
。
こ
と
わ
り
と
は
思
し
な
が
ら
、「
な
ぞ
や
。

か
く
か
た
み
に
そ
ば
そ
ば
し
か
ら
で
お
は
せ
か
し
」
と
、
う
ち
つ
ぶ
や
か
れ

た
ま
ふ
。

と
心
の
内
で
語
る
。御
息
所
の
心
情
を
理
解
し
て
い
る
源
氏
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
心
ば
せ
の
い
と
恥
づ
か
し
く
、
よ
し
あ
り
て
お
は
す
る
も
の
を
、
い
か
に
思

し
う
む
じ
に
け
ん
」
と
い
た
く
同
情
す
る
。
そ
の
憐
憫
の
思
い
で
六
条
御
息
所

邸
を
訪
問
す
る
が
、「
榊
の
憚
り
に
こ
と
つ
け
て
、
心
や
す
く
も
対
面
し
た
ま

は
ず
」
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
榊
の
憚
り
」
は
体
の
い
い
言
い
訳
で
あ
り
、

拒
絶
で
あ
る
。物
語
を
六
条
御
息
所
目
線
で
読
ま
さ
れ
て
き
て
い
る
読
み
手
は
、
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六
条
御
息
所
に
同
情
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
源
氏
の
「『
な
ぞ
や
。
か
く
か
た
み

に
そ
ば
そ
ば
し
か
ら
で
お
は
せ
か
し
』
と
、
う
ち
つ
ぶ
や
か
れ
た
ま
ふ
」
と
い

う
の
も
い
さ
さ
か
滑
稽
な
も
の
と
し
か
映
ら
ず
、
い
か
に
男
と
い
う
も
の
が
身

勝
手
な
感
慨
を
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
思
い
ば
か
り
が
先
行
し
て
い
く
。

　

源
氏
は
あ
の
車
争
い
の
騒
動
を
知
ら
ず
、一
体
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
源
氏
は
そ
の
よ
う
な
騒
動
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
一
身
に
与
え
ら
れ

た
勤
め
を
果
た
す
こ
と
を
一
義
と
し
て
い
た
の
だ
。
ゆ
え
に
、
御
息
所
が
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
露
知
ら
ず
、
馬
上
に
あ
っ
た
の
だ
。

左
大
臣
家
の
車
に
は
目
も
く
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
正
面
だ
け
を
見
据
え
て
通
り
過

ぎ
た
。
そ
れ
以
外
の
関
係
の
あ
る
車
に
対
し
て
は
少
し
ば
か
り
悪
い
癖
が
出
た

か
も
知
れ
ぬ
が
。
た
だ
し
、
他
の
車
の
陰
に
押
し
や
ら
れ
た
御
息
所
に
は
、
そ

の
す
べ
て
が
屈
辱
的
で
あ
っ
た
の
だ
。
源
氏
が
左
大
臣
家
の
車
の
前
で
見
せ
る

自
分
に
は
見
せ
な
い
真
面
目
な
顔
、
源
氏
が
他
の
関
係
の
あ
る
車
車
に
す
る
流

し
目
の
な
ん
と
多
い
こ
と
、
そ
し
て
自
分
も
そ
の
「
流
し
目
」
を
受
け
る
立
場

で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
。
自
分
も
あ
の
「
流
し

目
」
を
期
待
し
て
あ
の
場
所
に
い
た
こ
と
。
つ
い
に
は
、
正
妻
と
の
圧
倒
的
な

違
い
を
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
世
間

の
目
が
い
っ
せ
い
に
笑
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。

　

こ
こ
で
は
一
向
に
物
語
の
舞
台
に
登
場
し
な
い
六
条
御
息
所
で
は
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
六
条
御
息
所
の
物
語
を
読
ま
さ
れ
て
き
た
者
は
、
皮
肉
に
も
語
ら
れ

な
い
六
条
御
息
所
の
心
情
を
雄
弁
に
慮
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
場
面
に
お
い
て
、
源
氏
と
六
条
御
息
所
と
の
す
れ
違
い
は
決
定
的
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
確
認
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

６　
〈
う
わ
さ
〉
に
縛
ら
れ
る
六
条
御
息
所

　

六
条
御
息
所
が
生
霊
と
し
て
源
氏
と
再
会
す
る
。
物
語
の
中
で
も
有
名
な
場

面
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
そ
の
場
面
を
引
用
す
る
、

　
「
い
で
、
あ
ら
ず
や
。
身
の
上
の
い
と
苦
し
き
を
し
ば
し
や
す
め
た
ま
へ

と
聞
こ
え
む
と
て
な
む
。
か
く
参
り
来
む
と
も
さ
ら
に
思
は
ぬ
を
、
も
の
思

ふ
人
の
魂
は
、
げ
に
あ
く
が
る
る
も
の
に
な
む
あ
り
け
る
」
と
、
な
つ
か
し

げ
に
言
ひ
て
、

　

嘆
き
わ
び
空
に
乱
る
る
わ
が
魂
を
結
び
と
ど
め
よ
し
た
が
ひ
の
つ
ま

と
の
た
ま
ふ
声
、
け
は
ひ
、
そ
の
人
に
も
あ
ら
ず
、
変
は
り
た
ま
へ
り
。「
い

と
あ
や
し
」
と
思
し
め
ぐ
ら
す
に
、
た
だ
、
か
の
御
息
所
な
り
け
り
。
あ
さ

ま
し
う
、
人
の
と
か
く
言
ふ
を
、
よ
か
ら
ぬ
者
ど
も
の
言
ひ
出
づ
る
こ
と
も
、

聞
き
に
く
く
思
し
て
、
の
た
ま
ひ
消
つ
を
、
目
に
見
す
見
す
、
世
に
は
、
か

か
る
こ
と
こ
そ
は
あ
り
け
れ
と
、
疎
ま
し
う
な
り
ぬ
。

　

葵
巻
に
お
い
て
、
葵
上
が
出
産
し
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
験
者
衆
の
祈

り
に
も
屈
せ
ず
執
拗
に
葵
上
の
身
体
に
取
り
憑
い
た
ま
ま
離
れ
な
い
物
の
怪
が

ひ
と
つ
。
験
者
衆
も
首
を
捻
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、〈
葵
上（
物
の
怪
）〉

が
源
氏
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
で
の
葵
上
は
、
葵
上
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
物
の
怪
が
葵
上
の
口
を
借
り
て
発
言
を
し
て
い
る
の
だ
。

源
氏
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
知
る
由
も
な
い
。
先
の
節
（
3
節
）
で

触
れ
た
「
も
の
言
わ
ぬ
葵
上
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
語
り

出
す
さ
ま
は
、
や
は
り
常
軌
を
逸
し
た
印
象
が
あ
る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
こ
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と
は
、〈
葵
上
（
物
の
怪
）〉
の
発
言
で
あ
る
。「
も
の
思
ふ
人
の
魂
は
、
げ
に

あ
く
が
る
る
も
の
に
な
む
あ
り
け
る
」と
言
う
。
物
思
い
に
苦
し
む
者
の
魂
は
、

な
る
ほ
ど
身
か
ら
抜
け
出
し
て
し
ま
う
も
の
で
し
た
、
と
は
、
一
体
何
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
こ
の
場
面
よ
り
も
前
の
場
面
に
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
物
語
っ
て
い
る
。

　

大
殿
に
は
、
御
物
の
怪
い
た
う
起
こ
り
て
い
み
じ
う
わ
づ
た
ひ
た
ま
ふ
。

こ
の
御
生
霊
、
故
父
大
臣
の
御
霊
な
ど
言
う
も
の
あ
り
と
聞
き
た
ま
ふ
に
つ

け
て
、
思
し
つ
づ
く
れ
ば
、
身
ひ
と
つ
の
う
き
嘆
き
よ
り
ほ
か
に
人
を
あ
し

か
れ
な
ど
思
ふ
心
も
な
け
れ
ど
、
も
の
思
ひ
に
あ
く
が
る
な
る
魂
は
、
さ
も

や
あ
ら
む
と
思
し
知
ら
る
る
こ
と
も
あ
り
。

　

そ
の
出
所
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ど
う
や
ら
当
時
、
物
思
い
が
過
ぎ
る
と

魂
が
肉
体
を
離
れ
て
さ
ま
よ
う
と
い
う
言
い
伝
え
が
存
在
し
た
よ
う
な
の
で
あ

る
。
現
在
の
都
市
伝
説
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
た
だ
、
都
市
伝
説
の
よ
う
な
も

の
だ
と
一
笑
に
付
し
て
し
ま
う
に
は
い
さ
さ
か
尚
早
で
、
新
編
全
集
も
頭
注
で

指
摘
す
る
和
泉
式
部
の
詠
や
伊
勢
物
語
の
例
も
あ
る7

注

。
そ
う
な
る
と
、
民
間
の

伝
承
の
次
元
に
お
い
て
広
く
膾
炙
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
判
断
が
妥
当
な
も
の

で
は
な
い
か
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
場
面
で
、
六
条
御
息
所
は
当
時
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た

そ
の
言
い
伝
え
を
耳
に
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
身

の
身
を
も
っ
て
体
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、六
条
御
息
所
の
生
活
空
間
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。

そ
の
邸
は
前
坊
の
も
の
で
、
都
の
六
条
に
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
そ
の
邸
自
体

の
こ
と
な
の
で
は
な
く
、
御
息
所
の
身
の
周
り
の
生
活
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。

御
息
所
は
高
貴
な
女
性
ゆ
え
、
あ
ま
り
外
界
に
は
触
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
生
活
空
間
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
て
、
閉
鎖
的
な

空
間
で
日
常
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ゆ
え

に
、
例
の
車
争
い
の
際
の
外
出
は
、
い
か
に
一
念
発
起
の
末
の
こ
と
で
あ
っ
た

か
が
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、御
息
所
は
先
の
よ
う
な
言
い
伝
え
を
ど
こ
で
耳
に
す
る
の
か
。

そ
れ
は
、
女
房
の
口
を
介
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
貴
な
御
息
所
付
き
の
女

房
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
知
識
も
教
養
も
高
く
美
し
い
者
が
仕
え
て
い
る
。
そ
れ

は
、
例
の
「
中
将
の
お
も
と
」
の
下
り
か
ら
も
判
断
で
き
よ
う
。
御
息
所
付
き

の
女
房
は
、
あ
れ
や
こ
れ
や
身
の
周
り
の
世
話
を
し
つ
つ
、
同
時
に
内
に
籠
り

が
ち
な
女
主
人
の
た
め
に
外
界
の
情
報
を
そ
の
耳
に
入
れ
て
差
し
上
げ
る

0

0

0

0

0

の
で

あ
る
。
御
息
所
に
し
て
み
れ
ば
、
外
界
の
貴
重
な
情
報
源
な
の
で
あ
り
、
源
氏

の
訪
れ
を
待
つ
だ
け
の
御
息
所
に
し
て
み
れ
ば
、
日
が
な
一
日
源
氏
の
こ
と
を

考
え
つ
つ
、
口
さ
が
な
い
女
房
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
に
耳
を
傾
け
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
先
の
言
い
伝
え
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
女
房
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り

か
ら
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
女
房
た
ち
と
て
、
女
主
人
の
幸
福
を

願
う
か
ら
こ
そ
の
奉
仕
な
の
で
あ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
お
し
ゃ
べ
り
に
は
、
源
氏
や
左
大
臣
家
の
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
、
と

い
う
の
は
当
然
の
こ
と
。
女
房
た
ち
の
口
か
ら
、
源
氏
や
左
大
臣
家
の
こ
と
が

出
れ
ば
、
御
息
所
の
耳
は
敏
感
に
反
応
し
貪
欲
に
情
報
を
摂
取
す
る
。
そ
し
て

そ
の
話
題
が
終
わ
れ
ば
、
語
ら
れ
た
話
を
も
と
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
空
想
に
耽

る
、
と
い
っ
た
状
態
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
こ
そ
が
六
条
御
息
所
の
生
活
空

間
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
六
条
御
息
所
は
こ
れ

ま
で
の
物
語
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
常
に
世
間
体
と
い
う
も
の
を
異
常
に

ま
で
気
に
か
け
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
も
う
な
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
下
手
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を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
と
き
に
「
人
笑
わ
れ
」（
葵
巻
）
で
あ
り
、
と
き
に
「
人

の
漏
り
聞
か
む
」（
夕
顔
巻
）
と
語
ら
れ
る
。
御
息
所
が
常
に
世
間
体
を
気
に

か
け
な
が
ら
日
常
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
物
語
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で

顔
を
出
す
の
で
あ
る
。

　

御
息
所
は
、
も
の
を
思
し
乱
る
る
こ
と
年
ご
ろ
よ
り
多
く
添
ひ
に
け
り
。
つ

ら
き
方
に
思
ひ
は
て
た
ま
へ
ど
、
今
は
と
て
ふ
り
離
れ
下
り
た
ま
ひ
な
む
は
い

と
心
細
か
り
ぬ
べ
く
、
世
の
人
聞
き
も
人
笑
へ
に
な
ら
ん
こ
と
と
思
す
。
さ
り

と
て
立
ち
と
ま
る
べ
く
思
し
な
る
に
は
、
か
く
こ
よ
な
き
さ
ま
に
み
な
思
ひ
く

た
す
べ
か
め
る
も
安
か
ら
ず
、
釣
り
す
る
海
人
の
う
け
な
れ
や
、
と
起
き
臥
し

思
し
わ
づ
ら
ふ
け
に
や
、
御
心
地
も
浮
き
た
る
や
う
に
思
さ
れ
て
、
な
や
ま
し

う
し
た
ま
ふ
。
大
将
殿
に
は
、
下
り
た
ま
は
む
こ
と
を
、
も
て
離
れ
て
、
あ
る

ま
じ
き
こ
と
な
ど
も
妨
げ
き
こ
え
た
ま
は
ず
、「
数
な
ら
ぬ
身
を
見
ま
う
く
思

し
棄
て
む
も
こ
と
わ
り
な
れ
ど
、
今
は
、
な
ほ
い
ふ
か
ひ
な
き
に
て
も
、
御
覧

じ
は
て
む
や
浅
か
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ん
」
と
聞
こ
え
か
か
づ
ら
ひ
た
ま
へ
ば
、
定

め
か
ね
た
ま
へ
る
御
心
も
や
慰
む
と
立
ち
出
で
た
ま
へ
り
し
御
禊
河
の
荒
か
り

し
瀬
に
、
い
と
ど
よ
ろ
づ
い
と
う
く
思
し
入
れ
た
り
。

　

こ
の
引
用
は
車
争
い
の
騒
動
の
後
で
、
御
息
所
自
身
の
こ
こ
の
と
こ
ろ

0

0

0

0

0

0

の
心

情
が
改
め
て
語
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
御
息
所
は
「
も
の
を
思
し
乱
る
る

こ
と
年
ご
ろ
よ
り
多
く
添
ひ
に
け
り
」
と
語
ら
れ
る
。
要
す
る
に
源
氏
と
の
関

係
が
生
じ
て
以
来
の
物
思
い
で
あ
る
。
も
う
源
氏
の
心
が
自
分
に
戻
る
こ
と
は

な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
も
う
い
っ
そ
こ
の
ま
ま
源
氏
を
思
い

切
っ
て
伊
勢
へ
下
向
し
よ
う
に
も
、
こ
こ
で
も
ま
た
世
間
体
を
気
に
か
け
て
い

る
。
そ
う
か
と
い
っ
て
「
こ
よ
な
き
さ
ま
に
み
な
思
ひ
く
た
す
べ
か
め
る
も
安

か
ら
ず
」
で
、
進
む
も
地
獄
、
留
ま
る
の
も
ま
た
地
獄
と
い
う
状
態
な
の
で
あ

る
。
自
身
を
「
釣
り
す
る
海
人
の
う
け
」
に
喩
え
、
波
風
に
よ
っ
て
右
に
倒
れ

左
に
倒
れ
す
る「
う
け
」だ
と
す
る
の
で
あ
る
。こ
の
表
現
は
引
き
歌
で
あ
る
が
、

御
息
所
自
身
そ
の
よ
う
な
自
己
分
析
を
も
す
る
聡
明
な
存
在
で
も
あ
る
。
常
日

頃
か
ら
延
々
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
頼
み
の
源
氏
に
伊
勢
下
向
を
相
談
し
て
み
て
も
、
か
ら
ん
だ
よ
う
な
言
わ

れ
方
を
し
て
話
に
は
な
ら
な
い
。
源
氏
と
の
隔
た
り
は
、
や
は
り
大
き
い
の
で

あ
る
。
そ
の
定
め
か
ね
て
い
気
持
ち
も
紛
れ
よ
う
か
、と
し
て
出
か
け
た
の
が
、

あ
の
御
禊
の
日
だ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
物
語
と
い
う
も
の
も
、
そ
の
語
り
手
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
葵
巻
冒
頭
で
の
御
代
替
わ
り
が
語
ら
れ
た
後
、「
ま
こ
と
や
」

と
語
り
出
さ
れ
た
六
条
御
息
所
の
物
語
で
も
、
御
息
所
は
何
を
気
に
し
て
い
た

の
か
。
そ
の
場
面
に
は
直
接
語
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
れ
に
前
後
す
る
御
息

所
の
物
語
で
は
、
源
氏
と
の
関
係
に
お
い
て
、
常
に
世
間
体
と
い
う
こ
と
が
意

識
さ
れ
て
い
た
と
語
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
御
息
所
が
源
氏
よ
り

も
七
歳
年
上
で
あ
る
こ
と
は
、
御
息
所
に
し
て
み
れ
ば
、「
い
い
歳
を
し
て
み
っ

と
も
な
い
」
と
い
う
世
間
の
〈
う
わ
さ
〉
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
娘
の
伊
勢
下
向
に
際
し
て
い
っ
そ
の
こ
と
源
氏
と
の
関
係
を
思
い
切
ろ

う
と
す
れ
ば
、「
そ
れ
見
た
こ
と
か
、源
氏
に
捨
て
ら
れ
た
」
と
い
う
〈
う
わ
さ
〉

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
御
息
所
自
身
を
苦
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
身
が
少

し
で
も
引
け
目
を
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
女
房
の
口
を
介
し
て
語
ら
れ

た
少
し
ば
か
り
の
情
報
が
、
御
息
所
の
中
で
徐
々
に
悪
い
方
向
に
変
容
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ら
の
〈
う
わ
さ
〉
の
数
々
が
や
が
て
は
御
息
所
自

身
の
中
で
自
分
を
貶
め
る
情
報
と
し
て
醸
成
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
理
屈
で
あ

る
。
御
息
所
の
逡
巡
と
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
そ
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の
よ
う
な
女
主
人
に
対
す
る
非
難
め
い
た
情
報
が
直
接
女
房
た
ち
の
口
か
ら
語

ら
れ
る
は
ず
は
な
く
、
女
房
た
ち
の
と
き
に
は
行
き
過
ぎ
て
し
ま
う
お
し
ゃ
べ

り
の
は
し
ば
し
か
ら
、
御
息
所
は
そ
の
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

物
語
の
行
間
を
読
む
行
為
と
い
う
も
の
は
、
実
際
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
背
後
に
あ
る
で
あ
ろ
う
語
ら
れ
て
い
な
い
物
語
を
も
読

む
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

７　

六
条
御
息
所
の
逡
巡
、
な
お
も
深
ま
る

　

左
大
臣
家
で
は
懐
妊
し
て
い
る
葵
上
が
、物
の
怪
の
た
め
に
苦
し
ん
で
い
る
。

験
者
の
者
た
ち
が
祈
り
を
続
け
、
次
々
と
憑
坐
に
移
す
も
の
の
、
葵
上
の
身
体

に
憑
り
つ
い
た
ま
ま
離
れ
よ
う
と
し
な
い
執
念
深
い
物
の
怪
が
一
つ
あ
る
。

　

左
大
臣
家
は
都
随
一
の
者
た
ち
を
招
集
し
、
そ
の
験
者
衆
が
祈
っ
て
も
離
れ

な
い
物
の
怪
は
異
常
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
葵
上
の
身
体
に
取
り
憑
く
も

の
の
特
に
苦
し
め
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
片
時
も
離
れ
よ
う
と
も
し
な
い
。
そ

う
で
あ
っ
て
も
懐
妊
し
て
い
る
葵
上
は
「
た
だ
、
つ
く
づ
く
と
音
を
の
み
泣
き

た
ま
ひ
て
、
を
り
を
り
は
胸
を
せ
き
上
げ
つ
つ
い
み
じ
う
た
へ
が
た
げ
に
ま
ど

う
わ
ざ
を
し
た
ま
へ
ば
」
と
い
う
状
態
で
、
周
り
の
世
話
を
焼
く
者
た
ち
の
心

配
も
「
い
か
に
お
は
す
べ
き
に
か
と
ゆ
ゆ
し
う
悲
し
く
思
し
あ
わ
て
た
り
」
と

語
ら
れ
る
。
葵
巻
で
は
こ
の
よ
う
に
、
左
大
臣
家
（
葵
上
）
と
六
条
御
息
所
と

を
交
互
に
物
語
る
が
、
新
編
全
集
頭
注
が
鑑
賞8

注

を
付
す
よ
う
に
、
御
息
所
の
屈

辱
的
心
情
と
物
の
怪
の
距
離
が
徐
々
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
次
の
引
用
は
、
そ

の
よ
う
な
御
息
所
の
心
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

院
よ
り
も
御
と
ぶ
ら
ひ
隙
な
く
、
御
祈
禱
の
こ
と
ま
で
思
し
よ
ら
せ
た
ま

ふ
さ
ま
の
か
た
じ
け
な
さ
に
つ
け
て
も
、
い
と
ど
惜
し
げ
な
る
人
の
御
身
な

り
。
世
の
中
あ
ま
ね
く
惜
し
み
き
こ
ゆ
る
を
聞
き
た
ま
ふ
に
も
、
御
息
所
は

た
だ
な
ら
ず
思
さ
る
。
年
ご
ろ
は
い
と
か
く
し
も
あ
ら
ざ
り
し
御
い
ど
み
心

を
、
は
か
な
か
り
し
所
の
車
争
ひ
に
人
の
御
心
の
動
き
に
け
る
を
、
か
の
殿

に
は
、
さ
ま
で
も
思
し
よ
ら
ざ
り
。

　

御
息
所
は
こ
こ
で
も
、
正
妻
と
愛
人
と
の
圧
倒
的
な
格
差
を
思
い
知
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
葵
上
の
容
態
が
思
わ
し
く
な
い
の
を
院
も
心
配
し
、
あ
れ
や

こ
れ
や
と
手
を
尽
く
す
。
そ
の
心
配
は
院
や
左
大
臣
家
だ
け
で
は
な
く
、「
世

の
中
あ
ま
ね
く
」で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
も
御
息
所
は「
聞
き
た
ま
ふ
」と〈
う

わ
さ
〉
に
よ
っ
て
情
報
を
得
て
い
る
。
そ
の
情
報
を
も
た
ら
す
の
は
、
女
房
の

口
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
い
と
ど
惜
し
げ
な
る
人
の
御
身
」
と
は
、
葵
上

の
身
体
の
こ
と
で
、〈
我
が
身
の
こ
と
で
は
な
い
の
だ
〉
と
。
そ
の
六
条
御
息

所
の
心
情
を
物
語
は
つ
い
に
「
た
だ
な
ら
ず
思
さ
る
」
と
語
る
。
さ
ら
に
は
、

こ
れ
ま
で
何
年
も
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
「
御
い
ど
み
心
」
が
、「
は
か
な

か
り
し
所
の
車
争
ひ
」
に
よ
っ
て
、御
息
所
の
「
御
心
の
動
き
に
け
る
」
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
も
語
る
。
車
争
い
は
、
や
は
り
発
端
の
一
つ
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
左
大
臣
家
で
は
事
の
重
要
性
を
把
握
し
て
い
な
い
。
社
会
的

地
位
の
あ
る
者
ほ
ど
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
間
を
犠
牲
に
し
て
き
た
の
か
と
い
う
自

覚
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
物
語
は
御
息
所
の
心
情
が
絶
望

的
な
状
況
で
あ
る
の
を
語
る
。

　

そ
れ
で
も
、
物
語
は
ひ
と
息
に
た
ど
り
着
く
べ
き
場
所
に
は
到
達
し
な
い
。

葵
上
の
容
態
は
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
も
、
物
語
は
六
条
御
息
所
の
こ
と
を
語

り
続
け
る
。
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う
ち
と
け
ぬ
朝
ぼ
ら
け
に
出
で
た
ま
ふ
御
さ
ま
の
を
か
し
き
に
も
、
な
ほ

ふ
り
離
れ
な
む
こ
と
は
思
し
返
さ
る
。
や
む
ご
と
な
き
方
に
、
い
と
ど
心
ざ

し
添
ひ
た
ま
ふ
べ
き
こ
と
も
出
で
来
に
た
れ
ば
、
ひ
と
つ
方
に
思
し
し
づ
ま

り
た
ま
ひ
な
む
を
、
か
や
う
に
待
ち
き
こ
え
つ
つ
あ
ら
む
も
心
の
み
尽
き
ぬ

べ
き
こ
と
、
な
か
な
か
も
の
思
ひ
の
お
ど
ろ
か
さ
る
る
心
地
し
た
ま
ふ
に
、

御
文
ば
か
り
ぞ
暮
れ
つ
方
あ
る
。「
日
ご
ろ
す
こ
し
お
こ
た
る
さ
ま
な
り
つ

る
心
地
の
、
に
は
か
に
い
と
い
た
う
苦
し
げ
に
は
べ
る
を
、
え
引
き
避
か
で

な
む
」
と
あ
る
を
、
例
の
こ
と
つ
け
と
見
た
ま
ふ
も
の
か
ら
、

　
　

袖
ぬ
る
る
こ
ひ
ぢ
と
か
つ
は
知
り
な
が
ら
下
り
立
つ
田
子
の
み
づ
か
ら

ぞ
う
き

　

山
の
井
の
水
も
こ
と
わ
り
に
」
と
ぞ
あ
る
。
御
手
は
な
ほ
こ
こ
ら
の
人
の

中
に
す
ぐ
れ
た
り
か
し
と
見
た
ま
ひ
つ
つ
、
い
か
に
ぞ
や
も
あ
る
世
か
な
、

心
も
容
貌
も
と
り
ど
り
に
、
棄
つ
べ
く
も
な
く
、
ま
た
思
ひ
定
む
べ
き
も
な

き
を
苦
し
う
思
さ
る
。
御
返
り
、
い
と
暗
う
な
り
に
た
れ
ど
、「
袖
の
み
濡

る
る
や
い
か
に
。
深
か
ら
ぬ
御
事
に
な
む
。

　
　

浅
み
に
や
人
は
下
り
立
つ
わ
が
方
は
身
も
そ
ぼ
つ
ま
で
深
き
こ
ひ
ぢ
を

　

お
ぼ
ろ
け
に
て
や
、
こ
の
御
返
り
を
み
づ
か
ら
聞
こ
え
さ
せ
ぬ
」
な
ど
あ

り
。

　

同
じ
葵
巻
で
あ
る
。
そ
の
身
体
が
思
わ
し
く
な
い
の
は
、
葵
上
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
思
え
ば
、
御
息
所
は
ず
っ
と
長
い
間

0

0

0

0

0

0

源
氏
と
の
関
係
に
悩
み
続
け
て

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
気
を
紛
ら
わ
せ
る
た
め
の
御
禊
の
日
の
外
出

だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
御
息
所
の
身
体
も
「
か
か
る
御
も
の
思
ひ
の
乱

れ
」
に
よ
り
思
わ
し
く
な
く
、
邸
に
は
斎
宮
が
潔
斎
を
し
て
い
る
の
で
、
他
所

に
移
り
病
平
癒
の
御
修
法
な
ど
を
行
う
。
源
氏
も
見
舞
い
に
訪
れ
、
こ
れ
ま
で

の
無
沙
汰
な
ど
を
詫
び
る
。
そ
の
詫
び
言
の
中
に
は
葵
上
の
病
状
の
こ
と
も
含

ま
れ
て
い
て
、
御
息
所
と
し
て
は
、
あ
え
て
聞
き
た
く
は
な
く
と
も
気
に
か
か

る
こ
と
で
は
あ
る
。

　

ひ
と
夜
を
過
ご
し
、「
う
ち
と
け
ぬ
朝
ぼ
ら
け
」に
御
息
所
は
源
氏
を
見
送
る
。

「
１
節
」
の
夕
顔
巻
の
場
面
で
は
、頭
を
も
た
げ
る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
が
、今
回
は
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
が
結
局
は「
う

ち
と
け
ぬ
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
か
。
た
だ
、
こ
の
場
面
で
は
、
御
息
所
の

目
を
通
し
て
改
め
て
源
氏
の
美
し
さ
が
語
ら
れ
る
。
目
の
前
の
源
氏
は
「
御
さ

ま
の
を
か
し
き
」
で
あ
り
、
御
息
所
の
思
い
は
「
な
ほ
ふ
り
離
れ
な
む
こ
と
は

思
し
返
さ
る
」
と
な
る
。
つ
ま
り
は
、
六
条
御
息
所
と
い
う
人
は
、
い
か
に
源

氏
に
心
惹
か
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も

繰
り
返
さ
れ
た
逡
巡
は
、「
ふ
り
離
れ
な
む
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

御
息
所
は
世
間
体
と
い
う
こ
と
を
も
振
り
捨
て
て
、
源
氏
と
の
別
れ
を
決
断
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ひ
と
夜
の
逢
瀬
で
こ
と
ご
と
く
覆
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
た
と
え
「
う
ち
と
け
ぬ
朝
ぼ
ら
け
」
の
状
態
で
あ
っ
て
も
で
あ
る
。
そ
の

後
、
数
行
ば
か
り
御
息
所
の
逡
巡
が
語
ら
れ
る
。
一
度
覆
っ
て
し
ま
っ
た
自
ら

の
意
思
は
、
結
局
元
に
戻
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
源
氏
と
の

別
れ
を
止
め
た
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
、
こ
の
ま
ま
関
係
を
続
け
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、「
や
む
ご
と
な
き
方
（
葵
上
）」
が
懐
妊
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、「
い
と
ど
心
ざ
し
添
ひ
た
ま
ふ
べ
き
こ
と
も
出
で
来
に
た
れ
ば
」、

「
ひ
と
つ
方
に
思
し
し
づ
ま
り
た
ま
ひ
な
む
」
と
な
る
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ

る
。
御
息
所
は
出
口
の
な
い
逡
巡
を
く
り
返
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
手
紙
だ
け
が
暮
れ
方
に
届
い
た
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
改
め
て
引
用
部
分
を
見
直
す
と
、
源
氏
を
送
り
出
し
た
「
う
ち
と
け
ぬ
朝
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ぼ
ら
け
」
か
ら
わ
ず
か
数
行
で
「
暮
れ
つ
方
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い

か
に
御
息
所
の
逡
巡
が
、
長
い
堂
々
巡
り
で
あ
る
か
を
語
ら
ず
し
て
物
語
っ
て

い
よ
う
。
御
息
所
は
、
日
が
な
一
日
源
氏
の
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
過
ご
し
、

今
夜
も
源
氏
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
暮
れ
つ
方

に
届
い
た
の
は
「
御
文
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
、
葵
上
の

病
状
を
心
配
す
る
内
容
だ
け
で
あ
っ
た
。
御
息
所
は
、「
例
の
こ
と
つ
け
」
と

突
き
放
す
も
の
の
、
歌
が
口
を
つ
い
て
出
る
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
歌
は

生
じ
な
い
の
で
る
。
こ
の
御
息
所
の
歌
に
源
氏
が
歌
を
返
す
。
そ
の
源
氏
の
歌

は
、
御
息
所
の
心
情
を
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
言
葉
の
上
面
ば
か
り
の
や

り
取
り
に
終
始
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
期
に
及
ん
で
、
御
息
所
は
決
心
を

覆
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
源
氏
を
振
り
捨
て
て
、
と
い
う
あ
の
決
心
は
、
一
時
の
気
の

迷
い
だ
と
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

８　

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
の
源
氏
と
の
再
会

　

物
語
は
左
大
臣
家
の
葵
上
の
様
子
を
語
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
六
条
御
息

所
の
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
御
生
き
す
だ
ま
、
故
大
臣
の
御
霊
な
ど
言
ふ
も
の
あ
り
と
聞
き
た
ま

ふ
に
つ
け
て
、
思
し
つ
づ
く
れ
ば
、
身
ひ
と
つ
の
う
き
嘆
き
に
よ
り
ほ
か
に
、

人
を
あ
し
か
れ
な
ど
思
ふ
心
も
な
け
れ
ど
、
も
の
思
ひ
に
あ
く
が
る
な
る
魂

は
、
さ
も
や
あ
ら
む
と
思
し
知
ら
る
る
こ
と
も
あ
り
。
年
ご
ろ
、
よ
ろ
づ
に

思
ひ
残
す
こ
と
な
く
過
ぐ
し
つ
れ
ど
、
か
う
し
も
砕
け
ぬ
を
、
は
か
な
き
こ

と
の
を
り
に
、
人
の
思
ひ
消
ち
、
無
き
も
の
に
も
て
な
す
さ
ま
な
り
し
御
禊

の
後
、
一
ふ
し
に
思
し
浮
か
れ
に
し
心
、
鎮
ま
り
が
た
う
思
さ
る
る
け
に
や
、

す
こ
し
う
ち
ま
ど
ろ
み
た
ま
ふ
夢
に
は
、
か
の
姫
君
と
お
ぼ
し
き
人
の
、
い

と
き
よ
ら
に
て
あ
る
所
に
行
き
て
、
と
か
く
ひ
き
ま
さ
ぐ
り
、
現
に
も
似
ず
、

猛
く
い
か
き
ひ
た
ぶ
る
心
出
で
来
て
、
う
ち
か
な
ぐ
る
な
ど
見
え
た
ま
ふ
こ

と
、
度
重
な
り
に
け
り
。
あ
な
、
心
憂
や
。
げ
に
、
身
を
棄
て
て
や
往
に
け

む
と
、
う
つ
し
心
な
ら
ず
お
ぼ
え
た
ま
ふ
お
り
お
り
も
あ
れ
ば
、
さ
な
ら
ぬ

こ
と
だ
に
、
人
の
御
た
め
に
は
、
よ
さ
ま
の
こ
と
を
し
も
言
ひ
出
で
ぬ
世
な

れ
ば
、
ま
し
て
こ
れ
は
、
い
と
よ
う
言
ひ
な
し
つ
べ
き
た
よ
り
な
り
と
思
す

に
、
い
と
名
だ
た
し
う
、
ひ
た
す
ら
世
に
亡
く
な
り
て
、
後
に
恨
み
残
す
は

世
の
常
の
こ
と
な
り
、
そ
れ
だ
に
人
の
上
に
て
は
、
罪
深
う
ゆ
ゆ
し
き
を
、

現
の
わ
が
身
な
が
ら
、
さ
る
疎
ま
し
き
こ
と
を
言
ひ
つ
け
ら
る
る
宿
世
の
う

き
こ
と
、
す
べ
て
つ
れ
な
き
人
に
い
か
で
心
も
か
け
き
こ
え
じ
、
と
思
し
返

せ
ど
、「
思
ふ
も
の
を
」
な
り
。

　

御
息
所
は
、
左
大
臣
家
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
耳
に
す
る
。
葵
上
か
ら
取
り
除

け
ら
れ
る
物
の
怪
が
、
様
々
で
あ
る
と
「
聞
き
た
ま
ふ
」
て
い
る
。
や
は
り
、

耳
に
よ
る
情
報
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、
御
息
所
は
、
わ
が
身
を
顧
み
る
。

「
人
を
あ
し
か
れ
な
ど
思
ふ
心
も
な
け
れ
ど
」
の
「
人
」
は
葵
上
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
例
の
「
も
の
思
ひ
に
あ
く
が
る
な
る
魂
」
の
言
い
伝
え
の
こ

と
を
わ
が
身
に
照
ら
し
て
み
る
。
そ
の
契
機
と
し
て
の
「
御
禊
」
の
後
の
夢
な

の
だ
と
い
う
。「
か
の
姫
君
と
お
ぼ
し
き
人
の
、
い
と
き
よ
ら
に
て
あ
る
所
」

と
あ
り
、
こ
の
姫
も
葵
上
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、〈
き
よ
ら
〉
の

語
が
「
姫
君
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
の
車
争
い
の
場
面

で
は
乱
暴
を
働
か
れ
る
側
の
御
息
所
に
用
い
ら
れ
た
〈
き
よ
ら
〉
が
、
こ
こ
に

至
り
姫
君
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
夢
は
御
息
所
自
身
の
夢
な
の
で
あ
り
、
そ
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の
夢
の
中
で
「
と
か
く
ひ
き
ま
さ
ぐ
り
、
現
に
も
似
ず
、
猛
く
い
か
き
ひ
た
ぶ

る
心
出
で
来
て
、
う
ち
か
な
ぐ
る
」
と
い
っ
た
乱
暴
狼
藉
は
こ
の
度
は
、
御
息

所
自
身
の
行
為
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
身
を
棄
て
て
や
往
に
け
む
」
と
古
今
和
歌

集
の
歌
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
ま
こ
と
し
や
か

に
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
御
息
所
に
し
て
み
れ
ば
、
わ
が

心
の
不
安
定
さ
を
理
屈
で
は
説
明
で
き
な
い
と
悟
っ
た
結
果
、
巷
に
流
布
し
て

い
る
あ
や
し
き
言
い
伝
え
こ
そ
が
、
自
身
の
心
情
を
分
析
す
る
よ
す
が
と
し
て

眼
前
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
も
う
こ
う
な
っ
て
し
ま
う

と
、「
人
の
御
た
め
に
は
、
よ
さ
ま
の
こ
と
を
し
も
言
ひ
出
で
ぬ
世
」
で
あ
る

こ
と
を
御
息
所
は
よ
く
知
っ
て
い
て
、
自
身
の
「
宿
世
」
を
呪
う
し
か
な
い
。

　

さ
て
、
葵
上
の
状
態
は
変
わ
ら
ず
、
物
の
怪
に
対
す
る
祈
り
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
例
の
執
念
き
物
の
怪
も
葵
上
の
身
体
に
取
り
憑
い
た
ま
ま
離
れ
な
い
。

語
ら
ぬ
は
ず
の
〈
葵
上
〉
が
、「
す
こ
し
ゆ
る
べ
た
ま
へ
や
。
大
将
に
聞
こ
ゆ

べ
き
こ
と
あ
り
」
と
発
言
す
る
。
こ
れ
は
物
の
怪
の
発
言
で
あ
る
が
、
周
囲
の

者
は
そ
れ
を
葵
上
の
言
葉
と
と
ら
え
て
い
る
。
そ
こ
で
語
ら
れ
る
の
は
、
源
氏

の
目
を
通
し
た
葵
上
の
姿
で
あ
る
。

　

御
几
帳
の
帷
子
引
き
上
げ
て
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
ば
、
い
と
を
か
し
げ

に
て
、
御
腹
は
い
み
じ
う
高
う
て
臥
し
た
ま
へ
る
さ
ま
、
よ
そ
人
だ
に
見
た

て
ま
つ
ら
む
に
心
乱
れ
ぬ
べ
し
。
ま
し
て
惜
し
う
悲
し
う
思
す
こ
と
わ
り
な

り
。
白
き
御
衣
に
、
色
あ
ひ
い
と
華
や
か
に
て
、
御
髪
の
い
と
長
う
こ
ち
た

き
を
、
ひ
き
結
ひ
て
う
ち
添
へ
た
る
も
、
か
う
て
こ
そ
ら
う
た
げ
に
な
ま
め

き
た
る
方
添
ひ
て
を
か
し
け
れ
と
見
ゆ
。
御
手
と
ら
へ
て
、「
あ
な
い
み
じ
。

心
憂
き
め
を
見
せ
た
ま
ふ
か
な
」
と
て
、
も
の
も
聞
こ
え
た
ま
は
ず
泣
き
た

ま
へ
ば
、
例
は
い
と
わ
づ
ら
わ
し
う
恥
づ
か
し
げ
な
る
御
ま
み
を
、
い
と
た

ゆ
た
げ
に
見
上
げ
て
う
ち
ま
も
り
き
こ
え
た
ま
ふ
に
、
涙
の
こ
ぼ
る
る
さ
ま

を
見
た
ま
ふ
は
、
い
か
が
あ
は
れ
の
浅
か
ら
む
。

　

源
氏
の
目
を
通
し
、
改
め
て
捉
え
ら
れ
る
葵
上
の
美
し
さ
で
あ
る
。
美
し
い

が
「
御
腹
は
い
み
じ
う
高
う
て
臥
し
た
ま
へ
る
さ
ま
」
は
、「
よ
そ
人
だ
に
見

た
て
ま
つ
ら
む
に
心
乱
れ
ぬ
べ
し
」
と
い
う
。
白
と
黒
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も

鮮
や
か
に
、「
か
う
て
こ
そ
ら
う
た
げ
に
な
ま
め
き
た
る
方
添
ひ
て
を
か
し
け

れ
」
と
思
う
。
目
の
前
で
葵
上
の
苦
し
ん
で
い
る
様
を
見
て
、
源
氏
は
手
を
取

り
涙
を
流
す
。
そ
れ
を
〈
葵
上
〉
は
「
い
と
た
ゆ
た
げ
に
見
上
げ
て
う
ち
ま
も

り
き
こ
え
た
ま
ふ
」
と
、
次
の
瞬
間
〈
葵
上
〉
の
目
か
ら
も
涙
が
流
れ
る
。
こ

の
場
面
の
葵
上
は
、
こ
れ
ま
で
読
ま
さ
れ
て
き
た
葵
上
像
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
物
の
怪
の
所
作
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
源
氏
は
、
葵
上
が
普
段

見
せ
な
い
よ
う
な
心
弱
さ
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
に
死
を
想
定
し
語
り

か
け
る
。
も
し
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
い
う
慰
め
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
に
語
る
。

　

と
こ
ろ
が
、〈
葵
上
〉
は
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と
語
る
。
そ
れ
が
、
注
節
の

冒
頭
で
引
用
し
た
こ
の
場
面
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
今
、
源
氏
と
対
面
し
て
い

る
葵
上
は
、葵
上
本
人
な
の
で
は
な
く
物
の
怪
に
取
り
憑
か
れ
た
〈
葵
上
〉
で
、

そ
の
語
り
も
そ
の
ま
な
ざ
し
も
物
の
怪
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
普
段
は
も
の
言
わ
ぬ
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
異
常
性
な
の
で
あ
り
、

そ
の
所
作
は
葵
上
の
そ
れ
で
は
な
い
。
そ
の
物
の
怪
こ
そ
が
、
験
者
衆
の
祈
り

に
も
屈
せ
ず
葵
上
の
身
体
に
取
り
憑
い
て
離
れ
な
か
っ
た
執
念
き
物
の
怪
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
物
の
怪
の
正
体
と
は
。

　
「
い
で
、
あ
ら
ず
や
。
身
の
上
の
い
と
苦
し
き
を
し
ば
し
や
す
め
た
ま
へ
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と
聞
こ
え
む
と
て
な
む
。
か
く
参
り
来
む
と
も
さ
ら
に
思
は
ぬ
を
、
も
の
思

ふ
人
の
魂
は
げ
に
あ
く
が
る
る
も
の
に
な
む
あ
り
け
る
」
と
、
な
つ
か
し
げ

に
言
ひ
て
、

　
　

嘆
き
わ
び
空
に
乱
る
る
わ
が
魂
を
結
び
と
ど
め
よ
し
た
が
ひ
の
つ
ま

と
の
た
ま
ふ
声
、
け
は
ひ
、
そ
の
人
に
も
あ
ら
ず
変
は
り
た
ま
へ
り
。
い
と

あ
や
し
と
思
し
め
ぐ
ら
す
に
、た
だ
か
の
御
息
所
な
り
け
り
。
あ
さ
ま
し
う
、

人
の
と
か
く
言
ふ
を
、
よ
か
ら
ぬ
者
ど
も
の
言
ひ
出
づ
る
こ
と
と
、
聞
き
に

く
く
思
し
て
の
た
ま
ひ
消
つ
を
、
目
に
見
す
見
す
、
世
に
は
か
か
る
こ
と
こ

そ
は
あ
り
け
れ
と
、
疎
ま
し
う
な
り
ぬ
。
あ
な
心
憂
と
思
さ
れ
て
、「
か
く

の
た
ま
へ
ど
、誰
と
こ
そ
知
ら
ね
。
た
し
か
に
の
た
ま
へ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、

た
だ
そ
れ
な
る
御
あ
り
さ
ま
に
、
あ
さ
ま
し
と
は
世
の
常
な
り
。
人
々
近
う

参
る
も
、
か
た
は
ら
い
た
う
思
さ
る
。

　
「
い
で
、
あ
ら
ず
や
。･･････

」
は
、
葵
上
の
身
体
を
借
り
た
物
の
怪
の
発

言
で
あ
る
。
ど
お
り
で
「
身
の
上
の
い
と
苦
し
き
を
し
ば
し
や
す
め
た
ま
へ
」

で
あ
り
、
ど
お
り
で
ま
た
「
も
の
思
ふ
人
の
魂
は
げ
に
あ
く
が
る
る
も
の
に
な

む
あ
り
け
る
」
と
例
の
言
い
伝
え
の
解
釈
も
思
い
出
さ
れ
も
し
よ
う
。
そ
し
て

物
の
怪
が
不
思
議
な
歌
を
詠
じ
る
。
新
編
全
集
は
「
信
仰
が
あ
っ
た
ら
し
い
」

と
注
す
る9

注

。
源
氏
に
語
り
か
け
る
言
葉
、
源
氏
を
見
上
げ
る
ま
な
ざ
し
の
そ
れ

は
、
六
条
御
息
所
の
そ
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
六
条
御
息
所
は
聡
明
で
あ
り
様
々
な
分

析
を
も
し
逡
巡
を
く
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
わ
が
身
と
わ
が
心

と
を
制
し
か
ね
、
世
間
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
あ
や
し
き
言
い
伝
え
を
よ
す

が
と
す
る
し
か
な
い
状
態
に
ま
で
陥
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
源

氏
と
の
再
会
で
あ
っ
た
の
だ
。
も
は
や
、
御
息
所
を
救
う
の
は
、
尊
い
真
言
で

も
法
華
経
で
も
呪
文
で
も
な
い
。
あ
や
し
き
民
間
伝
承
の
あ
や
し
き
信
仰
し
か

な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
か
な
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
今
、
目
の
前
で
見
上
げ
て
い
る
源
氏
そ
の
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
1　

�

六
条
御
息
所
に
つ
い
て
の
研
究
は
様
々
あ
る
が
、例
え
ば
、楢
原
茂
子
「《
嫉
妬
》

―
源
氏
物
語
の
行
動
の
基
点
―
」・「
む
ら
さ
き
」
第
二
六
輯
、
一
九
八
九
年
七

月
。
増
田
繁
夫
「
葵
巻
の
六
条
御
息
所
」・「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
「
人

物
造
型
か
ら
み
た
『
源
氏
物
語
』」、
一
九
九
八
年
五
月
。
藤
本
勝
義
『
源
氏
物

語
の
〈
物
の
怪
〉』、
一
九
九
四
年
、
笠
間
書
院
、
な
ど

注
2　

�

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
。
夕
顔
巻
Ｐ
147
注
二
七
・
Ｐ
148
注
七

　
　
　

�

な
お
、
本
稿
の
源
氏
物
語
本
文
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小

学
館
に
拠
る

注
3　

�

大
野
晋
・
丸
谷
才
一
『
光
る
源
氏
の
物
語
』
上　

中
公
文
庫
、
一
九
九
四
年

八
月

注
4　

�

桐
壺
巻
に
「
た
だ
、
わ
が
女
御
子
た
ち
の
同
じ
列
に
思
ひ
き
こ
え
む
」
と
あ
る

注
5　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
。
桐
壺
巻
Ｐ
46

注
6　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
。
葵
巻
Ｐ
24
頭
注
鑑
賞
・
批
評

注
7　

�「
物
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
わ
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
づ
る
魂
か
と
ぞ
見
る
」
後
拾

遺
和
歌
集
・
雑
六
・
和
泉
式
部

　
　
　

�「
思
ひ
あ
ま
り
出
で
に
し
魂
の
あ
る
な
ら
む
夜
深
く
見
え
ば
魂
結
び
せ
よ
」
伊

勢
物
語
・
百
十
段

　
　
　

�「
身
を
捨
て
て
ゆ
き
や
し
に
け
む
思
ふ
よ
り
ほ
か
な
る
も
の
は
心
な
り
け
る
」

古
今
和
歌
集
・
雑
下
・
躬
恒

注
8　

�

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
。
葵
巻
Ｐ
33
頭
注
鑑
賞
・
批
評

注
9　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
。
葵
巻
Ｐ
40
注
二
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は
じ
め
に

　

著
者
は
以
前
、
唐
人
踊
を
通
じ
た
長
崎
の
唐
人
文
化
に
つ
い
て
論
ず
る
機
会

が
あ
っ
た（

（
（

。
そ
こ
で
は
、
唐
人
屋
敷
内
に
設
置
さ
れ
た
舞
台
で
催
さ
れ
る
二
月

の
唐
人
踊
の
よ
う
に
、唐
人
自
身
の
故
郷
の
文
化
を
再
現
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

他
方
、
日
本
人
、
特
に
長
崎
町
人
が
唐
人
文
化
を
模
し
た
も
の
も
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。
唐
人
屋
敷
に
住
む
唐
人
に
と
り
、
日
本
人
に
よ
る
演
奏
や
演
舞

で
あ
っ
て
も
「
望
郷
の
念
」
を
抱
く
も
の
で
、
ま
た
、
長
崎
町
人
が
異
国
文
化

を
体
感
で
き
る
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

唐
人
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
東
ア

ジ
ア
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
数
み
ら
れ
る
。
特
に
「
華
夷
変
態
」
を
め
ぐ
る

日
中
両
国
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
郭
陽
氏
の
研
究
に
て
、
詳
細
に
紹
介
・
評

価
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

も
っ
と
も
、
明
清
交
替
期
の
な
か
で
も
、
主
要
な
典
拠
と
な
る
『
華
夷
変
態
』

の
所
収
風
説
書
な
ど
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
す
で
に
、
鄭
氏
政
権
に
よ
っ
て
幕

府
へ
援
軍
要
請
す
る
日
本
乞
師
の
時
期
、
三
藩
の
乱
の
時
期
、
定
高
仕
法
の
時

期
、
海
舶
互
市
新
例
（
正
徳
新
例
）
の
四
期
に
分
け
ら
れ
る
と
す
る
。
国
内
で

の
研
究
に
目
を
向
け
る
と
、
一
六
七
三
（
延
宝
元
）
年
以
後
の
分
析
が
多
数
を

占
め
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、『
華
夷
変
態
』
に
収
め
ら
れ
る

唐
船
風
説
書
が
一
六
七
四
年
以
後
、
大
量
の
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。

ま
た
そ
の
時
期
は
、
鄭
氏
政
権
に
よ
る
日
本
乞
師
が
終
わ
る
時
で
も
あ
り
、
そ

の
点
で
、
日
本
に
お
け
る
延
宝
期
は
長
崎
唐
人
た
ち
の
活
動
に
変
化
が
見
ら
れ

る
一
つ
の
画
期
と
な
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

他
方
、『
華
夷
変
態
』
は
情
報
伝
達
の
側
面
か
ら
の
研
究
も
あ
り
、
三
藩
の

乱
を
め
ぐ
る
鄭
経
の
行
動
を
め
ぐ
る
研
究
や
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
日
本
へ
伝
達

さ
れ
る
経
路
を
め
ぐ
る
研
究
な
ど
が
知
ら
れ
る（

（
（

。

　

ま
た
、
長
崎
唐
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
唐
人
文
化
を
は
じ
め
、
長
崎
奉
行

や
唐
通
事
を
は
じ
め
と
し
た
、
役
職
に
関
わ
る
研
究
が
主
と
な
る
。
長
崎
唐
人

に
か
か
る
史
料
は
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
や
『
唐
人
番
日
記
』
に
み
ら
れ
る
公

務
記
録
に
近
い
も
の
、
あ
る
い
は
犯
罪
に
つ
い
て
記
し
た
「
犯
科
帳
」
な
ど
に

限
定
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
唐
人
達
の
日
常
を
知
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。
唐
通

事
に
つ
い
て
は
、
制
度
分
析
や
唐
通
事
の
家
系
研
究
、
彼
ら
を
通
じ
た
長
崎
交

易
の
実
態
解
明
が
中
心
で
あ
る（

5
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
長
崎
唐
人
に
つ
い
て
は
、

延
宝
年
間
以
後
の
状
況
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

『
唐
通
事
会
所
日
録
』
巻
一
に
記
載
さ
れ
る
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
）

に
か
か
る
唐
人
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

寛
文
期
に
お
け
る
長
崎
唐
人
と
地
役
人
に
関
す
る
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
「
唐
通
事
会
所
日
録
」
所
収
記
事
か
ら
―

鍋
本
由
徳

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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た
と
え
ば
、
日
本
乞
師
に
か
か
る
情
報
は
、
鄭
氏
の
動
き
と
そ
れ
に
対
す
る

幕
藩
領
主
の
動
向
は
詳
細
に
知
ら
れ
る
が
、
唐
船
が
来
航
す
る
長
崎
に
何
ら
か

の
影
響
は
与
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
唐
通
事
会
所
が
開
設
さ

れ
る
以
前
、
唐
通
事
と
唐
人
、
長
崎
奉
行
ら
と
の
関
わ
り
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
記
録
の
な
か
か
ら
、
日
本
へ
渡
航
し
た
唐

人
た
ち
と
唐
通
事
と
の
関
わ
り
や
、
唐
人
と
長
崎
奉
行
と
の
関
係
を
読
み
取
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
（
寛
文
期
）
に
記

さ
れ
て
い
る
内
容
を
対
象
、
特
に
寛
文
三
年
の
唐
船
を
め
ぐ
る
一
件
を
中
心
に

紹
介
し
、
交
易
以
外
の
事
例
に
着
眼
点
を
充
て
て
い
く
。

一
、
日
本
乞
師
と
唐
人
屋
敷
設
置
前
の
唐
人

（
１
）
日
本
乞
師

　

十
七
世
紀
半
ば
の
大
陸
は
、
明
か
ら
清
へ
の
王
朝
交
替
、
い
わ
ゆ
る
華
夷
変

態
の
時
期
に
あ
た
る
。
日
本
に
お
け
る
貞
享
年
間
、
清
国
の
影
響
下
に
置
か
れ

た
商
人
や
清
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
「
公
儀
船
」
が
長
崎
へ
来
航
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
か
ら
清
へ
の
王
朝
交
替
は
、
長
崎
に
来
る
唐
人
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
事
実
、
十
八
・
十
九
世
紀
に
お
け
る
唐
人
屋
敷
の
絵

画
や
、
長
崎
を
描
い
た
地
誌
の
挿
絵
に
み
ら
れ
る
唐
人
の
多
く
は
辮
髪
と
な
っ

て
い
る（

6
（

。

　

鄭
成
功
ら
に
み
ら
れ
る
明
の
遺
臣
た
ち
の
清
へ
の
抵
抗
は
直
接
的
で
あ
る

が
、
長
崎
に
来
る
唐
人
た
ち
へ
の
影
響
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
も
そ
も
長
崎

に
来
る
唐
人
は
、国
と
国
と
の
交
易
を
お
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
、

唐
船
が
頻
繁
に
来
航
し
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
大
陸
か
ら
の
商
船
の
多
く
は
私

貿
易
で
あ
り
、
明
の
許
可
を
受
け
た
上
で
の
来
航
で
は
な
か
っ
た
。
明
と
の
交

易
は
朝
貢
貿
易
で
、
海
禁
政
策
が
緩
和
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
公
に
日
本
や

琉
球
へ
の
渡
航
は
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
六
四
四
年
（
和
暦
寛
永
二
十
一
年
・
正
保
元
年
）、
清
が
北
京
を
占
領
し

て
中
国
支
配
を
宣
言
す
る
と
、
中
国
南
部
に
い
た
明
の
皇
族
と
官
僚
は
南
明
を

建
て
清
に
抵
抗
し
た
。
そ
の
後
、
永
暦
帝
を
最
後
に
明
は
滅
び
、
そ
の
な
か
で
、

明
の
遺
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
鄭
成
功
が
台
湾
を
拠
点
に
し
て
鄭
氏
政
権
を
建
て

て
引
き
続
き
抵
抗
し
、
鄭
成
功
の
死
後
も
鄭
経
ら
に
よ
っ
て
意
思
が
引
き
継
が

れ
た
も
の
の
、
一
六
八
三
年
、
清
に
降
伏
し
た
。

　

明
の
遺
臣
が
江
戸
幕
府
へ
援
軍
要
請
し
た
こ
と
は
「
日
本
乞
師
」
と
し
て
知

ら
れ
る（

（
（

。
明
か
ら
清
へ
の
交
替
に
か
か
る
情
報
は
日
本
へ
も
も
た
ら
さ
れ
た
。

幕
府
は
日
本
へ
来
る
唐
船
か
ら
の
情
報
収
集
に
つ
と
め
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
通

訳
で
あ
る
唐
通
事
を
介
し
て
翻
訳
さ
れ
、
江
戸
幕
府
へ
伝
達
さ
れ
た
。
明
の

状
況
は
長
崎
に
い
る
明
の
商
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
長
崎
奉
行
へ
注
進
さ
れ

た（
（
（

。そ
こ
で
は
明
の
亡
命
政
権
樹
立
に
ま
で
言
及
さ
れ
、微
に
入
り
細
に
わ
た
っ

て
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
何
も
唐
人
共
に
色
々
相
尋
候
へ
ど
も
、
北
京
へ
遠
き

国
之
も
の
共
に
て
御
座
候
故
、
十
人
は
十
色
に
申
候
、
一
圓
口
揃
不
申
候
へ
ど

も
、
風
聞
之
通
書
付
指
上
申
候
、
以
上
」
と
あ
る
よ
う
に（

（
（

、
唐
人
が
伝
え
る
情

報
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

最
初
の
日
本
乞
師
は
一
六
四
五
（
正
保
二
）
年
、
周
崔
芝
が
日
本
へ
救
援
要

請
し
た
時
で
あ
る
。
二
通
の
書
翰
が
長
崎
経
由
で
江
戸
へ
伝
達
さ
れ
た
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
林
鵞
峰
が
書
翰
を
将
軍
へ
読
み
上
げ
、
老
中
松
平
信
綱
が
井

伊
直
孝
宅
に
て
鵞
峰
か
ら
内
容
を
知
ら
さ
れ
た
。
長
崎
奉
行
馬
場
利
重
は
江
戸

に
、
山
崎
正
信
は
長
崎
に
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
や
長
崎
唐
人
の
交
易
に
関

わ
っ
て
い
た
大
目
付
井
上
政
重
が
、
こ
れ
に
関
わ
っ
た
。
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こ
の
援
軍
要
請
に
対
し
、
大
名
の
な
か
に
は
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
が

甥
の
重
矩
に
充
て
た
文
書
に
、「
日
本
之
御
手
柄
此
上
無
之
候
、
御
加
勢
遣

申
度
候
、
我
ら
年
よ
り
久
敷
御
奉
公
成
か
た
く
奉
存
候
間
、
同
ハ
大
明
へ
渡

申
度
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
援
軍
を
支
持
す
る
者
も
い
た（

（1
（

。
江

戸
時
代
に
お
い
て
、
一
六
一
四
、一
五
（
慶
長
十
九
・
二
十
）
年
の
大
坂
の
陣
、

一
六
三
七
、三
八
（
寛
永
十
四
）
年
の
島
原
天
草
一
揆
以
来
、
日
本
国
内
で
は

武
家
に
よ
る
大
規
模
な
軍
事
行
動
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
「
御
奉
公
成

か
た
く
」
と
し
て
大
名
家
に
意
識
づ
け
ら
れ
、
こ
の
明
の
遺
臣
に
協
力
す
る
こ

と
は
、
軍
事
行
動
と
し
て
の
奉
公
を
実
現
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
、
在
江
戸
の
長
崎
奉
行
馬
場
正
重
と
大
目
付
井
上
政
重
は
、
在
長

崎
の
長
崎
奉
行
で
あ
る
山
崎
正
信
へ
「
日
本
と
大
明
と
勘
合
百
年
に
及
て
無
之

参考付表　1644～1689　蘭船･唐船来航数
年 西暦 蘭船 唐船 備　考

正保元年 （6（（ （ 清の北京占領、崇禎帝の自殺
正保２年 （6（5 （ 周崔芝長崎渡航（日本乞師開始）
正保３年 （6（6 5 黄徴明長崎渡航（援軍要請）

南京船渡来禁止
正保４年 （6（（ （
慶安元年 （6（（ 6 （0
慶安２年 （6（（ （ 5（ 黄斌卿長崎渡航（援軍要請）

鄭成功の援軍要請
慶安３年 （650 （ （0
慶安４年 （65（ （ （0
承応元年 （65（ （ 50
承応２年 （65（ 5 56
承応３年 （65（ （ 5（
明暦元年 （655 （ （5
明暦２年 （656 （ 5（
明暦３年 （65（ （ 5（
万治元年 （65（ （0 （（
万治２年 （65（ （（ （（
万治３年 （660 （ （（
寛文元年 （66（ （（ （（ 清の遷界令
寛文２年 （66（ （ （（ 鄭成功、台湾を奪還

鄭成功死去
寛文３年 （66（ 6 （（ 鄭経が長崎へ書翰（預り銀）
寛文４年 （66（ （ （（
寛文５年 （665 （（ （6
寛文６年 （666 （ （（ 長崎　宿町 / 附町制度
寛文７年 （66（ （ （（
寛文８年 （66（ （ （（
寛文９年 （66（ 5 （（
寛文（0年 （6（0 6 （6
寛文（（年 （6（（ （ （（
寛文（（年 （6（（ （ （（
延宝元年 （6（（ 6 （0
延宝２年 （6（（ 6 （（ 最後の援軍要請（日本乞師終了）
延宝３年 （6（5 （ （（
延宝４年 （6（6 （ （（
延宝５年 （6（（ （ （（
延宝６年 （6（（ （ （6
延宝７年 （6（（ （ （（
延宝８年 （6（0 （ （（
天和元年 （6（（ （ （
天和２年 （6（（ （ （6
天和３年 （6（（ 5 （（ 鄭氏政権崩壊
貞享元年 （6（（ 5 （（ 清による展海令
貞享２年 （6（5 （ （（ ※急激な唐船の増加
貞享３年 （6（6 （ （（
貞享４年 （6（（ （ （（5 唐人封込を計画
元禄元年 （6（（ （ （（（ 唐人屋敷建設開始
元禄２年 （6（（ （ （0 唐人屋敷の完成　中国人の移住
※船数は暫定として『長崎実録大成』記載記事による。
※表の網掛部分は「日本乞師」の時期にあたる
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に
よ
り
て
、
日
本
人
唐
へ
出
入
無
之
候
、
唐
船
年
末
長
崎
江
商
買
に
參
候
と
い

へ
ど
も
、
密
々
に
て
渡
候
よ
し
に
候
間
」
と
、
た
と
え
唐
船
が
長
崎
に
来
航
し

て
商
売
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
日
本
と
明
と
の
「
勘
合
」
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
私
貿
易
（
密
貿
易
）
と
し
て
の
交
易
で
あ
る
以
上
、
幕
府
が
公
式
に

援
軍
要
請
の
応
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
要
請
を
拒
絶
す
る
よ
う
の
指
示

し
て
い
る（

（（
（

。

　

以
後
、
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
へ
援
軍
要
請
を
送
っ
て
い
る
が
、
明
の

遺
臣
に
対
し
て
は
、鄭
氏
の
交
易
利
権
（
長
崎
貿
易
）
を
黙
認
す
る
だ
け
で
あ
っ

た
。
唐
船
に
よ
る
交
易
が
、
ど
こ
ま
で
鄭
氏
政
権
の
資
金
援

助
に
寄
与
し
た
の
か
を
こ
こ
で
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
結
果
、
明
に
近
い
立
場
の
唐
船
と
清
に
近
い
立
場
の
唐

船
と
が
と
も
に
長
崎
へ
入
港
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
グ
ラ
フ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
崎
に
来
航
す
る

船
数
は
、
徐
々
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
、

最
後
の
援
軍
要
請
で
あ
る
一
六
七
四
年
前
後
で
一
気
に
減
少

し
た
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

（
２
）
寛
永
か
ら
正
保
頃
の
長
崎
唐
人

　

次
に
明
清
交
替
期
に
お
け
る
、
長
崎
唐
人
の
状
況
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
こ
う
。
長
崎
へ
来
て
、
そ
の
ま
ま
居
を
構
え

た
者
を
住
宅
唐
人
と
呼
ん
で
い
る
。
十
七
世
紀
に
お
け
る
住

宅
唐
人
の
数
は
必
ず
も
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
十
八

世
紀
に
成
立
し
た
「
長
崎
実
録
大
成
」（
長
崎
志
）
に
は
「
日

本
住
居
唐
人
之
事
」
と
し
て
、
高
寿
覚
以
下
、
総
勢
三
十
五

名
を
列
記
す
る
。
唐
通
事
を
つ
と
め
た
家
に
つ
い
て
、
分
家

を
含
め
て
四
十
九
家
以
上
が
存
在
し（

（1
（

、「
長
崎
実
録
大
成
」
に
記
さ
れ
た
住
宅

唐
人
の
家
は
、
そ
の
後
、
日
本
名
を
名
乗
る
唐
通
事
と
な
っ
て
い
る
。
寛
永
期

前
後
、
唐
人
と
日
本
人
と
の
日
常
的
な
接
触
は
、
唐
年
行
司
・
唐
通
事
ら
、
住

宅
唐
人
の
家
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
政
策
に
よ
っ
て
交
易
制
限
が
進
む
と
、
唐
人
の
活
動
へ

も
影
響
が
見
ら
れ
た
。
事
実
、
一
六
三
五
（
寛
永
十
二
）
年
、
奉
書
船
以
外
の

異
国
渡
航
が
許
可
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
付
帯
事
項
と
し
て
「
日
本
住
宅

之
異
国
人
」
も
同
前
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
寛
永
初
年
ま
で
に
日
本
に
住
宅
を
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持
っ
て
い
た
住
宅
唐
人
も
許
可
な
く
国
外
へ
出
る
こ
と
は
で
き
ず
、
故
郷
で
あ

る
明
へ
行
く
こ
と
も
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
徐
々
に
長
崎
に
お
け
る

自
由
交
易
に
も
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

唐
人
の
場
合
、
一
六
八
九
（
元
禄
二
）
年
に
唐
人
屋
敷
へ
の
集
住
が
義
務
化

さ
れ
る
ま
で
、
行
動
範
囲
を
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た（

（1
（

。
唐
人
屋
敷

へ
集
住
す
る
前
、
一
六
八
八
（
貞
享
五
）
年
七
月
、「
唐
人
と
も
儀
阿
蘭
陀
人

差
置
日
本
人
与
出
合
申
不
申
様
に
い
た
し
可
然
候
」
と
の
指
示
が
江
戸
幕
府
老

中
か
ら
長
崎
奉
行
山
岡
景
助
と
宮
城
和
澄
に
充
て
て
出
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
れ
は
唐
人

屋
敷
へ
の
集
住
を
前
提
と
す
る
法
令
に
他
な
ら
な
い
。

　

唐
人
屋
敷
が
完
成
し
、
移
住
後
も
、
当
面
の
間
は
唐
人
の
屋
敷
と
長
崎
と
の

往
来
制
限
は
比
較
的
緩
か
っ
た
。
一
六
九
三
（
元
禄
六
）
年
、
長
崎
奉
行
川
口

宗
恒
・
山
岡
景
助
か
ら
「
唐
人
共
、
常
ニ
用
事
無
之
時
分
、
二
ノ
門
ゟ
出
候
事

可
為
無
用
、
用
事
有
之
、
出
候
と
て
も
、
乙
名
部
屋
・
通
事
部
屋
之
外
ニ
一
切

立
寄
申
間
敷
候
事
」
と
の
指
示
が
出
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
唐
人
は
、
用
事

で
出
る
際
は
通
事
へ
告
げ
る
必
要
が
あ
り
、
用
事
が
な
い
時
は
、
二
ノ
門
か
ら

出
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
仮
に
用
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
立
ち
寄
れ
る
部
屋

や
乙
名
部
屋
と
通
事
部
屋
に
限
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
四
年
後
に
は
、
唐
通

事
を
含
め
、
地
役
人
で
あ
っ
て
も
、
私
用
で
の
唐
人
屋
敷
出
入
り
は
禁
じ
ら
れ

た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

制
度
と
し
て
は
、
一
六
六
六
（
寛
文
六
）
年
に
定
め
ら
れ
た
宿
町
と
附
町
が

あ
る
。唐
人
商
人
は
指
定
の
宿
町
と
補
助
の
附
町
へ
宿
泊
す
る
制
度
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
に
大
き
な
制
限
、
喧
嘩
禁
止
、
火
の
用
心
、
交
易
期
限
を
記
し
た
法

令
は
翌
年
に
発
布
さ
れ
た
。
密
貿
易
や
喧
嘩
・
騒
動
は
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ

た
が
、
彼
ら
の
服
飾
・
食
文
化
・
歌
舞
音
曲
な
ど
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
屋

敷
移
住
前
、
交
易
で
は
規
則
に
よ
り
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
は
い
え
、

日
常
生
活
の
上
で
、
長
崎
町
人
と
唐
人
と
の
間
に
大
き
な
障
害
は
な
か
っ
た
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

二
、
寛
文
三
年
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
唐
船
攻
撃

（
（
）
唐
船
拿
捕
と
船
員
の
思
惑

　

さ
て
、
明
遺
臣
た
ち
に
よ
る
日
本
乞
師
が
展
開
さ
れ
た
正
保
～
延
宝
期
、
長

崎
に
は
鄭
泰
に
よ
っ
て
預
け
ら
れ
た
銀
が
あ
っ
た
。
こ
の
餘
銀
問
題
を
め
ぐ
る

長
崎
で
の
動
向
が
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
の
一
六
六
三
（
寛
文
三
）
年
以
後
に

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
端
を
簡
単
に
書
け
ば
、
鄭
氏
一
族
に
よ
っ
て
長
崎
へ

預
け
て
お
い
た
銀
の
返
還
を
め
ぐ
り
、
鄭
成
功
の
子
で
あ
る
鄭
経
が
返
還
を
求

め
、
そ
れ
に
対
し
て
、
銀
を
預
け
た
鄭
泰
の
一
族
も
返
還
を
求
め
た
一
件
で
あ

表　住宅唐人
家名 住宅唐人 家名 住宅唐人

平野 馮六※ 吉島 鄭崇明
穎川 陳冲一 西村 陳潜明
穎川 陳九官 清川 張三峯
穎川 陳一官 呉 呉栄宗（一官）
矢島 陳奕山 呉 呉宗円
彭城 劉一水 周 周辰官
彭城 劉焜臺 王 王心渠
陽 欧陽雲臺 薛 薛八官
林 林公琰 薛 薛性由
林 林楚玉 楊 楊鳴悟（一官）
河間 兪惟和 蔡 蔡昆山（三官）
何 何毓楚 井手 曾二官
何 何存阿 黄 黄二官
高尾 燓玉環 陸 陸應元（一官）
中山 馬栄宇 鉅鹿 魏之琰
東海 叙敬雲 陳 陳九官
盧 盧君玉 江 江七官
鄭 鄭二官
※長崎実録大成には出てこない



― 60 ―

る
。
明
清
交
替
期
に
お
け
る
唐
人
研
究
の
多
く
が
延
享
年
間
以
後
を
対
象
に
し

て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
餘
銀
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
論

じ
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い（

（1
（

。
先
述
の
通
り
、
明
清
交
替
に
と
も
な
い
、

船
数
は
限
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
長
崎
に
は
明
に
近
い
商
船
と
清
に
近
い
商

船
と
が
入
港
す
る
状
態
に
あ
っ
た
。
鄭
氏
政
権
内
部
で
餘
銀
を
め
ぐ
る
争
い
が

起
こ
っ
て
い
る
な
か
、
長
崎
で
は
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

一
六
六
三
（
寛
文
三
）
年
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
女
島
沖
で
唐
船
を
攻
撃
す
る
事

件
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
唐
通
事
会
所
日
録
』
で
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る（

（1
（

。

【
史
料
（
】

 

一　

寛
文
四
甲
辰
之
年
正
月
五
日
、
今
日
承
者
、
五
島
之
沖
ニ
て
お
ら
ん
た

唐
船
を
取
候
を
久
太
郎
様
江
戸
ニ
而
被
仰
上
候
處
ニ
、
御
意
被
成
候
者
、

今
度
之
儀
者
お
ら
ん
た
御
赦
免
被
成
候
、
重
而
之
儀
者
、
何
国
ニ
而
も
日

本
江
赴
ク
唐
船
取
候
儀
被
聞
召
上
候
ハ
ヽ
、
御
法
度
ニ
可
被
仰
付
候
之
よ

し
、
お
ら
ん
た
人
ニ
仰
渡
候
由
、
此
御
申
渡
し
高
木
作
右
衛
門
殿
御
出
ニ

て
何
レ
も
へ
被
仰
渡
候
由
、
…
…
（
中
略
）
…
…
同
六
日
、
今
日
為
御
意

高
木
作
右
衛
門
殿
藤
左
衛
門
所
江
御
出
ニ
て
被
仰
渡
候
覚
、　

江
戸
ゟ
申

來
候
ハ
、
今
度
女
嶋
之
沖
ニ
て
お
ら
ん
た
唐
船
を
取
候
儀
、
不
便
ニ
被
思

召
上
候
間
、
御
法
度
ニ
も
可
被
仰
付
之
處
ニ
、
又
お
ら
ん
た
人
訴
訟
申
上

候
者
、
今
度
高
砂
を
國
姓
森
官
ニ
と
ら
れ
申
候
故
、
唐
人
者
か
た
き
ニ
而

御
座
候
ニ
付
取
申
候
段
申
上
候
、
就
夫
、
今
度
ハ
先
ツ
お
ら
ん
た
人
を
御

赦
免
被
成
候
、
重
而
ハ
何
之
國
遠
所
ニ
而
も
手
さ
し
仕
、
唐
船
を
取
申
候

ハ
急
度
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
旨
、
お
ら
ん
た
人
江
も
被
仰
渡
候
間
、
…
…

一
六
二
三
年
、
台
湾
に
進
出
し
た
オ
ラ
ン
ダ
が
城
砦
を
築
き
、
そ
の
翌
年
に
明

と
交
戦
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
台
湾
進
出
を
認
め
る
こ
と
が
講
和
条
件
の
一
つ
と

な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
城
砦
は
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
と
し
て
再
建
さ
れ
、
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
大
陸
を
追
わ
れ
て
た
鄭

成
功
ら
が
台
湾
に
拠
点
を
つ
く
る
た
め
、
一
六
六
一
年
か
ら
一
六
六
二
年
に
か

け
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
を
攻
撃
し
て
、
陥
落
さ
せ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
台
湾
の
拠

点
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
高
砂
を
国
姓
森
官
に
と
ら
れ
」
た
こ
と
に
よ
り
、

唐
人
を
目
の
敵
に
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
が
、
い
わ
ば
意
趣
返
し
と
し
て
、
日
本
へ

向
か
っ
て
い
る
唐
船
を
攻
撃
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
へ
来
る
唐
船
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
、
幕
府
に
と
っ
て
許
し
が
た
い
こ
と

で
あ
り
、
家
康
の
頃
も
、
日
本
へ
来
航
す
る
船
は
幕
府
に
よ
る
保
護
下
に
置
か

れ
て
い
た
。
今
回
、
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
船
に
対
し
て
、
次
に
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
し
た
場
合
は
処
罰
す
る
こ
と
を
告
げ
た
上
で
、
今
回
の
件
を
赦
免
し
た
と
い

う
。
オ
ラ
ン
ダ
側
は
台
湾
を
鄭
成
功
に
奪
わ
れ
た
た
め
、
清
と
提
携
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
鄭
氏
政
権
に
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
一
六
六
二
年
に
は

厦
門
や
金
門
に
お
い
て
鄭
氏
攻
撃
に
赴
い
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
船
に
攻
撃
さ
れ
た
唐
船
の
乗
組
員
に
つ
い
て
、『
唐
通
事
会
所
日

録
』
正
月
七
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る（

（1
（

。

【
史
料
（
】

昨
日
被
仰
渡
候
段
ニ
、
又
中
間
江
申
来
候
ハ
、
我
等
旦
那
潮
州
之
こ
う
り

よ
ん
ハ
国
姓
森
官
と
ハ
敵
対
ニ
而
候
間
、
只
今
此
貳
拾
四
番
船
ニ
便
乞
罷

り
渡
り
候
ハ
、
中
々
迷
惑
ニ
逢
、
財
命
共
ニ
召
と
ら
れ
候
儀
ニ
候
間
、
當

六
月
頃
迄
當
御
地
江
被
召
置
被
下
候
へ
の
よ
し
御
訴
訟
被
成
可
被
下
由
申

来
候
ニ
付
、
中
間
相
談
ニ
而
此
段
被
仰
上
候
処
ニ
、
与
兵
衛
様
殊
外
ニ
中

間
御
し
か
り
被
成
候
、
左
様
ニ
国
姓
と
敵
対
な
ら
ハ
、
本
ゟ
此
段
中
間
ゟ

不
申
候
哉
と
御
し
か
り
被
成
候
、
就
夫
、
今
度
初
官
儀
是
非
卯
ノ
貳
拾
四
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番
船
帰
帆
之
節
便
乞
セ
可
被
遣
候
、
後
貳
拾
四
番
船
之
船
頭
江
も
能
々
中

間
ゟ
申
付
、
後
初
官
大
明
ニ
罷
帰
り
候
と
て
も
、
何
た
る
而
さ
し
も
不
仕

候
様
ニ
可
申
遣
候
、
さ
な
く
ハ
与
兵
衛
様
御
方
ゟ
後
貳
拾
四
番
船
頭
江
御

申
含
可
被
遣
候
よ
し
、
兎
角
今
度
之
貳
拾
四
番
船
ニ
乗
遣
し
可
申
候
由
御

意
被
成
候
…
…
…
…
同
十
日
、
…
左
候
へ
ハ
、
追
付
私
旦
那
之
船
潮
州
ゟ

罷
渡
り
候
者
、
其
船
ニ
乗
り
帰
帆
可
仕
候
、
今
度
国
姓
船
ニ
乗
罷
渡
り
候

得
者
、
身
命
無
御
座
候
段
申
上
候
、
則
被
聞
召
上
候
而
御
赦
免
被
成
候
、

訴
訟
者
御
前
へ
御
留
メ
被
成
、
御
扣
者
平
石
二
郎
左
衛
門
ニ
有
之

オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
唐
船
の
船
員
た
ち
は
、幕
府
（
長
崎
奉
行
）

に
よ
っ
て
「
二
十
四
番
船
」
に
乗
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
五
島
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
二
十
九
名
の
船
員
の
う
ち
、
一
名
は
江
戸

か
ら
の
指
示
が
あ
る
ま
で
そ
の
ま
ま
待
機
す
る
よ
う
に
と
長
崎
町
年
寄
の
高
木

作
右
衛
門
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
船
員
の
一
部
が
唐
通
事
仲
間
へ
話
し
た
こ
と

が
【
史
料
（
】
の
内
容
と
な
る
。
船
員
の
雇
い
主
は
広
東
に
あ
る
潮
州
の
人
で
、

こ
の
人
物
が
鄭
成
功
と
敵
対
す
る
側
に
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

幕
府
か
ら
二
十
四
番
船
で
帰
国
せ
よ
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
二
十
四
番
船
に
乗

る
の
は
迷
惑
で
あ
る
と
話
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
二
十
四
番
船
は
、
手

鄭
氏
政
権
に
近
し
い
船
で
あ
る
こ
と
、
一
方
、
攻
撃
さ
れ
た
唐
船
は
鄭
氏
政
権

で
は
な
く
清
側
に
近
い
船
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

台
湾
が
鄭
氏
政
権
の
掌
中
に
収
ま
っ
て
以
来
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の

バ
タ
ヴ
ィ
ア
政
庁
が
清
と
軍
事
提
携
を
結
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ

ン
ダ
船
が
五
島
沖
で
攻
撃
し
た
唐
船
は
、
清
政
権
に
近
い
船
で
あ
っ
た
。
政
庁

や
台
湾
当
事
者
の
レ
ベ
ル
で
は
明
ら
か
に
「
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
＋
清　

vs　

鄭
氏
政
権
」
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
末
端
の
オ
ラ
ン
ダ
船
に
と
っ
て
は
、

唐
船
が
鄭
氏
政
権
側
で
あ
ろ
う
と
清
側
で
あ
ろ
う
と
、
唐
船
で
あ
れ
ば
関
係
な

く
攻
撃
す
る
と
い
っ
た
考
え
方
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
清
の
船

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
鄭
氏
政
権
側
の
船
と
認
知
し
て
攻
撃
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
２
）
長
崎
奉
行
の
対
応

　

こ
れ
ら
の
事
実
は
日
本
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
を

改
め
て
み
て
お
こ
う
。

　

長
崎
に
預
け
て
置
い
た
銀
は
、
鄭
氏
政
権
内
部
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

返
却
を
め
ぐ
っ
て
唐
通
事
が
困
惑
す
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
政
権
内
部

で
内
訌
が
あ
っ
た
と
の
事
実
は
幕
藩
領
主
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
町
人
レ
ベ
ル

に
も
理
解
さ
れ
て
い
た（

11
（

。

　

日
本
乞
師
は
、
清
に
抵
抗
す
る
た
め
、
明
の
遺
臣
が
江
戸
幕
府
の
援
軍
要

請
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
同
意
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
六
四
五
（
正
保
二
）
年
の
鄭
芝
龍
に
よ
る
援
軍
要
請
以
来
、
日
本
乞
師
へ
の

態
度
は
一
貫
し
て
「
援
軍
を
送
ら
な
い
」
立
場
で
あ
り
、
一
方
で
、
鄭
氏
政
権

と
敵
対
し
て
清
国
へ
与
す
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
沈
黙
を
守
る
姿
勢
を
貫
い
て

い
た
。

　

さ
て
、
攻
撃
さ
れ
た
唐
船
船
員
は
、
二
十
四
番
船
で
の
帰
国
を
拒
否
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
半
年
間
長
崎
に
滞
在
し
た
い
と
の
要
望
を
出
し
て
き
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
唐
通
事
の
間
で
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
船
員
の
要
望
を
唐
通
事
か
ら

長
崎
奉
行
黒
川
正
直
へ
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
長
崎
奉
行

は
「
左
様
ニ
國
姓
と
敵
對
な
ら
ハ
、
本
ゟ
此
段
仲
間
ゟ
不
申
候
哉
と
御
し
か
り

被
成
候
」
と
唐
通
事
を
叱
っ
た
と
い
う（

1（
（

。

　
「
彼
ら
船
員
が
鄭
氏
政
権
に
敵
対
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
元
来
、
唐
通
事
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仲
間
か
ら
（
奉
行
へ
）
申
す
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
あ
る
。
な
ぜ

長
崎
奉
行
が
唐
通
事
を
叱
っ
た
の
か
、
そ
の
真
意
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

船
員
の
要
望
を
聞
い
て
、
そ
の
要
望
に
関
し
て
奉
行
へ
報
告
し
指
示
を
仰
ぐ
べ

き
こ
と
で
は
な
い
と
奉
行
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

鄭
氏
政
権
に
対
し
て
商
船
が
武
器
を
購
入
し
て
供
給
す
る
こ
と
は
私
貿
易
の

範
疇
に
あ
り
、
幕
府
が
直
接
関
与
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
幕
府
は
鄭
氏
政
権
に

も
清
に
も
与
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
中
立
的
な
立
場
で
あ
っ
た
。

奉
行
は
当
時
の
外
交
方
針
に
し
た
が
っ
て
船
員
に
帰
国
を
命
じ
た
だ
け
で
あ

る
。
唐
通
事
の
行
為
は
、
そ
れ
に
対
し
て
再
考
す
る
こ
と
を
暗
に
求
め
る
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
鄭
氏
政
権
に
敵
対
す
る
清
に
荷
担
す
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

唐
船
を
攻
撃
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
に
対
し
、
以
後
日
本
へ
来
る
唐
船
に
手
出
し

す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
し
た
の
は
、
交
易
の
た
め
に
日
本
へ
来
た
唐
船
だ
か

ら
で
あ
り
、
清
を
扶
け
る
た
め
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
鄭
氏
に
近
い
船
の
来
航
も

許
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
彼
ら
が
鄭
氏
政
権
を
支
援
す
る
た
め
に
武
器
を
船
に

載
せ
る
こ
と
も
禁
止
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

奉
行
は
唐
通
事
に
対
し
て
、
長
崎
滞
留
を
希
望
す
る
者
を
説
得
し
て
二
十
四

番
船
に
乗
っ
て
帰
国
さ
せ
る
こ
と
、
船
が
明
に
戻
っ
た
と
し
て
も
送
り
返
さ
れ

る
船
員
へ
手
出
し
し
な
い
よ
う
に
申
し
含
め
る
こ
と
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
奉

行
自
身
が
二
十
四
番
船
の
船
頭
た
ち
へ
話
し
て
も
よ
い
と
伝
え
て
い
る
。
奉
行

は
「
兎
角
今
度
之
貮
拾
四
番
船
ニ
乗
遣
し
可
申
」
と
早
く
船
員
を
長
崎
か
ら
出

立
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
た（

11
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
唐
通
事
仲
間
が
奉
行
に
叱
責
さ
れ
た
数
日
後
、
唐
通
事
の
穎
川

藤
左
衛
門
は
奉
行
に
呼
び
出
さ
れ
、
内
々
に
状
況
説
明
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に

さ
ら
に
六
、七
月
頃
ま
で
滞
在
を
希
望
し
て
い
る
初
官
に
対
し
て
再
度
滞
在
の

歎
願
を
出
す
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
潮
州
の
船
が
長
崎
へ
到
着

し
た
ら
、そ
の
船
に
乗
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
、「
今
度
国
姓
船
ニ
乗
罷
渡
候
得
者
、

身
命
無
御
座
候
」
と
、
長
崎
奉
行
の
指
示
通
り
に
乗
船
す
れ
ば
命
を
落
と
し
て

し
ま
う
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る（

11
（

。

（
（
）
船
頭
た
ち
の
訴
訟
と
長
崎
奉
行
の
見
解

　

閏
五
月
八
日
、潮
州
の
許
龍
か
ら
長
崎
奉
行
に
宛
て
て
書
翰
が
届
け
ら
れ
た
。

差
出
の
許
龍
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
攻
撃
さ
れ
た
唐
船
船
員
の
雇
主
「
こ
う
り
よ

ん
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
た

め
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
戻
っ
て
こ
な
い
船
員
あ
る
い
は
交
易
船
の
安
否
に

つ
い
て
で
あ
ろ
う
か
。

　

七
月
十
四
日
、
新
た
に
入
港
し
た
潮
州
船
ら
の
船
頭
と
、
去
冬
に
オ
ラ
ン
ダ

船
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
潮
州
船
の
船
頭
ら
が
連
判
に
て
訴
え
を
起
こ
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
未
詳
で
は
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て
捕
ま
っ
た
蘇
四

官
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
唐
通
事
の
間
で
は
こ
の
訴
え
の

扱
い
を
思
案
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
は
対
応
し
な
か
っ
た
。
約
二
ヶ
月
経
過
し

た
九
月
二
十
七
日
、
彼
ら
の
訴
状
を
長
崎
奉
行
黒
田
正
直
、
次
い
で
島
田
忠
政

へ
提
出
し
た（

11
（

。

　

十
月
六
日
に
両
奉
行
列
座
に
て
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
唐
船
を
捕
ら
え
た
こ
と
に

関
す
る
江
戸
で
の
詮
議
の
様
子
を
唐
通
事
へ
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

オ
ラ
ン
ダ
船
は
ど
の
船
で
あ
ろ
う
と
近
づ
い
て
く
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、（
オ

ラ
ン
ダ
船
に
唐
船
が
近
づ
い
て
き
た
）
去
年
も
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
た

め
、「
さ
て
ハ
國
姓
船
と
存
打
し
つ
め
申
候
」
と
、
近
づ
い
て
き
た
唐
船
を
鄭

氏
の
船
で
あ
る
と
判
断
し
て
攻
撃
し
沈
め
た
と
い
う
。
そ
の
上
で
、幕
府
は「
以

来
ハ
國
姓
船
ニ
而
も
、
日
本
へ
参
ル
船
ニ
手
さ
し
ニ
而
も
仕
候
ハ
ヽ
急
度
可
被
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仰
付
」
と
、
た
と
え
敵
で
あ
っ
て
も
日
本
へ
来
る
船
へ
攻
撃
し
た
場
合
は
処
罰

す
る
旨
を
決
定
し
た
の
だ
と
唐
通
事
へ
伝
え
た（

11
（

。

　

十
月
ま
で
船
員
が
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
も
と
も
と

長
崎
奉
行
が
即
時
帰
国
を
求
め
て
い
た
こ
と
、し
か
し
奉
行
の
配
慮
に
よ
り
六
、

七
月
ま
で
の
滞
在
許
可
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、

滞
在
の
再
延
長
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
通
事
の
一
部
は
訴
状
の
存
在

を
知
っ
て
い
た
が
、
一
部
は
「
此
方
不
存
候
」
と
知
ら
な
か
っ
た
。
此
方
が
誰

を
指
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

船
員
が
長
崎
を
離
れ
、
そ
の
あ
と
で
訴
状
の
存
在
を
知
り
、
改
め
て
奉
行
へ

問
う
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
か
。
明
確
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
奉
行
に
よ
る

唐
通
事
へ
に
回
答
を
見
る
限
り
、
今
後
の
交
易
の
安
全
性
を
め
ぐ
る
問
題
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
鄭
氏
側
と
間
違
え
ら
れ
て
船
を
沈
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
交
易

に
不
安
を
感
じ
た
船
員
や
唐
通
事
に
対
し
て
、
今
後
の
交
易
の
安
全
を
保
障
し

た
こ
と
に
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
明
清
交
替
期
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
唐
船
攻
撃
を
と
り

あ
げ
、
明
と
清
の
王
朝
交
替
な
ら
び
に
鄭
氏
政
権
の
動
向
が
、
長
崎
奉
行
や
唐

通
事
の
活
動
に
与
え
た
影
響
の
一
端
を
見
た
。

　

一
六
六
三
年
末
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て
清
側
の
唐
船
が
攻
撃
さ
れ
、
船
員

が
長
崎
へ
入
る
が
、
幕
府
は
鄭
氏
の
船
に
乗
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

奉
行
は
、
住
宅
唐
人
以
外
の
渡
航
唐
人
は
た
だ
ち
に
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
寛
永
期
以
来
の
決
ま
り
に
従
っ
て
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
船
員

は
敵
船
で
の
出
国
を
拒
否
し
、
長
崎
滞
留
を
唐
通
事
を
介
し
て
求
め
た
。

　

唐
通
事
は
そ
の
要
望
を
長
崎
奉
行
へ
伝
え
た
が
、
長
崎
奉
行
は
、
唐
通
事
が

す
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
不
快
感
を
示
す
が
、
結
果
と
し
て
滞
在
を
許

可
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
清
交
替
に
際
し
、
幕
府
は
鄭
氏
政
権
、
清
の
ど
ち
ら
の
味
方
を
す
る
わ
け

で
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
長
崎
へ
来
る
唐
船
に
つ
い
て
は
、
鄭
氏
で
あ
ろ
う
と

清
で
あ
ろ
う
と
、
交
易
船
と
し
て
来
航
す
る
限
り
、
他
国
の
手
出
し
を
認
め
ず
、

同
等
に
扱
っ
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
船
員
の
滞
留
を
認
め
な
い
原
則
は
、
鄭
氏

と
清
、
ど
ち
ら
側
に
も
与
し
な
い
と
す
る
幕
府
方
針
に
適
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
唐
船
の
船
員
た
ち
に
と
り
、
王
朝
交
替
は
自
身
の
身
の
上
に
関
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
間
に
入
る
唐
通
事
も
自
身
の
行
動
に
注
意
を
払
わ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

今
回
と
は
別
の
で
き
ご
と
を
一
例
に
出
す
と
、
一
六
六
九
（
寛
文
九
）
年
、

長
崎
崇
福
寺
住
持
任
免
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
っ
た
。
唐
寺
住
持
の
招
聘
や
決
定

で
は
長
崎
奉
行
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
万
福
寺
の
隠
元
が
、
崇
福
寺
住
持
を

任
命
す
る
た
め
に
僧
を
二
名
呼
び
寄
せ
、
住
持
と
し
て
曇
瑞
に
決
定
し
た
の
だ

が
、
長
崎
奉
行
松
平
隆
見
が
そ
れ
を
知
ら
ず
、
曇
瑞
と
崇
福
寺
の
即
非
が
叱
責

さ
れ
、
唐
通
事
の
職
務
へ
も
影
響
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の

は
、
書
翰
の
和
解
で
あ
る
。
唐
通
事
は
全
て
の
書
翰
を
和
解
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た（

11
（

。

　
【
史
料
（
】

異
国
ゟ
参
候
書
簡
和
ヶ
申
候
者
、
先
年
祚
爺
預
銀
之
儀
ニ
付
御
公
儀
様
ニ

異
国
ゟ
差
上
ヶ
申
候
書
簡
、
并
通
事
共
江
く
れ
候
書
簡
を
ハ
和
ヶ
指
上
ヶ

申
候
、
其
外
之
往
来
之
書
を
ば
通
事
共
立
合
改
見
申
候
て
、
き
り
し
た
ん

宗
門
之
事
書
候
物
、
或
者
御
法
度
之
事
書
た
る
も
の
有
之
候
か
と
改
申
迄
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ニ
て
、
御
法
度
事
無
之
書
翰
を
ば
終
ニ
和
ヶ
上
ヶ
候
覚
も
無
之

と
、
幕
府
へ
出
さ
れ
た
書
翰
や
唐
通
事
へ
出
さ
れ
た
書
状
に
つ
い
て
は
和
解
す

る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
唐
通
事
仲
間
で
相
談
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ

め
と
し
た
違
法
な
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
違
法
で
な
い
と
し
た
も

の
を
和
解
し
た
こ
と
は
な
い
、
と
唐
通
事
は
長
崎
奉
行
へ
弁
明
し
た
。

　

奉
行
は
、で
は
今
回
の
件
で
は
書
状
は
な
か
っ
た
の
か
と
尋
問
し
た
と
こ
ろ
、

以
前
書
翰
を
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
和
解
し
て
い
な
い
と

答
え
て
い
る
。
唐
人
た
ち
が
持
参
し
た
書
翰
に
つ
い
て
も
、
通
事
の
な
か
で
検

討
し
て
い
た
こ
と
が
奉
行
へ
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
唐
通
事
と
し
て
の
役
割
は
何
だ
っ
た
の
か
を
提
起
す
る
も
の
で
あ

る
。『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
を
具
に
見
て
い
く
と
、
唐
人
屋
敷
が
完
成
し
て

唐
人
の
行
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
く
前
の
唐
通
事
の
問
題
が
随
所
に
現
れ

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

註（
（
）
拙
稿
「
江
戸
時
代
、
長
崎
唐
人
番
・
唐
通
事
の
記
録
な
ど
に
み
る
日
中
関
係　

―
長
崎
に
残
る
唐
人
文
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本

文
化
研
究
』
第
二
十
二
輯　

二
〇
一
九
年
三
月
）。

（
（
） 

郭
陽
「
明
清
交
替
期
の
東
ア
ジ
ア
海
域
と
華
人
海
商 : 

『
華
夷
変
態
』
を
中
心

と
し
て
」（
学
位
論
文　

二
〇
一
四
年
）　https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/

opac_detail_m
d/?lang=0&

am
ode=M

D
（（（&

bibid=（（（5055　

二
〇
一
九

年
六
月
二
十
五
日
閲
覧
。

（
（
）龐
新
平「『
華
夷
変
態
』か
ら
見
た
清
初
の
海
禁
と
長
崎
貿
易
」（『
大
阪
経
大
論
集
』

第
五
五
巻
第
一
号　

二
〇
〇
四
年
五
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
（
）
郭
陽
「
唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』

四
二
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）、
松
尾
晋
一
「『
華
夷
変
態
』
と
対
馬
宗
家
か
ら

の
「
唐
兵
乱
」
情
報
（『
長
崎
県
立
大
学
国
際
社
会
学
部
研
究
紀
要
』
第
一
号　

二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

（
5
）
宮
田
安
『
唐
通
事
家
系
論
攷
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
九
年
）、
李
獻
璋
『
長

崎
唐
人
の
研
究
』（
親
和
銀
行
ふ
る
さ
と
振
興
基
金　

一
九
九
一
年
）、林
陸
朗『
長

崎
唐
通
事
―
大
通
事
林
道
栄
と
そ
の
周
辺
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
）な
ど
。

（
6
）『
長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
五
年
）、『
唐
館
図
蘭

館
図
絵
巻
―
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
蔵
』（
長
崎
文
献
社　

二
〇
〇
五
年
第
二
版

改
訂
）、『
長
崎
唐
館
図
集
成
―
近
世
日
中
交
渉
史
料
集
』（
関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
三
年
）
な
ど
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
（
）『
華
夷
変
態
』
や
『
通
航
一
覧
』
な
ど
に
鄭
芝
龍
や
鄭
成
功
ら
が
幕
府
へ
送
っ

た
書
簡
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
江
戸
幕
府
幕
閣
へ
送
ら
れ
た
一
六
四
四

（
正
保
元
）
年
以
来
、
一
七
一
七
（
享
保
二
）
年
ま
で
の
唐
船
風
説
書
を
編
纂
し

た
も
の
で
あ
る
。
清
が
建
国
宣
言
し
た
年
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鄭

氏
に
よ
る
日
本
乞
師
が
重
要
な
画
期
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
江
戸
幕
府
も
認
識

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
後
者
の
完
成
は
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
、
こ
の
年

は
い
わ
ゆ
る
黒
船
来
航
年
に
あ
た
り
、
幕
府
の
対
外
政
策
が
大
き
く
展
開
す
る

頃
に
あ
た
る
。
こ
の
い
ず
れ
に
も
日
本
乞
師
は
重
要
な
画
期
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
。

（
（
）「
大
明
兵
乱
伝
聞
自
長
崎
注
進
」（『
華
夷
変
態
』
上
冊　

東
洋
文
庫
叢
刊　

一
九
五
九
年
）
な
ど
。

（
（
）『
華
夷
変
態
』
上
冊
、
八
頁
。

（
（0
）『
華
夷
変
態
』
上
冊
、
八
頁
。

（
（（
）『
通
航
一
覧
』
巻
二
百
十
二
。

（
（（
）
宮
田
前
掲
『
唐
通
事
家
系
論
攷
』、
同
「
補
遺
唐
通
事
家
系
論
攷
」『
長
崎
市
立

博
物
館
館
報
』
第
二
十
五
号　

一
九
八
五
年
、
同
「
続
補
遺
唐
通
事
家
系
論
攷
」

『
同
前
書
』
第
二
十
六
号　

一
九
八
六
年
な
ど
。
唐
通
事
の
家
系
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
り
、
な
か
に
は
十
七
世
紀
の
住
宅
唐
人
を
祖
と
す
る
家
以
外
も
含
ま
れ

て
い
る
。

（
（（
）
拙
稿
前
掲
「
江
戸
時
代
、
長
崎
唐
人
番
・
唐
通
事
の
記
録
な
ど
に
み
る
日
中
関

係
。
李
前
掲
『
長
崎
唐
人
の
研
究
』。

（
（（
）「
長
崎
御
役
所
留　

中
」『
近
世
長
崎
・
対
外
関
係
史
料
』　

思
文
閣
出
版　

二
〇
〇
七
年
）、
一
三
八
～
一
三
九
頁
。

（
（5
） 

大
日
本
近
世
史
料
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
五
五

年
）、
三
二
九
頁
。
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（
（6
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
二
、二
三
九
～
二
四
六
頁
。

（
（（
）
郭
陽
前
掲
「
明
清
交
替
期
の
東
ア
ジ
ア
海
域
と
華
人
海
商
」。

（
（（
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、二
一
頁
。
な
お
、本
事
件
を
め
ぐ
り
、木
村
直
樹
「
異

国
船
紛
争
の
処
理
と
幕
藩
制
国
家
―
一
六
六
〇
年
代
東
ア
ジ
ア
海
域
を
中
心
に

―
」（
藤
田
覚
編『
十
七
世
紀
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』山
川
出
版
社　

二
〇
〇
〇
年
）

が
あ
り
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
渉
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、二
二
頁
。

（
（0
）
中
村
質
「
初
期
の
未
刊
唐
蘭
風
説
書
と
関
連
史
料
―
幕
府
の
海
外
情
報
管
理

を
め
ぐ
っ
て
―
」（
田
中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
吉
川
弘

文
館　

一
九
八
七
年
）
所
収
、
史
料
３
「
寛
文
三
年
台
湾
鄭
氏
内
訌
風
説
」　

五
三
五
～
五
三
六
頁
。

（
（（
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、二
二
頁
。

（
（（
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、二
二
頁
。

（
（（
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、二
三
頁
。

（
（（
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、二
五
頁
。

（
（5
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、二
四
頁
。

（
（6
）『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
、一
三
六
・
一
三
七
頁
。
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執
筆
者
紹
介
（
執
筆
順
）

近
　
藤
　
健
　
史
　
　
教
　
授	

（
通
信
教
育
部
）

高
　
田
　
智
　
之
　
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト	

（
元
共
同
通
信
社
記
者
）

木
　
村
　
　
　
一
　
　
非
常
勤
講
師	

（
通
信
教
育
部
）

鍋
　
本
　
由
　
徳
　
　
准
教
授	

（
通
信
教
育
部
）

猪
　
野
　
恵
　
也
　
　
准
教
授	

（
通
信
教
育
部
）

堀
　
井
　
弘
一
郎
　
　
非
常
勤
講
師	
（
通
信
教
育
部
）

髙
　
綱
　
博
　
文
　
　
教
　
授	
（
通
信
教
育
部
）
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はじめに

　Ulysses（1922）第 7 挿話“Aeolus”は比較的読み易い挿話であるが、「見出し」が

付されており、再読してもその奇抜な文体に読者は驚いてしまう。なぜ Joyce は“Ae-

olus”に「見出し」を付けたのか。Joyce の意図を探究しても結局絶対的な正解を得る

ことはできない。例えば、第 15 挿話“Circe”は小説の伝統的な表現形式である散文

ではなく、ラディカルな劇形式で描かれている。計画表によれば“Circe”の technic

は hallucination である。また、Richard Ellmann によれば Otto Weininger（1880-1903）

の Geschlecht und Charakter（1903）の影響があるという。（1） なぜ Joyce は halluci-

nation を描き、Geschlecht und Charakter の枠組みを採用したのか。正確な意図を探

るのはやはり無駄な作業である。ならば、各挿話に潜在するいわば文化的コンテク

ストをその一端であっても明らかにすることに興味が湧く。本稿は少し焦点化して

“Aeolus”の「見出し」に着目したい。「見出し」にはどんな背景が潜在しているの

だろうか、探ることにしたい。

１．「見出し」がつけられるまでの創作過程

　“Aeolus”の文体の特徴としてまず想起されるのは、すでに述べたように大文字で

書かれた 63 もの「見出し」である。だが、初出の 1918 年 10 月号の Little Review に

は「見出し」が付されていない。そこで“Aeolus”の創作過程を追ってみたい。1918

年 5 月 18 日付 Harriet Shaw Weaver 宛の手紙において Joyce は第 6 挿話“Hades”

が活字にされており、1 日か 2 日で送られると述べている（“. . . is now being typed 

and will be sent in a day or two”）。（2） 同 じ く 1918 年 7 月 29 日 付 Harriet Shaw 

Weaver 宛の手紙では、2、3 日前（“A few days[ago]”）に第 6 挿話“Hades”を

Ezra Pound（1885-1972）に送り、Harriet Shaw Weaver に第 7 挿話“Aeolus”を送

るつもりだと述べている。（3） 同じく 1918 年 8 月 25 日付 Harriet Shaw Weaver 宛の

手紙では、“Aeolus”を数日前（“some days [ago]”）に Ezra Pound に送ったと述べ

ている。（4） Michael Groden は、これらの内容を踏まえて、現存していない first drafts

から autograph fair copy までの創作期間を 1918 年 5 月の中頃から 8 月中頃までとし

Ulysses（1922）第7挿話“Aeolus”の「見出し」について
─テクスト、解釈、影響─

猪 野 恵 也

〔査読付論文〕
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ている。（5）

　その後、manuscript あるいは typescript を経て、1918 年 10 月号の Little Review

に“Aeolus”が掲載された。この Little Review の“Aeolus”にはすでに述べたよう

に「見出し」がない。この Little Review の“Aeolus”の冒頭部分を確認しておく。

Grossbooted draymen rolled barrels dullhudding out of Prince's stores and 

bumped them up on the brewery float.  Grossbooted draymen rolled barrels 

dullhudding out of Prince's stores and bumped them up on the brewery float.  

─ There it is, John Murray said.  Alexander Keyes.  

─ Just cut it out, will you?   Mr. Bloom said, and I'll take it round to the Tele-

graph office. （6）

第一文が繰り返されているが、原文のままである。「見出し」がないことが明白に確

認できる。

　Joyce の手は Little Review の後も緩まないので、創作過程をさらに追いたい。Lit-

tle Review 用の typescript に Joyce は訂正と加筆を続けた。1921 年の中頃、Joyce は、

フランスの印刷業者 Maurice Darantiers に加筆訂正した“Aeolus”を送る。（7） 見出

し」がついた時期は、Groden によると、1921 年 8 月初旬から同年 10 月までという。（8） 

1921 年 10 月 7 日付 Harriet Shaw Weaver 宛の手紙を引用したい。

TO HARRIET SHAW WEAVER

7 October 1921 9, rue de l'Universite, Paris VII

Dear Miss Weaver: A few lines to let you know I am here again with MSS and 

pencils （red, green and blue） and cases of books and trunks and all the rest 

of my impedimenta nearly snowed up in proofs and nearly crazed with work. 

Ulysses will be finished in about three weeks, thank God, and （if the French 

printers don't all leap into the Rhone in despair at the mosaics I send them 

back） ought to be published early in November. I sent the Penelope episode 

to the printer as Larbaud wants to read it before he finishes his article for the 

Nouvelle Revue Franҁaise. The Ithaca episode which precedes it I am putting 

order. It is in reality the end as Penelope has no beginning, middle or end. I ex-

pect to have early next week about 240 pages of the book as it will appear ready 

and will send on. Eolus is recast. Hades and the Lotus-eaters much amplified and 

the other episodes retouched a good deal. Not much change has been made in 
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the Telemachia （the first three episodes of the book）. （9） （下線は筆者による）

この手紙の下線部に着目すると、第 17 挿話“Ithaca”を「整えている」とあり、“Aeolus”

は書き直された（“recast”）という。この手紙において、念入りに作品を完成させよ

うとしている Joyce の意図を窺い知ることができる。

　1922 年 2 月 2 日、Shakespeare and Company より出版された Ulysses には「見出し」

が付されている。書き出しを確認しておこう。

IN THE HEART OF THE HIBERNIAN METROPOLIS

Before Nelson's pillar trams slowed, shunted, changed trolley started for Black-

rock, Kingstown and Dalkey, Clonskea, Rathgar and Terenure, Palmerston 

park and upper Rathmines, Sandymount, Green Rathmines, Ringsend, and 

Sandymount Tower, Harold's Cross.  The hoarse Dublin United Tramway 

Company's timekeeper bawled them off: 

─ Rathgar and Terenure!  

─ Come on, Sandymount Green! （10）

“IN THE HEART OF THE HIBERNIAN METROPOLIS”と「見出し」を確認する

ことができる。では、以下に続く 62 の「見出し」を読者はどのように読んだらよい

のか。東川正彦によれば「見出し」を付けたのは Myles Crawford であり、63 のそれ

ぞれの「見出し」に東川自身の精読に基づいた丁寧なコメントが付されている。一例

を示そう。8 番目の「見出し」についてである。

WE SEE THE CANVASSER AT WORK

ブルームの働きぶりを一体誰が見ているのだろう。「見出し」を書いたクロフォー

ドが、一つお手並み拝見、ということじゃないか、と言っているようである。（11）

このコメントを読むと Crawford の生身の息吹が「見出し」から伝わってくるようだ。

さらに東川は次のような突っ込んだ指摘をしている。

「見出し」そのもの（すなわちそれはクロフォードの編集の仕方ということであ

る）が、本文中のどんな描写よりも、クロフォードという人間を良く描写して

いるのだ、と言って良いだろう。（12）

「見出し」は「本文中のどんな描写よりも、クロフォードという人間を良く描写して
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いるのだ」という示唆的な指摘。東川は、「見出し」を付けたのは Myles Crawford

であるという前提から“Aeolus”中の「見出し」を読んでいる。だが、Crawford 自

身が客観視され、何者かによって描写されていると指摘しているのである。何者かに

よる描写。つまり、東川はメタレベルの語り手の存在に、ひいては作者といういわば

ブラックボックスを経由した文化的コンテクストに無意識的に言及しているのだ。メ

タレベルの語り手の存在と文化的コンテクスト。この 2 点は Joyce の意図の結果とい

うべきなのだろうか。我々は Joyce の意図を相対化することができるのではないだろ

うか。少し Joyce の意図を相対化する試みをしたい。

２．Joyce の意図

　手書き原稿などを確認すると Joyce はかなり念入りに作品の創作をしていること

がわかる。だが、Joyce の意図が全てなのだろうか。東川の指摘のように、“Aeolus”

を読む読者の解釈ということも念頭に置くべきではないのか。Joyce 文学における「見

出し」で思い浮かぶのは Dubliners（1914）の“A Painful Case”である。“A Painful 

Case”を少し考察してみたい。“A Painful Case”に登場するDublin Evening Mailの「見

出し」は Mrs Sinico の事故死を伝えている。Great George's Street South にある安

食堂で、偶然、その記事が Mr Duffy の目に留まり、彼は自宅の寝室でささやきなが

ら“a paragraph”（108）（13） を読み直す。記事の内容がそのままページ上に掲載され、

読者の目に直接触れることになる。

DEATH OF A LADY AT SYDNEY PARADE

A PAINFUL CASE

To-day at the City of Dublin Hospital the Deputy Coroner （in the absence of 

Mr　Leverette） held an inquest on the body of Mrs Emily Sinico, aged for-

ty-three years, who was killed at Sydney Parade Station yesterday evening.  

The evidence showed that the deceased lady, while attempting to cross the 

line, was knocked down by the engine of the ten o'clock slow train from Kings-

town, thereby sustaining injuries of the head and right side which led to her 

death. （109-111）

以下、Mrs Sinico の死亡記事は、“No blame attached to anyone”というやりきれ

ない結論に至るまで掲載されている。この記事は Mr Duffy が読んだ内容と同じであ

る。同時に読者はこの記事を読む Mr Duffy の心の中を覗きこんでいるようだ。なぜ

なら彼は一心不乱に記事の最後まで読んでいることが伝わってくるからである。「見
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出し」の“DEATH OF A LADY AT SYDNEY PARADE”は、Mrs Sinico に別れ

を告げた後も内心彼女のことを気にかけていた Mr Duffy の注意を引いただろう。副

題の“A PAINFUL CASE”は、Mrs Sinico の事故死ばかりではなく、本当に孤独に

なってしまった Mr Duffy の絶望的な状況を言及しているようで大変効果的である。

Marvin Magalaner はこの新聞記事の文体の特徴について次のように指摘している。

Since this newspaper article in the story is intended to simulate the dead mat-

ter-of-factness of mediocre journalistic prose—a level approached by all the 

Dublin papers of the time that I have examined—one might think that Joyce's 

painstaking efforts could have been saved for passages more worthy of artistic 

care. （14） 

“the dead matter-of-factness of mediocre journalistic prose”がこの記事の特徴であ

る。Mr Duffy の Mrs Sinico に対する愛情の拒否。そのせいで孤独を感じ、飲酒に耽り、

結局事故死した Mrs Sinico。そして彼女の事故死を知って衝撃を受けた Mr Duffy。

この密やかな恋愛ドラマと新聞記事の陳腐な文体は対照的である。「・・・を真似よ

うと意図されている」（“… is intended to simulate …” ）、「ジョイスの大変な骨折り」

（“Joyce's painstaking efforts”）とあるのは示唆的である。なぜなら、単調な文体を

計算する Joyce の意図を Magalaner は前提としているからである。

　やはり Joyce の意図が全てなのであろうか。テクストは解釈されうるものという一

面もあるのではないだろうか。例えば、C.H. Peake によれば、Mr Duffy は人間関係

に対する見方を変えない、彼の痛切な経験は彼のこれからの変化を約束するものでは

ないという読みをしている。（15）この読み方は Mr Duffy の未来を予想する読み手中心

の態度であり、創造的な解釈で興味深い。Peake のこのような読み方を踏まえて、テ

クストに対する立ち位置を読み手中心としてみたい。読者の解釈を強調したいので

あればそれなりの手続きが必要である。すなわち、作者の意図を相対化しなければ

ならない。Robert Eaglestone は，“In many novels or plays, several points of view 

are presented, for example, through different characters. Which point of view is the 

author's ? And even if there are passages written in the first person‘I', how do we 

know if this is the author?”と作者の意図を探ることに疑問を呈している。（16） 

　さらに、ロラン・バルト（1915-80）は「作者の死」において次のような指摘をしている。

われわれは今や知っているが、テクストとは、一列に並んだ語から成り立ち、

唯一のいわば神学的な意味（つまり、「作者 = 意味」の《メッセージ》というこ

とになるだろう）を出現させるものではない。テクストとは多次元の空間であっ
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て、そこではさまざまなエクリチュールが、結びつき、異議をとなえあい、そ

のどれもが起源となることはない。テクストとは無数にある文化の中心からやっ

て来た引用の織物である。（17）

バルトによればテクストとは「引用の織物」であり、解釈されるものである。もっと

言えば、「読者の誕生」を唱えている。（18） バルトはテクストにおける作者の絶対的な

地位を相対化している。

  A Portrait of the Artist as a Young Man（1916）（19）で Stephen Dedalus は、作品に

対する芸術家（作者とも言ってよい）の位置について Lynch を相手に述べている。

よく引用される重要な個所の一つである。

The artist, like the God of the creation, remains within or behind or beyond or 

above his handiwork, invisible, refined out of existence, indifferent, paring his 

fingernails. （219）

Stephen のこの言葉はどのように理解されるべきなのか。創造物において芸術家の意

図を認めるのか認めないのか。この引用文を一般的な問題として捉えてみたい。C.H. 

Peake はこの一節の読み方を教えてくれる。

Certainly in one sense he[the artist] is detached, but as God may be said to be 

detached, because all his concern has been projected into the creation, where 

it fills every person with vital force, as Stephen had seen in his religious period 

every leaf and twig charged with God's power and love. （20）

芸術家は「思いの丈のすべて」（“all his concern”）を作品に込めたなら、もう作品に

は無関心であり、自己の存在を消し、神のごとく作品から離れる。観賞者（あるいは

読み手）は作品を通して人間の生命力なり新しい価値観を感じ取り、解釈をする。こ

のような構図となれば作品における芸術家の意図を探る事自体あまり意味がなくなっ

てしまい、観賞者即ち読者の解釈を強調してもよいということになる。

　“Aeolus”に話を戻そう。Ulysses 中の新聞について Kershner の指摘が参考になる。

I want to suggest that Joyce, sensitive to the disturbing political implications 

of modernist specialization, what we might call the hypertrophy of the author 

function, is borrowing what Benjamin saw as a potential ‛remedy'from the 

newspaper, willfully fragmenting his own authorial voice into the multitude of 
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forms and voices that, in Ulysses, demands the reader's active participation. （21） 　

（下線は筆者による） 

Joyce はいわば創造主としての声を複数に分断し、Ulysses の読者の多様な解釈を促

している。それゆえ、読者が「見出し」の意味付けをすべきであり、読者がその背景

をあぶりだすべきだということになる。

３．「見出し」の解釈

　それでは「見出し」についての解釈を時系列に沿っていくつか示そう。Hodgart に

よると「見出し」は“headlines”というよりも、挿絵あるいは写真に対する匿名の

編集補佐（“an anonymous sub-editor”）が付けた“captions”の方が適切だとして

いる（22）。この解釈に Peake は異を唱え、「見出し」は“headlines”、“sub-headlines”

であり、“Aeolus”中の“headlines”はジャーナリズムにおけるレトリックの堕落を

示していると指摘している。（23）いずれにせよ読み手による意味付けであるが、突っ

込んだ解釈とはいえない。だが、Karen Lawrence は少し詳しく解釈している。

　

The headings function as the sign of language divorced from a single conscious-

ness, however, not only because they are so obviously written and printed but 

also because they represent anonymous, collective discourse. For the language 

of the headings is the borrowed language of that agency of collective author-

ship, the press. （24） （下線は筆者による）

それぞれの「見出し」は匿名のかつ集合的ディスクールを表すという指摘。そして「見

出し」に対して複数の語り手の存在を認めること。すなわち、「見出し」をつけた語

り手は「第 2 の語り手」（25）あるいは“arranger”（26）という単一の人格の概念にとど

まらないということになる。複数の「見出し」を付けたのは単一ではなく、複数の人

格であり、それぞれの「見出し」から複数の「声」がそろそろ読者に聴こえてきそう

である。

　それぞれの「声」には出典があるはずである。ここで「見出し」の出典について辿っ

てみたい。Francis Phelan によると、“Aeolus”の「見出し」には Arthur Griffith

（1872-1922）の新聞 Scissors and Paste の影響が見られるという。（27）“Aeolus”の「見

出し」はカットスクエア、断片、ちぎれた縁の再整理であり、Scissors and Paste の「見

出し」と類似している。「見出し」にこだわらず、もう少し拡げて言えば、当時の新

聞の種類について Scissors and Paste だけがもちろん 20 世紀末の Dublin の新聞では
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ない。Kershner によれば 1904 年の Dublin においてメジャーな新聞は 14 種類に及ぶ

という。（28）Kershner は当時の新聞をめぐる様相について次のように説明している。

Newspapers of the time had no choice but to stake out a position on most of 

the issues of the day -nationalism versus maintenance of the Union, further 

Catholic emancipation versus the status quo, support of tenant rights versus 

support of landlords, Home Rule versus the rule of Parliament, and, of course, 

the question of whether or not to support Parnell, which continued to be a di-

visive issue for years after the man's death. Indeed, since newspapers took a 

rather more active involvement in cultural issues than they do today, and since 

those cultural issues themselves usually had political ramifications, papers 

were organs for the arts not only through reviews of and publicity for books, 

concerts, and plays, but also through the poems and stories printed in them on 

a regular basis. （29） 

この引用によれば、各新聞はそれぞれの政治的立場を明らかにしている。しかも各新

聞を比較するとそれぞれの立場は対極的となる。例えば、ナショナリズム対ユニオン、

ホームルール対議会、パーネル対反パーネルなどである。さらに各新聞は、書評や広

告、詩や物語の連載を載せることによって芸術のための機関となっている。たくさん

の新聞が発行されていたということは、同時に様々な「声」が当時の Dublin にはあ

ふれていたということである。Patrick Collier も同じような指摘をしている。

　

Thus in 1904 Ireland, separate newspapers represented competing wings of 

the nationalist movement and answered back to various Unionist papers. Irish 

newspapers at the turn of the century may have reified a sense of “Ireland a 

Nation,”but they also emphasized the ongoing contestation and revision within 

this project. By the time of Ulysses, Joyce had come to emphasize the troubling 

aspects of this process. （30）

　

この指摘によれば、やはり、ナショナリスト寄りの複数の新聞、ユニオニスト寄りの

複数の新聞が存在する。それぞれの新聞がそれぞれの主張をし、応答しあう。突っ込

んでいえば、論争し訂正するという。つまり、「声」がただ雑然とあふれていたので

はなく、いわば対話をしている「声」があふれていたということになる。ちなみに

1910 年の Thom's を調べてみると Dublin で 78 種類もの新聞の存在を確認すること

ができた。（31） 1904 年の状況とその後の状況を比べても、あまり変わらないというこ
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とになる。多様な新聞の「声」の存在に Ulysses の“Aeolus”の背景すなわち文化的

コンテクストを求められると私は考えたい。“Aeolus”は当時の「うるさい」ジャー

ナリズムの反映である。ただし、第 4 挿話“Calypso”において Leopoid Bloom がト

イレで用を足した時、彼は雑誌ではあるが Titbits でお尻を拭いていた。新聞は一般

の人々にとって束の間で軽い存在であることも忘れてはならない。すなわち、新聞の

「声」は軽んじられているか、読んでも簡単に忘れ去られてしまうのである。

４．複数の「声」による複数の「見出し」の影響

それでもやはり、Bloom は Titbits に夫婦の連名で何か書いて原稿料をせしめよう

と反応している。Bloom は新聞や雑誌に何かしらの反応しているのである。20 世紀

末の Dublin には各新聞による対話的な「声」があふれていた。このことからさらに

何が言えるのだろうか。Cheryl Herr は“Aeolus”の中の「見出し」について次のよ

うに述べている。

By the same logic, the headings signify, among other things, the attempt of the 

press to hold sway over discourse in Irish society. This effort to control be-

comes critical when we consider that what the press presents as fact is often a 

seemingly authoritative version of personal opinion. （32） 

“Aeolus”の「見出し」はアイルランド社会におけるディスクールを支配しようとす

る試みであり、「見出し」は事実を簡潔に要約しているのではなく、個人の見解となっ

ている。ここで少し実際に「見出し」の実例を考察してみたい。例として 48 番目の「見

出し」を考察したい。Stephen が、二人の敬虔で貧しい老女すなわち Anne Kearns

と Florence MacCabe を登場させ、老女二人が Nelson's pillar を登り、Dublin の街を

見学するだけの小話を professor MacHugh を相手にしている場面である。

  

DEAR DIRTY DUBLIN

　Dubliners. 

─ Two Dublin vestals, Stephen said, elderly and pious, have lived fifty and fif-

tythree years in Fumbally's lane. 

─ Where is that? the professor asked. 

─ Off Blackpitts, Stephen said. 

　Dump night reeking of hungry dough. Against the wall. Face glistering tal-

low under her fustian shawl. Frantic hearts. Akasic records. Quicker, darlint! 
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　On now. Dare it. Let there be life. 

─ They want to see the views of Dublin from the top of Nelson's pillar. They 

save up three and tenpence in a red tin letterbox. They shake out threepenny 

bits and sixpences and coax out the pennies with the blade of a knife. Two and 

three in silver and one and seven in coppers. They put on their bonnets and 

best clothes and take their umbrella for fear it may come on rain. 

─ Wise virgins, professor MacHugh said.  （7.921-937）

Stephen はこの小話をする前に“Dublin. I have much, much to learn.”（17.15）と思っ

ている。Stephen は、Dublin を去ってパリに赴いたものの、母の危篤の電報を受け取

り、急遽帰国した。亡き母の霊におびえつつも Stephen の Dublin に対する見方に変

化があったと読みたい。Stephen にはもはや Dublin がヨーロッパの辺境の地で憎悪

する対象ではなくなったのではないか。「見出し」の“DEAR DIRTY DUBLIN”に

ついて、18 世紀のアイルランドの女性作家 Lady Sydney Morgan が造り出したとい

う注釈があるが（33）、諸説があり、すでに人口に膾炙していた言葉である。この「見

出し」は Stephen 自身が、いや、Stephen の心境を代弁する第三者が付けた「見出し」

として見なしたい。それどころか、当時膾炙していた言葉であるならば、Dublin に

対する愛着を表現する「見出し」としても読むことができる。

　もう一つ例を挙げたい。57 番目の「見出し」であり、Stephen の小話のラストである。

DAMES DONATE DUBLIN'S CITS

SPEEDPILLS VELOCITOUS AEROLITHS, BELIEF

　　―It gives them a crick in their necks, Stephen said, and they are too tired to 

look up or down or to speak. They put the bag of plums between them and eat 

the plums out of it, one after another, wiping off with their handkerchiefs the 

plumjuice that dribbles out of their mouths and spitting the plumstones slowly 

out between the railings. 

     He gave a sudden loud young laugh as a close. Lenehan and Mr O'Madden 

Burke, hearing, turned, beckoned and led on across towards Mooney's. 

― Finished?  Myles Crawford said. So long as they do no worse. （7.1021-1031） 

二人の老婆は首が痛くなり、Nelson's pillar からの Dublin 見物に飽きてしまい、プラ

ムを食べ、手すりを通してその種を口から吐き出しているだけである。二人の老婆は、

“Fumbally's lane”、“Off Blackpitts”という The Liberties にある貧しい地区に住ん

でおり（34）、決して身分が高くないので「見出し」に“DAMES”とあるのは滑稽であ
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る。また単なる老婆が吐き出したプラムの種を「寄付する」というのも大げさである。

この「見出し」は小話の内容に対して大げさで滑稽である。Stephen も話し終った後、

自分の小話の滑稽さが分かったのだろうか、照れ隠しなのだろうか、彼は「突然大声

で若々しく」笑っている。この「見出し」は、くだらない内容に対して大げさな「見

出し」の滑稽さを示す者、Stephen の未熟さの揶揄をする者が付けた「見出し」では

ないのか。もっといえば、使い慣れていない言葉を駆使して衒学的な「見出し」を誰

かが付けたのではないのか。もはや「見出し」から単一の語り手の「声」を聞くのは

難しい。

　ここで Eric D. Smith の“Aeolus”中の「見出し」についての指摘を引用しておこう。

The Headlines, the novel's first real adumbration of the stylistic innovations 

to come, represent and embody the ubiquitous power of writing, a technology 

able to enframe and contextualize human experience. By disrupting the con-

tinuity of the normal reading process with bold typographic variation – quite 

a drastic departure from the version originally printed in the Little Review – 

Joyce foregrounds the mechanism of writing and reading and anticipates （or 

plunders） the sort of experimentation featured in works like Ronell's The Tele-

phone Book. （35） （下線は筆者による）

「見出し」の挿入によって、書くことと読むことの方法が前景化される。読者は孤独

に読むだけではない。読んでさらに書くこともあるのだ。読むこと書くことは決して

孤独の作業ではない。ごくシンプルにインターテクスチュアリティーの構図を想起す

ればよい。

　「見出し」に限らないが、“Aeolus”には印刷機械の音や Bloom や Stephen の独

白がしばしば紛れ込む。このように読書を阻むナラティヴの流れについて Tamara 

Radak は次のような指摘している。

By disturbing the linear, teleologically oriented progression of the text, the 

accumulation of intrusions and deliberately caused misreadings in this pas-

sage undermine the basic function of a newspaper: presenting information in 

a straightforward, objective and unambiguous way. The disturbance in the 

reading process gives the readers pause, jolting them out of their willing sus-

pension of disbelief and indeed making them see the “machinery” behind the 

material text they are reading. Such self-reflexive interruptions in the textual 

flow question the very concept of“ultimate unity and coherence”which Smith 
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considers central “to the reader's experience”of closure. By inviting the read-

er to look behind the scenes, self-reflexive passages in“Aeolus”expose any 

ordering principle of narrative, such as the idea of clear-cut beginnings, middles 

and ends, as artificial constructs. （36） （下線は筆者による）

要約すれば、通常の新聞は、客観的かつ明確に情報を提供するので読むのを妨げるこ

とは決してしない。新聞がもし変則的に読むことを妨げれば、読者は読むのを止めて

しまい、テクストの「からくり」を考える。“Aeolus”を読むことにより、ナラティ

ヴの流れの始まり、中間、終結が人工的な構造であることがあらわになる。“Aeolus”

の読者は、読むとはどのような行為なのか、積極的に想像しなければならなくなる。

繰り返しになるが、Radak の言うように、読み手は読むことによって今度は書きた

くなるのではないだろうか。

　“Aeolus”の「見出し」の影響について Kershner の指摘は示唆を与えてくれている。

The evolution of the “heads” or“captions” in the “Aeolus” episode, from the 

wordy, inappropriately, elevated language of Victorian times （“WITH UN-

FEGINED REGRET IT IS WE ANNOUNCE THE DISSOLUTION OF A 

RESPECTED DUBLIN BURGESS ”; U 7.61） to the breezy, slangy sporting 

heads late in the chapter （ such as “SOPHIST WALLOPS HAUGHTY HELEN 

SQUARE ON PROBOSCIS”; U 7.1032） alludes directly to the victory of the new 

American style in newspaper format, which, in 1904, was still to be realized. But 

there is no doubt that it is the “new journalism” to which Joyce directs our at-

tention. （37） （下線は筆者による）

“Aeolus”における個人の見解を示しかつ複数で対話的な「見出し」は、アメリカの

New Journalism へと我々の注意を向けてくれるという。この指摘は少なくとも私に

とって思ってもみなかった指摘である。“arranger”の存在は第 7 挿話で目に留まる

ほど顕在化し、後の挿話を編集する働きをしていると考えていたからである。周知の

通り、アメリカの New Journalism は、1960 年から 70 年に際立ったジャーナリズム

の傾向である。客観的報道を避け、筆者の主体性を明確にし、現場の状況や当事者

の会話をふんだんに盛り込んでいる。このスタイルは文学に影響を及ぼし、例えば、

Tom Wolfe（1900-38）、Norman Mailer（1923-2007）、Truman Capote（1924-84）の

In Cold Blood（1966）に見られるという。（38）“Aeolus”の「見出し」の影響は、こ

んな所にまでもたらされたのかという思いがする。だが、影響関係についてもう少し

リサーチが必要である。今後の研究課題としたい。



― 13 ―

結論

　はじめに、“Aeolus”の「見出し」の背景を探究してみたいと問いを呈した。“Aeolus”

の創作過程を考察すると、「見出し」は 1922 年の初版の際に付された。それぞれの「見

出し」の解釈を突きつめてみると、Joyce の意図を必ずしも強調しなくてもよい。「見

出し」についての意味付けは読者にゆだねられている。それぞれの「見出し」は複数

の「声」から成り立ち、それぞれの「声」の出典は当時の Dublin で発行された大量

の新聞に求められる。しかもそれらの「声」は対話的である。“Aeolus”の「見出し」

はアメリカの New Journalism に影響を与えているようだ。だが、New Journalism

との関係については次の課題としたい。本稿の要は、問いの設定から始めて、テクス

ト、解釈、影響とこれら 3 つの問題に対する思弁であった。

※本稿は、2019 年 11 月 30 日に行われた日本大学英文学会 11 月例会での発表を加筆及び訂

正したものである。
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はじめに―研究史と本稿の課題

日中戦争終結後，中国にいた大多数の日本人が引揚げていく中にあって，中国国民

党政府や，あるいは中国共産党側からの「要請」を受けて中国に残留し，様々な産業

分野でその事業の継承のために尽力した史実は，今日では広く知られている。そうし

た残留の形態は一般に「留用」と呼ばれている。

こうした中国での留用については，1990 年代以降鹿錫俊，大澤武司，楊大慶らによっ

てその歴史的経緯，国内外の要因，中国経済への影響などが実証的にかなり明らかに

されてきた（1）。ただ，研究の主要な関心は，時期的には 1949 年 10 月の中華人民共

和国建国前の時期まで，地域的には東北地方が中心であり，人民共和国建国以降の関

内（万里の長城以南）における留用についてはほとんど論じられてこなかった。中国

側の研究でも，国民党の留用政策を取りあげたものはあっても，共産党の留用政策を

正面から論じた論著はほとんどない（2）。若干の論著が共産党側による好待遇での処

遇，あるいは新中国建設への日本人の貢献という文脈の中で触れているにすぎない。

国民的理解の点ではＮＨＫが 2002 年に「「留用」された日本人―日中・知られざる

戦後史―」という番組を放映し，その翌年には『「留用」された日本人―私たちは中

国建国を支えた―』（ＮＨＫ出版）も出版され，留用という日本人の体験が広く一般

にも知られるきっかけとなった。そうした中筆者は，『「満州」から集団連行された鉄

道技術者たち―天水「留用」千日の記録―』（創土社，2015 年。以下『天水留用』と

略記する）において，900 人近い人びとが 1950 年 11 月頃から 1953 年 3 月頃まで甘

粛省天水地区に暮らし，日中の技術者らの協力によって天水と蘭州を結ぶ天蘭線の開

通をもたらした経緯を日中間の摩擦や相克，生活上の困難や葛藤，子弟の教育問題な

どを含めて実証的に明らかにした。さらに，「共産党政権下，上海に留用された人びと」

（拙編書『上海の戦後―人びとの模索・越境・記憶―』勉誠出版，2019 年）において，

1949 年以降の上海での留用の様子を素描した。それらは，これまであまり論及され

なかった建国後の関内における留用の具体的事例を検証しようとするものであった。

『天水留用』では河南省鄭州についても若干言及し，1952 年春，同地に関内では唯

一の日本人子弟向けの中学校として「鉄道部日籍職工子弟中学校」（通称「（鄭州）鉄

日中」）ができたこと，その背景には中国の学校での教育に対する日本人留用者らの

中華人民共和国建国後，鄭州に
留用された人びとと日本人中学校

堀　井　弘一郎

〔査読付論文〕
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不安があったこと，中国政府側も鉄日中開校をもってこれに応えていったことなどを

明らかにした。しかし，まだこの鄭州での留用に関わって残されていた課題があった。

それは，鄭州における鉄道や医療関係者の留用の実態，及び鉄日中設立の具体的な経

緯，鉄日中の教育環境や学校生活の状況などを解明することであった。本稿は，そう

した課題を明らかにすることを狙いとし，戦後日中関係史の中で座視できない留用問

題の全体像を解明する作業の一助としていきたい。（「支那」「満州（洲）」などの用語

の使用は本来ふさわしくないが，本稿では歴史的用語として用いた。人名については

煩を避けるため関係者・研究者ともに敬称を略した。）

１．共和国建国後の留用

（1）戦後の留用
1945 年 8 月の終戦時，中国大陸には 200 万人以上の一般日本人が残されていたが，

翌 46 年の春頃から始まる「前期集団引揚げ」によってその大半が帰国した。しかし，

国共内戦の影響もあり引揚げができずに中国に留まった多くの日本人がいた。その大

半がいわゆる留用によるものであり，1947 年 3 月時点で国民党側，共産党側双方に

計 6 万人以上の日本人が留用されているとみられていた（3）。その多くは鉄道や工場，

鉱山などの技術者・労働者，医師や看護婦，軍人，その家族などで，戦争で疲弊した

産業の復興，技術の継承などに日本人の技術や経験が欠かせないと判断されたからで

あった。鹿錫俊の研究によれば，1948 年 10 月の中国共産党当局自らの統計の中で，

日本人留用者数は軍関係に 10000 人，政府関係に 13600 人で，それも非常に不完全で

実際は 30000 ～ 35000 人と見られていたという（4）。

日本側でも厚生省援護局は，1949 年 10 月の新政権樹立後の時点でも共産党側に引

き続き留用された人びとは家族を含めて 35000 人ほどと推定していた（5）。また，大

澤武司も中国側の檔案資料をもとにして，1950 年 6 月時点で，東北地方に 20797 人

の日本人が残留し，そのうち約 15000 人が留用者であったと指摘している（6）。共和

国建国後に至るまで相当数の日本人が長期間東北地方を中心に留用されていたわけだ

が，朝鮮戦争の勃発は彼ら，とりわけ鉄道関係者の境遇に大きな変動をもたらした。

（2）鉄道部門留用者の関内への移動
1950 年 6 月の朝鮮戦争勃発から間もない 10 月下旬，中国当局の指示によって旧満

州の各地域にいた旧満鉄関係者とその家族の大多数は関内に移動した。天津，北京，

済南などに一旦移動した日本人留用者らの代表は，北京に集まり早期帰国を求めて中

国政府の鉄道部側と交渉した。しかし，当局からは朝鮮戦争が緊迫し危険なのでさら

に移動すると告げられ，引き続き鉄道関連の業務にあたる「留用」を求められた。鉄
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道技術者らを中心に，医師，看護婦，教師，その家族などで総勢 2 千人近くいたとみ

られている一行はそれに従わざるを得なかった（7）。11 月 15 日頃，中国鉄道部より指

示を受け，関内各地に移動していった。その最終的な配分概数は，北京 50 人，太原

150 人，鄭州 150 人，西安 200 人，天水 200 人，漢口 100 人で計 850 人とみられてい

た（8）。これには家族の人数は含まれていない。日本政府側では上記の 850 人ほどの技

術者らに加えて家族を含めるとおよそ 1880 人が各地に配置されたとみていた（表 1）。

当時の鉄道部（関内）の編成は表 2 の通りであったが，鄭州鉄路管理局は，太原，衡陽，

上海とならび関内における 4 つの管理局の一角を占める枢要な位置にあった。そこに

は西北幹線工程局のあった天水の 1000 人に次いで，家族を含め 250 人もの留用者た

ちがいると外務省は把握していた（表 1）。

２．鄭州における留用

（1）留用機関と政治運動
1950 年 5 月の時点で，河南省では鄭州の他に地陽市，鶏公山，醴

らい

 陵
りょう

 の 3 市に留

用者がいたと見られていた（9）。その時点で鄭州では鄭州市辨事処（政府管轄）と公

表 1　関内各地に留用された鉄道関係者・家族（1951 年 6 月 15 日）

北京
鉄道部

鄭州
鉄路
管理局

西安
鉄路
分局

西北
幹線
工程局

漢口
鉄路
分局

太原
鉄路
管理局

石家荘
鉄路
工廠

合計
（人）

通 信 資 料 に
よる人数 50 250 200 1000 100 150 130 1880

（外交史料館所蔵資料 Ḱ-7-1-2-（2-3-1）　『ソ連地区邦人引揚各地状況（含中共地区）中共の部（除く
東北区）「通信資料」』第 1 巻所収の外務省管理局引揚課「通信資料第 5 号　鉄道関係留用者の留用状況」
より。西北幹線工程局は天水に置かれた。）

表 2  鉄道部（関内）の地方管理局体制（1951 年 6 月 15 日）

鄭州 鉄 路 管 理 局

鉄 道 部

西 安 分 局   

漢 口 分 局      

鄭州 分 局

（北 京 ）   西 北 幹 線 工 程 局 （ 天 水 ）

太 原 鉄 路 管 理 局

衡 陽 鉄 路 管 理 局

上 海 鉄 路 管 理 局

（出所は表 1 と同じ）
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教医院（軍管轄）の 2 つの機関に留用者がいたが，人数等は不詳である。その後，鉄

道関係者らも鄭州に留用となり，1952 年 3 月時点での留用機関先は表 3 のとおりで

あった。鉄道部門のほか，小麦粉や木材関連の工場，病院，学校，旅行社，それに軍

関係の衛生部や病院等に配置されているのがわかる。このほか，河南省営鄭州農場で

は，主に払い下げられた軍馬の防疫等に従事した獣医なども留用となっていた（10）。

鉄道部門に関しては，前述のように約 150 人，家族を含めると約 250 人が配属され

たとみられていたが，その配属先の詳細は不詳である。このほかに後述する医療関係

者がおよそ 50 人留用となっており，この 2 つの職域だけでも合計 300 人ほどがいた

と推定される。1953 年の後期集団引揚げで鄭州から引揚げた人数はおよそ 340 人で

あり（後掲の表 4 参照），これらの数字から相当数の留用者やその家族が当地に留まっ

たことがわかる。鉄道関係については，本局と分局（鄭州・漢口・西安の 3 ヵ所）と

があった鄭州鉄路管理局のうち，少なくとも本局に 14，15 人が留用となった。鄭州

駅のすぐ西側にあったその本局の電務処に 1950 年 10 月から 1953 年 5 月まで技術員

として勤務した一留用者Ａは，鉄道技術はその間に「可成りの進歩向上は認められた

が」，それでも 3 年前に離れた元の勤務地のハルピン局と帰国時の鄭州局との技術水

準が「略々同様」なので，鄭州は「約三年の遅れを示していた」と帰国後に述べてい

る（11）。

職場の状況に関しては，1952 年にこのＡとは別の鄭州の留用者から日本に届いた

通信に厳しい政治運動のことがこう記されている（12）。「午后一時半から六時まで学習

を行います。……「増産節約運動」「三反運動」の討論に入っています。夜は日籍学

表 3　鄭州市における留用機関（1952 年 3 月）

部門 留用機関名 地点

鉄道 鉄路管理局鄭州分局
…黄河橋工段，電 ム

ママ

 段，発電技術室，機 ム
ママ

 段
鄭州

工廠 新豊麺粉廠
新業鋸木廠
機械廠

東三馬路

病院 鄭州鉄路医院

学校 鉄路職工子弟学校 鄭州

雑 大華旅社 鄭州

河南軍区 第四野戦軍
　　後勤部営房管理部兵建処衛生部
　　第四十二軍後勤衛生部野戦医院
中南軍区衛生材料廠

鄭州
鄭州東大街
鄭州西郊葡萄〇

（外交史料館所蔵資料 Ḱ-7-1-2-（2-3-3）外務省アジア局第五課『通信資料第 16 号　政府関係留用機関
一覧（中国本土及内蒙古編）』51 ～ 53 頁より。「〇」は１文字不詳を示す）
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習委員の「整風」に関する小組の会合があります。……最近では人民日報を読むのに

忙しい位です。日曜日に入浴後街を散歩するときが一番自由な天地にいるような心持

が致します」と（「……」は中略を示す。以下同じ）。1950 年代初めの「三反運動」，「五

反運動」の苛酷な「相互批判」や「坦白」（自己批判）についてはこれまでも知られ

ているが，鄭州のこの現場ではほぼ午後の時間を費やして「学習」が行われていたよ

うだ。

（2）医療関係者たち　
鄭州の留用者には鉄道関係者のほか，医療関係者も少なくなかった。「鄭州市衛生局」

の資料はこう記す（13）。

1952 年下半期に，（河南―引用者補注）省衛生局が日本籍医務人員 24 人を鄭州

の任務に配置したが，省の第二医院に配置した 15 人と併せて，鄭州に来たのは

49 人となる。そのうち，女性は 28 人，男性は 21 人で，医師 8 人，医助 4 人，

化験技師 1 人，化験員 1 人，……彼らは 1953 年下半期から 54 年初めにかけて，

いくつかの団に分かれて相前後して 48 人が帰国した。1 人が残り，再び他の場

所に移った。（翻訳は引用者による）

同資料中には省幹部療養院にも留用者がいたことが記されており，約 50 人の医療関

係留用者が 1952 年から 1953 年ころ，河南省立第二人民医院や省幹部療養院などに配

属されていたことが知られる。第二人民医院に配属された日本人留用者について，医

院側は次のような厳しい見方を示していた（14）。

当病院に配属された 12 名のうち，……（大橋看護婦や看護助手ら）6 名は外

来診察の仕事をやったことはあると言っている。しかし，外来の事は十分に理

解しておらず，加えて言葉も正しくなく，さらに仕事を進めることは困難で，

病棟に来ても仕事をこなせない。外来では仕事のしようがなく彼等自身が苦悩

し，またことを誤ったり遅れたりした。……（彼らとは別の田村外科医や看護

婦ら）は仕事の能力はやや高かったが，これまでに医療看護の仕事をやったこ

とがなかったり，あるいはやった時間が大変短かったりで，何事も熟知してお

らず，いつも医療看護の仕事を希望しなかった。大橋（看護婦などの 6 人）ら

は皆，事務職の仕事に換えるように要求した。彼らはこの病院（の規模）が大

きいことを見て，自分ではよくわからず仕事を把握することができないでいる。

林恵三は……面白くなく何日も仕事をせず，衛生課に相談し，仕方なく仕事に

ついた。……（留用者全体を）総じて言えば，仕事の任に堪えることが難しく，
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家族のことも心配している者は皆帰国したがっている。仕事の能力が高く中国

で家庭ももった人たちは帰国についての考えが少し違うが，それでもやはり彼

らも帰国を望んでいる。（（　　）内は引用者補注）（翻訳は引用者による）

この資料からは，医師を含めた医療関係者らの多くがこの鄭州では必ずしも満足の

いく仕事をしていなかった様子や，仕事にそれなりに適応していった留用者らも帰国

を待ち望んでいる様子が浮かんでこよう。留用者らもそのことを自問し，中国側もま

たそれを認識している。医療関係者の言葉がうまく通じず，外来の「病棟に来ても仕

事がこなせない」というのが事実ならば，事務的な仕事への転換を希望する，「仕方

なく仕事につ」く，あるいは帰国を渇望するという事態は当然のなりゆきであったで

あろう。少なくとも医療関係者らにとって，鄭州におけるこの時点での留用はその技

術を活かし仕事に前向きに取り組むという状況ではなかったことが伺える。

鄭州の例ではないが，1950 年から 1953 年まで湖南省の衡陽第 5 陸軍病院，次いで

長沙連合病院に留用となった医師（元軍医中尉）は，帰国間もない 1954 年にこう語っ

ている。「日本人医師が帰国しても大局的には中共は困っていないと云うのが真相で

はないかと思う。私は日本人が残留していては却って弊害があると思っている。……

特別の権威を除いては大部の日本人医師の技術は特に優秀とは云えない，又特殊の専

門で日本人でなければならぬと云う部門はない，要は量の問題である。大局的に観て

帰国の時期にあったと云うべきだろう。」と（15）。これは技術のいわば耐用年数の問題

であり，医療の現場においてもおこりつつあったとみることができよう。そうした問

題をも視野にいれながら，関内の他地域を含め医療関係者全体の留用の実態を明らか

にしていくことは，今後の研究課題である（16）。

（3）暮らしむき　
鄭州は交通の要衝であり，それなりに都市化がすすんだ街であった。しかしそれで

も 1950 年代初頭当時，一般の人びとの生活レベルは低かったようだ。1952 年 1 月に

現地から発せられ外務省に届いた通信には，当時の日本人の生活の一端が示されてい

た。「電気すら一年余り以前からついたということです。火力発電ですから電燈料が

高いので，五ワットしかつけていません。……水道は今のところ見たことがなく，井

戸水を桶につめ一輪車に乗せて売りにきます」と（17）。電気や水さえも不自由な地域

や時期があったことが伺える。ただ，留用者らの生活は全般的にはまずまずだったよ

うで，同地の留用者が帰国後の 1953 年 11 月に聴き取り調査で述べた話からも伺える。

そこでは，もらう給料で「親子三人食べるだけであったが，生活や保健に対する諸設

備が完備しつつあったので，特に困るという程でもなかった」と述べている（18）。鉄

道電務技術員としてハルピンから鄭州鉄道管理局（本局）に移動となった先述の留用
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者Ａも，「鄭州に来てやっと人なみの生活が出来る様にな」り，「白米と白麵を半々に

食べ」，「七人家族の私の家でも子供に充分なおやつも与えられた」と，やはり聞き取

り調査で答えている（19）。

留用者のいる職場では，子弟の養育費の面で苦しい日本人留用者世帯に一定の補助

金を与えるような規定も作られており（20），一定の配慮はなされていたようだ。外務

省側でも 1951 年 6 月，鉄道関係留用者について，「全般的に東北地区に於けるより

も実質賃金が高く生活にも多少の余裕があると云っている者が多い」と見ていた（21）。

しかし，たとえ生活上の便宜が図られていたとしても，留用者たちにとってより深刻

な懸念があった。それは子弟の教育の問題だった。

３．日本人中学校の開校と学校生活

（1）鉄道部職工子弟学校の役割
鄭州にはもともと鉄道部の中国人職員の子弟のための中学校（日本の中学・高校に

あたる）である「鉄道部立鄭州扶輪中学」（1929 年創建の「平漢鉄路鄭州扶輪中学」

から 1930 年に改称）という学校があった。日中戦争勃発後は各地に移転し，1942 年

からは陝西省蔡家坡にあった。1952 年 9 月，元鄭州扶輪中学の教師らが鄭州にもどり，

「鄭州鉄路職工子弟中学」（略称「鄭州鉄中」，以下通称で表記）が東三馬路の扶輪中

学跡地に再建された（22）。それに先立つ同年春，日本人子弟を対象にした中学校であ

る「鉄道部日籍職工子弟中学校」（通称「（鄭州）鉄日中」，以下通称で表記）が，鄭

州鉄中の所在地（東三馬路）とは別の小趙寨に開校した。鉄日中は約 1 年後の 1953

年春には閉校となり，鉄日中の残った「人，物，財」は鄭州鉄中に吸収された（23）。

では，「鉄路職工子弟（中）学校」とはどのような学校であるのか。それは「職工

子弟の小中学校を設け，彼等（鉄道建設にかかわる職工－引用者補注）の後顧の憂

いを取り除き，輸送の安全の保証のために貢献できるようにした」（24）ものであった。

すなわち，鉄道建設に携わる「職工」（職員と労働者）が，建設路線が延びるにつれ

て居住地を移動しなければならない場合でも，子弟が親元から離れずに親とともに移

動しながらも学校にも継続して通えるように，路線の延長に従って移動する職工の子

弟のための学校であった。共和国建国以前からそれはあったが，建国後は鉄道建設の

急ピッチ化に伴い鉄路職工子弟小中学校の増設も早く，建国の初期には全国で 15 カ

所の鉄路中学校と 205 カ所の鉄路小学校があった。鉄路中学校はその後も増設を続け，

1994 年段階で，全国 12 の鉄路局などが計 470 校の鉄路中学校を管轄していたが，鄭

州鉄路局がその中で最多の 79 校であった（25）。鉄路職工子弟教育の中心地であり続け

ていたといえよう。後述するが，鄭州に鉄日中ができた理由を考える際，そうした事

情があったことも関係していたと推測される。
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（2）鄭州鉄日中の設立

【中国側文献に見る鄭州鉄日中の設立】

この鄭州鉄日中の設立の経緯に関する中国側の公刊された文献としては，鄭州鉄中

の後身となった鄭州一零一中学校の校誌に簡単な記事があるほかは，前掲『中国鉄路

教育史（1949-2000）』（註 24 参照）の記事が管見の限りほとんど唯一であると思われる。

そこで初めにその記事をここで引用する（780 頁）。

日本籍職員の子弟の入学問題を解決し，日本籍技術人員を団結させ，その仕

事の意欲を安定させるため，鉄道部は前後して天津，鄭州，西北等の鉄道局子

弟小学校に日本籍職員子弟学級を付設したほか，1951 年 7 月，「鄭州鉄路管理

局に委託して日籍鉄路中学校を設立する」通達を下ろした。そして，同年 9 月，

鉄道部日籍職工子弟学校が鄭州に成立した。①  校長は郭武城で，他日本人副校

長が 1 人おり，教師 9 人（日本人 7 人）②，職員 8 人（日本人 3 人）③であっ

た。日本人教職員らは東北，山西，甘粛等から来ていた。九一八事変以前に中

国に来た古い鉄道職員（かつてハルピン駅駅長だった副校長）や，鉄道技術職員，

侵華戦争の中で武器を捨てて投降した空軍の兵士などもいた。学生は 156 人（女

子 73 人）で，4 つのクラスに分かれ，年齢は最高齢で 20 歳であった④。学生の

中の36人の家庭は生活が困難なため奨学金を受けていた。これらの学生は，東北，

山西，陝西，甘粛等からそれぞれ来たが，ある者は現在（他地域の－引用者補注）

鉄路中学校の学生であったが，蔡家坡鉄中から転校して来たものが最も多かっ

た⑤。他にも，現在工場で仕事をしている労働者，旋盤工，車輪の補修工など

もいた。ある学生は中国語がとてもうまく，校長が話をする時に通訳を担当す

ることもできた。学生らの親の大部分はみな鄭州にはおらず，したがって学生

はみな寮で寝食をともにした。（翻訳は引用者による）

　

若干の補足を加えたい。①の「同年 9 月」，すなわち 1951 年の 9 月に鉄日中が成立

したとあり，「日本人副校長」となった 近
こんだ

田 傳
つたえ

 （本人も周囲も「伝」の字をしばし

ば用いたので，以下近田伝と略記する）も後に，同月に開校式を挙行したと語って

いる（26）。しかし，それは形式上のことで，元学生らのインタビューからは実際には

翌 1952 年 3，4 月ころまでに日本人学生が集まり授業がスタートしたものと見られ

る。開校までに中心的役割を果たしたいわゆる「民族幹事」の中小路静夫（後述）は，

1952 年の「三月十五日，開校の運びとなった」と後に述べている（27）。②に「校長は

郭武城」とあるが，鉄日中の設立当初は，鄭州鉄道管理局の要人が名目的に校長を

兼任したのち，1952 年春に北京から来た郭武城が専任として着任した（28）。また，引
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用資料中に「かつてハルピン駅駅長だった副校長」とあるのは近田伝のことを指して

いるが，本人は戦後の「無政府状態の一時，……ソ連軍から押しつけられ」て同駅長

を務めたと回想している（29）。鄭州鉄中の校長でもあった郭武城は鉄日中については

やはり名目的な存在で，近田が実質的な校長役であった。「教師９人」のうち「日本

人７人」を除くと中国人教師は 2 人となるが，そのうちの 1 人が中国語担当の裴元佑

（1925 年生まれ）で，もう１人は屈という名の教師であったとみられる（後述）。

③の「職員 8 人（日本人 3 人）」の「日本人 3 人」の中には太原から来た寮母の

足立とみのがいたが（後述），他の二人は不詳である。残りの中国人 5 人は食堂で学

生らの食事を作っていた料理人などであった。④の「156 人」は鉄日中同窓会の名簿

（2016 年 4 月 22 日版）にある 154 人とほぼ符合する。⑤の「蔡
サイチアポ

家坡」というのは陝

西省の西安西方の地名であり，鉄日中開校当時，当地の中学校には 5 名の日本人が在

籍していた。当地からは他の 1 人を加えて計 6 人が鉄日中に転入学することになった

（後述）。ただ，転校してきた数として最も多かったのは蔡家坡からではなく，およそ

50 人の天水鉄路中学（天水鉄中）から来た学生らであった（後述）。

【鉄日中の校舎・設備】

鉄日中の校舎は鄭州市内からは南西の町外れにあたる小趙寨に建設された。同校の

国語教師となった岡崎兼
かね

吉
よし

 は，「忘れられぬ事ども」として校舎の様子を後にこう描

写する（30）。「運動場を三方から囲むように，北がわに図書室－事務室－宿直室，教室，

寄宿舎の三棟，西がわに炊事員宿舎－倉庫，南がわに炊事場－食堂兼雨天体操場，そ

のうしろに教職員宿舎二棟」があったと。平屋造りとはいえ全寮制中学校としての一

通りの学校環境が整備されたとみていいだろう。外務省も 1952 年 3 月に「鄭州に鉄

路経営による施設の完備した邦人中学校が開校された」と把握していた（31）。図書室

は 4 畳半ほどの部屋であったが，よく通ったという学生も少なくない（32）。教室も１

年生が１教室，2 年生が 1 組と 2 組の 2 教室，3 年が 1 教室で計 4 教室あり，複式学

級ではなかった。

鉄日中の学生だった岡田純枝は，「中国人の学校は校舎が不足で，二部教授をして

いる所が少なく」なかったが，自分たちには「立派な校舎と宿舎，おまけに図書室ま

で建築してくれた」ことに「国際主義精神」を感じ，「私はただ頭が下るばかり」と

帰国直後，中学 3 年生時の作文に綴っている（33）。校舎も「新しいレンガづくりの立

派な建物」で，「校舎も机も椅子も備品も何もかも新調なものばかり」だったという（34）。

陝西省の蔡家坡鉄中から来た元学生高松正司も，同校に電気はなく，「教室はガス灯，

寄宿舎は蝋燭，共同便所は……穴を穿ってその中に糞便を貯め」るような具合で，そ

れと鉄日中とは「雲泥の差」であったという（35）。岡崎兼吉は前述の「忘れられぬ事ども」

の中で，鉄日中の「建設の速度，規模，設備などは，当時中国のおかれていた国内外

の情勢に照らして，日本人民に対する，中国がわのなみなみならぬ好意と支援の現わ
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れであった」と評している（5 頁）。

2017 年 8 月 24 日，筆者は鄭州鉄路中学校の後身にあたる鄭州市第一零一中学校を

訪問し，李国喜校長から校史，特に 1952 年の「日籍班」（鉄日中のこと）開設に関わ

る丁寧な説明を受けた。この日籍班は中央からの指示のもと，日本人残留者の子弟の

ために設けられた中学校で，中国人教師を配置したり校舎や宿舎を建てたり，当時の

限られた条件の中でできる限りの環境を整えた，ということであった。続けて李校長

は，当時の中国人教職員らが中国の学生以上に目をかけたこと，その歴史や精神を多

くの日本人にも知ってほしいし，ここで育まれた中国人教師と日本人学生との師弟関

係は民間交流，両民族友好の証しであると語った。

（3）鉄日中成立の経緯
【「学力低下と思想的傾向」】

鄭州に日本人子弟向きの中学校が設立されることになった背景については，筆者は

前述の拙論著の中で，共和国建国後も中国に留まっていた日本人留用者にとって，一

つには子弟の教育問題（後述する「学力低下と思想的傾向」）が大きな焦慮の種であっ

たことを指摘した。また，留用者にとってもう一つの大きな焦慮が，留用者自身の技

術の耐用年数の問題であることにも言及した（36）。それらは天水と上海の事例をベー

スにしたものであったが，本稿ではさらに鄭州の事例にも言及しながら再考する。

共和国建国当時，日本人子弟対象の小学校は東北部（旧満州地区）に 30 数校が，

関内にも北京，太原，鄭州，上海などに 10 数校が，合計で少なくとも 50 校ほど設け

られていた。また，中学校については，日本人子弟だけを対象としたものではないが「邦

人が入学している中国側学校」として天水のほか，瀋陽，哈爾浜，斉斉哈爾など全国

に 10 校余りがあった（37）。しかし，日本人の子弟だけを対象にした中学校としては少

なくとも関内には他にはなく，この鄭州の「鉄日中」が唯一となった。武漢にいた一

留用者からは 1951 年 12 月，次のような通信が外務省に届いていた（38）。

教育は日本人のいるところでは学校を開いています。教員は殆んど普通の事

務屋が留用となっているので頭のない者が多いようです。教員の給料は鉄路か

ら支給しています。六年までの教育ですが日本人はここを卒業して中国の中学

校に入学しています。現在六年生は約四〇名で教員は二名です。

これは武漢の「鉄路工廠発」の通信であり，鉄道関係者の子弟を中心に小学 6 年生だ

けで約 40 名いること，資格のある先生がおらず留用した「普通の事務屋」が代行し

ていること，小学校卒業生を受け入れる日本人対象の中学校がなく中国の中学校に入

学している様子がみてとれる。外務省はこの時点で日本人子弟のための「日本人小学
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校」が設けられているのは，関内では，河北省（3 校），山西省（3 校），山東省（2 校），

江蘇省（1 校），湖北省（3 校），河南省（1 校），陝西省（1 校），甘粛省（2 校）の 7

省に計 16 校あったと把握していた（39）。これらの小学校を卒業した中学生の受け皿が

求められていた。1951 年 8 月，外務省はそうした状況について端的にこう問題を認

識していた。共和国建国後も残留している日本人にとって，「父兄の最大の悩みは児

童の学力低下と思想的偏向にある模様」と（40）。小学校を卒業した子どもたちを教え

る日本人の中学校がないことは「児童の学力低下」に直結する。それに対処するため

には，日本人教師が日本語で日本人だけを対象にした中学校を作るしかなかった。

副校長であった近田はこう回想する。「子弟の教育問題は切実な問題だったのであ

る。毎年の様に繰返される帰国運動は只の騒ぎではなく，その根底には子女の教育を

どうするかという親の切実な悩みが潜んでいたと思う」と（41）。中国側としても，こ

の「悩み」を解決しなければ日本人留用政策はおぼつかないと判断された。先述の『中

国鉄路教育史 1949-2000』にあったように，まさに「日本籍職員の子弟の入学問題を

解決し，日本籍技術人員を団結させ，その仕事の意欲を安定させるため」の施策であっ

た。

そして，親たちにとって「学力低下」と並んで，ある意味それ以上のもう一つの心

配事が子どもらの「思想的偏向」であった。中国の学校ではもともと政治教育が行わ

れていたし，1950 年代初頭の三反五反運動の波は容赦なく中国各地の学校にも押し

寄せ，それに拍車をかけた。日本人子弟らも学校でその影響を受けた。外務省の記録（42）

はこう記す。「邦人児童に対しては，四年生になると政治教育が課せられ，現在では

相当に徹底し児童達は大人以上に思想が過激となっている。甚しいのは，親の行動が

児童からばれることもあるので，大人も子供に対し用心している位である」と。まる

で後の文化大革命時を想起させるような光景が現出しつつあった。天水の中学校（天

水鉄中）に在籍した大沼たみ子が回想するように，「入学してすぐ朝鮮戦争の為に抗

美援朝の運動があり，私達も赤旗を振ってスローガンを叫び革命歌を唱って行進し

た」（43）というような光景も見られた。

こうした「思想的偏向」の問題について先の外務省の調査（註 40 の「中共地区残

留児童の教育概況」5 ～ 6 頁）は，「残留児童の教育に対する父兄の悩みは吾々の想

像を超える」，「児童の思想的偏向も父兄にとって相当の苦痛となって居り，思想統制

の拘束下にあって批判力のない白紙のような児童の頭に中国人教師の言葉がそのまま

教え込まれ，父兄は之を批判し正否を訊す事も出来ない状態であって一様に児童の将

来を憂えている」とまで述べている。

【留用者らの要求と「民族幹事」ら】

こうした子をもつ留用者らの不安と焦慮は，日本人対象の中学校設立へと事態を動

かしていく。留用者らと中国政府とを繋ぐパイプ役となったのは，いわゆる「民族幹
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事」らであった。「民族幹事」とは日中戦争期に共産党軍側に捕虜となり延安などで

再教育を受けた元日本兵らで，中国共産党とともに主に対日本人工作にあたった。鉄

日中開設にあたって中心的な役割を果たした民族幹事は中小路静夫であった。東北地

方から南下し済南に留用者とその家族が集結し，さらに留用が続くことが伝えられた

とき，帰国を求める要求が出された。鉄日中設立の件に関して，「（新民主主義―引用

者補注）連盟の親玉の中小路」（註 27 参照）は後年次のように述べている（44）。

この時困ったのは，このまゝ日本へ帰してくれという要求が出たことだ。そ

れには教育のこともあった。日本人鉄路員工の小学校は，北京，太原，石家荘，

鄭州，天水など各地にあり，問題はなかったが，問題は中学校で，これをどう

するか，ということだった。先生の人材が少なく，各地には作れない。教室も

教材もない。各地から僕の所に，中学を作れと要求が来る。そこで，鉄道部，

政治部と交渉して作ることになった。……今度はそれをどこに作るかが問題に

なった。北京はダメということで，全国の中心にある鄭州がよかろう，という

ことになった。

鉄日中の国語教師岡崎兼吉も，同校設立のいきさつについてこう回想している（前掲

「忘れられえぬ事ども」5 頁）。

北京で日籍小学校の教師をしていたので，その間の様子を多少聞き知ってい

るが，日本人子弟の保護者代表といった人達と，組合の日本人責任者とが連れ

立って鉄路工会―鉄道部に交渉に出かけたり，候補地になりそうなところを見

て回ったりした。しかし結局，北京市内には適当な場所が得られず，河南省鄭

州市に新しく建設されることになった。

中小路が「全国の中心」と言っていたように，鄭州は江蘇省連雲港と甘粛省天水を

結ぶ東西の朧海線と，北京と漢口を結ぶ南北の京漢線という 2 つの基幹路線が交差す

る交通の要衝であった。先述した華北・華中・西域の 7 省にまたがる 16 校の「日本

人小学校」の子弟らを受け入れるのには便利な位置にあった。それに表２で見たとお

り，鄭州には関内に置かれた 4 つの鉄道管理局の 1 つがあり，鉄道管理行政面でも重

要な一角を占めていた。加えて，先述の通り鄭州にはすでに扶輪中学が設けられた経

緯があった。こうした諸事情が鄭州での開校の背景にあったと考えられよう。

中小路とともに，鄭州鉄日中の設立に深く関わったのが，同校の音楽教師中島百合

子の夫で戦前はハルピンの小学校教師を務めていた中島龍男であった。中島夫妻は中

小路から「鉄道の留用者の子弟教育の仕事に戻って来てくれ」と口説かれて，1951
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年に太原から鄭州に来た。龍男は鉄日中設立のために鄭州と北京との間を何回も往復

しつつ，教材，教室，宿舎などの準備にあたったという（45）。15，16 歳の子どもたち

の中にもこの交渉に加わった者がいた。1951 年 7 月まで天水で大人に混じって留用

となり，後に武漢，鄭州で機関助手の任務についた清末好夫はこう回想する。「鉄道

兵団の資材車に便乗し，北京で当時の藤代遠鉄道部長に日本人学校を建設してほしい

と三人で直訴したことを，今考えても猪突猛進的であったと冷や汗をかく今日です。

後日鄭州に日本人学校が出来あが」ったと（46）。清末はさらに，要旨次のように回想

する（47）。「自分も父と同様満鉄の仕事をしながら，同時に天水鉄中の学生でもあった。

浦
うらとも

塘康雄君ともう 1 人，計 3 人で北京の鉄道部に直訴しようと鉄道兵団のトラック

に便乗した。北京では藤部長ではなく，鉄道部の職員が対応した。当時の留用者のトッ

プは延安組まとめ役の中小路組で，彼らもその場にいた。中小路本人がいたかどうか

は彼との面識はなかったのでわからない。日本人の彼等に対して，『新中国憲法の中

に民族の教育は重視するとあり，日本人も少数民族であるから学校を作ってもらいた

い』と要望したところ，『主旨はわかった，検討させてもらう』という返答をくれた」

という。

留用者らやその子弟の声を「民族幹事」が取り次ぎ，鉄道部に持ち込む。中国側と

しても，留用者からの帰国要求をなだめるには中学校の開設が必要な施策となった。

近田伝元副校長はこう回想する。1951 年春先，「突然北京から（中国人の―引用者補注）

年配の婦人が」やってきて，鄭州に日籍中学校を設立するための準備に着手するよう

指示された。「日籍中学誕生の産声が北京の中央から上った」。近田はそれを「思いが

けない朗報」と受け止め，「早速北京の中小路さんとも連絡し，細かな指示を仰いだ」

と（48）。中国側と留用者との板挟みにあった民族幹事らにとって，中学校設立は確か

に「朗報」であった。それは，鉄道建設を国家プロジェクトとして推進する北京中央

の方針の下にすすめられた施策であった。

（4）鉄日中の教師たち　
【日本人教師たち】

1952 年春，鉄日中が実質的に開校した。前述の中小路によれば，名目上の校長は

中国人だが，「実質的な責任をもってもらうには適任ということで，校長には民主連

盟の近田伝さんに白羽の矢が立った」（49）。近田はもともとは哈爾濱学院（旧称日露

協会学校）卒業のロシア語の通訳であった。戦前は「哈局（ハルピン局－引用者補注）

の「総務部分室」という覆面の調査機関で，……北方調査を担当して」おり，およそ

教育畑の人物ではなかった。戦後も鉄道関連の留用者の中で活動し，「「鉄路の近田」

で名が通っていた」という（50）。やがて新民主主義連盟鄭州支部の責任者として，当

地で「学習を始め，留用者の面倒を見る世話役といった仕事」をしていた 1951 年春先，
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日本人中学校設立の指示を受けたという（51）。

近田は「日籍中学の先生探しで四苦八苦し」た（52）。苦労して集めた教員集団が，

岡崎兼吉（国語），中島百合子（音楽），高倉文雄（数学），小串任（ロシア語・日本語），

森直枝（物理化学，「山田一利」を名のった），秋山良照（生活指導，「林一良」を名のっ

た），山口吉國（事務兼体育），谷典一（政治・歴史，「深谷宏司」を名のった），浅野

清隆（動植物）らであった（53）。先生といっても教員資格のある職業教師は音楽の中

島百合子以外では確認できず，他はいわば急遽先生役を勤めることになった留用者で

あった。中島によれば自分以外の「全員が鉄道関係者か，延安組だった」という（54）。

岡崎（早稲田大学文学部中退）は，戦後，満州映画から衣替えした東北電影公司の

芸術部門で働いていたが，1950 年には北京の第二鉄路小学校に教師として転勤した。

1952 年 2 月，鄭州で鉄日中の国語教師となり，鉄日中閉校後の 1953 年 5 月からは北

京大学東方語言系日語科に就任し，退職するまで長く教鞭をとった。日中友好運動

にも尽力した。中島百合子は音楽教諭の資格をもっていた（滋賀女子師範卒業）。夫

龍男とともに太原の日本人小学校で教育にあたっていたが，夫婦でともに鄭州に移転

した。龍男は結核を患い，鉄日中では教壇には立たなかった。数学の高倉文雄は，大

阪外語のロシア語科出身だが「鉄道貨物畑の男」で，終戦時には浜江駅の駅長であっ

た。高倉は近田の数学教師への誘いに「とんでもない」と断ったが，近田の説得で着

任した（55）。妻の高倉マサも，「親友だった近田先生に勧められて数学の先生になった

ものゝ，素人なので教材などで苦労していたよう」と回想している（56）。

「理科と化学」担当は森直枝。東京帝国大学法科出身で旧満州国の官吏であったが，

近田から「理科と化学」教師の依頼があったとき，森も「畑違いの任務」で自信が持

てないと辞退した。しかし近田は「まげてお引受下さる様必死の懇願をし，漸くご諒

承頂いた」（57）。1952 年 3 月発，鄭州の氏名不記載の一「教師」から外務省に届いた

通信にはこうある。「化学と物理ということになりました。初めはやれるかどうか自

信がなく困りましたが，やらない訳にゆかないので二十年振りに化学を勉強し直して

います」と（58）。これは森からの通信とみて間違いないであろう。体育を教えた山口

吉國は「専修大学 々
マ マ

部 経済科卒業」で，鄭州に来る前は天水の西北鉄路幹線工程局

の職員として留用されていた。鄭州では「体育の先生と事務長を兼任」した（59）。秋

山良照は日中戦争時の日本人反戦同盟の指導者の一人であった。自著の中で鄭州で「中

国近代史の教鞭をとることになった」と記している（60）。近田は秋山について「二七

年客員として参加」と語っている（61）。元学生で後に経済界で活躍した高松正司（東

京大学卒業，住友金属システムソリューション社長などを歴任）は，「山田先生や林

先生（秋山良照）を囲んでいろいろな話を聞くのが一番の楽しみでした」と回顧し，

元学生の室賀雅文も夜の自由時間などに林先生から聞く政治やファシズムの話などが

面白かったと回想する（62）。
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以上こうしてみると，教員資格をもった教師は音楽の中島以外には一人もいなかっ

たことになる。近田は言う。「日籍中学の先生で自分の学んだ専攻の学科を教えられ

るのは皆無に近かった。当時の留用日本人は殆んど鉄道技術者で，教職経験者を求め

ることは不可能といってよかった。まことに止むを得ぬ仕儀であった」（63） と。こう

した状況だったので，特定の教科の特定の分野では学生が先生よりもの知りというこ

ともあったようで，先生がその教科の得意な学生から事前に授業内容を学び，それで

授業に臨んだこともあったという（64）。それでも，鉄日中の元学生らが教師陣を敬慕

する念が強いことは，同窓会会報『鄭州』の諸記事や元学生から聞く話の節々で知る

ことができる。それゆえ，帰国後も教師らの晩年にいたるまで長く師弟の交流が続い

た。

【中国人教師たち】

中国人教師としては先述した郭武城校長，裴元佑，それに屈という男の先生がい

た（65）。郭は中国語で中国歴史を教え，裴は中国語を教えた。裴は開封の女子中学を

卒業後，鉄路第二小学校に就任した。筆者のインタビューでこう語る。1952 年春節

の頃，当時 27 歳の自分に突然学校のリーダーから指示があり，鉄日中に赴任した。

開封の女子中学では日本語を専攻していた。日本人学生は皆いい子ばかりで，特に困っ

たことや手を焼いたことは何もなかった。楽しい一時期だった。ただ中国語ができな

い学生が多く，そのことで苦労した。日本人女子学生の宿舎である女子棟で，2 段ベッ

ドが並ぶ同じ大部屋に泊まり，日曜日も何もなく毎日そこで寝起きした，と（66）。

裴は中国語教師の任に止まらず，日本人学生とも年齢が近いこともあって，学生か

ら姉や母のようにも慕われた存在であった。日本人学生らは帰国後現在に至るまで裴

との交流を続け，1991 年には夫妻を北京に招待し 44 人もの同窓生が日本から裴を囲

む同窓会に参加した。また 1995 年には夫妻を日本に招待し盛大に同窓会を開いてい

る。裴の娘さんの裴慧慧の話によれば，突然本来の自分の学校から引き離されて鉄日

中に転勤となった裴を慕って，中国人学生が同校に来て裴の授業の様子を見ていたと

いう。一時期のこととはいえ，若い裴にとって辛い体験でもあったに違いない。

（5）鉄日中の子どもたちと暮らし　
【関内各地から集う】

鉄日中同窓会の会報『鄭州』各号の回想記事や，前編集長の中澤貞男へのインタ

ビュー（67），筆者が同窓会員を対象に行ったアンケートへの回答，それに当時の外務

省の調査などによれば，鉄日中開校時の様子は以下のようであった。　

1952 年春の開設当初は初級中学の第 1，第 2 学年のみで，同年 3 月，外務省には学

生数を 108 名，教師数を校長 1 名，教師 6 名で，学生は「全部寄宿舎に収容されて団

体生活をし，いたって朗らかです」とする邦人からの通信が届いていた（68）。新学期
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の始まる同年 10 月に第 3 学年ができた。この時点で中 1 が 1 学級で 54 人，中 2 が 2

学級で 73 人，中 3 が 1 学級で 23 人，合計 4 学級 150 人あまりの学生が在籍した。鄭

州市内のほか北京，太原，石家荘，天水，北道埠（天水近郊），西安，蘭州，漢口の

計 9 地域から（69），12，13 歳から 20 歳くらいまでの青少年が集まった。実質 1 年余

りしか存在しなかった学校ではあったが，2016 年 4 月作成の同窓生名簿には元学生

154 名，及び元教職員 12 名の名前が載る（70）。

西安西方の蔡家坡から汽車で 24 時間かけて鄭州にやって来た学生ら 6 人組（和泉

豪・眞藏兄弟，高松正司ら）のうちの 5 人は，蔡家坡の鉄路中学校で中国人学生ら

と共に学んでいた。彼らはその学校になじんでいたので，鉄日中への転校の話があっ

た時，転校したくはなかった。だが，「校長になる近田伝さんに呼ばれ地元に出来る

学校に地元から行かないのはおかしいのではないかと余り理屈に叶ってはいない理由

で説得されたが心は動かなかった。」しかし，生活費を「払ってくれる父親に言われ

ると致し方なく蔡家坡鉄中を退学し」，鄭州鉄日中に赴いた（71）。西安にいた齋藤貢ら

14，15 人の子どもらも布団やら洗面器やらをもたされて，皆一緒に鄭州にやってきた。

その親たちもまた，皆が旧満鉄社員の鉄道関係者であった（72）。

石家荘から親と離れて鉄日中にやってきた子どもらもいた。その一人に先述の中澤

貞男がいる（73）。終戦時 13 歳であった中澤は戦後ハルピンで「学徒工」として働いた。

1952 年 4 月，19 歳の時に鉄日中の 2 年に編入された。中澤のように終戦後の混乱の

中で中等教育を受けられないまま中国に残っていた子どもたちとその親にとって，鉄

日中の開校は朗報であった。鉄日中同窓会長の矢野治昭も，鉄日中に来る前数年間，

石家荘機関区電力班ですでに就労していた。中澤や矢野らはいわゆる「年長組」とい

われ，中学 2 年か 3 年に編入された。一方，12 歳程度で入学した子どももいた。北

京から 24 時間，列車でやってきた原幸代もその一人で，子どもばかり 8 人の旅であっ

た。原はこう回想する。「布団や大きい洗面器を背負った小さい娘」を遠くに送る（「私

の年譜」），「まだ内戦の火がどこかに埋まっているかもしれないあの頃，子も大変な

ら親もよくぞ手放したと思う」と（74）。最も多くの学生を送り出したのは天水地区か

らで，天水鉄中からは 64 人の在籍学生のうち約 50 人が鄭州鉄日中に大挙転校してき

た（75）。

【充実した学校生活】

鉄日中での勉強については，先述したとおり正式な教員資格を持つ先生は中島百合

子を除いていなかったが，元学生の座談会やアンケートへの回答では多くがとても充

実していたと語る。日本人教師らへの敬慕の念も共通している。日本語でのまともな

教育から疎外されていた少年少女らに対して，たとえ正規の教員ではなくとも一定の

高等教育を受けた日本人の大人たちから受けた日本語での普通教科の授業，紀律ある

集団生活の指導は，教科学習や人格形成の面で大きな影響を与えたであろうことは想
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像にかたくない。鉄日中の元学生の中には，その後日本社会の様々な分野で第一線に

立った人も少なくない。ハンセン病の研究で大きな功績を残し 80 歳を過ぎた今も東

南アジアのハンセン病撲滅に力を注ぐ和泉眞藏（京都大学医学博士，元国立療養所大

島青松園外科医長）もその一人で，「自分の今があるのは，鉄日中でしっかりした基

礎教育を受けたお陰」と語る（76）。京大原子力実験所で「反原発 6 人組」の研究者の

1 人として市民活動を支えてきた小林圭二（元京大原子炉実験所講師）も同様に鉄日

中の元学生であった（77）。前述の高松正司はこう語る。「わずか１年の鉄日中在籍の影

響がそれほど大きいと見るべきではない」としながらも，自身が帰国後に入学した高

校では，鉄日中では授業のなかった英語を除き「他の科目については順調に高校時代

を送ることができたということは，中国の（蔡家坡の－引用者補注）鉄中１年，（転

校した－同）鄭州の鉄日中で１年の中学教育レベルがいかに高かったか，先生方がい

かに熱心に教えてくださったか，いつも思い出すたびに感謝しています」と（78）。

鉄日中では教科以外の活動も盛んであった。鉄道管理局の講堂で行われる中国人の

「文娯活動」（映画・演劇・唱歌・ダンスなどの活動）に鉄日中の学生もしばしば参加し，

歌や踊りを披露した。河南省全体の鉄道管理局の運動会などもあった。前述の中澤も

鉄日中のメンバーとともにそれに参加し，短距離走で 1 位になり全国大会出場への準

備もしたが，日本人は不可ということで参加はできなかった。この当時の鉄日中を忍

ぶことのできる唯一の写真が写真１である。ここに写る学生はすべて鉄日中の日本人

学生である（最後列の男子が先述の『鄭州』前編集長中澤貞男）。シャツの胸には「鄭

鉄直属」とある。日本人学生が中国人とともにこうした運動大会で交流していた様子

が偲ばれる。ただ，学級・宿舎は日本人だけの構成であったためか，それほど交流が

日常的にあったわけではなかった。その点は中国人学生と四六時中同じ学級・宿舎で

過ごし，それゆえつきあいの密度が濃かった天水鉄中とは異なっていたようだ。
　

写真１　「鐵路鄭州地區運動大會優勝紀念 1952．9．20」と記された記念写真
（小林成子氏（前列左端）提供）
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鄭州の宿舎では，米，米
お か ゆ

粥，マントウを主食にし，豚肉，鶏肉も豊富にあった。中

国人の料理人が，飼っていた豚や鶏をさばいてくれた。食べ盛りの子どもたちにとっ

ても食事の量は充分あったと，口を揃えて回想する（79）。「中国は日本人のためによく

やってくれた」と中澤もいう。しかし，冬の寒さと南京虫は堪えたようだ。冬も宿舎

には暖房がなく，マイナス 10 度にもなった。皆親元を離れてきていた。親との手紙

のやりとりは自由にできたが，中学生がホームシックになるのは当然のことだった。

それでも年上の学生らがよく面倒をみた。日曜日に上級生が町に買い物に出て，親か

らの仕送りのお金でお菓子類を沢山買ってきて皆で分けて食べた。鄭州での暮らしが

青春の一コマであったことを思わせる回想もある。大沼たみ子は「楽しかったことは，

夕食後，フォークダンスをしたこと。あの人がまわってくるとドギドギした」と綴

る（80）。恋愛は御法度であったそうだが，同級生の中で少なくとも二組が後に結婚した。

中澤は鄭州時代の学校生活をこう回想する。「鄭州での一年間はほんとうに楽し

かった。それ以前は学問への道が閉ざされていたので，勉強できる嬉しさと，寄宿舎

生活の中で同年代のいろいろな人と知り合う楽しさとがあった。いい思い出として刻

まれている。それは 100 人中 99 人までが同じ思いだろう。だからこそ，何 10 年もたっ

ても毎年沢山の人が集まって同窓会を開いているのだと思う」と（81）。

【続く政治的影響】　　

勿論辛い思い出もあった。筆者がインタビューの中で多く聞いたのは政治教育や「批

判会」に関わる思い出であった。そもそも親たちが日本人中学校を求めたのは，中国

の学校での政治教育の影響から子どもたちを隔離しようとしたことがその大きな理由

の 1 つであった。そして，その意味では望み通りの日本人学生だけのクラス・学校が

できたわけだが，やはりここは中国であり，校舎提供やその他の便宜を図ってくれた

中国側から完全独立した教育などできようはずもなかった。先述の理科教師森直枝は

こう述べる。「校是は一，中国の経済建設に参加せん。一，日本革命の先鋒たらん。一，

中日人民団結の橋梁たらん。の三つであった。」と（82）。元学生の大沼たみ子は「社会

科の歴史では，中国の歴史が中心で……帝位争い，権力闘争，農民運動，毛沢東のこ

とをしっかり叩き込まれた」と回想する（83）。教科書も多くは中国の教科書を使ったし，

国語・地理に関してはその授業内容について中国側の点検を受けた（84）。

音楽教師の中島は授業で歌う「曲は八路軍の歌やソビエトの歌ばかりだった。両国

の国歌，ロシア民謡などもあった。八路軍側が納得するような歌を作ったり，教材に

載せたりした。そうでないと許可が下りないでしょう」と語る（85）。国語を担当した

岡崎兼吉自身も，鉄日中着任の事情について「「上級」の要請があり，わたしが「革

命の必要とするところには行かなければならない」という素朴な階級意識（？）を持っ

ていたからです」と回想する。そして，「自分は中国の諸情勢に注目し，それにもと

らないように努める生徒，戦後日本の民主勢力の発展に役立つ人間を目指す生徒を育
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てたいという抽象的な願望から，教材を選び，授業をした」と述べる（86）。

クラスの中ではしばしば「反省会（批判会）」が行われた。特定の子と仲良くなる

ことさえも批判を受け，皆の前で自己批判させられたなどという経験を持つ人は少な

くない（87）。鉄日中に 14 歳で中学 1 年に入った保村正子は「批判会があったけど，あ

れは正しい事ではないと私は思うけど…中国的よね。もうあんな時代には帰りたくな

いね。」とふり返る（88）。矢野治昭が鉄日中同窓会の会長になったのは，批判会で辛い

思いを受けた某先生をなぐるために同窓会の会を開こうと思ったからとさえ語ってい

る（89）。その先生は教科の指導は持たず「政治指導員」としてピオネールを組織した

りしており，矢野も「 坦
タン

 白
パイ

（自己批判）運動」で反省が少ないと怒られたという。

またこの時代は中国全土で「衛生運動」がおこっている時でもあり，鉄日中でも「蠅

取り」競争が展開された。鉄日中は他の学校と 1 カ月間の競争に勝ち，優勝旗をもらっ

た（90）。鉄日中が外界と分かちがたく繋がっていたことを示すもう一つの光景といえ

よう。学校の外では三反五反運動と反革命鎮圧運動の嵐も吹き荒れていた。批判会な

どもその影響を受けた出来事であったが，街頭ではもっと恐ろしい情景があった。近

田副校長の子息である近田尚己は父を含む家族とともに鄭州に来た時は小学校の 4 年

生であったが，そうした運動で批判された人たちが街中引き回しとなり，処刑場で処

刑される様子を 2，3 回見た。処刑後，民衆がその処刑された人の脳みそを取り合っ

ていた。漢方薬の材料になるという話だったという（91）。鉄日中の子どもたちも多か

れ少なかれそうした時代の厳しいうねりの中におかれた。彼らのつかの間の異国での

青春時代は，決して甘美に充ちた想い出だけで語らるものではなかった。やがて，鉄

日中での生活も終焉を迎える。各地から集い学び初めてわずか 1 年余の後，悲喜こも

ごもの思いを胸に異国の学校を去る日がやってくる。

４．帰国へ

（1）「ぎりぎりの限界」
共和国建国後，日本人留用者の多数が早期帰国を望んだ背景には，子弟の教育問題

とは別に，留用者自身の技術の耐用年数の問題があったことについては，筆者は天水

や上海のケースでも述べてきた。本稿においても医療関係者らが鄭州の外来の「病棟

に来てもやれることはな」く，「故郷に帰ることに焦慮」している状況について述べた。

こうした状況に関して，既に拙論著で紹介してきた武内清一の言葉を思い起こして

おきたい。武内は旧満鉄の技術員であったが，1950 年 11 月，チャムスから移動して

天水に留用となり機関車の修理の業務にあたっていた。3 年後の 1953 年に天水から

帰国する際の印象について筆者が尋ねた時，こう答えた。「医者にしても技術者にし

ても，三年もいると新しい知識が入らず，三年というのは何かを教えるということで
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はもうぎりぎりの限界であった。帰国する間際，日本人の技術はいらなくなったと痛

切に感じた。」と（92）。1952 年の時点で終戦からすでに 7 年目，共和国建国からでも 3

年目となっていた。鄭州地区においても，例えば 1953 年に鄭州鉄路発電廠で「送電

線を改良して耐圧レベルを高め，変圧器も国産品のものに代え，日本式の変圧器は淘

汰された」という状況が進展していた（93）。鄭州の鉄道関係者も天水と同様の事態が

起こっていたことが容易に想像されよう。

そうした留用者のおかれた一般的状況を日本側も把握していた。すでに1950年9月，

外務省は「華北・中・南を通じて留用解除者（中共機関で不要となったもの）が次第

に出て来ている」という通信も受けており，「満洲・本土を問わず，すでに不必要と

なった者，及び当初より中国側の負担となっていた老幼・病弱・婦女子は，何らかの

機会に送還しようとする意思が，中共当局側にあることは明らかである」と認識して

いた（94）。留用者らは「老幼・病弱・婦女子」と同様，「中国側の負担」となりつつあっ

た。2 年半後の 1953 年 3 月，舞鶴外務連絡事務所の外務事務官山口登はこう指摘する。

「中共は今次の工業発展の五ヶ年計画を中国，ソ連人のみで遂行し，外国人を参加せ

しめない方針の模様で，……徹底的に帰国を勧誘している。済南地区，上海地区，漢

口地区と通じて，残留を希望しても将来職業と生命の安全を保証しないと言明してい

る。」と（95）。鄭州も例外ではありえなかったであろう。日本製の設備もそれを操る技

術者もソ連の技術協力や中国自身の技術者の育成によって，すでに「ぎりぎりの限界」

を迎えていた。

（2）後期集団引揚げ
そんな折，1953 年には中国赤十字社側と日本赤十字などの民間 3 団体側との間で，

残留日本人の引揚げに関する協議がまとまり，同年中に第 1 次（3 月）～第 7 次（10 月）

表４　鄭州からの後期集団引揚げ（1953 年）
後期集団
引揚次数 上海出港の年月日 鄭州からの引揚げ者の

職種・職域・地域など
鄭州からの引揚者
の人数（人） 船　名

第 1 次 1953 年 3 月 21 日 軍及び鉄路関係者　開
封・洛陽を含む

160 高砂丸

第 3 次 1953 年 5 月 8 日 鉄路管理局漢口分局 74 白龍丸
第 4 次 1953 年 7 月 3 日 不詳 94 白山丸（24 人）

白龍丸（70 人）
第 5 次 1953 年 8 月 8 日 不詳  13 高砂丸

白山丸
計 341

（外交史料館所蔵資料 Ḱ-7-1-3-（1-3））『中共地区邦人引揚関係　引揚概況』所収の「一九五三年度中
共地域集団引揚者数　一九五三年七月末現在」，「地点別引揚者数」，及び Ḱ-7-1-3-3『中共地区邦人引
揚状況』所収の「第三次船団帰還概況」1953 年 5 月，「第四次船団帰還概況」1953 年 7 月，「第五次
船団帰還概況」1953 年 8 月より。人数の「計」は筆者が集計したもの）
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のいわゆる後期集団引揚げ（96）が始まり，1958 年 7 月の第 21 次まで続いた。鄭州に

いた留用者らは基本的に上海経由で 1953 年中に引揚げたが，その際の船別報告書か

らその状況を整理してみると表４のとおりとなる。第 7 次引き揚げの後も，鄭州には

なお「希望残留者二名，帰国待機者七名（一家族）」が残った（97）。

こうして同月，鄭州に留用されていた人びとも，また関内各地にいるそれぞれの親

元に戻った鉄日中の子どもたちも，ほとんどが帰国の途についた。しかし，その後大

人たちは長期にわたる新しい技術・知識からの隔離や，政治的には一様に「アカ」と

見られる偏見に苦しんだ場合が少なくなかった。大人同様，子どもたちも帰国後の人

生は決して平坦ではなかった。それぞれの年齢に応じて小・中・高校に編入学したり，

大学等を受験したりしていったが，学力とりわけまったく授業のなかった英語で苦労

したと語る人は多く，また必ずしも年齢に相当する学年に編入学ができたわけではな

かった。それに共和国建国後数年残っていたわけであるから，子どもらにも「中共帰

り」の烙印が色濃くまとわりついた。前述の高山瑠璃子などは，藤枝市の高校である

先生から自分の名前を呼ばれずに「中共帰り」と呼ばれ，そのたびに抗議した体験を

綴っている（98）。子どもたちも多くの場合，親の留用にともなうさまざまな困難と向

き合いながら，その後の自らの人生を歩んでいくこととなった。

おわりに

本稿で検討してきたことは以下の 3 点に整理されよう。第１に，人民共和国建国後

も，旧「満州」地区だけでなく関内にも多数の日本人技術者らが留用されたが，鄭州

にも鉄道や医療の関係者を中心に，家族を含めると少なくとも 300 人を超える日本人

が留用などで当地に留まって暮らした。そのほとんどは 1953 年の後期集団引き揚げ

で帰国した。鄭州に留用された医療従事者の場合，その持てる知識や技術を十全に発

揮できる状況ではなく，早期帰国への要求は高まっていた。鉄道技術と同様，医療現

場においても医療技術の耐用年数の問題が背景にあった可能性が考えられる。

第 2 に，関内各地の日本人留用者にとって，中学生年齢の子弟の教育が大きな悩み

の種であった。その要求に応えて，いわゆる民族幹事らも日本人対象の中学校の開設

に動いた。中国側もこれに応じることが留用政策を安定的に継続するための方策と見

て 1952 年春，鄭州鉄日中を開設し，当時の経済環境の中で望むことのできる最大限

の条件整備に努めた。日本人学生らと寝食を共にしながら彼らの面倒をみた中国人教

師なども彼らの学習と生活を支えた。関内唯一の日本人中学校であった同校には，各

地から親元を離れて 150 人余りの学生が集った。

第 3 に，留用者らは子弟の「学力低下」の問題と並んで「思想的偏向」を危惧し，
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中国の政治的影響から切り離された環境の中で，日本人教師から日本語で教育を受け

ることを望んだ。しかし教師陣には有資格者はほとんどおらず，政治的立場や満鉄人

脈から呼ばれた人が大半であった。中国の中学校と同じような教材や方法ももちこま

れた。校外の激しい政治運動の荒波とも無縁ではいられず，「坦白会」などに苦悩し

た学生もいた。そうした意味では必ずしも親たちが期待した環境とはいえなかったが，

子どもたちはある意味柔軟にそうした環境に適応し，１年余りの短い期間であったが

師弟関係，友人関係を含めて思い出深い青春の１頁として記憶されることとなった。

共和国建国以降も関内各地で続いた日本人留用のうち，鄭州におけるその状況と，

関内各地の留用のいわば副産物として鄭州に生まれた鉄日中という特異な学校の存在

について，史実の一端を明らかにしてきた。しかし，戦後日中関係史において余り顧

みられてこなかった関内における留用の全体像の解明は未だほとんど手つかずの状態

であり，今後の課題として探究していきたい。
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8　 外交史料館所蔵資料 Ḱ-7-1-2-（2-3-1）『ソ連地区邦人引揚各地状況（含中共地区）中共の部（除く
東北区）「通信資料」』所収の「通信資料第 1 号　中共地区鉄道関係留用者の集団移動」1951 年 4
月 10 日，2 頁（この『ソ連地区邦人引揚各地状況（含中共地区）中共の部（除く東北区）「通信
資料」』所収の資料は，以下の引用では「通信資料第〇号（タイトル名）」年月日，とのみ記す（〇
は算用数字で示す）。なお，「通信資料第 1 号」は同第 3 号の「はしがき」によって，「第 1 号」と遡っ
て規定されたものである。
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身鉄路第一中学の旧教職員氏名一覧があり（61 頁），そこには「屈希仲」の名があるが，それが
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科 1 年に在籍していたが，終戦で学校は閉鎖されてしまった。
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はじめに

私たちは，日中戦争下にあった戦時上海（1937 － 45 年）を，敵／味方，支配／被支配，

抵抗／協力といった二項対立で解釈することが困難な複雑な領域を＜グレーゾーン＞

と捉えて研究を進めてきた 1。この＜グレーゾーン＞領域は堀井弘一郎氏の言葉を借

りれば「『協力』の中の『抵抗』，『抵抗』の中の『協力』，『抵抗』と『協力』との融

合や置換，あるいは『忍従』，『沈黙』との交錯など，多種多様なグレーゾーンが日常

生活のさまざまなレベルで生起する政治文化空間」である 2。本稿は「日中友好の架

け橋」・「魯迅の友」として著名な内山完造について，戦時上海という＜グレーゾーン

＞空間を生きることよって内山が抱えたところの＜グレーゾーン＞問題を中心に考察

を試みるものである。

なお，管見の限り戦時期の内山完造を対象とした歴史学からの専論は見られない。

こうした研究状況は当該期の内山に関する一次史料が決定的に不足していることもあ

るが 3，「日中友好事業の先駆者，中国人民の親しい友人」（夏衍）と呼んで日中両国に

おいて内山を「偶像」視して来たことも背景にある。そこで，本稿では内山が戦前・

戦後に刊行した書物を主要な史料として，第 1 章では内山を論じる際に誰もが依拠す

る彼の自伝『花甲録』の問題性について論究し，第 2 章では内山の「老朋友」であっ

た太田宇之助との関係を検討することによって当該期の彼の政治的な立ち位置を推定

し，第 3 章では当該期の「内山漫語」を史料として読み解き内山の抱えていた＜グレー

ゾーン＞問題を考察するものである。

内山完造（1885 年 1 月 11 日～ 1959 年 9 月 20 日）の略歴は次の通りである。：日

中友好功労者。上海内山書店経営者。岡山県出身。高等小学校卒業後，関西の商家で

奉公。牧野虎次郎牧師の導きでキリスト教に入信，同師の紹介で 1913 年参天堂の販

１　髙綱博文編『戦時上海　1937 ～ 45 年』（研文出版，2005 年），髙綱博文・石川照子・竹松良明・
大橋毅彦編『戦時上海のメディア― 文化的ポリティクスの視座から』（研文出版，2016 年），
堀井弘一郎・木田隆文編『戦時上海グレーゾーン』（勉誠出版，2017 年）。

２　前掲『戦時上海グレーゾーン』，7 頁。
３　内山完造が戦前上海において書いていた膨大な量のノートブックと原稿は 1947 年 12 月の強制

帰国により「全部それは上海で反古になった」という（内山完造『花甲録　日中友好の架け橋』
平凡社，2011 年，384 頁）。

戦時上海における内山完造
─内山完造の＜グレーゾーン＞問題を中心に─

髙 綱 博 文

〔論　文〕
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売員として上海へ渡る。1917 年上海で開業した内山書店は日中文化人の交流の場と

して有名となり，1927 年初めて同書店を訪れた魯迅とは，深い信頼関係で結ばれて

いた。1947 年帰国，1950 年日本中国友好協会を設立し理事長に就任，日中友好運動

に生涯を捧げた。病気療養のため招かれた北京で死去 4。

「日中友好の架け橋」として知られる内山完造については，これまで諸氏により以

下のような疑念が出されている。本稿はこのような疑念を生んだところの戦時期内山

完造が抱える＜グレーゾーン＞問題を，上記の手順に従って不十分ながら考察を試み

るものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）石堂清倫氏：「『人民日報』が刊行されて，大連にも入ってきました。これに，『東

山再起』というと題して日本関係の囲み物……記事で内山完造さんがきびしく批判さ

れたことがあるのです。内山は表面民主分子を装っているが，実は南京総軍（支那派

遣軍）と関係を持ち，当然中国人民に引き渡すべき戦犯第一級というべき総司令官を

密かに工作して，日本に送り還そうとしている警戒すべき反動分子であると書いてあ

りました。のちに内山さんは友好人士として高く評価されますが，このことは，私に

はたいへんショックでした。」5

２）鈴木正夫氏：「内山完造には従来，日中友好の貢献者としてその功績を称えら

れ強調される傾向があった。しかし，内山自身が『花甲録』で書いているように，第

一次上海事変の時に知人の中国人に名刺を渡して日本軍の手から護ったこと，太平洋

戦争が始まって許広平が日本憲兵隊に逮捕されると，その釈放に尽力したことなど，

なぜ一介の日本人書籍商人にそのようなことが可能であったかの疑念が湧く。商売上

の取引を通じてであったにしろ，軍とパイプがあったのでないか。」6

３）中村みどり氏：「日中友好の民間人として知られる『内山書店の店主』内山完

造は，憲兵隊に捉えられた魯迅夫人，許広平の釈放のために軍部と交渉するなど，戦

時の『グレーゾーン』の鍵を握る人物であった。」7

４　内山完造については幾つかの一般書が刊行されているが，差し当たり拙稿「上海内山書店小史」・
「内山完造の社会体験―『花甲録』・「内山漫語」を読む」（髙綱博文『「国際都市」上海のなかの
日本人』（研文出版，2009 年，所収）参照。略歴は中村義他編『近代日中関係史人名辞典』（東
京堂出版，2010 年，104 ～ 105 頁）参照。

５　「石堂清倫談＝ 1984 年 2 月 17 日」（井村哲郎編『満鉄調査部―関係者の証言』アジア経済研究所，
1996 年，593 頁）。石堂氏が読んだという『人民日報』の記事は捜すことはできなかったが，同
紙 1950 年 3 月 23 日付に「麦克阿瑟指使日本戦犯，継続侵華的罪行」との記事があった。同記
事は台湾の蔣介石政権を支援する旧日本軍関係者による日本人義勇隊に関するものであり，内
山完造は山田純三郎ともに全国遊説で各地の同志糾合と連絡につとめているとする。これは日
本の雑誌『真相』第 37 号（1950 年 1 月）掲載記事「海烈号事件の背後を洗う」に基づくもので
あり，その内容は信憑性に欠けるが，当時一部の人々には内山が反共・反民主的人物として捉
えられていたことを窺わせものである。

６　鈴木正夫「魯迅と日本人特務―そして上海内山書店」『関東学院大学文学部紀要』第 120・121
合併号，上巻，2010 年，256 頁。

７　中村みどり「日本占領下上海における陶晶孫の言説―大東亜文学者大会と『老作家』・『狗』」（『野
草』第 102 号，2019 年 3 月，66 頁）。
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４）石川照子氏：戦時上海における上海日本人ＹＭＣＡ・ＹＷＣＡの活動を検討し，

その活動は日本軍部の大陸政策の一環として「中国の現地住民に対する宣撫工作と，

欧米キリスト教勢力の排除」という「文化工作としての戦争協力」を担うものであっ

たと指摘する。さらに内山完造は上海日本人キリスト教徒コミュニティの中で大きな

存在であり，1944 年 6 月には上海日本人ＹＭＣＡの理事長に選任されたとして「戦

争協力」の側面へ注意を促している 8。

第 1章　内山完造の『花甲録』について

これまで内山完造の評伝は何冊か書かれているが，どれもが戦時期（1937 ～ 45 年）

における内山の活動については具体的なことはほとんど明らかにしておらず，書いて

あるにしても彼がいかに日本の中国政策に非協力であり，日本の中国侵略を批判して

いたということを強調するものばかりである 9。その依拠するものはほぼ内山の戦後

の著作―なかでも内山自身による自伝『花甲録』が最大の典拠である。

周知の通り，内山完造の自伝『花甲録』（岩波書店，1960 年 9 月）は内山完造・上

海内山書店を歴史的に検証する際の一級史料として扱われてきた。同書は戦後 1950

年に内山がその生誕 1885（明治 18）年から還暦を迎えた 1945（昭和 20）年に至るま

で自らの足跡を綴った回想録である 10。

中国文学者・竹内好は同書について次にように指摘している。「自叙伝としても破

格だが，それだけでなく，明治の末から敗戦までの日中関係の裏面史として，この本

はえがたい利用価値がある」と高く評価し 11，一方でいくつかの問題点も挙げている。

①「上海から送還されるとき日記や原稿を持ち帰れず，記憶だけにたよって」執筆さ

れたこと，②内山一流の「漫談」形式であり，「そのとき自分がどう考えたか，とい

うことと，いま自分がどう考えるか，ということが，内山さんの内部で区別がつかな

い。」12

さらに竹内は③『花甲録』に「記憶のあやまりはあろう。……内山さんはウソのき

らいなひとだから，作為はないとみてよい」とも指摘している 13。とはいえ，『花甲録』

８　石川照子「上海のキリスト教ネットワーク―その交錯と相克」（前掲『戦時上海グレーゾーン』，
134 頁，140 頁）。

９　小澤正元『内山完造伝―日中友好につくした偉大な庶民』（番町書房，1972 年），吉田嚝二『魯
迅の友　内山完造の肖像』（新教出版社，1994 年）等。

10　内山完造『『花甲録』岩波書店，1960 年。内山完造『花甲録　日中友好の架け橋』平凡社，2011
年。本稿では後者（平凡社版）を使用した。

11　竹内好「内山完造と『花甲録』」（『日本と中国のあいだ』文藝春秋，1973 年，348 頁）。
12　同上，351 頁。
13　同上，352 頁。内山自身は『花甲録』「小序」において次のように書いている。「私の歴史が他人

の歴史の借着であってはならん，嘘を書いてはならん。人々を騙ます様なものであってはなら
ん」。
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には内山が敬虔なキリスト者ピューリタンであったことを勘案して意図的な「ウソ」

は書かれていないにしても，人間は一般的に自分に都合の悪いことは無意識に「忘却」

ないし意識的に「隠蔽」する傾向があるからことは否定できない。特に戦時期におけ

る新聞・雑誌等のメディアを通じて内山完造の活躍を知る者の眼からすると『花甲録』

の当該期の記述は極めて簡潔であり，そこには「忘却」ないし「隠蔽」があるのでは

ないかと疑われる。

メディアに登場する内山完造の肩書は内山書店主であり，彼は常に「非政治的」立

場であることを謳い「政治の動向は私には興味がありませんから，また考えたこと

もありません」（1936 年）14，「政治と云う問題は一向無学なもので判然分かりません」

（1938年）15 と極めて謙虚・慎重な態度をとっていた。また，内山は自分自身を第一に「商

売人」であると考えており，商売人は「お客様になる人々を怒らせては，商売にならん」

を鉄則としていたが，彼の「漫談」も中国で商売をしていることから「お客様」であ

る中国人の悪口を書くことはなく，「日中友好」が一貫した立場であった 16。彼の「支

那漫談」も世間からは「趣味」の範囲として見られていた 17。このような姿勢は，『花

甲録』においても基本的に変わらず政治的な関わりはほとんど記述されず，特に内山

の日中戦争下における日本の国策への協力や，日本軍との関係を疑わせるような下記

事項への記述は避けられていると推測される 18。

１）国策新聞『大陸新報』との関係：『大陸新報』は，1939 年 1 月 1 日に「中支唯

一の国策新聞」として日本軍占領下の上海で創刊された。山本武利氏の研究によれば

『大陸新報』の創刊から経営まで朝日新聞社が深く係わっており，同紙は「汪精衛政

権という傀儡政府を支援し，軍の中国侵略をごまかし，真実の報道を行わなかった謀

略新聞であった」とする 19。

内山完造は『大陸新報』に 1939 年 9 月～ 45 年 2 月までに朝刊の「学芸欄」や夕刊の「現

地評壇」というコラムなどの 157 編もの作品を寄せている 20。また，内山完造は 1940

年 1 月，大陸新報社が皇紀二千六百年記念事業として設けた「大陸賞」の選考委員に

次のような人々ともに選ばれた 21。

14　内山完造『魯迅の思い出』社会思想社，1979 年，34 頁。
15　同上，177 頁。
16　前掲「内山完造の社会体験」，参照。
17　「（内山完造の―引用者）趣味として『支那人生活状態　研究』は，多年の経験により蘊蓄極め

て深く，同好者の研究会，学校等に於て講演し，又新聞雑誌等に発表する等，本人の『支那漫
談』は既に日本に於てすら定評あるものなり。」（「内山完造」『中華全国中日実業家興信録』上巻，
上海興信所，1936 年，116 頁）。

18　山下恒夫編「内山完造年譜」（前掲『魯迅の思い出』所収）には，本稿で取り上げる『花甲録』
に記述がない事項も記載されている。

19　山本武利『朝日新聞の中国侵略』文藝春秋，2011 年，245 頁。
20　呂慧君「日中友好の＜媒介者＞内山完造の文学・文化活動に関する多元的研究」，関西学院大学

博士論文，95 頁。
21　呂慧君「内山完造と『大陸賞』」（前掲『戦時上海グレーゾーン』所収）参照。
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「支那派遣軍報道部長陸軍大佐　馬淵逸雄氏，上海在勤海軍武官補佐官海軍中佐　

間直顕氏，上海総領事館情報部長　鶴見憲氏，興亜院連絡部文化局長　森喬氏，

東亜同文書院長　大内暢太郎氏，内山書店主　内山完造氏，上海商工会議所理事

長　経済学博士　杉村廣蔵氏」（アンダーライン―引用者）22。

　1942 年 2 月には内山完造は「東亜の建設に黙々と寄与」「真に大陸文化建設を

促進」したとして第二回「大陸賞」を受賞した 23。

２）　上海居留民団「官選議員」に選出：1941 年 2 月 22，23 日に「八万の邦人か

ら成る『日本上海』の代議士たる民会（上海居留民団―引用者）の選挙」が行われ「民

選議員」25 名とともに上海総領事が選任した「官選議員」25 名が選出された。その際，

内山完造は「現地文化人の肝煎り役」であるとして「官選議員」に選ばれた 24。

３）内山完造は，1944 年 2 月 11 日に日本大使館より「日華親善の尖兵として活躍

した在華模範邦人」，3 月 8 日には「日華友好提携に尽瘁した優良邦人」として表彰

された 25。

４）内山完造が魯迅夫人許広平等を日本憲兵隊から救出に尽力した下記の事件につ

いては，今日よく知られたことであるが『花甲録』には記述されておらず，許広平の

証言が発表された後に内山により明らかにされた。

1941 年 12 月 15 日に日本憲兵隊に許広平が逮捕されたことを知るや内山完造は憲

兵隊に書面で釈放を申し入れ，フトン・毛布・副食物の差し入れが許可された。内山

の尽力もあり許広平は 70 余日後に釈放された。また，開明書店の章雪村と夏丐尊が

やはり日本憲兵隊に拉致された際に内山は彼らの釈放に尽力している 26。

戦時上海における内山完造は，内山書店主であるとも国策新聞『大陸新報』の常連

寄稿者であり，さらに「大陸賞」を受賞し，上海総領事選任の「官選議員」として上

海日本人居留民社会の名士でもあり，鈴木正夫氏・中村みどり氏が推察するように「日

本軍との個人的なパイプを持ち」それによって中国の友人たちを守るような＜グレー

ゾーン＞的な存在でもあったことは確かであろう 27。

さて，内山完造は『花甲録』の原稿執筆を 1949 年 12 月 25 日に開始し，50 年 12

月 30 日に終了している。執筆開始直前の 49 年 10 月 1 日に中華人民共和国が誕生し，

内山は 49 年 10 月 10 日の日本中国友好協会創立準備大会へ参画し，50 年 10 月 1 日

22　『大陸新報』1940 年 1 月 1 日付。
23　『大陸新報』1941 年 2 月 22 日付。
24　『揚子江』第 4 巻第 4 号，1941 年 4 月，139 ～ 144 頁。拙稿「『揚子江』に見る上海日本人居留民社会」

（日本大学通信教育部『研究紀要』第 32 号，2019 年 3 月，31 頁）参照。
25　『大陸新報』1944 年 3 月 8 日付。前掲「内山完造と『大陸賞』」，参照。
26　内山完造「当時の思い出：1954 年 12 月 27 日」（許広平著，安藤彦太郎訳『暗い夜の記録』岩波

書店，1955 年，所収）参照。許広平等の日本憲兵隊からの救出については，『花甲録』（1950 年
12 月 30 日脱稿）には言及されていない。

27　前掲「魯迅と日本人特務」，241 頁。
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に成立した日本中国友好協会の理事長に就任している。

内山が戦後に刊行した著作『おなじ血の流れの友』（中国文化協会，1948 年 10 月）

→『中国四十年』（羽田書店，1949 年 6 月）→『そんへえ・おおへえ』（岩波書店，

1949 年 9 月）→『花甲録』と時系列で検討してみると彼が「共産主義なる青い鳥」

へ傾斜して行き，『花甲録』を執筆段階では「中国共産軍の革命が成功」したことを

慶賀するに至っていることが窺われる。むろん，内山のこれらの戦後の著作において

も，彼の立場は一貫して「日中友好」であり，戦時期において日中戦争に反対であっ

たとして国策協力や戦争協力について読みとることは困難である。

内山は『花甲録』を執筆するに当たり「中国人の習慣によれば年六十になるととも

に自らの年譜なるものを作り，自らの歴史を書くことにする」とその動機を語ってい

るが，その「自らの歴史」とは彼が体験したことについての客観的な歴史叙述ではな

く，竹内好が指摘するように「即興的に喚起される印象の無際限の流出」というべき

ものであり 28，それは内山の「漫談」「漫語」の一形式と見なすこともできる。

要するに，内山完造は『花甲録』を執筆した時点―中華人民共和国が誕生し，彼が

日中友好運動という政治運動に乗り出した時代の意識によって「自らの歴史」を上書

きしながら戦前の上海における日本人―庶民としての生活史を回憶し，内山書店主と

していかに「日中友好」・「日中文化交流」に尽してきたことを物語るものある。

第２章　二人の「支那通」―内山完造と太田宇之助

日中戦争下の上海において内山完造は，上海在住の「老上海」文化人として新聞・

雑誌に「内山漫談」「内山漫語」と呼ばれる数多くの随筆を執筆し，それらの随筆は

次のような本としてまとめられ出版された。

『支那の民俗習俗に就いて』日本文化協会，1938 年 2 月

『上海漫語』改造社，1938 年 12 月

『上海夜話』改造社，1940 年 3 月

『上海風語』改造社，1941 年 8 月

『上海霖語』大日本雄弁会講談社，1942 年 10 月

『上海汗語』華中鉄道弘報室，1944 年 3 月

内山完造が当時，最も活躍した言論メディアは 1939 年 1 月に上海で創刊された『大

陸新報』であった。同紙について『朝日新聞社史』は次のように述べている。

「昭和十四年元旦創刊の『大陸新報』は，華中における日本の国策新聞で，陸軍，海軍，

外務省三省と興亜院の後援で設立，本社を上海においた。朝日から相当の人員が大陸

28　前掲「内山完造と『花甲録』」，351 頁。
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新報に転じた。これは朝日が軍から委託されて経営したのではなく，朝日が新聞経営

に協力したのであった。」29

以下，検討するように内山完造と『大陸新報』との間には，「支那通」ジャーナリ

ストとして活躍していた朝日新聞社の太田宇之助がいるのではないか，さらに戦時期

における内山完造の背景には，互いに「老朋友」・「親友」と呼ぶ内山と太田宇之助の

親密な関係があるのでないかと推測される。

さて，太田宇之助（1891 年 10 月 8 日～ 1986 年 9 月 2 日）の略歴は，次の通りで

ある。：兵庫県出身。早稲田大学在学中の 1916 年に上海へ渡り，孫文の第三革命に参

加。1917 年 7 月に大学卒業後，大阪朝日新聞社に入社，18 年 4 月上海特派員。1923

年 4 月東京朝日新聞社支那部次長。1925 年 1 月北京特派員。1929 年 9 月から 32 年

8 月まで上海支局長。この時期に支局には尾崎秀実がいた。34 年東亜問題中国主査，

39 年論説委員兼任となる。37 年に『新支那の誕生』を刊行，その論調は中国資本主

義の発展と国民政府による国内統一を評価し，日中経済提携を唱える。

40 年 7 月朝日新聞社に在籍のまま支那派遣軍総司令部嘱託となり，「思想戦指導要

綱」の起草に係わり，汪精衛（汪兆銘）政権の強化を図った。41 年 7 月，支那派遣

軍司令部嘱託を解任されたが，汪精衛からの依頼で東亜連盟総会顧問を委嘱され，朝

日新聞中支特派員として中国に留まった。43 年 4 月から汪精衛政権の経済顧問兼江

蘇省政府経済顧問に招聘され，朝日新聞を退社。45 年 3 月に帰国 30。

太田が，はじめて内山完造を知ったのは上海支局長時代であり，当時内山書店が北

四川路底の表通りに店を構えていた。太田宇之助と内山完造の関係は，太田の回想録

『生涯―新聞人の歩んだ道』に「内山完造君のこと」として書かれており 31，彼の翻刻

された「太田宇之助日記」には頻繁に内山完造が登場する 32。

太田は内山完造について次のように述べ，内山の「日中友好」への貢献を高く評価

している。

「内山君はもともと世話好きの男であるが，とくに中国の友人家族の世話をよくし

たもので，その中には不遇にある革命家が少なからず含まれていた。日本に亡命して

いた郭沫若氏及び家族との関係ができたもの，その一例で，そのほか新中国創設に当っ

て活動した中共の人々に知友が相当あった。こうした関係から戦後の日中関係復興の

ため同君は新しい仕事を始めるようになった。『日中友好』の橋渡し役として打って

つけだった。

しかし，戦前，戦中，赤松（太田のこと―引用者）は内山君との長いつき合いの間で，

29　朝日新聞社百年史編集委員会編『朝日新聞社史（昭和戦前編）』朝日新聞社，1991 年，625 頁。
30　前掲『近代日中関係史人名辞典』，128 頁。
31　太田宇之助『生涯―新聞人の歩んだ道』行政問題研究所，1981 年，146 ～ 149 頁。
32　（翻刻）望月雅士「太田宇之助日記（昭和 15 年）～（昭和 20 年）」（『横浜開港資料館紀要』第

20 号～第 28 号，2003 年～ 2010 年，掲載）。
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イデオロギーに関する話をし合ったことは一度もなかった。同君を中共のシンパなど

と思ったことは全くなかった。しかし腐敗した政治家や旧官僚に愛想をつかし，中国

の大衆，農民を搾取する者たちに対し非常な憎悪心を持ち続けていたのは事実である。

あくまで野人であり，政治問題に無関心に近かったと赤松は彼を諒解していた。それが

戦後『日中友好運動』から利用されて，いつしか現実に親中共派となってしまった観

がある。ともかく両国の新関係のために大きな功労を立てたのは認めざるを得ない。」33

太田は内山完造と個人的に極めて親しい関係にあったと見られ，「日記」によれば

内山の私宅において度々食事や宿泊し，内山みき夫人から灸を据えてもらっている 34。

「太田宇之助日記」には，次のような記載等が見える。

・1941（昭和 16）年 3 月 7 日「新月に内山老を招き，大陸賞の受賞を祝す」。

・ 1942（昭和 17）年 3 月 1 日「内山書店店主，中山君（中山優か―引用者）と食事

を共にし船津氏（船津辰一郎か―引用者）を訪ひ」。

・同年 7 月 23 日「特務機関に日野水中尉を訪ひ，内山書店の内山老を訪ひ」。

・ 同年 7 月 27 日「午後内山書店店主と新たに大陸新報に入った広瀬庫太郎君と，

内山の招待にて『月したそば』にて夕食を代ふ」。

・ 1943（昭和 18）年 1 月 26 日「内山書店から菊池家を訪ひ，大使館事務所に大家

大佐を訪ひ」。

・ 1944（昭和 19）年 1 月 17 日に太田は「Ｙ・Ｗ・Ｃ・Ａで内山氏が阿部知二氏紹介

の為めに，当地文壇の先輩，夏丐尊と陶晶孫両君を招き放談した」に同席。

・同年 6 月 18 日「訪問，内山，井上参謀，菊池」。

・ 1945（昭和 20）年 2 月 17 日「丸山，田中両少尉を内山宅に招いて，肉のスキヤ

キをして鱈腹食べさせる」。

当時の太田宇之助と内山完造は，中国人社会で一般的に見られる利己的行為と利他

的行為が表裏一体をなしている「老朋友」＝「相互扶助」関係にあったものと推察され，

太田は内山宅・内山書店を上海における活動拠点として利用しており，一方で内山も

『大陸新報』等の戦時メディアにおける活躍を勘案すると太田の朝日新聞社―大陸新

報社―日本軍当局―汪精衛政権のネットワークに何らかの依存関係があったのでない

かと推察される。むろん，内山完造は上海内山書店店主にして「多年支那の政，學界

樞要の人達と交友深く……又一方支那研究の目的を以て渡来する日本の文人，墨客，

宗教家等多く當店を訪づれ，民國事情を尋ね或は研究資料の援助を受ける等の連絡」35

33　前掲『生涯』，148 頁。
34　「太田宇之助日記」参照。
35　前掲「内山完造」（『中華全国中日実業家興信録』上巻，119 頁）。
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があることから内山のネットワークは数多くあったが，太田「日記」からすると両者

の関係は特に親密であったことが窺われる。『花甲録』によると政治を語らないこと

を信条としていた内山が 1940 年にローマ法皇による日中戦争の仲裁や，1945 年に「ソ

連に戦争仲裁」を依頼することを考えた際にいずれも太田宇之助に相談していること

からも両者は単なる友人関係でなかったことを窺わせる 36。

内山完造と太田宇之助はともに「支那通」・「中国通」として有名であり 37，中国を

熱愛し，日中両国の架け橋になりたいと念願してことは共通していた。

太田宇之助も，内山完造を中国在留邦人の中でも「中国を愛する者……政治を離れ

て純粋に中国を愛する人……中国に長く住んでいる中に，いつも間にか大陸的となり

知らず識らずに中国的になって」行った者と好意をいだいており 38，内山の「漫談」「漫

語」を愛していたことは確かである。太田が『文藝春秋』（昭和 17 年 10 月号）に掲

載した「中国随論」という随筆は，中国人及び中国社会論は内山のそれと共通すると

ころが多い。コラムの主な項目を上げてみると次のようである。「没有法子」，「自治

思想」，「相互扶助」，「強い生活力」，「国民性の相違」，「個人主義」，「商業道徳」等々 39。

ただ，太田の言論活動は内山完造とは異なり中国の政治・経済，日中関係を論評する

ことにあり，1930 年代彼は「良識的中国通」ジャーナリストとして高い評価を得て

いた 40。

1940 年，太田宇之助へ支那派遣軍総司令部嘱託に就任することを要望したのは，

ノモンハン事件を指揮してソ連軍に敗北してその責任を取らされる形で同総司令部へ

転出して来た辻政信参謀であった 41。辻参謀の意向を同年 6 月 27 日に太田に伝えたの

が支那派遣軍報道部長馬淵逸雄であった 42。望月雅士氏によれば太田が陸軍の要請に

応じたのは「日中和平を掲げた汪兆銘新政権の動きは，戦争終結を導くものと太田は

確信し……自らその渦中に入り，和平に向けて尽力したいとの決意だったと思われる」

と推察している 43。

36　前掲『花甲録』，409 頁，491 頁。
37　なお，内山完造は「私は中華民國とか中國と云ふ言葉は何んの親しみも感じないが，支那とか

支那人とか云ふ言外に親しみを覺へるのである」（前掲『上海風語』，280 頁）と言い「支那通」
という言葉を使用するが，太田宇之助は戦前から「中国人は『支那』と呼ばれることをあまり
喜ばない」（『中国と共に五十年』鷹書房，1977 年，274 頁）と言って「中国通」という言葉を
使用した。

38　同上「中国随論」，292 頁。
39　同上「中国随論」，参照。
40　島田大輔「ある中国専門記者の誕生―1910 ～ 20 年代の太田宇之助の中国経験と中国認識」（『メ

ディア史研究』第 44 号，2018 年 11 月）参照。
41　辻政信や馬淵逸雄は汪精衛政権の最高軍顧問であり，彼らを指導していたのは汪政権を樹立し

た謀略工作を専門とする参謀本部の高級参謀影佐禎明であった（山本武利『日本のインテリジェ
ンス工作』新曜社，2016 年，144 頁）。

42　前掲「太田宇之助日記」1940（昭和 15）年 6 月 27 日。
43　望月雅士「解題　支那派遣軍嘱託としての太田宇之助」（『横浜開港資料館紀要』第 21 号，2003

年 3 月，112 ～ 113 頁）。
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辻政信は陸軍内では石原莞爾派に属し，石原中将を中心とする東亜連盟運動の熱心

な同調者であり，中国に対して信愛感を持ち日中戦争を速やかに終結させたいと考え

ていた。辻参謀は支那派遣軍総司令部へ転出すると汪政権を強化することを企画し

て「思想戦争指導要綱」の作成に取り掛かり，それには太田の主張―「中国側（汪政

権）の主潮に同調し，民心を把握することに努めなくてはないなぬ」が取り入れられ

た 44。

太田宇之助は支那派遣軍総司令部嘱託になってから汪政権との繋がりも密接とな

り，「汪兆銘主席と会って直接意見を述べる機会が多くなった一方，意見書を特種の

問題に限って提出することも屢々であった」という 45。むろん，太田の汪精衛の評価

は高く，戦後においても汪精衛が「日本の傀儡」であったことを否定し，次のように

述べている。

「（汪兆銘は―引用者）日本軍部にあやつられたように振舞いながら，本来の主張と

高い見識を決して失わず，窮極において目的を達しようとする遠大な望みを持ってい

たものと私は信じている。」46

太田と「老朋友」の関係にあった内山完造も，『花甲録』において汪精衛について

次のように書いている。

「南京に新国民政府が出来た。主席は汪精衛（汪兆銘）であるという。これは蔣介

石と並んで国民政府の巨頭である人だ。その人が日本という敵と提携して和平政策の

新国民政府を設立した。日本人には考えられないことである。……抗戦政策を堅持し

て戦う国民政府の重慶から，両巨頭である一人の汪精衛が脱落して逃げ出す。その逃

げ出した汪精衛が全く反対の政策である和平政策を採って，敵である日本の陣営に飛

び込んで来る。実に大胆不敵である。日本人は若い。その手にまんまと乗ったのであ

る。」47

戦後，内山は別な著作において次のようにも書いている。「汪精衛にしても，陳公

博にしても，一口も日本の為めとか，日本人の為めとかいふことを云うことはなかつ

た，いつでも中華民国のため，四萬萬中国民族の為めと云うて居つたとのことである。

古語にもある，勝てが官軍，負くれば賊，一本は倒れて遂に目出度ゝ。」48

このような文章を読むと内山も太田と同様に汪精衛への評価は極めて高く，彼を「日

本の傀儡」や「漢奸」として見ていないことは明らかである 49。一方で，内山の蔣介

44　前掲『生涯』，172 頁。
45　同上，181 頁。
46　前掲『中国と共に五十年』，22 頁。
47　前掲『花甲録』，410 頁。
48　内山完造『中国四十年』羽田書店，1949 年，175 頁。
49　『花甲録』において内山完造は 1920 年中国初のメーデーで「汪兆銘先生」に会ったことを語っ

ているが（189 頁），このことは「汪氏のある思い出」（前掲『上海夜話』，277 ～ 279 頁）でも
語られており，内山が汪精衛に好印象を持っていたことを窺わせる。
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石への評価は魯迅を迫害し，1931 年には魯迅の若い友人柔石をはじめ多くの青年を

逮捕，銃殺していることからも否定的であったことは間違いないであろう 50。戦時期

にあっても内山完造は「宣伝技術」に言及したある漫語において蔣介石を次にように

述べていることからも推察できる。「頭から蔣介石は馬鹿だと言うだだけでは効果が

ない。蔣介石が如何に現在の世界認識に缺てゐるとかといふ点を衝く……それが宣伝

の極意ではないかと思うて居る」51。

戦時期，内山完造も太田と同様に汪精衛政権の誕生に日中戦争の終結を期待し，汪

政権こそ日本が提携すべき「中国」であると考え，それを容認していた可能性は高い

ものと言えよう。「老朋友」関係にあった内山完造と太田宇之助は，「日中友好」を熱

望する「支那通」として汪精衛新政権に期待する政治的方向性を共有するものであっ

たと推察できる。

第 3章　内山完造の＜グレーゾーン＞問題

内山完造は日中戦争以前より「魯迅の友」・「老上海」として日本言論メディアに登

場しており，「内山漫語」を発表していた。内山が上海現地「文化人」として本格的

に活躍するのは，第二次上海事変以降に在上海日本人数が急増してからであった。日

中戦争は 1938 年 10 月に広東・漢口が陥落すると新段階に入り，日本側のスローガン

は「暴支膺懲」から「長期建設」に変わり，近衛内閣は「東亜新秩序」建設こそ「支

那事変」の本来の目的であるとした。これに呼応するように「日支提携は先づ相互の

信頼から。相互の信頼は相互の理解に始まる」を謳うところの国策雑誌『揚子江』が

1938 年 9 月に創刊された 52。同創刊号に内山完造は「揚子江を語る」という座談会に

海軍中将杉坂悌次郎，海軍中佐菊池豊吉等ともに出席している 53。

『揚子江』は中支派遣軍報道部（1939 年 9 月から支那派遣軍報道部）の指揮下にあり，

対日協力政権＝中華民国維新政府の支援で刊行された。これに次いで 39 年 1 月に創

刊された国策新聞『大陸新報』も中支派遣軍報道部の指揮下にあり，その指導をして

いたのが馬淵逸雄報道部長であった。「文化将軍」とも呼ばれた馬淵報道部長はメディ

ア統制についても，次のような独自の見解を持っていた。

「言論機関は，国家権力を発動しない限り，絶対服従を強要する訳には行かぬ。況

50　内山は魯迅の言葉を次のように伝える―「蔣（蔣介石―引用者）はペテン政治をやる。國民黨
がこれを許すなら黨自身もペテン政治をやるものだと，ある時は聲を大にしてその非を鳴らし
てゐた。……死ぬまで蔣や國民黨に對する反對の態度を固執してゆづらなかつた。」（前掲『上
海霖語』，10 頁）。

51　内山完造『上海霖語』大日本雄弁会講談社，1942 年，233 頁。
52　前掲「『揚子江』に見る上海日本人居留民社会」，参照。
53　『揚子江』創刊号，1938 年 9 月。
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やインテリ，ジャーナリストをや。……然し不自然なる強要に対し，彼等は決して

心からこれに随従して来るのではなく，内心では反発しているものがあろう。これ等

は全く拙劣な言論指導であって，その禍害は将来に及ぼす事，量り知れざるものがあ

る。」54

ある人の回想によれば当時の支那派遣軍報道部は馬淵逸雄をはじめとする「文化人

肌」の部長が歴任しており，彼等は「武力戦よりも文化各部門をもって日華友好の道

を開拓しよう」としており，その民間人支援者の中には内山完造もいたという 55。内

山は『大陸新報』に絶えず「漫語」を寄稿していたが，当局から「内山は傾向がよく

ない」と新聞社が注意されることがあったらしいが 56，馬淵逸雄等の報道部長の指導・

影響下にあったためか検閲体制に引っかかることはなかった。当時，内山は頼まれれ

ば日本の現地部隊であろうと「漫談」をおこなっていた 57。

内山完造が，国策メディアにおいて本格的な活躍を始めるのは 1940 年 3 月に中華

民国国民政府＝汪精衛政権が樹立され，日本当局が「日支親善」・「日支提携」・「相互

理解」を声高に謳えるようになった頃からである。

第二次上海事変直後は，戦争景気を当て込んで渡来した一旗組日本人が激増し，そ

の所業には目に余るものがあった。汪精衛政権が誕生することになると，日本当局に

よる「支那渡航者制限令」や領事館警察による取締りの強化により，戦争利得を求め

る一旗組は淘汰され，代わりに国策会社の従業員や居留民団職員・領事館職員・警察

官等の公務員等―「新興派」居留民が激増した 58。彼らは「内地」から来たばかり

であり，中国人のことをほとんど知らなかった。

1940 年 4 月 29 日に支那派遣軍総司令部総参謀長・板垣征四郎の名前で「派遣軍将

兵に告ぐ」という冊子が出された。そこには日中戦争の交戦対象は「支那の良民」で

はなく英米仏ソ列強と結ぶ重慶の蔣介石政権であり，その迷妄を打破して道義に基づ

く「日満支三国関係の調整整合」し，「東亜新秩序即ち東亜建設」こそ戦いの目的で

あると強調されている。このような目的を持つ日中戦争を「聖戦」と呼び，「敬，信，

愛を以て両民族を永遠に結合せよ」と主張して，次のように中国の伝統と習俗を尊重

せよと謳えている。

「支那には支那の傳統があり，支那人には支那人特有の習俗がある。之を尊重し之

を理解して其の面子を尚ぶ事は絶對不可缺の要件である。日本人は眞の日本人たると

54　西岡香織『報道戦線から見た「日中戦争」』芙蓉書房出版，1999 年），260 頁。
55　王見実「一個の胡桃」（『NIPPON 先駆の青春―名取洋之助とそのスタッフたちの記録 1934―

1945 年』日本工房の会，1980 年，169 頁）。
56　『花甲録』，468 頁。
57　同上。
58　山村睦夫「アジア太平洋戦争期における上海日本人居留民社会（下）」（『和光経済』第 49 号第 1

号，2016 年，14 頁）。
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共に支那人の眞の支那人たる事を尊重せねばならぬ。友好には寛容と同情とが必要で

ある。」59

ここには「日支親善」が謳われている。しかし，日本の「親善」対象となる「支那」

とは汪精衛政権等の対日協力政権のことであり，一方で抗日政権（重慶国民政府―引

用者）や「匪賊」（中国共産党―引用者）は決して「支那の良民」ではなく徹底的に「膺

懲」せよと主張する 60。

1940 年 3 月に南京に汪精衛政権を樹立した日本軍部は占領地における「民心建設」

という宣撫工作に本格的に着手し，そのためには本物の「支那通」を必要としていた。

馬淵逸雄は 1941 年に刊行した『断乎！東亜解放戦の完遂！－事変処理と民心建設の

重要性』において「支那通」について次のように論じている。

「『支那は謎の國である。不可思議な民族である。謎の扉は仲々開かない。この扉を

開くには鍵が必要である。支那通にコツを教へてもらはねば支那相手の，支那人相手

の仕事は出来ないぞ』と自他ともに主張するのが所謂『支那通』である」。とはいえ，

そのほとんどが「外交上の交際」，「取引上の交際」，「社交上の交際」等から得た断片的

な「支那知識」を持ったところの「支那通」であり，「事變發生以来一知半解の『支那通』

の心なき些末の行動により支那社會の民衆を駆つて，日本から離反せしむることに拍

車をかけたのは，支那人から云はせると之をあまり多く見聞して居る。其の事は日支

の大局に害あるのみならず，日本に對して不誠實なる擧動を招來する原因となる。」61

ここから「支那人を下劣視」しない「支那の社会的存在を辯護し，よく人を見るの

明」を持つような本物の「支那通」が求められた 62。華中占領地の文化工作を担当し

た馬淵逸雄により本物の「支那通」として選ばれたのが，太田宇之助であり，内山完

造であったと考えられる。内山は日本軍と共に宣撫工作を担うべきであるとの覚悟を

示すような次のような文章を残している。

「今日大東亜共榮圏の確立と云ふ大事業に心血を注いで居る時である。これが確立

の為に我等は運命を賭して居るのである，そして大東亜共榮圏の棒の一端を擔ふ者は

支那の人々である。吾々は自らの生命とその國を賭けてその共榮圏確立に寝食をも忘

れて居るのである。……吾等軍務に直接關しない者の勤めは一人でも多くの支那人の

民心を把握せなければならんと云ふことが吾等の責任にして又絶對的義務であると私

は思ふ。」63

59　支那派遣軍総司令部「派遣軍将兵に告ぐ（昭和 15 年 4 月 29 日）」アジア歴史資料センター（Ｃ
12120065200）。

60　同上。
61　馬淵逸雄『断乎！東亜解放戦の完遂！－事変処理と民心建設の重要性』新東亜協会，1941 年，

47 ～ 48 頁。
62　同上，57 頁。
63　前掲『上海汗語』，286 頁。
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戦時期における内山完造の主に中国人の生き方を伝える数多くの「漫語」は，汪精

衛政権下の中国民衆の「信頼と尊敬なくして民心の把握は斷じて不可能である」とし

て日本軍部の国策に応じて発表されたものと捉えることもできる 64。

第二次上海事変直後の日本人の上海進出は，山村睦夫氏によれば「上海占領に対応

した日本有力企業の進出，資本輸出の新たな展開」という状況にはほど遠いものであ

り，それは「一旗的な新興商人や周縁的労働者の大量流入であった」という 65。1913

年から上海で生活を営み，上海を心から愛し，上海に骨を埋める覚悟でいた内山完造

にとって，戦争利得を求めて日本占領下の上海へ殺到した一旗組の愚行は許せないも

のであり，「漫語」においてその醜態を次のように厳しく批判している。

「上海の日本人は其數が事變前の約三倍になつた。小學生丈けでも九千人になった。

それ丈に支那料理屋へ行く人が非常に増えた。……私は，其料理屋の中で度々，栄光

ある此夜壺君，即ちヘベレケやグデングデンの人に拝眉するのである。彼等は小便壺

を罵られ笑われて居ることを少しも知らんであろう。……彼等の其行動によつて日本

人の沽券を汚しつゝある者であることを記憶して貰いたい。」66

「近頃頻りに見る一つの街の風景は東洋先生（日本人―引用者）と黄包車夫（人力

車夫―引用者）と打相打である。イヤ打片打であるが私は至る處で屢々この風景を見

る。黄包車を中にして車夫が逃げ回るのを東洋先生が追ひかけ廻つて居る，追いかけ

る東洋先生が黄包車をヒツクリ返して盛んに蹴り飛ばして居るのがあるかと思ふと，

何か餘りハツキリせん支那語らしきことを云ひながらやたらに車夫を擲つたり蹴つた

りして居るのある。」67

「私はこゝに於いて，更に吾等の過去を省み度いと思ふ。特に支那に在留する吾等

の事を考へ度い。私は耳がタコになるほど，同文だ，同種だ，日支親善だ，日支は共

存共榮だなどと聞いて來た。然しそれは，口さきの空念仏ではなかつたか……共存共

榮は一つ一つの事業の重役から門番迄を，支配人から切符切迄を，技師長から工夫迄

を全部日本人に獨占して終つては，支那人の飯の食ひ場所がなくなる。それでは共存

にはならん。」68

こうした「内山漫語」における在留日本人批判も，日本の占領地政策が「長期建設」

の本格的段階を迎えるともに，日本軍部は戦争景気を当て込んで激増した一旗組や軍

属等の在留日本人の所業は「国策遂行を妨害しあるもの少なからず」と批判するよう

64　同上，287 頁。
65　山村睦夫「アジア太平洋戦争期における上海日本人居留民社会（上）」（『和光経済』第 48 号第 3

号，2016 年，5 頁・16 頁）。
66　前掲『上海霖語』，166 頁。
67　前掲『上海汗語』，285 頁。
68　前掲『上海風語』，305 ～ 306 頁。
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になるのと軌を一つにするものであり 69，「派遣軍将兵に告ぐ」においても次のように

述べている。

「軍に跟随し同胞の先驅として大陸に進出した邦人中には或は宣撫に，或は看護に

献身犠牲的活動をなし戦に殉じたもの，又現に活動をなしつゝあるものも尠しとしな

いが，日本人の面汚しも又尠からざる現状である。法に觸れたものの多い事は勿論觸

れないものと雖も道徳的に指弾せられるものゝ甚だ多い現状は遺憾ながら之を認めざ

るを得ない」。「日本を信頼せよ，日本人と提携せよと如何に叫んでも支那人から心か

ら日本を信頼し日本人を信用するに至らない限り一方的である。」70

戦時期の「内山漫語」は，支那派遣軍総司令部「派遣軍兵に告ぐ」にあるように日

中戦争を「聖戦」と呼び「敬，信，愛を以て両民族を永遠に結合せよ」と唱えた国策

に明らかに共振・共鳴するところがある。当時，内山完造は「漫語」という形式で彼

が上海で見聞・体験したところの多くのエピソードを通じて，「支那には支那の尺が

ある云ふ」こと日本人に語ってきた。内山の「漫語」は，秦剛氏が指摘するような「庶

民感覚に根ざした人道精神」に裏打ちされており 71，また大橋毅彦氏が指摘するよう

に「その中国観や，中日両国の関係に注がれる眼差しが，‟大東亜共栄圏”のイデオ

ロギーが紡ぎ上げたカテゴリカルの発想の枠からはみ出す側面を多分に持っていたこ

と」は否定できないであろう。72 しかし，「内山漫語」は日本軍の占領地政策の歴史

的な文脈において見れば銃後の国民を戦争に動員するため，そして汪精衛政権を強化

し占領地域の治安維持ための「日支提携」・「相互理解」の日本人向け宣伝の国策に＜

政治利用＞されていた側面も見逃すことはできない。内山は『花甲録』において，「漫

語は時々は一服の清涼剤であることもあった。私の戦争の見透しは最初から変わらな

い。悲観論の一本槍であった」と述べているが 73，戦後における語り直しを行ってい

るものと考えられる。

戦前戦後を通じて「日中友好」を一貫して唱えていたと見られる内山完造が，戦時

期にあって日中戦争に反対の立場を堅持していたかは必ずしも明らかではない。1937

年の第二次上海事変についての「内山漫語」では「私は支那の政治とか軍事とかにつ

いて語る資格は無論ない」が，中国「庶民の生活といふ一點」から考えるとして次の

ように述べている 74。

中国国民政府が「段違いの軍備を持つて居る日本に對して，捨鉢的挑戦的態度を採

69　大本営陸軍部研究班「極秘・海外邦人ノ言動ヨリ観タル国民教育資料（案）」（高崎隆治編『十五
年戦争極秘資料集』第１集，龍渓書房，1976 年）参照。

70　前掲「派遣軍将兵に告ぐ（昭和 15 年 4 月 29 日）」。
71　秦剛「戦時末期の上海で発行された『大陸』」（『早稲田文学』2018 年初夏号，2018 年 4 月，58 頁）。
72　大橋毅彦「邦字新聞『大陸新報』瞥見」（『昭和文学研究』第 39 号，1999 年 9 月，124 頁）。
73　前掲『花甲録』，468 頁。
74　前掲『上海漫語』，50 頁。
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つたことは支那経済の心臓である上海に自ら剣を突きさした自殺に均しい行為であつ

たと私は思ふ。……私は今次上海事変に對してもこの實例を引いて，庶民と共に支那

の政治に抗議するに躊躇せないものである。かくて支那の政府は依然として庶民の幸

福と云ふことからは全く離れて居るものであることを學び得た共に，庶民を危機に丸

ざらしにして自ら安逸と贅沢に平然たり得る矛盾に注意を促がさんとするものであ

る。」75

ここには「庶民の生活」を危機に晒し破壊する戦争への反対は語られているが，そ

の責任は全面的に中国国民政府にあり，日本軍の行為は「暴支膺懲」の論理で語られ

ている。ここには『花甲録』において見られる中国侵略を進める日本軍部への批判的

な意識は全く見られない。

また，内山完造は第二次上海事変中のことを『上海漫語』において，「大山大尉事

件に對する（日本海軍特別陸戦隊の―引用者）あの正々堂々の態度は，未だ曾て見た

ことのない立派なものであつた」とし，「日本軍艦から全艦の総砲撃をしたのだと云ふ。

その知らせがあつてヤレヤレと胸をなで下ろし」，「日本人だと云ふ意識が，今更のよ

うに確かになる」という自らの＜帝国意識＞が昂揚した興奮状態を描いているが 76，

その姿は日本軍を絶対的に支持したところの上海の「土着派」日本人居留民そのもの

にも見える。『花甲録』においても第二次上海事変の体験と上海引揚について詳述し

ているが，そのトーンは戦時期とは明らかに異なり「全中日戦争になった時に私は，『日

本はこれで終いだ。自然に向かって戦争を始めた』と考えた」とあり「悲観論」を語っ

ているが 77，戦後の感情記憶が混入しているのでないかと推測される。

内山完造は『花甲録』において，大東亜文学者大会への参加の誘いを断ったことに

より 78，戦時下の日本政府のお手盛りの日中文化交流に消極的であったかのような印

象を与えている。一方で，内山完造は中国人友人である陶晶孫を「新文学運動の闘士」

として『大陸新報』に登場させ「創造社の想い出」79 や「中国文学の現状を語る」80 と言っ

た対談を行っている。内山は「ウソを云はない，ダマサない」を信条として本当の「日

支文化交流」を行っていると考えていたので 81，陶晶孫を『大陸新報』に登場させた

ことに他意はなかったのであろう。

「魯迅の友」として内山完造は日本占領下のおいても多くの中国文化人と交流して

75　同上，62 ～ 64 頁。
76　「空襲下の上海を脱れて」（前掲『上海漫語』，所収）参照。
77　前掲『花甲録』，348 頁。
78　前掲『花甲録』，420 頁。尾崎秀樹は『花甲録』における「大東亜文学者大会」の記述は，1943

年の第 3 回大会の誤りであり，中国文学者たちの名前の誤記を指摘している（『旧植民地文学の
研究』勁草書房，1971 年，44 ～ 45 頁）参照。

79　『大陸新報』，1942 年 9 月 19 ～ 22 日付。
80　『大陸新報』，1944 年 4 月８～ 13 日付。
81　前掲『上海霖語』，90 頁。
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いたが，それが対日協力者＝「漢奸」を生み出す契機となることには十分な注意を払っ

ているようには見えない。それは当時，内山は「日支文化交流」を次のように捉えて

いたこととも関係するであろう。

「支那人も，今日程，日本について考へたことはあるまい。そして日本語を習ふ人

が月々増して多くなつて居る。此れは日支文化合作の胎動であると私は思ふ。又，汪

精衛先生を首班とする南京国民政府は，日本帝国政府の了解の下に，大東亜建設に提

携して居る。此れは明らかに官界の文化提携でありまいか。民間の方では，色々の協

會とか聯合會とか云ふものが熾んに活動して居る。宗教に教育に美術に醫術にと，未

だ曾つて見ざる程活潑なものがある。」82

要するに，内山完造が戦時期に携わった日中文化交流とは，日本政府と汪精衛政権

の「官界の文化提携」を支える民間文化交流であり，それを通じて「一人でも多くの

支那人の民心を把握せなければならん」というのが内山の覚悟であったといえよう。

おわりに

戦時上海における内山完造を考察することを試みる筆者のスタンスは，彼をネガ

ティブに告発することにあるのでなく，日中戦争下における内山完造を等身大で描き

たいという思いにある。それは，内山完造を戦争に「協力した」あるいは「抵抗した」

という二項対立的な捉え方ではなく，「協力」と「抵抗」の狭間にある＜グレーゾー

ン＞に着目し，戦時上海を生き抜いた内山の実像に一歩でも近づきたいということで

ある。

この＜グレーゾーン＞は，日本の中国侵略によって重慶国民政府・延安共産党政権・

南京汪精衛政権が分立したことより生まれた錯綜した中国の政治情勢を背景としてい

た。戦時期においても内山完造は「日中友好」を信念として生きていたが，その対象

である「中国」そのものが何を指すのか曖昧な状態になっていた。内山完造が想定す

る「中国」とは，一般的に中国民衆を意味するものであろうが，当時の内山完造は汪

精衛政権の誕生に日中戦争の終結を期待し，汪政権こそ日本が提携すべき「中国」で

あるという考えに大きく傾斜していたものと見られる。

内山完造が，中国人と日本人は「同じ血の流れの友」であると見なし，「日中の架け橋」

になりたいと生涯を通して願望したいたことは明らかであろう。しかしながら，日本

軍部はこのような彼の願望を中国侵略のために＜政治利用＞したのであり，彼もこの

ことをある程度は自覚していたものと思われる。内山が日本軍部に＜政治利用＞され

る契機としては，本稿が検討したように支那派遣軍司令部嘱託となった太田宇之助と

82　同上。
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の「老朋友」関係があるのでないかと推察される 83。

内山完造はその＜政治利用＞の代償として彼は上海居留民団「官選議員」に選出さ

れ，大陸新報社の「大陸賞」を受賞し，1944 年には「日華親善」に貢献した「優良邦人」

として日本大使館から表彰されたのでないかとも考えられる。こうして内山完造が戦

時上海において「文化人」・「名士」として益々有名となるとともに内山書店も飛躍的

に発展し，「単行本の取扱いは，中支全体の日本人書店の取扱い数よりも，私の店一

軒が遥かに上まわって居た」という盛況ぶりを呈した 84。

内山書店の店主であった内山完造は，魯迅をはじめ多くの中国の知友を持っており

彼等をその家族を含めて親身になって世話をした。これは日本が上海を占領してから

も同様であり，日本軍の弾圧から彼等を守ったこともあり，内山完造の「日中友好」

の精神やキリスト教ヒューマニズムの発露であることは疑いない。しかし，一方で本

稿が明らかにしたように内山完造は日中戦争が始まると，国策言論メディアに頻繁に

登場し，「日中友好」を信じて国策プロパガンを担うものであり，彼には＜グレーゾー

ン＞問題が付きまとう。

83　内山完造と太田宇之助の関係を明らかにするためには，横浜開港資料館所蔵の「太田宇之助文書」
（内山完造書簡を含む）を調査・検証することが必要であると考えるが，同文書は「未整理」と
いう理由で未公開である。日本新聞博物館所蔵の「太田宇之助関係文書」は閲覧したが主に朝
日新聞社関係者の書簡であり，内山完造関係のものを発見することは出来なかった。

84　前掲『花甲録』，401 頁。
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